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鶴
序本学位請求論文は琉球方言の 記述研究にその 重き を置い て い る o ことばを研究する時,
そ の 方法は時代ととも に少しづづ変化 して き た｡ そ の ような 申にあり ､ 記述研究は時代遅
れ の 学閥とまで 言われた時期が あっ た ｡ 丁度そ の 頃に大学生生活を送っ て い た ｡ 記述研究
はお ろ か方 言 を研究対象として さえ捉 えきれ なか っ た時期が筆者 にはあ っ た ｡ 方 言研究に
携わ る よう にな っ てか ら6年になる ｡ 方言調査 に臨む時､ 多く の話者は ｢こ この 言葉は荒
い し汚 い か ら+ と言う ｡ この 言葉か らはある 種の 否定的な感情が見て 取れ る ｡ 日本列 島の
南 に 位置する 小 さな島の 言葉で し か なか っ た沖純の言葉 を日本語 の姉妹語 で ある と実証し
た の は チ ェ ン バ レ ン 『Es s ay in Aidof a Gra m m a r a ndI)ictio n a ry ofthe Lu cha nLa
-
ngtl age』 (1895) で あり､ この こ とは 当時画 期的な ことであっ た . 後年に 一 部の 修正 が
加 えら れ る もの の ､ 琉球方言 の 存在 を世 界に 知らしめ ､ 同時に 日本にお け る国語学 ･ 言語
学の 水準を引 き上 げたと い う意味で 氏 の 功凍は讃え尽くせ る もの ではない ｡ 琉球方言 につ
い て の 論考は ｢琉球語考+ に始まり､ ｢日琉両 国語 の比較+ ｢琉球語文典故 に辞典に関す
る 試論+ ｢琉球蕃志+ な どと発表された ｡
『日琉語 比較文典』 (山 口栄鉄1976) で チ ェ ンバ レン の研究を見て いく と､ そ の草立て
は次 の 通 りである ｡ 第1章序論､ 第2章音声組織､ 第3章孤立法 ､ 第4章名詞及び代名詞 ､
第 5 章後置詞 ､ 第 6草数詞 ､ 第7章動詞 ､ 第8草形容詞 ･ 副詞 ･ 接続詞 ･ 感嘆詞 ､ 第9 章
統語論とな っ て い る｡ これだけを見て も総合的 に研究が成され て い る こ とがわか る ｡ そ の
研琴は ､ 琉球方言 を科学的な学問の対象 として初めて 楓上 に乗せた もの で ､ 以後の研究に
大 き な影響を与 え た｡ い わ ゆる方言 も学 問 の対象 にな る こ とを認識せ しめ たの で ある ｡ そ
れ を出発点として琉球方言の研究は ､ 音韻 ､ アクセ ン ト､ 括用､ 助詞の研究で 飛躍的な発
展を遂 げて いく ｡ 構造言語学的手法に基づい て括用を精微に記述して 見せ たの は服部四郎
の ｢琉球藩+ (1955) で ある ｡ 首里方言 を対象と して の実証的な記述方接は ､ 後 の 琉球方
言の 活用研究 に大きな影響を与え る ｡ - 方､ 仲宗根政幸の r沖縄方言の動 詞の活用+ (19
60) は 出身地の 今帰仁与郡嶺ほか 5方言を記述して おり ､ そ の記述方法もい わゆる中央語
との 対応関係を重視し た体系記述 とな っ て い る ｡ 以後の 括用記述で は ､ 後者の方法 に従 っ
て ､ 対応関係を重 視した記述方法が取 られ ､ 奄美諸島か ら与那国に至 る全琉球方言を対象
とした記述研究および比較研究の 成果 も多くあ らわれて い る ｡ 加えて現在で は助詞の記述
研究 の 成果 もあ らわれて い る ｡ チ ェ ンバ レ ン の 研究か らお よそ 1世 虹 今現在 この研究 に
携われ る こと に心か ら感謝したい と思う ｡
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野､
本学位請求は修士論文 ｢琉球方言の記述的 ｡ 比較的研究
一 沖鞄北部辺野薯方言 ･ 南部前
島方言 を中心 に - + (1997) を基に ､ 調査地を拡大しまとめた ｡ 修士論文で は沖絶本島方
言 の 中の 北部の 辺野暮方言 と ､ 南部の 前島方言 に つ い て記述研究し､ 比較研究した ｡ 本学
位請求論文の 第 - の研究課 題は ､ 未調査地域を記述研究し+ そ の体系 を明らか にする こと
で ある ｡ 徹底的な記述研究を通 じて 比較考察を行う こ とで ､ これまで に明らかにされて こ
なか っ た現象 の解明 に努めて きた｡ 修士 論文で は ､ 特 に辺野暮方言の 音韻で 成果が得られ
た ｡ 具体的に言 えば､ 辺野暮方言で はその り行子音が [9 W] に対応する ｡ この よ うな ワ
行子音の 対応 は これ まで に も指摘はされて いたが ､ それ を比較して 深く考察 しよう と した
研究はなか っ た ｡ 筆者は この ような ワ行子音の対応が隣接地域にも見られ る のか 19 97
年以 降, 辺 野事周辺の 地域 を調査したo そ の 結束 ､ 同北部方言 の 奥方言に も同様の 現象が
認 め られ た ｡ こ れは 先行研究で も指摘さ れて おらず ､ ひ と つ の 発見で あっ た ｡ こ の 同様の
現象を保持する 2つ の 方言 の在り方 を記述し､ 比較する ことで ワ行子音 [9 W] の 変化過
程な らび にそ の 古形を考察しようと試みた ｡ とこ ろが 沖縄北部方言だけでは どう して もそ
こ の 解決 に は至 らなか っ た ｡ そ こ で 調査地 を拡大 し ､ 1 9 9 8年 9月に沖縄本島に 近 い離
島の渡嘉敷 島を調 査 した ｡ そ こで壮語桑の 両で 非常に興味深 い 寮費の 収集はで きたが ､ ワ
行子 音に つ い て の 新たな発見に は至 らなか っ た ｡ そ こで次に ､ 八 重山 まで 調査対象地域を
拡 大 し ､ 調査 に 臨ん だ ｡ 1 9 9 8年 1 2月か ら八 重 山部の石垣島の 嘗 良方言 と 自保方言 に
着手 した ｡ 辺野暮方言の ワ行子音 の 中で 最も古い の は [b] で ある と推定して お い たが､
宮良 ･ 白保方言 はともに ワ行子音が [b] で あ っ た ｡ しかし [b] から [9 W] へ 変化し
た と導 き 出すだ け の 資料 は収集で き な か っ た ｡ と こ ろが自保方言 で は r牙+ を [gi:pa瓜]
-｢煙草+ を [tapa9u] ､ ｢旅+ を [tapi] な どと い う ｡ バ 行子音 の [p] 音化が認 められ
た ｡ [p] 音は [b] と対を成す普で ある だけに注目して い る ｡ 辺野事方言な どの ワ行子
音 に見 られ る [9 W] に つ い て 本学位請求論文で は , 作業仮説 を立て ､ それ を実証すべ く
調査対象地域の 拡大を試み , 関連す る と思 われ る事象を記述研究の 中から見出すに 留まっ
て い る｡ これ ら調査 しえた資料を踏まえ､ 今後は論文化 に努める 必要がある ｡ 6年来追い
続 けて い る ワ行 子音の 全貌が明らか に され る日もそ う速くはな い もの と確信して い る ｡ こ
れ だけの記述研究 を経な けれ ば､ 実証 で きなか っ た現象で ある こ とを述 べ て おく ｡
-
ll -
哨
II
To
㌔
州
翫
峨 ,F:9
糞nC
,
”)冒
+
ア/
管
叫
州調警
Q
L
b
D3O～ Q
峨
#
慧警
堕 .
(コ
･
J
汁
Q
h
. 0
B
b
a
Q
也
桝
Ql
監亘
既
#i
8
q Q
C5
警
芸甑
i#囲
鮎
軌紬重
森普
軸
准隅
t3
q
b o
幣ゝ
I
/t3
I 君 I
叫 t:< 世
増 鰻 棋
歳毒
血す 帖
堤 燦
a
仲
･岬 帖
mは孟
缶 帥
氏 フ
琉 球 方 言 の 記 述 ･ b ヒ車交 研 究
音 韻 ､ 播 月∃ ､ 助 詞
序章
第Ⅰ 部 音韻
第 1 単 記 述 研 究
第 1 節 奥方言 l ■ ■■ l ■t ■ ■ ● ■ ■ ■ ■● ■ I ) ■ll L = ■■ l= - ＋ ■ I ■ I 一■ ■ I l ■ ■ ■ J ■1 l[ ll ■ ●■ ■一 ● ■ ■ I L ■ ■■ ■■ ■ ■ ■ ■ l ■ ■P ■ ■ ■ P ＋ l P ■ ■ ■ ■ ■ l ■ ● ＋Jl b ■ ■ ■I L L J
第 2 節 辺 野 喜方言
第 3 節 前 島方言
■t ■ ● p ■ ■ ■■ ■ > l ■ 一■ P ■1 ■ > ■ ● l ■ - I - I ＋L ■ ● ■ ■ t I ■ l ■ ■ B = l ■ r * P J I L 暮 ■■ l ■ ■ I[ ■ll JI I ■ ■ r l ＋ l ● ● ln ■ ■ ● r l = l ■ ■ 暮l
l ■ JI JL ■ ■ ■ ■ P P l ■ > ■ Jl = l ■ ■ l ● JI b I P I I ■ ■ ■I J 1 ■ ●l ■ ■ ■l) J J l ■ P ) J ■ ■ = ■ ■lI 4 > ■ l ＋ ■ J l= II A ■ > ■ ■ P > b ■ ■ ) P ■ ■ ■ ■ II I I ■ ● ● JI I I
第 4 節 渡嘉敷方言
第 5節 宮良方 言
第6節 自保方言
第 2 草 比較研 究
第 1 節 比 較考察
■■ ■ ■ L J ) ■ ■ ■ J b L I l[■● t ■ ■ L t ＋ b ■P ■b L h P P I J J ～ L D > L b r ■ ▲JI l ＋ ■lI■ = ■ ● ■ ■ ■ ● t ■ ■■ ■ ■ JL r ＋h ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ P ■ l 暮 ■lI I ＋ ‖
* >7 ■ A Q ■ ■ ■ > b ● ● ● ● ■■ ■ ■ Jl ＋ ● ■ ■ ■ ● ■ ■ l ● ■ lL J I ＋ ■ ■ ■ ■l ■ I L l ■ = ■ P r P J P J ■ ■> I I ■ ■ ■ l ■ ● ■ ● ■ P ■■ r ■ ～ ■ ■ l ■ ■ ■ ■ ■t ＋ l ■ > > J I
第 2節 ワ 行 子音/ 9 W a/音 の 考察
第 Ⅱ部 活 用
記述研 究
第 1 節 奥 方言
㌔
”
第2 節 辺 野 書方言
第 3 節 前 島方言
第 4 節 渡嘉敷方言
第 5 節 宮 良方言
第 6節 白保方 言
第Ⅲ 部 助詞
第 1筆 記述 研 究
第 1節 奥方言
■> ＋> ■■ L L ■ ● ■ ■ ●■ I ■ ● ■ ヽ ■ ■■ ■ ■■ > I ＋ ■ l ■ ■ ■ ■ ■■ lI ■ ● l P ll ll ■ ■ll P > ＋ J 1 ■ ■ l ▲ ■II ■ ■ b ＋ I L J J ■ J ■ ■ ● ■ t ■ 暮 P b l ■ l t ■ ■r J L ■ ■ll D I
A P ＋ ■ L b 暮 ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ I ■ ■ 4 暮 一 ■ ■ l ■ ●■ ■ ■ ● ■ ● ■ ▲ ■ ■* b L ＋ J ■ ■ ■● 暮 ■ ■■ J J ■ * ll P > Pl ■■ ● ■ ■ l ●■ > J ■ ＋ r > ■Jl ■ ■ I ■ ) J b ■■ l ■ ■lI ■ I l
第 2節 辺 野 亭方言
第 3 節 前 島方言
第 4節 渡嘉敷方言
第 5節 宮良方言
第 6節 白保方言
第 2章 比 較研究
< が> と < の >
結 び
lI II P J ■ ■ ＋ ■● ■ ■ ■ ■ ■ ■ L B ■ t ● ■ ■■ ■ ■ ■ ■ JI I P ■■ I ■ ■ ■t ■ l* * L I Y P) ■ I)L * * * b r IP ■ ) J P ■ I b >■■ ■ ■ ■ t ■ ■ ■ ● ■ ■■ P J ■ ■) lI ■ I
■ ■ ■ ■ ■■ L JI ＋ 暮 ● * r L J[ L r ■ JL ＋ I > ■● t ■● ■ ■I ＋ * ■ r J ■■ r l l ● ■l ■> > ■ I ■ P l b r ■ J L ■I ＋ I J r P > ll ■ ● > ■ P 4 > ＋ ■ t ■ ■ ■ I ■ l I I A ＋ > 4 L A I
1 7 t ＋ ＋t A ＋ II ＋ r L L b b * P > L r P r 4 A J I P L > ) L I l r ＋ b ) J r J I r * b ＋ t r > P J I 8 I) f rL J kB b J JL> l ll r > J[ J[ L P t J J L J P ) [ L r L l ＋ l ? A )l
l ■ ■ ● ■● ■● ■ r * ■ ■ I ■ ■ ■■ ＋ P P ll b ■ P r l b J P J ＋> ● ■P J r L J - J f l b I L ■L[J L L 一1 FL J＋ ＋ ＋ J ■JL ＋ L 一● 一 > ■ > = ■ IL J ＋ r 一■ ■ ● I I■ Jl ■ ■ ● = ■■ ■ ● ■ ■ ■ ■I 7 ● ■ ■ ● ■ ■ ■ r l r I > I L r J ■ l l ■ ■l
参 考文献
- Ⅳ ‾
3
3 1
5 4
7 4
1 0 2
1 2 2
1 4 1
1 6 2
1 7 5
1 8 9
2 0 1
2 1 5
22 6
2 3 8
2 5 1
27 3
2 9 5
3 1 8
33 8
3 5 3
3 7 0
3 8 3
資料編 1
資料 A 語･鼻 比較表
語 桑比較表索引 ll T ■ l I ■ ● t l ■ ■ ■ ■ ■b h I ■ I I L J ■ I b 1 ■ ■ I - I - > I l ■1I ■ l ■■■ ■ JI ■ J J I ■ ■ l = ■P = l ● l ll ■l l ■ l 一■ l ■ ■● l JL ■ ■ ■ = ■ ■ ■ ● ■ l l■ ● ■ ■● ■ ■ ■ P r l 2
語褒比較表 - - - - - - - - I - - I - - I - - - - = - I - - I - - - - - - - - - I - - I - - I - - I3 5 0
資料編 2
語 桑比 較表 - - - - - - - - - - ･ ･ - - - - - - - - - - I - ･ ･ ･ - - ･ - - - - - - I - - - - ･ ･ - 3 5 1
資料編 3
語桑 比較表 - I - - - - - ･ ･ ･ - - - I - - - - = -･ = - - ･ ･ - I - ･ ･ ･ - - - = - - - - - I - I - -7 0 1
資料B 活 用形 用法例集
第 1 節 奥方言
1 奥方言動 詞 活 用 形 の 用 揺
2 奥方音形容詞 活 用形の 用 法
第 2 節 辺 野零 方 言
1 辺 野書方言 動詞括 用形 の 用 法
2 辺 野 書方言 形容詞括用 形 の 用 法
第 3 節 前 島 方言
1 前 島方言 動詞活 用形 の 用 法
2 前 島方 言形 容詞 括用 形 の 用 法
第 4 節 渡嘉敷方言
1 渡 嘉敷方言 動詞 活用 形 の 用 法
2 渡 嘉敷方 言 形 容詞括 用 形 の 用 法
第 5 節 宮 良方言
1 宵 良方言動 詞 活 用形 の 用 法
資料 C 助詞用法例集
”
第 1 節 奥方言 助詞 の 用法
第 2 節 辺 野暮 方言助詞 の 用 法
第 3 節 前 島方言助詞 の 用法
第 4 節 渡 嘉敷方言 助詞 の 用 法
第 5節 宮 良方言助詞 の 用 弦
第 6節 自保方言助詞の 用法
第 Ⅳ 部 資料編
資料編 1
資料 A 語桑 比較表
寮費 比較表 索引
●
- I - - ･- - - - I- - - - - - - I - ･ ･ - - - - - - I - - ･ ･ ･ - - - - - - I
語 桑比較 表
-
V
-
8 9 7
9 0 9
9 1 5
9 2 7
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9 5 0
9 5 7
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9 8 3
9 9 4
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10 3 1
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第瓦部 晋韻
%
第 1 章 雷己 述 研 究
- 2 -
%
第 且 節 奥 プす 言
1 . 音韻体 系
音素
奥方言 に は 次の 2 8個 の 音素が 認 め ら れ る ｡
母 音 音 素
子 音音素
半 母 音 音 素
拍音素
拍
1 e
?
'
C
J
N
a 0 u
h 良? k
S Z
w (2個)
Q (2 個)
n
(5 個)
9
p
?
t? t d ♂
也 m (1 9個)
奥方言 の 相棒造 は 次 の よ う に な る ｡ C は子 音 ､ S は半母 音 ､ Ⅴ は 母 音を表す ｡
C V C S V V
そ の 拍 を表 示 すれ ば ､
?i ?e
[?i] [?e]
> . >
1 e
[i] [e]
?a ?o
[?a] [?o]
ナ
a
[a]
C N N a
次 の よ う に な る ｡
%
bi
[Ci]
i?i
[㍍i]
ki
[ki]
gi
[9i]
ti
[ti]
di
[di]
be
[be]
ke
[ke
ge
[ge
t†e
[tle
te
[te
de
[de
ha ho
[ba]
kla
[kla]
ka
] [ka]
ga
] [ga]
tTa
] [t†a]
ta
] [ta]
da
] [da]
[bo]
ko
[ko]
gO
[90]
t†o
[tTo]
to
[to]
do
[do]
?u
[?u]
I
u
[Ⅶ]
[w u]
也ll
[軸]
klq
[kltl]
kⅥ
[ku]
gu
[gu]
t甘u
[t伽]
tu
tu]
dll
du]
[
[
'
ja
'
jo
[ja] [jo]
hja
[Ca]
eja
[即a]
3
gjo
[gjo]
'
ju
[ju]
kju
[kju]
W e
[w e]
W a
[w a]
九w e
[*e]
伽e 】紬a
[k?w e] [klw a]
gW e gW a
[gwe] [gwa]
[[
ci
t!
si
!i
zi
[d3
ri
[ri
ni
[ni
p
†i
[p?i
pi
[pi
bi
[bi
mi
[mi
i]
S e
] [s e]
[‡e]
i]
]
]
]
[
r e
r e]
n e
n e]
pe
] [pe]
be
] [be]
皿e
] [m e]
1
[:]
e
[:]
C a C u
[ts a] [ts u]
S a SO Sll
[s a] [s o] [s u]
r a
[r a]
n a
[n a]
p
7
a
[pla]
pa
[pa]
ba
[ba]
m a
[m a]
a
[:]
N[:]
?N[1Tn. りn]
'
N[m. n. 9. n]
Q[k. t. p. = . s]
ZO
[dz o]
r O
[r o]
n O
[n o]
pO
[po]
bo
[bo]
m O
[m o]
0
[:]
具 体用 例 と音声 的特徴
準
Zu
[dz u]
r u
[r u]
nu
[n u]
p
T
u
[伽]
pu
[pu]
bu
[bu]
皿u
[m u]
u
[:]
cja cjo cjⅥ
[t!a] [t!o] [t!u]
zja
[d3a]
zjn
[d3u]
( 1 )母音
母 音は i , e , a , o , u の 5 母 音 で ､ そ の う ち e , o は[e :] [o :]の 形 で あ らわ れ る 場
合 が 多 い ｡ 中舌 母 音 は見 出せ な い ｡ 母 音 は 他 の 子音や 半母 音 と 結合 し て 拍 を形 成 す る ｡ 具
体的 に は次 の よ う に あ ら われ る ｡
1
i は[?imi] (夢) と[?a mi] (雨) などの よう に 他の 母 音 と音韻的対立 を示 し ､ 次の よう
に あ ら わ れ る ｡
[?it!i] ( 息) [?is u :] ( 糸) [?ita] ( 板) [1is a :] ( 烏賊) [?iku n] ( 行く)
[?iri] (西) [?i: 瓜] (入 る) [?id3imi] ( 泉) [?i: n] ( 射る) [?o:?inl] ( 育)
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e は[ne :] ( 苗)と[ni:] (荷) な どの よ う に ､
.
他 の 母 音 と対立 を示す ｡
[n e : 瓜] (無 い) [!e:ku] (大工) [m e :] (前) [pe :] ( 南) [pe:ha: 払] (早い)
[be :] ( 倍) [te :pu] (台風) [de:d3i] (大事) [ke : r u 瓜] (帰る) [ka9 ge : r u 瓜]
(考え る)
a は[ta :] ( 田)と[ti:] ( 辛) な ど の よ うな 対立 を示 す ｡
[?akubi] ( あく び) [?a w a] ( 莱) [?agai瓜] ( 上 がる)
(跡) [?a n a] (穴) [?ad3i] (味) [?a 皿a] (あそ こ)
[?aki: n] ( 開 ける) [†atu]
[?a‡i] ( 汗) [?a mi] (飴)
o は[m o:] (野 原) と[mi:] ( 目) な ど の よう な 対立 を示 す ｡
[1o : m u 瓜] (育) [ho :r uJl] ( 買 う) [s o :] (竿) [1o :d3i]
す る) [n o : r n 払] (縫 う) [to :] (平 坦) [po: r un] ( 這 う)
u は[so:] (竿) と[s u :] (今日) な どの よ う な対立 を示 す ｡
[?u!i] ( 臼) [?tl!i] ( 午) [?ui払] (売 る) [1utni] ( 海)
(置 く) [?uku] (沖) [1ui瓜] (居る ) [w u :] (芭蕉)
( 扇) [7o : r u 瓜] ( 喧嘩
[?o:pa] (野 菜)
[りu ni] ( 膿) [?ukll 瓜]
[w u :] ( 緒) )
以 上 の よ う に , 母 音 は 他 の 子 音や 半 母 音 と結合 して 拍 を形 成す る が ､ 母音単独で も拍 杏
形 成する ｡ い わ ゆ る 長 母 音がそ れ で あ る ｡ そ の 点で 長母 音は 拍音素 と して の 性格 も合わ せ
持 つ ｡
1
e
a
0
u
%
[gi:n un] ( 良い も の) [!i: m u温] ( 添え 物) [?utt与i:] ( - 昨 日)
[te:ge :] (大概) [ke: n a] (腕) [kaDge:r u瓜] ( 考え る)
[?a :] (抱) [?akka :] (柿) [7a naga :] (井戸ま た は飲 み 水を貯 め る 貯水槽)
[po : r u 且] (這 う) [?o:r u瓜] (喧 嘩する) [no :su 瓜] ( 直す)
[?u s u : r u 瓜] ( 押す) [?u:m u瓜] ( 雄) [t!u :ku] (強 く)
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( 2 ) 子音
?
? は[?a :] (泡) と[ja :] ( 衣)､ [?ui払] (折 る) と[軸i払] (居る) な どの よ う に ､ 他 の
子 音 と音韻 的対 立 を示 す ｡ ? は 主 に 母 音や 擬音と 結合 して あ ら われ る ｡
[?iku瓜] ( 行 く) [?ir abu瓜] ( 選ぶ) [?ehe r aha :n] (少な い) [1a r e :払]( 洗う)
[?o :7ir u] ( 育) [?o :gu 瓜] ( 扇 ぐ) [?utu瓜] (耕す) [1n:d3i] ( 刺)
'
は[ju:]
対 立 を 示 す ｡
[ja: n uii]
[pa n a w u :]
(港) と[kju :] ( 旧) ､ [w utu] ( 夫)と[?utu] (普) な ど の よ う な音韻 上 の
タ
は 主 に 母 音 や 半 母 音 お よ び 擬 音 と 結合 し て あら わ れ る ｡
(家長 ､ 主 人) [jo:n e:] ( 夕暮) [jubiri] (渦) [w ud3i] (砂糖 きび)
( 下駄 の 緒) [w a瓜] (私) [we:ku]( 梶) [nie: 瓜] (似合う) [7iki.bu s a :
ai!iga] (行 き た い けれ ど) [7u9 ga] (輿)
h
h は[約!i] (腰) と[k甘ii] (癖) ､ [ha ni] (秩) と[gani](蟹) な どの よう な音韻上 の
対立 を示 す ｡
[ci:] (木) [?uCi: 瓜] ( 起き る) [he :] ( 回) [haku s u 瓜] (隠す) [7ahagai] (明 か
り) [ho :d3i] (麹) [kaho :] ( 古 雑巾) [*tl:] (粉) [垂甘!i] (級) [Ca :] (君 ､
お ま え) [?i垂e] (位 牌)
良?
k?は 喉頭化 音 で ､ [klubi] (首) と[軸bi] ( 壁)､ [kli: 払] (切 る) と[Ci: 瓜] ( 蹴る) な ど
の よう な対 立 を示 す . [kl]を音素 と し て 認 定す る に は[k]と対立 す る用例 が望 ま しい が ､ 奥
方言 で は 喉 頭 化 音 は 蓑 退 の 傾 向に あ り ､ 今 回 の 調 査 で は そ の よう な 典型 的 な対 立 例は見 出
しえ な か っ た ｡
[kli: 瓜] (切 る) [k?in u :] (昨日) [1ak?a :] (柿)
[klw e :] ( 蘇) [klw e] (舵) [klweru : Jl] ( 肥 える)
(お ば) [?inn山一w a] ( 犬)
[klu m u 瓜] ( 履く)
[klw a :‡i] (菓子)
[klu r u :] ( 黒)
[?u n 皿a9klwa]
良
k ほ非喉 頭 化音 で ､ [kata] ( 形)と[gatTa] (ばっ た) ､ [?aki: 瓜] ( 開け る) と[?agi: 且]
( 上げる) な どの よ う な 対立 を示 す ｡
[kidzu] ( 傷) [?uki] (浮標) [ke :?ut!i] (皿) [?uke:](お 粥) [ka : ni:] (亀)
[n akabi] ( 痩) [ko : s u 瓜] ( 壊 す) [d3iko : n a] (非 常に) [kvs a] (草) [7uku]
( 沖) [?akubi] ( あくび) [kju:] ( 旧)
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ち
9 は[?aki:瓜] (開け る) と[?agi: 瓜] ( 上げる) の 他 に ､ [9a:] ( 戟)と[ha :] (皮) ､
[ga ni] (蟹) と[hani] (鐘) な ど の よ う な 対 立 を 示 す o 奥方 言 に は[9]普 は 見 出せ な い B
[ba s agi瓜] ( 芭蕉布の 着物) [?agi: 瓜](上 げる) [ge :] (貝) [s a : r u :ge :] (戟)
[ga : r u払] ( 自 慢 する) [ga 瓜] (愈) [?a n a9a :] (飲 み 水 を貯 め て お く コ ン ク リ ー ト退
りの 貯 水槽) [go :gut= ]( 愚痴) [tnikago] (鳥か ご) [gt) m aha : 瓜] (小さ い) [1o^y
gul] ( 扇ぐ) [ni9 gjo:] ( 人形) [ju :Ow e :tagu] ( 肥桶) [?ahagw a] ( 赤ん坊)
t?
t?は 喉頭 化 音 で あ る o [tTubi] ( 育)と[tubi] (飛 び) ､ [t乍a : s u 瓜] (消 す)と[ta : s u Ja] (
取 らす ｡ 呉 れ る) ､ [t?u] (人) と[tu:] (十) な どの よう に ､ [t]と音韻 的対立 を示 す ｡ し
か し ､ t? もk?と 同様衰退化傾向 に あ る ｡
[?it?e :瓜] (会 う) [t?ai] (二 人)
t†a] ( 蛙) [mitTo:n] (満ち て い る)
[t?a:tlu:] ( # ＋)
[t†uhe :] (- 回)
[1itla:r a] (会おう) [?atabi
【りu軸ttlu] ( 大人)
t
t は 非 喉頭化音 で あ る ｡ [tu:] ( 十) と[du :] (局) ､ [?ita] ( 板)と[7is a]( 医者) な
ど の よ う な 対 立 を 示 す ｡
[tida] (太 陽) [C皇tn7niti] ( 戟) [te :pa] (冗 訣) [te :ge:] (大概) [tata ni]
( 畳) [1uta] (敬) [to :bi:ja :] (ごき ぶ り) [pinto :] ( 返答) [tuiR](取 る)
[?utuge :] (お とが い ｡ 顎) [?uttu] (弟)
d
d は[duku] (毒) と[t軸n] (床) ､ [du :] (胴) お よ び[du :] ( 局)と[tu :] ( 十)な ど
の よ う な 対立 を 示 す ｡
[di:] ( さ あ｡ 誘 い) [de :d3i] (大変) [t王o:de :] (兄 弟)
[da nato : 瓜] (黙 っ て い る) [7anda] ( 油) [do :d3i]( 上 手)
do:da n a] (青大将) [duru] ( 派) [n a : n u ndu] ( あな た方)
[da ri:瓜] ( 療れ る)
[do:n a] (座) [?o:
♂
♂ は 音韻 上 対 立 する 用 例は 見出せ な か っ たが ､ 語 中で 明ら か に 喉頭化 して 発育さ れ る 例
が あ る の で ､ k?とk ､ t?と t な ど に 並 ぷ もの と し て cqと c も認 め て お い た ｡ た だし ､ 用例
は至 っ て 少 な い ｡
[n甜a] (店)
c は[ts a :] ( 茶)と[dz a:] ( 座)､ [k甘=i] (口) と[kv!i] (癖) な どの よ うな対 立 を
示 す ｡
[t!ibu ru] ( 頭) [?at‡ine :] ( 商い) [nat!i] ( 夏) [ts ava瓜] (茶碗) [ts Ⅶ:ba :
瓜] ( 強い) [?itsvku](従兄弟) [kats u:] (鰹) [t!a :!i] (ど う) [go :9ut!a:]
( 愚痴 を こ ぼす 人) [t壬o :de :] ( 兄弟) [t!u:dara] (皿)
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s は[!i:] ( 巣)と[d3i:](辛) ､ [m ud3i] (麦) と[n uii] ( 虫)な どの よ うな対立 を示
す .
[!皇ii] (肉)
r u:] ( 境)
ta:] ( 父)
[約!i] (後)
[k甘S a] (翠)
[?is u :] (蘇)
[s eR] ( 級)
[s o :] (竿)
〔ie :瓦u] (大工)
[so:cibu ni] ( 肋骨)
[s a s u 瓜] (刺す) [s a :
[s u :] (今 日) [s u :
z は[d3i:] ( 地) と[!i:](巣) ､ [d3i瓜] ( お 金) と[!i: 瓜] (磨 る) な どの よう な対立
を示 す ｡
[d3iTnbai] ( 一 杯) [pad3imi:瓜] (は じ め る) [?ad3i] ( 咲) [dz o:kin] (雑 巾)
[9a ndzu :ha 払] ( 頑丈 で あ る) [9idzu:] ( 一 日中) [kidz tl] ( 傷) [d3a :] ( 座)
[nanad3u :] (七 十) [iimi:d3u :ha :R](き つ い)
r
r は[りa ni] ( 蟻)と[?ari] ( あれ) ､ [duktl] ( 毒)と[dur u] ( 派) など の よ うな 対 立 を
示 す ｡
[ri:]( 刺) [rintii] (惰気)
[1a r e:瓜] ( 洗う) [ga r a!i] ( 烏)
[!ir u!i] ( 印) [pigu r u] ( 垢)
n
[?iri] ( 西)
[?u r a] (君)
[gw a r e : n] (笑 う)
[Da r O :d3i] ( % # )
[r aku] (栄)
[pa r u] (柿)
n は[?a 且i] (蟻) と[1a mi] ( 雨) ､ [m unu] (物) と[n u 皿u] ( 桃) な どの よう な対立 を示
す ｡
[nibu] (杓) [ne :nit=] (毎 日) [?u ni](鬼) [ne :] (棉)
[?at!ine :] ( 商い) [n a mi:瓜] ( 栽 める) [?in aka] (田 舎)
払] (縫 う) [n o: s u瓜] (治す) [n u n u] (布) [nui瓜] ( 塗る)
[n e :to : 瓜] ( 挙れ る)
[pa n a] (花) [n o : ”
[basa n u n u] ( 芭蕉布)
p
?
p
?は喉頭化 音 で ､ t?やk'な どの 喉頭化音よ り 比 較的よく 保た れ て も1る ｡ [伽i瓜] ( 降る)
と[puiR] (掘 る) ､ [pりi:] (火) と[bi:] (蘭草) な ど の よう な 対 立 を 示 す ｡
[pli:] (鹿) [pli: n] (干 る) [Dlis s a : 払](薄 い) [1ap
l
ai瓜] (飽き る) [伽ku 瓜] (吹
く) [plui瓜] (振 る) [p?u r usa : 瓜] ( 古い)
p
p は 非 喉 頭 化 音 で あ る B [pe :]( 南)と[be :] ( 倍)､ [pe:] ( 釈) と[me :] ( 米)､ また
は[p主sa] ( 足) と[9皇s a] ( 下) な ど の よ うな 対立 を示す ｡
[pinto:] ( 返 答) [p主‡igu 瓜] (殴 る) [p皇sa= ] ( 縁) [pe :] ( 蝿) [pe :5i] (磯
子) [tu m npe:] ( 唾) [bap pe :] (迷 い) [pa r o:d3i] (親類) [paiJl] ( 張る)
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[?o :pa] ( 野菜)
丸) [pu ni] ( 骨)
[po:] (女 陰) [po :ta] (包丁) [tippo:] ( 鉄砲) [pugtli] ( 翠
[p抽ut王it!i] ( 填)
b
b は[bo:] ( 棒)と[po :] (女陰) ､ [bi:](蘭草) と[pli:] ( 展)､ ま たは[!iba] (舌)
と[!im a] (良) な どの よ う な対立 を示 す ｡
[b i:do : m a :] ( 坐る 場 所) [jub iri] (渦) [†akubi] ( あ く び)
r u] (倉) [t!iribe :] (酢) [ba瓜] ( 香) [s abat= ](櫛)
莱) [bo:d3iri] ( 棒 切れ) [9u n mbo:](牛背) [bui] (柄)
巣) [nibu] (狗)
[be :】 (倍) [s ube :
[ka ndaba:] (芋 の 草
[ぢibugaii](蜘 蝶 の
m
m は[mi:] ( 目) と[bi:] ( 蘭草)､ [mo:] ( 野原) と[bo :] ( 棒)､ また は[=inu] (肝)
と[t!ibu] ( 柿)､ [mi: 瓜] ( 見る) と[bi: 瓜] ( 坐る) などの よ うな 対 立 を 示 す .
[minit‡ibu] ( 壷の 一 種) [mi7ni] (耳) [n a ni] (披) [ne :] ( 節) [n e : nit=] (
毎 日) [1a m m e :] (兄) [na s u] ( 塩) [?u m a ri:瓜] ( 生 ま れる) [?a m a] ( あそこ)
[mo :] (も ぐ さ) [m o:riョ (い ら っ し や い) [no:r u瓜] (舞 う) [mu n u](桃) [!i肌
t!i] ( 書物) [?Ⅶ 肌] ( 芋)
(3) 半母 音
J
j は[jai瓜] (破 る) と[w ai瓜](割 る) ､ [jaku 払] (豚 な ど つ ぶ す) と[w aku n] (瀞く) な
どの よ う な 対立 を示 す ｡
[ja:nu=] ( 主 人) [ja n aka:gi] ( 不美人) [?uja] ( 親) [jo: n e :] ( 夕方) [jo:
ha : 瓜] (弱 い) [jo : r u 払] ( 弱る) [jufi: R] (寄せ る) [ju m u 瓜] (読む) [jubu瓜]
(呼 ぶ)
W
w は[v a s s a: 瓜] (悪 い) と[ja s s a: 瓜] ( 安い) ､ [?a w a] (莱) と[?a 皿a] (あそ こ) などの
よ う な対立 を 示 す ｡
[w e :ku] ( 擢) [ju w e :] (祝 い) [w ata] (腹) [kaw ai瓜] (変わ る) [!iw a]( 心配)
(4) 拍音 素
N
N は[su 瓜] ( 損)と[s u:] (潮) ､ [d3ila] (お 金) と[d3i:] (辛) ､ [ta 見〕 (顔) と[ta r tl]
(樽) な ど の よ う な対立 を示 す . N は 子音 の ? や
' と結合 し ､ あ る い は また 単独 で 拍を形
成す る ｡ ? と結 合し た例 は 次の 通 り o
[1m 皿a] ( 局) [?n m e :] ( お祖 父 さ ん)
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タと結 合し た 例 は 次の 通 り ｡
[ha n n ai] ( 普) [n a9kw a瓜] ( 南 瓜) [n a m m a] ( 今) [n a : 瓜] ( あ なた)
単独 で 拍 を 形成す る 例は 次の 通 り ｡ い わ ゆる 長音 の 例で ある ｡
[?n:d3i: 瓜] ( 滞れ る) [?n :d3i] ( 刺)
Q
Qは[?ut tu] (弟) と[?utu] (夫) ､ [mikkw a] ( 目が 見 え な い こ と) と[mi:k
'
w a](,姪) な
どの よ う な 対 立 を 示 す ｡ Qは 単独 で 拍 を形成す る ｡
[n akka : r a] (真 っ 赤) [s akkobi] (し や つ く り) [7ittu] ( 一 斗) [?atta] ( あれ
た ち) [?up pa :] (お んぶ) [plap pa:] (お 祖母さ ん) [?utt‡i:] (
一 昨日) [肌
tt王i:] (餅) [がis s a R] ( 薄い) [w a s s a: 且] (悪 い)
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2 . 音韻 対 応
共通 語 と奥 方言 と の 対応 関係 は 以下 の よ う に な っ て い る ｡ な お ､ 必要 と あ らば古代語 と
の 関 係 に つ い て も 見 て い く こ と に す る ｡
(1) 母 音
以下 ､ 母音 の 対 応 関係 に つ い て み て い く ｡
共 通語 の ア は 奥方言 の[a]に 対応す る ｡
[1a ri] ( あれ) [7ahagw a]( 赤ん 坊) [?a ni] ( 柄)
( 昼ご飯) [1agi: 払] ( 上げる) [?aiibu払] (遊ぶ)
[?aTn un] (編 む) [?aHi:]
[?at!iha: 払](厚 い)
イ は[i]に 対 応す る ｡
[?ik甘t= ](い く つ) [?‖i] ( 石) [?it=] (い つ) [=ts抽u] ( 従兄弟) [?iru]
( 負) [1i t!in u=] ( 動物) [?id3i:払]( 出る) [?imi] (夢) [りir Ⅵ] (い を . 負)
ウ も[u]に な る ｡
[?uki] (浮 標) [?uki: 見] ( 受 ける) [?u s agi] (兎) [1qtu瓜] (打つ) [9u n] (運)
[?u nun] (熟す る) [?u m a ri: n] ( 生まれ る) [?uku 瓜〕 (浮く)
ウ が 擬音 に な る 例 もあ る ｡
[?m m a] ( 局)
語頭 の ウが 落 ち る 例 も あ る ｡
[m aklu n e: 瓜] (う まく な い . まず い)
エ は[i]と な る ｡
[?ir abul] (選 ぶ) [?i:払] (蘇) [?ui] (上) [?uir Ⅶ払] (植 え る) [垂ui] (声)
[軸ir u 払] ( 越え る) [n uiru 瓜] (燃え る)
エ が[j u]に な る 例 も ある ｡
[juda] (樵)■
オ は[u]にな る ｡
[1ukui瓜] (送る) [?uti: 瓜] ( 落ち る) [1u nu] (斧) [?uja] (親) [?u n agq] ( 女)
[?utn] (育) [?u ni] (鬼) [?uke :] (お 粥) [?utaki] (お 森)
オ が 擬音 に な る 例 もあ る
[?nnaga] (お孫)
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(2) 連母 音
母 普が 重 な っ た 場合 ､ 以 下 の よ う な 長 母 音 を形 成す る o
ア ウ は[o :]と な る ｡ これ は ほ とん ど古代語 の 語中の フ が り とな っ た 後 に起 こ っ た変 化で あ
る ｡
[†o :d3i] (あ ふ ぎ ｡ 扇)
瓜] ( 合ふ ｡ 喧 嘩す る)
[m o : r u払] (ま ふ ｡ 舞 う) [ho : r u 瓜] (か ふ ｡ 異う) [?o : r u
[po : r uR] (は ふ ｡ 這う)
ア オ も[o :]と な る ｡
[s o :] (竿) [n o:su 払] ( 治す) [7o:m u瓜] ( 膏｡ 緑) [?o : s a : 瓜] (青 い) [7o :pa]
( 野菜) [?o :do :da n a] (青大将)
ア オ が[?a:]と な る 例 も あ る ｡
[?a : s a] ( あお さ ｡ 石 寄)
ま た ､ ア ワ ､ オ ワ が[o:]に な る 例 も あ る ｡
[to:](た わ ｡ 平 坦 な と こ ろ) [ko : s u 瓜] ( 壊す)
ア イiま[e :]と な る ｡
[?at!in e :] (商 い) [n e :] ( 米) [?ice:] (位牌) [ju w e :] (祝 い)
[t!o :de:]
( 大工)
事 ｡ 大変)
[pe :] (灰)
(兄弟) [ge :] ( 負) [?utuge:] ( お とが い ｡ 顎) [he :]
[te :pu] (台風) [te :ge :] (大概) [de:ku ni] (大根)
[ta9e:ni] ( 互い に) [ne :] (地 震) [n e: 瓜〕 ( ない)
[ke : n a](腰)
(回) [ie :ku]
[de :d3i] ( 大
[ja n m e :] (柄)
[be:] ( 倍) [ge :t!i] ( 咳気 . 風 邪) [me :nit!i] ( 侮 日)
ア エ も[e :]と な る ｡
[1皿m e :] (祖父) [ke :rtl n] (帰 る) [ke : r u瓜] ( 変え る) [ka9 9e : r u n] (考え る)
[pe :] (南) [duge:ru 瓜] (胴返 る ｡ 転ぶ) [ne:ru 瓜] ( 挙れ る) [ne :] ( 苗) [pe :]
( 蝿) [Ⅶe:] ( 前)
他 に ､ ア ヤ ､ ア ユ ､ オ ヤ も[e:]とな る ｡
[?u r e : n a s a] (羨ま し さ) [pe := ](噺子) [De :ha : 且] (早 い) [?uke :]( お粥)
[we :ku] ( &＋ . a)
オ ウ , イ オ ､ ウオ ､ ウ ヨ は[u:]と な る ｡
[りu:r u瓜] ( 追う) [s u :](潮) [kats tl:] ( 鰹) [t!tl :ku] (強 く)
オ イ ､ オ エ ､ ウイ ､ イ エ ､ エ イ は[i:]と な る ｡
[ci:皿u瓜] ( 良い も の) [?ut=:] ( 一 昨 日) [‡i: r u 瓜] ( 添え る) [du :=: m e :](雑
炊) [ni: r u A] ( 煮える) [mi:i?w a] ( 姪､ 甥)
(3) 子 音
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力行 子 音
カ は語頭 A 語中 に お い て[ha]とな る .
語 頭 の 例
[ha加d3i] (か く じ . 顎) [haga Ⅷi] (鏡) [hat= ](垣) [haku 瓜] (書く) [haku 瓜]
(掻 く) [_haku s u 瓜] (隠す) [hadu] (角) [ha9i] ( 影) [had3i] ( 風) [hata
ge :] (肩)
bui瓜] ( 被る)
払] (噛む)
[ba :] (川)
[ha r a] ( 壁) [hata n a] (刀) [hataTni:] (片目) [ha ni]( 鍾) [ha
[ha ma] ( 鎌) [ha ma] ( 蛋) [habi] (舵) [ha n n ai] ( 雷) [ham u
[ha mi] (瓶) [ha s s a : 払] ( 軽い) [ha ri:瓜] (枯れ る) [ha:](皮)
[ha: r aku 瓜] (乾く) [hata 皿i: 瓜] (担 ぐ) [haraha: n] (辛 い) [had3i]
( 筋) [ha:m a] (あそ こ) [had3i: 払] (芋 を掘る) [ha n r a](芋 の 蔓) [ha ni](
鉄) [haTniDW a ri] (と か げ) [hada] ( 匂い) [ha ra : s u n] (運 ぶ) [ha r ap主s a]
(素足)
譜 中 の 例
[1aha] (赤) [7aha m u 払] (赤 い も の) [1aha s a: 瓜] (赤 い) [?ahado: 瓜] ( 赤くな っ
て い る) [1aha?ir u] ( 赤色) [?ahagw a]
n s a :] [n aha] ( 仲) [tn a n n aha] ( 寅ん 中)
hai] ( 梶) [n a m n ah ra] (今か ら)
た だ し ､ [ka]とな る 場合 もあ る ｡
語 頭の 例
[kata] ( 型｡ 形 ｡ 絵) [kaki: 払] ( 欠 ける)
[kats u:]
[ka w ai瓜]
語 中 の 例
[?in aka]
(損被 り ｡
(鰹) [katu瓜] (勝 つ) [ka mi]
(変わ る) [ka9 ge : r un] (考 え る)
( 赤ん坊) [?ahagai] ( 明か り) 【w aha n u
[juha] ( 顔) [w ahain] ( わか る) [n a
[ka=: 瓜] ( 掛 ける)
( 神) [ka:mi:] ( 亀)
[ka m un] (食 べ る)
【ka r a su 瓜] (貸す)
[kai払] (借り る)
[ka mim un] (食物)
( 田舎) [tla n aka] (ふ た な か ｡ 間) [?ukaha n u] ( お か しい) [s u9kabui]
損) [takaha: 瓜] (高 い) [9皇ka mu 払](掴む) [takala!i](高 札 竹馬)
[pakai瓜] (計 る) [paka] ( 墓) [pad3ikaha : h] (恥ず か し い) [p主kai瓜](光 る)
[伽kaba : 瓜] ( 深い) 加ka=]( 昔) [肌 t!皇kaba: 瓜] (む つ か し い)
語 頭 の カ が[9a]と な る 例 も あ る ｡
[ge :] (
‾
貝) [ga ni](蟹) [9ara!i](鳥)
語 中の カ が[s a]とな る 例 も あ る ｡
[?i£a :] ( 烏賊) [?i£a :=] ( 如 何し ｡ ど う)
キ は ､ まず 語 頭 に お い て 無気喉 頭 化 音[kli]と な る ｡
[k?in n :] ( 昨日) [kli瓜] ( 着物) [k
'in n uk'ub i] (襟) [kliri](義) [kli: n]
'
( 着る)
[kli: 瓜] (切 る) [k?in u] ( 網)
た だ し ､ [ki]とな る もの もある ｡ 語 中 に お い て は ほ とん どそ う で あ る ｡
語 頭の 例
[ki dz u] (傷)
語中 の 例
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[7uki] (浮標) [teki] (敬) [pakida s un] ( 吐き出す) [p
l
u ru!皇ki] (風呂敷)
キ は ､ 語 頭 ｡ 語 申 にお い て[t=]とな る 例 も多 い o
語 頭 の 例
[t=n uku] (普) [t!i: n u?ir u] (費色) 〔‥I:ru 払](消 え る) [t!iba :] ( 牙)
[t=m u] ( 肝. 心) [? 川 in u= ]( 動物) [t=de:ku ni] (人参)
語 中 の 例
[1a=in e :] (商 い) [ =t=taDju :] ( 石炭 油 ｡ 石 油) [1itH] (息) [pad3itii] (
針突 き ｡ 結婚 した 女 が 手 な どに した 入 れ 墨) [ba=i] ( 痩)
[n a nd3it=] (鍋付 き ｡ 焦 げ) [s at=] ( 先)[‖tM (鋤)
t= ] [t甘tii] (時) [pa r uHt=] ( 香) [ge :t!i] (咳 乳
[gw atii] (脇)
キ は ま た 語 頭 ･ 語 申 に お い て[ =]と な る 例 も あ る ｡
語 頭 の 例
[ci:] ( 木) [9皇ka ri:n] ( 聞こ え る) [9皇kn 瓜] ( 聞く)
語 中 の 例
[?i=to : 払] ( 生 きて い る) [?u6i: 瓜] (起 き る)
さ ら に ､ 語 中 に お い て[d3i]と な る 例 もあ る
[to :d3imi] (唐 きび ｡ 稗)
ク は 語 頭 に お い て 無 気喉 頭 化音[kltl]と な る ｡
[klubi] (育) [伽d3i] ( 釘) [klu nu瓜] ( 汲む)
雲) [klu m o] (虫) [klu r a] (倉) [伽r aha : 瓜]
[s abat!i](捌 き ｡ 櫛)
[tat!i] (沌) [9皇
風邪) [misat!i] ( 岬)
[伽mq瓜] (下駄を履 く)
( 暗い) [klu r u :] (黒)
(闇)
例は か な り少 な い が ､ 語 中 に お い て も明 らか に[伽]とな る も の が あ る ｡
[Ⅷa伽 r a] ( 枕)
語頭 ･ 話 中 に お い て[ku]と な る 例 も 多 い ｡
語 頭 の 例
[kud3i:n] (え ぐる) [ku : r u R] (噛み 付く) [kvs a]
[如saha : 瓜] (臭 い) [蜘s ui] (莱) [kv!i](癖)
( 唇) [k甘t!iba=] (く ちば し) [ku n l m a] (串)
[k?u nu] (
[1紬r aiimi]
(苧) [k甘S a ri: 瓜] ( 腐る)
[kvt!iコ(口) [kvtiibir u]
[蜘s u] (糞) [如t=] (拷)
語 中の 例
[n ukuha: la] ( 温い) [?akubi] (あ くび) [1ikvs a] ( 戟) [?i如t=](い く つ)
[‡e :kn] (大 工) [dnku](毒) [p甘ku ri: 瓜] (ふ くれ る ｡ 腫れ る)
い) [puku川] (袋) [r aku] ( 楽)
ク は 語 頭 ･ 譜 中 に お い て[軸] [si]とな る 場合 が あ る .
[軸in] (来 る) [軸9gaja :] (来 る か しら) [1icita:] (い く ら)
ま た ､ ク が[gu]とな る 例 も あり る ｡
[gn nda :] (鯨)
さ ら に ､ ク ラが[kkw a]と な る 例 も あ る ｡
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[p皇k 血a: 瓜] ( 低
[7nikkw a] (盲 目 の 人)
ケ は ､ 語 頭 ｡ 語 中 に お い て[9i]と な る ｡
語 頭 の 例
[ =:] ( 毛)
語中 の 例
[1uci] (棉)
ni] ( 肋骨)
[6ibu =] ( 痩) [9i: 瓜] ( 蹴る)
[ka6i:n] ( 欠 ける) [da6i] (竹) [gw aci:瓜](分け る) [s o :6ibu
[naduci] (芋 を 入れ る 龍)
た だ し ,､ 語 中 に お い て[ki]と な る もの も あ る ｡
[s aki] ( 酒) [?utaki] (お 線) [c主kin tln] ( 債 物)
コ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[申u]と な る ｡
智 頭 の 例
[約!i] ( 腰｡ 後) [軸m a] (こ こ)
[垂甘pai瓜] ( 固ま る) [軸bi] (壁)
[*uir u瓜] (越 え る) [軸gnn] ( 漕ぐ)
(これ) [垂u 瓜] (こ の) [軸 ru s u n]
[軸:run] (乞う . も ら う) [軸pa :ha : 瓜] ( 固い)
[軸du] (去年) [軸 :] (粉) [*tli] (声)
[如m a s a : 瓜] (細か い) [*u 皿i](栄) [軸ri]
( 殺 す) [*u:ha : 瓜] ( 小さ い) [垂uga] ( 卵)
語 中 の 例
[ku*unut‡i]( 九つ) [n n軸in] ( 残る) [ntl軸d3i] (鋸) [pa*tl] (箱) [ju*u r u 瓜]
( 休 む) [ta軸]( 蛸)
た だ し ､ 少な い が[bo]とな る 例 も あ る ｡
[bo :d3is u瓜] ( か びが 生 え る)
ま た ､ [ku]と な る 例も 多 い ｡
語 頭 の 例
[ku如 n tlt!i] (九 つ) [kutu:] ( 琴) [kubtl] ( 昆布) [k甘t!ihad3i] (束風) [如t!i]
(東)
語 中の 例
[?its抽u] (従 兄弟) [wa9ku] ( 頑固)
[d3n :baku] ( 重箱) [pvkut与it= ] ( 壌)
[t!in uku] (き の こ) [kuga ni] (黄金)
[n･u :ku](婿) [tabaku] (煙草) [t甘ktl]
( 床)
語 頭 で[gu]､ 語 中 で 促音 とな る 例 も あ る ｡
[gu血aha: 払] (細か い) [1u s s u 瓜] ( 起こす)
さ ら に ､ 語 頭 で コ エ が[kw e:]と な る 例も あ る ｡
[kw e:r u瓜] (越 え る)
次 に ､ キ ュ は[kjn]とな る が ､ キ ョ ウ (ケ フ) は[s n :]､ キ ヨ は[su]とな る ｡
[kju:] ( 旧) [su:] ( 今日) [s u r aha : 払] (き よ ら し ｡ 美 し い)
キ ョ ウ が[tfo :]と な る 例 もあ る
[t!o :de:] ( 兄弟)
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ガ行 子 音
ガは 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ga]と な る ｡
語 頭 の 例
[ga nta 払] ( 元 旦) [ga:] ( 戟) [gadami] ( 蚊) [gandzu :ha : 瓜] ( 頑 丈で ある)
[ga : r u R] ( 自慢す る)
語 中 の 例
[?agai瓜] ( 上 がる) [haga mi] (鏡) [ga 瓜] (鶴)
(正 月) [n agaha : 払] (長 い) [naga ri: 瓜] ( 派れ る)
tai] (物語)
ま た ､ 語頭 ･ 語 中 に お い て[wa][da]とな る 例 も あ る ｡
[w a9ku:] ( 頑 固) [p?idakata] ( 東方)
ギ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[d3i]と な る ｡
[d3iri] (義 理) [1u n ad3i] (鰭) [?o :d3i] (扇)
(釘) [n u軸d3i] (鋸)
た だ し ､ [9i]と な る 例 も あ る ｡
[1u s agi] (兎)
グほ[gu]とな る ｡
[?i:9ut!i] ( 入り 口)
い ｡ は っ き り し な い)
[bo :d3iri] (棒切れ)
[kuga ni] ( #&) [s o :gat!i]
[m agai払] ( 曲がる) [m u9ga
[wud3i] ( 砂糖きび) [k?ud3i]
[nid3i] (右) [m ud3i](麦)
[pugui] (畢丸) [do:gu] (道具) [mi:gu rllha : 払] ( 見に く
[do :gtlt!i] (門 口)
ゲ は[gi]と な る ｡
[hagi] (影) [n at!igi] ( 睡) [皿ajugi](眉)
[d3i]とな る 例 も あ る ｡
[郎d3i] (髭) [?ind3i] (刺)
ゴ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[gu]と な る ｡
[9n S O :] (後 生) [gu血bo:] (牛膏) [gtl :] (友 達) [pigu r u] (垢) [1u n agu] (
女) [iigutu] (仕事) [ju:gw e :tagu] (肥桶)
ゴ が譜中 に お い て 擦音 に な る 例 も あ る ｡
[?u9ku 払] ( 動く)
サ 行 子 音
サ は 語頭 ･ 欝 中 に お い て[s a]と な る ｡
[s abat!i] (瑚 き ｡ 櫛) [s atii] ( 先)
( 裂 ける) [s a s u 瓜] ( 刺す) [s ato :]
る) [s a mi:払] (覚 め る) [sannit!i]
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[s aku 且] ( 裂く) [s aki] ( 酒) [s aki:払]
(砂糖) [s a : r u :] (猿) [s a : m 払] (さわ
(三 日) [?a s atii] ( 明後日) [nuku s a: 払]
(温 い) [mi: s a : 瓜] (新 し い) [1at!is a : 瓜] ( 厚い) [?a s aha 瓜] ( 浅い) [?ikus a]
( 敬) [?u s agi] ( 兎) [kus a] (草) [kvs aha:瓜] (臭 い) [kvs a ri:瓜] (腐 る)
[pa s a mi] (秩) [Ⅶis at!i] ( 岬)
譜 中 に お い て[ha]とな る も の もあ る . そ の ほと ん ど は形 容詞 語 尾で あ る .
[n ukuha: 瓜] ( 温い) [7at!i ha : 瓜] (厚 い) [?a s aha 瓜] (浅 い) [王i:ha : 瓜]( 渋い)
シ ほ語 頭 ･ 語 中 に お い て[!i]と な る ｡
[iir u m ahai] (汁椀) [!iguhl] (仕事) [!i: s a :] (獅子) [!ido : n] (死 ん で い る)
[!i:ha : 払] ( 渋い) [ima] (良) [与imi: 瓜] ( 締め る) [!ini9ku 瓜](沈む) [!ir u]
(汁) [!ir u!i] ( 印) [!ind3i:n] ( 借ず る)
数) [?a!ida] (足駄) [ja:n u!i] (家主)
( 菓 子) [蜘t‡iba!i] ( く ち ばし) [紬‡i] (腰)
[tv!i] (年) [pa王i] ( 棉) [me :=] (箸)
[pli:ba!i] ( 火箸) [p甘‡i] (節) [仙川!主ki]
( 普) [m u!i] ( 虫)
シ が[ci]に な る 例 も あ る
[ぢ皇sa] ( 下) [?uiE皇s a] (上下)
ス は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[!i]と な る ｡
[!ini] ( 腹) [!孟ka瓜] ( 好か ぬ ｡
(巣) [!i:ba : 瓜] (酸 っ ぱ い)
[ii!i] (肉) [!i9ka]( 大勢 の 人
[?i!i] (石) [?u!i] (午) [k?w a :!i]
[pa!i:] (戸) [†it!im u!i] (動物)
[pa n a‡i]
( 風呂敷)
嫌う) [!i:n] (磨 る)
[!皇ii] ( 煤) [!idamun]
(請) [pe :1i] ( 嚇子)
[pv‡i] ( 星) [n uka‡i]
[!ibai] ( 小便) [!i:]
(涼む) [王idaha : 払] (蘇
し い) [‡in a] (砂) [!i皿i] (隅) [ga r a!i](烏) [1u王i] ( 白) [tai皇ki: 瓜] (助 け
る)
ス が[与i]にな る 例 も あ る ｡
[音量p pui瓜] ( 吸 う) [9皇t王i] ( 鋤) [9皇tt王i:瓜] ( 捨て る)
ス が[s u]に な る 例 も ある ｡
[ku s ui] (莱) [nu s u m u払] ( 盗 む) [ntlSudu] ( 盗人)
セ は[‡i]と な る o
[与iwa] ( 心 配) [!皇t‡ ta9jll:i] (石 油) [1a!i] (汁) [k甘!i] (癖)
セ は[s e]とな る もの もあ る ｡
[s e R](線) [s e n] ( 千)
ソ は 番頭 ･ 語 中 に お い て[su]とな る ｡
[s ud3i] (袖) [s uba] ( 側) [su mi:払] (染め る) [s ui瓜] (剃 る) [s u r u r u瓜] (捕
う) [s u 瓜] ( 損) [s u9kabui] (損被 り ｡ 損) [p耶q] (肺) [ku s甘] (莱) [皿is u]
(味噌)
ソ が[!i]と な る 例 も ある ｡
[†a!ibu 瓜] ( 遊ぶ)
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シ ヤ ･ シ ュ ･ シ ョ は 直音 化 す る ｡
[?is a] ( 医者) [s a nii払] (三 味線)
s o :] (後 生) [s o :gw at!i] (正 月)
の も の) [ba s agi払] (芭蕉布 の 着物)
[ba s a] ( 馬車)
[s o:ju :] (醤油)
[s u :ta :] ( 主連 ｡ 父) [gu
[s o : m uJa] (正 の も の . 本 当
シ ュ ･ シ ョ が[!i]に な る 例 も あ る ｡
[!皇tu?uja] ( 男｡ 義父) [‡im ut!i]( 書物)
シ ラ ･ シ ロ が[s s a] [s u]に な る 例 も あ る ｡
[s sa :gi:瓜] (し ら げる o 精米す る) [s s a : ni] (蒜) [s u : tnu 瓜] ( 白い)
ザ 行子 音
ザは 語頭 で[d3a]と な る ｡
[d3a :] (r%)
た だ し ､ 語中 に お い て は[da]と な る ｡
[?ada] (症) [gadalmi] (蚊) [‡ida m n n] (撮む) [?idai] (漁 り)
ジ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[d3i]と な る ｡
[d3i:] (辛) [d3in an] (次男) [d3i:] ( 地)
味) [bo :d3i] ( 麹) [de :d3i] ( 大事｡ 大変)
め る)
ジ は語 中で 擬音 に な る 場 合も あ る ｡
[gu nda] (鯨) [nimiku nda] (つ ん ぼ)
ズは[d3i]とな る ｡
[?id3iⅦi] (泉)
[tiid3iku 払] ( 続く)
ず)
[d3i:n a ni] (落花生) [りad3i] (
[tud3i] (妻) [pad3ini: 払] (は じ
[do :d3i] ( 上手) [t‡id3i皿i]
[pad3ika血a : 瓜] (恥 か し い)
ズ が[d乞u]と な る 例 も あ る .
[kidz u] (傷)
ズが 擬音 に な る 場合もあ る ｡
[kanda] ( 芋蔓) [ka ndaba :] ( 芋蔓の 葉)
ゼ は[d3i]と な る ｡
[d3i瓜] (銭) [d3i瓜] (膳) [had3i] (風)
(鼓) [tad3ini: 瓜](尋ね る)
[皿id3i] (水) [皿inid3i] ( みみ
ゾは[du]と な る ｡
[dn :!i: n e :] (雑炊) [*udu] (去 年) [?indu :] (滞)
ゾが[dz o]に な る 例 も あ る
[dz o :kiR] ( 雑巾)
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ジ ヤ ･ ジ ョ が[da][do]とな る ｡
[bo:da m ud3i] (小 麦) [do :d3i] (上 手) [do :gut= ](門) [tindo :] (天 井)
[bo :da n ud3i]の[bo :da]は[bo:di] (坊主) に[a]( 人を表す接 尾辞) が つ い て[bo :da]と
な っ た も の で あ る ｡
ガ 行 子 音 や 他 の 子 普 が 口蓋 化 し て[d3]と な っ た後 で さ ら に[d]と な っ た と考 え られ る も の
も あ る ｡
[plida] ( 東) [?indaha :R] (苦 い) [plidu n lha: 払] ( 冷 たい) [がi:da] (山羊)
[plida] (東) は[piga] (ひ が) の [ga]が[i]の 後で[d3a]とな り ､ さ ら に[da]と な っ た も
の で ある ｡ [?indaha : 払] (苦 い) ､ [p?idu r uha :瓜] ( 冷た い) ､ [p7i:da] ( 山羊) の[da]も
沖 縄 南部 方 言 な どで は[d3]と な る も の で あ る ｡
一 方 ､ ジ ョ が[dz u]と な る もの も あ る .
[ga ndz u:ha: 瓜] (頑丈 で あ る)
夕 行子 音
夕 は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ta]と な る ｡
[ta n ai] (た ま り) [ta : r a] ( 倭)
[takaba : 瓜] ( 高い) [tatii] (沌)
(助 け る) [tad3ini: 瓜](尋ね る)
[ta ni] ( 陰茎) [ta払] (顔) [ta :] ( 班)
[taka?a与i] (竹馬) [ta軸]( 蛸) [ta!主ki: n]
[tage : ni] (互 い に) [tata mi] (畳) [tatu R]
( 立つ) [tat!i: 払] (建て る) [ta r u m u 瓜] ( 頼む) [ta n a] ( 棚) [tabi] ( 派)
[ta r u] ( 誰) [tabaku] ( 煙 草) [tai] ( 垂れ) [‡主t!皇taDju :] ( 石 油) [1ita]
(板) [?qta] (敬) [1utage: 瓜] (疑 う) [wata] ( 腹) [hatage :] ( 肩) [hata
n a] ( 刀) [hata mi:] (片目) [ju:gw e:tagu] ( 肥桶) [?utaki] ( 御線) [蛸ta r a
knn] (働 く) [p甘ta] ( 蓋) [m atabaii] (股) [皿ata払] ( 又 も) [w ata] (綿) [nu9
gatai] ( 物雷)
語 頭 ･ 語 中 に お い て[s a]と な る も の も ある ｡
[s a ni] (種) [ぢ主s a] ( 下) [misa] ( 土) [w a s a :] (私達)
ま た ､ [t†a] [da]と な る も の も あ る ｡
[t?a n aka] (ふ た な か ｡ 間) [da6i] (竹)
チ は 語 頭 ･ 語 中 で【=i]と な る ｡
[t!i:] (乳) [t!i:] ( 血) [?at‡i皿ai瓜] ( 集ま る) [n ut‡i] (令)
入 り 口) [如t!i] (∩) [k甘t!ibiru] ( 唇)
風) [Tn e : nit!i] ( 侮 日) blit与i] (道)
語 頭 で[=]､ 語中 で[!i]と なる 例 も あ る ｡
[9皇ka r a] (力) [pa!i] ( 蜂)
[?i:gut!i] (
[mntt王i:〕 ( 餅) [kvt!ihad3i] (東
[but!i] ( ～)
ツ は語頭 ･ 語 中で[t‡i]と な る ｡
[t!ibu r u] (頭) [=ir ubun] (動物が 安尾す る) [t!ija] ( 顔) [t!ibu](柿)
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[t!id3imi] (戟) [t‡igu払] ( 注 ぐ) [t!igu 瓜] ( 紡ぐ) [t!id3ikuJa] (続く) [t!i
n u] ( 角) [tiimi] (爪) [t!im] (蔓) [t!imbu払] (包む) 【n at!i] ( 夏) [1a
t‡iha:払] ( 暑い) [?at!iha : 瓜] ( 厚い) [?ikvt!i](い く つ) [?it‡i] (い つ)
[7ic皇=i] (五 つ) [?i t!i: 払] (い つ も) [ku軸nnt=] ( 九つ) [s o:9at!i](正 月)
[!im ut‡i] ( 書物) [mimit!ibu]
[ui:t!i] (三 つ) [7natii] (檎)
( 壷の 一 種) [na n at!i] (七 つ) [nit!i] ( 熱)
[m at‡igi] ( 睡) [
'
Jnit!iki: 払] (見つ ける) [mtl
t!皇kaha :n] (難 し い)
語 頭 ･ 語中 で[=]に も な る ｡
[=t甘7nit i] ( 朝) [9皇ka m u瓜] ( 掴む)
timu 瓜] (朝 食) [写真ke :瓜] (使 う)
[与皇ka 且e:瓜]
[cit?u :] (月)
(突 く) [9皇kui瓜] ( 作る) [9皇kimn 払] ( 漬物)
(五 つ) [wa :C皇tii] ( 天気) [pa r耶皇=i] (春)
語頭 で[!i] [tu]と な る 例 もあ る ｡
[‡iko : r u 払][作る ｡ 準備 す る] [tu 皿pe :] ( 哩)
語 頭 で[ts u]と な る 例 もあ る ｡
[tsu :ba : 瓜] (強 い)
語 中 で 擦 普 化 す る 例 も あ る ｡
[t!inbun] ( 包む)
( 飼 う) [与in a] (綱) [9皇tu ni
[9主t‡i] ( 年月 の 月) [ぢ皇ku 払]
[c皇ki: 瓜] (清 ける) [7iぢ皇t!i]
テ は 語中 ･ 語 尾で[ti]と な る ｡
[t i:] (辛) [tiJl] (天) [tip po :] (鉄砲) [ti: 瓜] ( 照る) [tindo :]( 天井)
[9主titniti] (朝)
語 頭 に お い て[te]と な る 例 も あ る ｡
[teki] (敬)
語尾 にお い て[tii]と な る 例 も あ る ｡
[?a s atii] (明後日)
トは 語 頭 ･ 語 中 に お い て[川]とな る ｡
[tui瓜] (取 る ｡ も ら う) [tu :] (十)
い) [tvtii] (時) [tuku] ( 床)
届 く) [tubu 瓜] (飛 ぶ) [tul丑i: 瓜]
[tu r a] ( 虎) [tuki:瓜] (溶 け る)
kn瓜] ( 妊ど く) [s皇tu 皿iti] (戟)
う) [?uttu] ( 弟) [?utun aha : 瓜]
とが い ｡ 顎) [!igutu] ( 仕事)
語 尾 で[su]と な る 例 も あ る ｡
[?isu:] ( 糸)
ま た , [ts u]と な る 例 も あ る ｡
[?itsvku] (従 兄 弟)
[tui] ( 鳥) [tud3i] (妻)
[t甘‡i] (年) [tngu 瓜] (研 ぐ)
( 止め る) [tu 祖ai瓜] (泊 ま る)
[tu n u9u瓜] (跳ね る) [t甘S ui]
[?atu] ( 跡) [?ittu] (一 斗)
(お とな し い) [kutu:] (琴)
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[tu :ha: 払] ( 逮
[tudl止u 瓜] (
[tutnu] ( 秩)
(年寄) [p甘tu
[he:tuiR] ( 奪
[?utuge:] (お
さ ら に[to]と な る 例 も あ る ｡
[Dinto:] ( 返答) [s ato :] (砂糖)
チ ャ は[ts a]と な る ｡
[ts a :] (茶) [ts awa 払] ( 茶わ ん) ｡ た だ し ､ ｢茶+ は[t!a:]と もい う ｡
チ ョ は[t!o]と な る ｡
[t!o :tio:] ( 蝶々)
チ ュ は[su]と な る ｡
[s tl r a n u瓜] (美 人) [s u r at†u] (美 人)
ダ行 子 音
ダ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[da]と な る ｡
[da n ato: 瓜] (黙 っ て い る) [daⅦakat!i] ( 偏して)
( 左) [kada] (か だ ｡ にお い) [?a‡ida] ( 足駄)
[da ri: 瓜] ( 疲れ る) [plidai]
[juda] (樵) [n ada] (演)
[pakida s 仙] ( 吐き 出す) [pada:] (裸) [panadai] (演轟 れ) [nida ri:払] ( 乱れ
る)
デは[d3i]と な る ｡
[d3iki: 且] ( 出来 る) [sud3i] ( 袖) [?id3i: 瓜] (出る) [nad3i: 瓜] ( 撫で る)
ド は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[du]とな る ｡
[du:] (胴 ｡ 体) [duge :ta n] (転 ん だ) [duktl] (毒) [du r Ⅶ] (梶) [1a n adu]
( 雨戸) [?udu r llkun] ( 驚く) [hadu] ( 角) [ttlduku瓜] (届く)
ドが[d3i]に な る 例 も あ る ｡
[d3iru] (どれ) [Ⅶid3ir u] ( 緑｡ 芽) [n ud3i](喉)
ド が 憩 中 にお い て[n u]と な る 例 も あ る ｡
[m a n uke:ti] ( 時々)
ドが[do]と な る 例 も あ る ｡
[do :gu] (道 具) [do:] ( 鍋)
ナ 行子音
ナ は語 頭 ･ 語 中 にお い て[n a]と な る ｡
[n at‡i] (夏) [n a mi: 瓜] ( 栽 める) [na s u 瓜] (産 む) [n a r a s u : 瓜]
t!i] (鍋付 き ｡ 焦 げ) [n ain] ( 出来る)
] (流れ る) [n aku 瓜] (泣く) [n agi: 瓜]
る) [n a n at!i] (七 つ) [nabi] ( 鍋)
[n ai瓜] ( 鳴る) [n a ri: 瓜] ( 慣れ る)
[na :] ( 負) [na9aha :Ja]
(投 げる) [皿atii] ( 夏)
[n a n a ri] ( 鉛) [n a 皿i]
[na re : 瓜] (習う) [nai]
(教 え る) [n a nd3i
( 長い) [naga ri: a
[n ad3i: 瓜]( 撫で
( 披) [n ada] ( 漢)
( 莱) [t9a n aka] (ふ
た な か ｡ 間) [1ana] ( 穴) [?in aka] (EE[舎) [hata n a] ( 刀) [d3in an] (次 男) [!i
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n a] (砂) [tana] (棚)
(放す) [pa n ad3i] (鼻血)
(其ん中) [?u n ad3i] (鰻)
[pana] (鼻) [pa n a] ( 花) [pa n a!i] (話)
[pa n adai] (演轟 れ) [pa n a r a s u 瓜] ( 隔て る)
[?unagu] ( 女) [1utun aha: 払] ( お と な しい)
[pa n a s lユ瓜]
[皿a n n aha]
ニ は 語 頭 ･ 欝 中で[ni]とな る ｡
[ni:] (荷) [nie : 払] ( 似合う) [ni99u 払] (握る) [nidz u:] (ニ 十) [nito :n]
(似 て い る) [ni:瓜] (似 る) [ni9 gjo:] ( 人形) [niii] ( 北) [1u ni] (鬼) [ga
ni] (蟹) [pinigi: 払] (逃 げる) [m e : nit王i] ( 軽日)
ニ 結 語 頭 で[mi]と な る 例 も あ る
[1ni: m 11 瓜] (新 し い もの) [mi: m e:] (新米) [mi:s a: 瓜] (新 し い) [nigu ri: n] (潤
る)
ニ が 擬 音 と な る 例 も あ る
[d3i払] ( 銭)
ヌ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[Ⅰ川]とな る ｡
[n ukuha : 払] ( 温い) [nngu : r u 瓜] (拭う) [n u s u m u瓜] (盗 む) [ntl S ud] ( 盗人)
[ntl n u] (布) [n ui瓜] ( 塗る) [n ugu瓜] ( 抜 く) [ja: 肌!i] (家主 . 主 人) [ba s a
nunu] ( 芭蕉布)
ヌ は語 頭 ･ 欝 中 で 擬音化 す る例 も あ る ｡
[?n :d3i: 瓜] (濡 れ る) [?in n ukw a] ( 犬) [k7i瓜] ( 着物)
ネ は 番 頭 ･ 帝 中 で[ni]と な る ｡
[ni:] ( 根) [nige : 払] ( 願う) [nit!i] ( 熱)
(寝床) [nit to : r uklw a] (寝て い る 子) [iini]
[ha ni] (鐘 ｡ 鉄) [ta ni] ( 陰茎)
ネが 擬音化 す る 例 も あ る ｡
[!i瓜] (船)
ノ は 語頭 ･ 語 中で[n u]と な る ｡
[n ud3i:] ( 喉) [nunu R](飲む)
瓜] (伸ばす) [n u‡i: 瓜] ( 乗せ る)
[sani] ( 種)
[nibui瓜] (眠 る)
(腰) [pu ni] (骨)
[kuga ni] ( #&)
[nu軸i瓜] ( 残る)
[肌 mi] (蚤)
[nibuido : m a]
[?in ni] (胸)
[pa ni] ( 羽)
[n ubi: 且] ( 伸び る) [nuba s n
[nuin] ( 乗る) [nu軸d3i] ( 鋸)
[nu=i] (令) [?u n u] (斧) [t‡in uku] (普) [tiinu] ( 角) [nun u] (布) [n u n u]
( 物) [n u] (助詞 ｢の+ )
ノ が[r u]と な る 例 も あ る ｡
[ta r u m u瓜] (頼 む)
ノ が 擬音 とな る 例 も あ る ｡
[n ll 瓜] (物) [?a ntlu] ( あの 人) [w aha 皿u 瓜] (若者) [m uD gatai] (物語)
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ハ 行 子 音
ハ は 語 頭 ｡ 語 中 に お い て[pa]と な る ｡
[pad3i t‡i] ( 入れ 墨 ｡ 女
.
が 結婚後 手 の 甲や 指 の 背に 施 し た 入 れ 墨)
類) [pa n a w tl:] (鼻緒) [pai瓜] (張 る) [pago:ha瓜] ( き た ない)
ラ) [pa r e : 払] (開墾す る) [pa‡i:] (戸)
[pa :] ( 葉) [paku瓜] ( 吐く) [pakida s un]
(計 る) [paka] ( 塞)
[pa!i](棉) [pad3imi:瓜]
ra] ( 恥ずか し い) [pada:]
[pa r u] ( 畑) [pa!i] (蜂)
s u払] ( 放 す) [pa n ad3i:]
(半分) [pabu] (ハ ブ)
払] ( 暗れ る) [pa n a ra s u 払]
[pagi: 払] (禿げる)
(始 め る) [pa r a]
[pad3i: 払] ( 脱ぐ)
(吐 き 出す) [pa軸]
[pa s al皿i] (鉄)
[pa r o :d3i] (親
[pa r e: 払] (払
[pa:] ( 歯)
(鰭) [pakain]
[pad3i!i] ( # )
(柱) [pai瓜] ( 走る) [pad3ikaha:
( 裸) [pata r aku 瓜] (働く) [pata r ak in
'
u 払] ( 働き者)
[pan a] (花) [pa n a] く鼻) [pa n a!i] ( 請) [pa n a
(鼻血) [pa n adai] (沸垂 れ) [pa ni] ( 羽) [pa nbu鼠]
[pa m a] (浜) [pai] (針) [pa r ug皇t!i] (春) [pa ri:
( 隔て る) [pa n s u瓜] (ほ どく) [車甘paha : n] (固 い)
[軸pai払] ( 固ま る) [tidapa : ri] ( 日照り) [りo :pa] ( 野菜) [japara s a : 瓜] (や わ
ら か い)
例 は か な り 限 ら れ て い る が ､ ハ は語 中 で[pla]と な る 例 もあ る .
[1ap7ai瓜] ( 飽き る)
ヒ は ､ 語 頭 で[p?i]とな る ｡
[plis s a :瓜] (薄 い) [p?i:da] (LLJ羊) [pli:瓜] (千 る) [郎da] (東) [Dlidakata]
( 東方) [plid3i] (髭) [pli:] ( 火) [p?i:] ( 日) [D9idn r uha :n] (冷 た い) [pワi:
ba‡i]( 火箸) [plidai] ( 左) [Dli皿a](暇) [p†iru] (昼) [Dli: 瓜] ( 鹿を放 る)
[Dlin s o:ntlJ&] (貧相者 ｡ 貧乏)
ま た ､ [pi]と も な る ｡
[pigu r u] (垢) [p主s a] ( 足) [pi:ha : R] ( 寒い) [p皇kai払] ( 光る) [p主kuha : n]
( 低い) [p皇ku瓜] ( 引 く)
さ ら に ､ [=]と な る例 もあ る ｡
[cidz u :] ( 日中 . 一 日中)
フ は ､ 語頭 ･ 語 中 で[p7u]と な る ｡ た だ し ､ 欝中の 例 は少な い o
[plu r u :] (冬) [plukaha:瓜] ( 深い) [plukun] ( 吹く) [伽d3i:n] (増 え る) [Dllli且〕
( 降る) [plui瓜] ( 振る) [Dlu rl S a: 瓜] (古 い) [伽nl n u 瓜] ( 古物) [pltl r Ⅶ‡皇ki] ( 風
呂 敷) [ju:plu r tl] (風呂)
ま た ､ [pⅦ]と もな る ｡
[pugui] (牽 丸) [p抽u ri: 瓜] (膨 れ る . 腫 れ る) [p甘ku r u] (袋) [pv=] (節)
[p甘ta] ( 圭) [te:pu] (台風)
さ ら に ､ [ =]に な る 例 も あ る
[=瓜] (舵)
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へ は ､ [pi] と なる ｡
[pinto :] (返答) [p主iigu 瓜] (へ し ぐ. 殴 る)
へ が[p†i]と な る 例 も あ る ｡
[がi:] ( 鹿) [pりir a] (箆)
ホ は ､ 語 頭 ｡ 語 申 に お い て[pu]と な る ｡
[pu :] ( 穂) [pu :] (帆) [粥ii] ( 星) [p抽ut王墓t!i] (壌) [p甘tuku 瓜] ( ほ どく)
[pu ni] (骨) [pu mi:瓜] (蕃め る) [pui瓜] (掘 る) [Ⅰ柑S u] (ほ そ o 聯) [?uptlnu 払]
(大き い) [?叩 uha : 瓜] (大 き い)
ホ が語 頭 に お い て[po]と な る 例 も あ る. ｡
[po :] ( 女の 陰部) [po : s u 瓜] ( 性 交す る) [po:ta] ( 包丁)
語 中 にお い て[軸]と な る 例も あ る o
[?u*u9e:] (管) [?u申甘ttu] (大人) [り舶 u m ugi] ( 大麦)
ま た , [bq]と な る 例 もあ る ｡
[bu r a] (ほ ら貝)
語 頭 の ヒ ･ フ が 脱落 し て 無 気喉頭化音[t†]と な る 例 もお る
[tサai](ニ 人) [t†atu] (ニ 年) [t甘a :t!i] (二 つ) [t†ll] (人)
ヒ ロ ･ ヒ ラが[pu] [pla]とな る o
[pu :gi: 払] (広げ る) [pu:ha: 瓜] (広 い) [D?a :ka s u瓜] (平 かす ｡ ぺ し や ん こ に する)
ヒ ヤ が 直音化 し て[pa]に な る 例が あ る ｡
[pa :ku
■
] ( 育)
バ 行 子音
バ は 語頭 ･ 語 中 にお い て [ba]とな る ｡
[ba s agi且] ( 芭蕉布の 着物) [bas a n u n u] ( 芭蕉布) [ba瓜] ( 香) [ba s a] (馬車)
[s abat‡i] (櫛) [kvt!iba!i] ( く ち ばし) [t!iba:] ( 牙) [d3u:baku] ( 重箱)
[s uba] ( 側) [tabaku] ( 煙草) [nuba s u 瓜] (伸ばす) [郎:ba!i] (火 箸)
ビ は[bi]とな る ｡
[1akubi] ( 欠伸) [k?ubi] ( 育) [tlubi] ( 帯) [tabi] ( 旅) [n abi] ( 鍋) [1ui
bi] (拷)
ピが 加i]に な る 例 も あ る ｡
[to :d3imi] ( 唐黍｡ 稗)
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ブは[bu]と な る o
[t‡ibu r u] (頭) [kubu] ( 昆布) [s u9kabui] ( 損か ぶ り o 損) [pa nbu瓜] (半分)
[pabtl] (ハ ブ)
ブ が樺 音 に な る の も あ る ｡
[?a nda] ( 抽)
ベ は[b i]と な る ｡
[w a r abi] ( 童｡ 子 供)
べ が擬音 に な る 例 も あ る ｡
[n a nd3it!i] (鍋付 き ｡ 焦げ)
ボ は[bu]と な る ｡
[bui] (棒 ｡ 柄) [s o :9ibu ni] ( 肋骨) [t‡ih](柿) [7nimit‡ibu] (壷)
ボが[bo]と な る 例 も あ る .
[bo :] ( 棒) [bo :d3iri] ( 棒切 れ) [9umbo:] (牛背)
マ 行 子 音
マ は 語頭 ･ 帯中 に お い て[n a]と な る .
[m a s u] (塩) [m a : s u n] (まわ す o 人 が 死 ぬ こ と) [m ai] (尻) [makuJa] ( 蒔く)
[n aklu r a] (枕) [Ⅶaki: 瓜] (負け る)
d3i: 払] (混ぜ る) [m ataba=] (股)
( 待つ) [7n a ni] (豆) [m ajugi] ( 眉)
[m ataR] ( 又) [1n attO :ba] (ま っ す ぐ)
( 幽霊)
[1a m adu]
[n a s a: 瓜]
(細 か い)
[na :i] (まわ り) [ma :rq 瓜] (回 る) [ma n
[n at与i] ( 松) [m at!igi] (睡) [n atu R]
[mar uha :払] (丸 い) [n a n n ah](真ん 中)
[m aku瓜]( 巻く) [m ad7a] ( 店) [tRabni]
[皿abai] (梶) [?a 皿a] ( あそ こ)
( 雨戸) [ta 皿ai] (た ま り ｡ 池)
[*u m a] (こ こ) [?a m aha : 払] (甘 い)
[?n m a](局) [?u n a ri: n] (生 まれ る)
( おい し い) [ha m a] (鎌) [ha m a] ( 塞) [ku r u m a〕 ( 車) [垂um a s a:n]
[!ixLa] (島) [damato : 払] ( 黙っ て い る) [da n akat‡i] ( 偏し て) [n a
m a ri] ( 鉛) [pa n a] (浜) [plim a] (暇) [m agai瓜] ( 曲が る) [?uitn agi: 瓜] (曲 げ
る) [?ntR aga] ( 蘇) [m a.i?u n e : 払] (まず い ｡ 美味し く な い.) [jan a] ( 山)
ミ は語 頭 ･ 弓賢中 に お い て[mi]と な る ｡
[1nis a] ( み た｡ 土) [miⅧi] (耳) [milnit!ibu](紐を通 す耳 形 の 突起 の 付 い た 壷)
[皿inikunda] (つ ん ぼ) [ni:t‡i] (三 つ) [mit!ibappe :] ( 迷う) [皿i:] (実)
[mi:ru 瓜] (見え る) [mi!i: 瓜] ( 見せ る) [mis at‡i] ( 岬) [皿i:gu r uha : n] ( 見え に
く い) [nid3i] ( 水) [Ⅶis u] ( 味 噌) [nida ri: 瓜]( 乱 れる) [nit!i] (道)
[tnitlu瓜] ( 満つ) [nikka] (三 日) [mit!iki: 瓜] (見付 け る) [nimid3i] (み みず)
[ni: 瓜] ( 見る) [1a ni] (網) [りid3imi] (泉) [1u 皿i] ( 海) [haga 皿i] (鏡) [kami]
(神) [gada ni] (蚊) [s s a 皿i] (轟) [!i皿i] (隅) [t!id3i7ni] (戟) [tata Ⅶi]
(畳) [na 皿i] (波) [nu ni] (餐) [pa s a mi] ( 鉄)
語 中 に お い て 擦 昔 と な る 例 も あ る ｡
- 2 5 -
[han nai] (雷) [s an!i瓜] (三 味線)
語 頭 にお い て は ､ 擦 音 とな っ た 後で さ らに[?i]を添 加 して い る ｡
[?indu] (溝)
ま た ､ 語 頭 に お い て[ni]､ 欝 中 で[bi]と な る 例が あ る ｡
[nid3i] ( 右) [habi] (舵)
ム は[m u]と な る ｡
[m u:t王i] ( 六つ) [Ⅰ柑ka‡i] (昔) [Tn ud3i] (麦) [m u :ku] ( 婿) [mu!i] ( 虫)
[mu=皇kaha : 払] (難 し い) [m u r a] ( 村)
ム が[bu]と な る 例 も ある ｡
[but!i] ( 鞭) [9ibu王i] (煙) [nibui且]( 眠る) [nibuido:m a] (寝床) [t!ibu
ru] (つ む り ｡ 頭) [?ubu s un] (蒸す)
語 頭 に お い て ､ 擬音 と な っ た後 で さ ら に[9i]を添加 した例 もあ る ｡
[?in ni] (胸)
メ は語頭 ･ 語 中 に お い て[皿i]とな る ｡
[皿i:皿u 払] ( 雌) [mi:] ( 目) [mikkw a] (目 の 不 自由 な 人) [ni: n ada] ( 演) [Ⅶigtl
i瓜] ( めぐる) [mid3ir u] (罪) [?imi] ( 夢) [?a mi] (鶴) [ka : mi:] ( 亀) [ha
ni] (聾) [軸 mi] (米) [t!imi] ( 爪)[m a mi] ( 豆)[ぢ皇timiti] (つ と めて ｡ 朝)
[?a mi] ( 雨)
モ は 番 頭 ･.帯 中に お い て[m u]と な る ｡
[nuJa] ( もの) [n u n u] (もの ｡ 飯) [皿u n n u m a :do :] ( 朝ご飯 の 前 ｡ 明け方) [肌 nda
ni] (飯) [肌 ni] (言 葉) [皿utt!i:] (餅)
る) [m utu 瓜] (持 つ) [mu9 gatai] ( 物語)
t!i] (書物) [tu m u] (供) [?u n u] (芋)
n] (若者)
モ が[n o]とな る 例 も あ る ｡
[TnO :] ( 丘｡ 野 o 荒地) [n o :] ( 藻)
[m uir u 瓜] (生 え る) [皿uir u 瓜] ( 燃え
[肌 m u〕 ( 秩) [n ui瓜] ( 漏る) [Si肌
[tiinu] ( 肝) [k?u肌] ( 隻) [w aha n u
モ が[bu]と な る 例 も あ る
[1ubuha :瓜] ( 重い) [ja: n at川 r a:]( や もり) [m abli] (守 り ｡ 幽霊)
語 中 で 擬 音 とな る 例 も あ る ｡
[?itii: 瓜] (い つ も)
ヤ 行 子 音
ヤ は 語 頭 ･ 語中 に お い て[ja]と な る ｡
[ja:]( 屋) [ja:n u!i] (家主 ｡ 主 人)
[jalnu瓜] ( 痛い ｡ 病気 にな る) [jaku 払]
[ja:9?Ⅶi] ( 屋根) [ja:皿abu r a] ( や も り)
( 焼く ｡ 豚な ど つ ぶ す) [jai瓜] ( 破る)
[jan tne :] (柄) [ja:t!i] (八 つ) [ja:ha : 瓜] (ひ も じい o 空腹) [jan a] (山)
[jani:瓜] ( や めろ) [jai] (檎) [japa r a s a瓜] ( や わ らかい) [ja n a] (良) [7u
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ja] ( 親) [ja n aka :gi] ( 不美 人)
語 中 に お い て ､ 他 の 北 部方 言 で は[ja]とな る もの が ､ 奥方 言 で は[r a]と な る 例が あ る o
[ha r a : s u瓜] (運ぶ)
[ha r a:su 払] ( 運ぶ) は ｢か ら げる+ の ｢か ら+ と 同源 で あ ろ う ｡
ユ は語頭 ･ 語 中 に お い て[ju]と な る ｡
[jn軸i] (夕 食) [ju :plu r u] ( 風 呂) [ju :] ( 港) [juha] (床) [ju :9 gO :]( 百合)
[ju r u s u 瓜] (許す) [ju r u m uJa] (ゆ る む) [m ajugi] ( 局) [!皇t!主ta9ju] ( 石油)
ユ が[i]に な る 例 も あ る ｡
[りqibi] ( 拷)
また ､ ユ が[r Ⅵ]に な る 例 も あ る ｡
[pltl r u :] ( 冬)
ヨ は[ju]と な る ｡
[ju ni] ( 嫁) [ju r u] (夜)
[ju n aha] (夜中) [jufi:瓜]
[jui瓜] ( 寄る) [jubu瓜] (呼ぶ) [ju m u 且] ( 読む)
( 寄せ る) [ju:t!i] (四 つ) [ju :ku ri: 瓜](夜番れ る ｡
暮れ る) [jugtl rito :瓜] ( 汚れ て い る)
ヨ が 譜中 で[i]とな る 例 も あ る ｡
[1uigu瓜] (泳 ぐ)
ヨ イ ･ ヨ ワ が[=:] [jo :]とな る ｡
[9i: n u 瓜] (良い) [jo : n e :] (夜 半な り ｡ 夕 方) [jo:ha:瓜](弱い) [jo : r u 瓜] (弱
る)
ラ行子 音
ラほ 語 頭 ･ 語 中 に お い て [r a]とな る ｡
[r aku] (莱) [ha r a] ( か ら｡ 助詞) [1a raha :瓜] (荒い)
s u瓜] (教 え る) [ga r a!i] ( 鳥) [klu r a] (倉) [klu r aha :n]
[ha r aha : 瓜] (辛 い) [ha n r a] ( 蔓) [tu r a] (虎) [pa r a]
足) [s11 r a 皿u 瓜] (き よ ら も の ｡ 美人) [bu r a] (ほ ら貝)
(村) [klu r a!i皿i] (暗闇) [japar a s an] (や わ らか い)
ラ が[da]と な る 例 も あ る ｡
Eta:r aョ(倭) [n a r a :
( 暗い) [v a r abi] ( 塞)
( 柱) [harap主sa] ( 樵
[皿aklu ra] (枕) [7n u r a]
[?a nda] (油) [ka ndaba :] (蔓の 葉) [gu nda] (鯨) [niniku nda]( 耳の 不 自由な
人)
ラが 語 中 で[ja]と な る 例 も ある ｡
[1ijabu 瓜] (選 ぶ) [t!ija] (面 ｡ 顔) [Dlija] (鰭)
ラ が[s a]と な る 例 も あ る ｡
[p皇s a] (ひ ら ｡ 足)
リ ほ 語 中 で[i]と な る ｡
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[pai] (針) [tui] (鳥) [nai] ( な り. 実) [taln ai] ( 溜り ｡
( 入 り口) [pugni] ( ふぐり . 寮 丸) [ha n ai] (雷) [kvs ui]
り o 尻) [nibuido:m a] (寝床) [s u9kabui] ( 挽か ぶ り ｡ 損)
戸) [tlai] (ニ 人) [plidai] ( 左) [1uim agi: 瓜] (折 り曲をヂる)
[mu9gatai] (物語 . 請) [jai] ( 檎) [tn abui] ( 守り ｡ 幽霊)
[?idai] (漁 り o 漁 り 火) [tus ni] ( 年寄) [m ahai] ( 梶)
池) [1i:gut!i]
(秦) [nai] ( 蕊
[pa‡i:] ( 走り ｡
[m a:i] ( ま わ り)
[jui9gO :]( 百合)
語 頭 ､ 語 申 で[ri]と な る 例 も あ る ｡
[rint!i.] ( 怖 気) [ri:] (刺) [?iri] (酉) [k
?iri] (秦) [na m a ri](鉛)
リ が[ni]と な る 例 も あ る ｡
[?a ni] ( 蟻)
リ が[!i]と な る 例 も あ る ｡
[6ibu!i] ( 煙)
ル は[r u]と な る ｡
[t‡irubⅥ払] (交尾す る)
r u] ( 汁) [‡ir u!i] (印)
[蜘t!ibim] (唇)
[su r u r Ⅵ瓜] (揃う)
[ku r u m a] ( 車) [s a : r u :] ( 壊) [ii
[pa r u] (畑) [pa r uc皇t=] (育) [p?ir u] ( 塞)
(丸 い) [ju r u s u瓜〕 ( 許 す) [ju r u 肌瓜] ( ゆる む)
ル が語 中 で 促 音化す る 例 も あ る ｡
[?akku瓜] ( 渉く) [has s a : 瓜] (軽 い)
[ta r u] ( 樽) [tiirⅦ] (隻)
[Dlu r u s a :n] (古 い) [m a r Ⅶha :n]
[ju川] ( 荏)
レ は[ri]と な る ｡
[1a ri] ( あれ) [*uri] (これ) [da riti] (だれ て ｡ 疲れ て) [bo :d3iri] (棒切 れ)
レ が[i]と な る 例 もあ る ｡
[t･ai] ( 垂れ)
ロ は[ru]と な る ｡
[pigu r u] (ひ ごろ ｡ 垢)
く) [ku r u :] (黒)
(風 呂) [伽r u!皇ki]
[tiiburu] (つ ぶ ろ ｡ 頭) [1im] ( 色) [?udu r uku 払] (鷲
[軸 ru su 払] ( 殺す) [du r u] ( 梶) [p甘ku r ll] ( 袋) [ju:Ⅰ紬r u]
(風呂敷)
た だし 1 例 で あ る が , 語頭 で[d□]と な る 例も あ る ｡
[du:] (棉)
ワ 行子 音
ワは 語 頭 ･ 語 中 で[w a]とな る ｡
[w ata] ( 腹) [w ahaiJl] (わ か る) [waha n u 払] ( 若者｡ 青年)
た ち) [w ata] ( 棉) [w a s s a :払] ( 若い) [waku 瓜] (湧 く)
[w aha m un sa :] ( 若者
[w a9i: 瓜] ( 分 ける)
[w aiiri: 瓜] (忘 れ る) [wa n] ( 私) [w a s a :] ( 私た ち) [wana] (良) [w a r e : n]
(笑う) [甘ai瓜] (割る) [was sa : 瓜] (悪 い) [wa r abi] ( 童. 子供) [?a w a]
(莱) [?a w ati:n] ( 慌て る) [kaw ai瓜] ( 変 わる) [tia w an] (茶碗) [!iw a] (世
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話 ｡ 心 配) [?uw ai払] (終わ る)
[w a s s a :払] (若 い) と[w a s s a : 払] ( 悪い) は 語 形 が似て い る が ､ まずア ク セ ン トが違 う ｡
前者 ほ[s a:]が 高 く ､ 後者 は[w a]が 高 い ｡ また ､ [w ass a : 瓜] (若 い) は[waka s a: 瓜] - [w a
ha s a :瓜] - [w a s s a: 瓜] ( 若い) と変化 し た も の ､ [w a s s a: 瓜] ( 悪い) は[w a r u s a:瓜] - [w a
s s a : 瓜]と変化 した も の で あ る ｡
ワ が[gw a]とな る 例 も あ る ｡
[gw ata] (腹) [gw aha nuns a :] ( 若 者 た ち) [gw ahai払] ( わ かる) [gw aci:Jl](分け
る) [gw are : 瓜] (笑う) [gw at‡i] (脇)
これ ら の 欝 は ､ [9W at!i] ( 脇)
言 で は ほ と ん ど消 え つ つ あり ､
ワ は ､ 譜 中 で 脱落す る例 も ある ｡
[りa :] ( 泡) [ta : r a] (俵)
わ す ｡ 人が 死 ぬ) [ba:] ( 皮)
弱 い)
以外 は[v a]と も な る も の で あ る ｡ こ れ ら の[∈岬a]は奥方
[wa]へ 移行し つ つ ある ｡
[ha : r aku瓜] (乾 く)
[n a :i](ま わ り)
[s a : r uR] (触 る)
[ma : m 瓜] (廻 る)
古 語 の ヰ は[?i]と な る が ､ [bi]とな る 例 も あ る ｡
[?i]と な る 例 ｡
[?in aka] (田 舎) [りi*e:] (位牌)
[bi]とな る 例 ｡
[bi:] (蘭草) [bi: 瓜] (坐 る) [bi:do : 皿a] ( 坐る 場 所)
古 希 の ヲ は[?u]に な る が ､ [w Ⅶ]とな る 例 もあ る ｡
[?u]と な る 例 .
[1ui払] (居 る)
[?u : 皿u Jl] (雄)
[w u]と な る 例 ｡
[v n :] ( 芭 蕉)
[m a : s un] (ま
[jo:ba: 瓜] (
[?u n u] ( 罪) [1耶i] ( 棉) [1u :] (芭蕉) [?ui瓜] ( 折る)
[?utu r uha:瓜] (恐 い) [?untsu:gwa] (叔 父)
[w u :] (緒) [w ud3i] (砂 糖 尊び) [w ntn] (夫)
｢居 る+ は[軸i瓜]と も い う ｡
ヲ は語 中で[r u]に もな る ｡
[?ir u] ( a )
ヲ ヤ が[gwe]に な る 例 も あ る ｡
[gwe n s u] (鼠)
擬音
擦音 は奥方 言 で も擦 音と な る ｡
[?u 瓜] ( 運) [ga nta 瓜] ( 元 旦) [!ind3i瓜] (借ずる) [ta瓜] (顔) [d3i瓜] (膳)
[tiJl] (天) [su 瓜] ( 揺) [pa nbu n] ( 半分) [ba 瓜] (香)
促音
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促音 も促音 と な る ｡
[tip po:] (鉄砲) [mikka] (三 日) [1ittu] ( 一 斗) [1itto :] ( - 等)
他 に , 語 中 で ラ行音 の 前か 後 に カ ｡ サ 行 音が位置す る と き に 促音 と な る 場合が あ る ｡
[has sa : 払] (軽 い) [w a sa : 払] ( 悪い) [s sa : mi]( 轟) [s s a:9i: 瓜] (精米す る)
[1akku瓜] ( 渉く) [mikklw a] (目 の 不 自由な 人)
あ る い は ､ 語 中 で 無声子音 に 挟 まれ た 狭母 音が 脱落した 結果 ､ 促音に な っ て い る も の もあ
る ｡
[9主tti:n] (捨 て る) [9主tta: 払] ( た く さ ん) [ti皇tt王i] (ひ と つ) [1u s s u 瓜] ( 追
こす)
[s主t ta: 瓜] ( たく さ ん) は ｢お 放 た し (多た し) + に関係す る 欝 ､ [7u s s u瓜] ( 起こす)
は[1u的s tln] - [?u s s u瓜]とな っ た も の で ある .
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第 2 節 辺 野 蚕 労 言
1 . 音韻体系
音素
辺野暮方言 に は次の 2 3個の 音素が認 められる ｡
母音音素
子音音素
半母音音素
拍音素
1 e a 0 u (5個)
?
'
h k g t c s 7.
J W (2個)
Q N (2個)
m (1 4個)
抽
辺野書方言 の拍構造は次の ようになる ｡ C は子音､ S は半母音, Ⅴは母音､ 附ま擬音､
Q 杖促音を表す｡
C V C SV V C N 也
そ の拍 を表示す れば ､ 次の ようになる ｡
?i ?e ?a ?o ?Ⅵ
[1i] [?e] [7a] [1o] [?u]
I
1
■
e
-
a
●
0
●
u
[i] [e] [a] [o] [u]
[ji] [je]
bi 血e ba bo bⅦ
[Ci] [he] [ha] [ho] [如]
ki ke ka ko 良ll
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
[㍍i]
gi ge ga go gu
[gi] [ge] [ga] [go] [gu]
ti te ta to tu
[ti] [te] [ta] [to] [tu]
[t†i]
ci c a c o c u
[t!i] r_ts a] [ts o] [ts u]
si s e s a s o s u
[!i] [‡e] [sa] [so] [su]
zi z a z o z u
[d3i] [dza] [dz o] [dzu]
'
]a
■
JO
'
Ju
'
W a
[ja] [jo] [ju] [w a]
g]0
[gjo]
kju kwe kw a
[kju] [kwe] [kwa]
[伽e] [k?wa]
gWe gW a
[gwe] [gw a]
ZJa
[d3a]
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CJu
[tiu]
sjo sjtl
[!o] [!u]
zju
[d3u]
ri r e
[ri] [re]
皿i
[ni]
pi
[pi]
[*i]
bi
[bi]
mi
[mi]
ne
[ne]
pe
[如]
be
[be]
ne
be]
r a r O r u
[r a] [ro] [r11]
[da] [do] [du]
na nO nll
[n a] [no] [血]
Pa PO Pu
[pa]
[*a]
ba
[ba]
ma
ba]
[po] [Ⅰ和]
[如]
b
[b
tn
[m
o bu
o] [bⅦ]
0 7n n
o] [mu]
I e a 0 u
[:] [:] [:] [:] [:]
1N[1n)]
･ Nb. A. D. 瓜]
Q[k. g. t. tL s. ∫. p]
具体用例 と音声的特徴
(1) 母音
母音は i, e , a , o , u の 5母音で ､ そ の うち e , o 杜長母音[e :][o:]の形で あらわ
れる場合が多い ｡ 中舌母音は見出せ ない ｡ 母音は普通他の子音や半母音と結合して 拍を形
成する ｡ 具体的に は次の ように あらわれ る ｡
1
iは[*i:] ( 日)と[如:](粉)､ [ni:] (荷) と[na :] (名) な どの よ うに他の母音 と音
韻的対立 を示し次の ように あらわれ る ｡
[1it‡u:](糸) [?iki](忠) [?i=〕 (石)
[1ika:] (烏賊) [?ikvs a](戟) [1ita](板)
[?iki] (池) [?ititi] (五つ)
[bakui](垣根) [!o:bai]( 商売)
e は[he:i瓜] (帰る) と[ho:i瓜] (買う) ､ [ne :](首) と[na :] (負) な どの ように､ 他
の母音と対立を示す｡
[‡e9je瓜] (千 円) [*e :] (灰) [ie:ktl](大工) [軸:](蝿) [jebi] (海老)
[6皇te:](蘇) [te :ge :] (大概) [1i如:] (位牌) [re:kuni] (大根)
[!e:bu]( 台風)
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a は[軸:] (秦) [軸:](粉) ､ [s a :](田) [so :](竿) な どのような対立 を示す ｡
[?a migw a :] (飴) [?a m adz aki](酢) [?ad3i] (咲) [?a ni] (蟻) [?atu] (跡)
[?a r a]( 症) [?ahagw a :]( 赤ん坊) [7o : R ag :]( 青大将) [hataraka:](働き者)
o ほ[ho :i瓜](買う) [he:i瓜] (帰る) ､ [s o:] (竿) [sa :〕(Eel) な どの ような対立 を示
す ｡
[n atto :ba] (菓 っ す ぐ) [?o :gun](扇ぐ)
[?o :ir血](青色) [?o:n aga:] (青大将)
u は[軸:](粉)
[?n r a] (君)
[1u n agtl](A )
[1u :ki] (柄)
と[軸:](莱)
[?u 皿i](港)
[1n su]( 白)
[?o:gi](扇)
[gumbo :](牛背)
[*unto :](本当)
[bo:riョ(痩)
. [s u :] (十) と[so:] (竿) などの ような対立 を示す｡
[?un agi] (鰻) [1u s agi](兎) [1u ri:] (お前達)
[?uta] (敬) [7utu] ( 普) [1uni] (鬼)
以上の ように ､ 母音は他の子音や半母音 と結合して拍を形成するが ､ 母音単独で も拍を
形成する ｡ い わゆ る長母音がそれである｡ 長音は拍音素としての性格も合わせ持つ ｡
1
e
a
0
u
[?i:]( 胃) [?a!!i:] (朝食)
[ja心血e :] (病気) [s a m l r e:](武士) [皿e :!i] (箸)
[?o :*anu*a :] (野菜の菓) [1a : s a] (石尊) [kw a : n uja :] (子守)
[n o :](脳) [bo :] (棒) [s ato :] (砂糖) bo:] (野原) [so:kihni](肋骨)
[d3u:1it!i] (十-) [dzu :!i:ne :] (雑炊) [ju :7akigata] (明け方)
( 2) 子音
ウ
?は[?a n a] (穴) と[ban a] (花)の ように ､ 他の子音と音韻的対立を示す｡ ?は主 に母
音や擬音と結合 して あらわれ る ｡
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[7iki] (鱗) [7e :d3u :] (衣) [?a w a](莱) [1o :gi] (扇) [?tlmi] (海)
[1m m e :] (お じいさん)
は[ju:] ( 湯)と[kju:] ( 旧) のように ､
[gai] (@ )
[niato :瓜]
( ゆか)
(四 つ)
h
[ji] (紘) [ni軸:e:bita瓜]
(似 合っ て い る) [?a o] (蘇)
[ja:] (屋) [jo:ne :](夕暮)
[w a r abi](子供) [m m a] (馬)
他の子音と音韻的対立 を示す｡
( ありがとう) [jebi] (海老)
[ke : uti](皿) [jai] (檎) [jaba]
[ju:] (湯) [ju ni] (嫁) [jn:ti]
bは[bana] ( 花)と[?a n a](穴)の ような音韻上の 対立を示す｡
[ci:] (毛) [ci:瓜] (蹴る) [he:i瓜] (帰る) [hani](鍾)
[ha r a](から . 壁) [ho: ri] (徴) [*u mi] (米) [*ui](声)
[hagi] (# )
[軸:] (粉)
k
k は非喉頭化音 で ､ [軸kui] (挨)と[軸gui](ふ ぐり) の ような対立 を示す ｡ [kl]もあ
らわれ るが ､ 音声的なもの で ある o
[kiku瓜](聞く) [saki](先) [芦aki]
[ka n raba :] (芋蔓) [?i汝a:] (烏賊)
(頑固) [軸kku] (袋) [kjn:] (旧)
[klin n ukubi] (襟)
(酒) [?i比i](鱗)
[ha:*a r ako:](#)
[kkwe :] (鍬)
[kei] (回)
[kv=](癖) [甘a9ku :]
[n a9kw a] (南瓜)
9
g は[軸guiコ (ふ ぐり) と[垂甘kui](壌)､ [gai](餐) と[皿ai] (尻) の ような対立を示
す｡
[gitta]
の 毛)
(轟)
[糾S O :]
( 腹)
(片足跳) bllgi] (麦) [hagi] (影) [?皿 agi] ( 鰻) [ha r a rigi:] (餐
[*igi] (髭) [1uggi](荻) [hatage :] (肩) [ga r atnu](蚊) [gan]
[haga ni](鏡) [ga:d3u:] (強情) [軸ga](卵) [gu ri:] (御礼)
(後生) [1u n agu](女) [ni9 gjo :](人形) [gwentu] (鼠) [gw ata]
t
tは非喉頭化音で ある ｡ [tuku] (得) と[r ukn](秦) のような対立 を示す｡ 普声的に は
[t?]もあらわれ るが音韻的対立は示さな い ｡
[ti: s ati] ( 一 日) [tikar a] (力) [tirn ni] (戟) [?as ati] (明後日)
[Htimitim u 瓜] (朝食) [te:ge:] (大概) [te:軸] (冗談) [tage : 皿i](互 い に)
[ta :ts u :gw a :] (双子) [*a nta](崖) [cita](下) [!皇ta] (北) [hata r aka:]
(働き者) [7nita] (土) [軸tabi] (今年) [ju:1akigata] ( 明け方) [*ata]
(側) [?ita](板) [mata]( また) [hata ni:] (片目) [s ata mi] (畳)
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[軸ta](蓋) [hata] (形) [1atta :](明日) [kata n a] (刀)
語) [gw ata] (腹) [gatto :](殊韮) [s ato :] (砂糖) [tud3i]
(根元) bin atu] (港) [1utuge:]( おとがい) [?utu](普)
[軸tuba]( 言葉) [!igntu](仕事) [7utu] (夫) [1atu](跡)
(LLIJ*) [1tlttu](a) [1uttu](#)
c は[珊itii] (道) と[mid3i] (水) の ような対立を示す｡
[t‡iri] (塵) [tii:] (血) [t王i:] (乳) [t‡皇ki](月)
[蜘t=] (口) [me : nit=](侮日) [sannit王i] (三 日)
[蜘t!ibiru] (唇) [mntt!i:](餅) [=皇kimu 払](漬物)
C
[m'u9 gatai] (物
(秦) [ni: m utn]
[kutu :] (* )
[janabo:tt)]
[nagaimit=](曲道)
[kukⅥnit=] (九つ)
[t!ibur u](頭)
[t!ir a](顔) [皿at!i](檎) [nitnut!i] (荷物) [?it=](い つ) [りikvt=]
(いく つ) [so:gW atH](正月) [nit!i] (熱) [mat‡i9i] (睡) [iimutii] (普
物) [n a n at!i] (七つ) [mu:t!i]( 六つ) [ja:t与i](八つ) [tsa :](茶)
[tso:re :] (兄弟[so :re :]ともいう)
[?it!甘ku] (い と こ)
s は[so :](竿) と[d30 :] (門) ､[s a :]
[与i:] (辛) [!in l] (汁) [!igutq]
[‡ira](太陽) [=:n ukubi] (手首)
[!i:s a :](獅子) [k甘a :‡i](菓子)
[肌!i](虫)
[*a‡i:] (雨戸)
[!in a] (砂)
be:!i] (i )
[軸 =](節) [*aii]
[肌nui主ii](腿)
[tts u :] (A) [ts u n*e :] (a) [tts u:](A)
(円) と[n a:](負) などの ような対立を示す｡
(仕事) [iin a :] (村) [!主=](肉)
[!i9kubi] (翠) [王ip ptl :](鉄砲)
[?tl!i](午) [?i!i]
(棉) [軸‡i](梯子)
[軸ru!皇ki](風呂敷)
[‡皇=] (煤) [ga r a= ] (鳥) [?a=] (汁)
(石) [申甘ii〕( 星)
[垂a!i] ( 柱)
[*an a!i] (#)
[1a!!i:] (朝食)
[*i:baH](火箸) [?ikim u=](動物) [rac主!皇!i](竹馬)
[!e9je瓜] (千 円) [!en] (級) [sa山i瓜] (三味線) [sa 皿a5i](魂) [saki] (先)
[sa n nitSi] (三 日) [s ato :](砂糖) [s a n u r e :] ( 武士) [s abaki](櫛) [s a軸i]
(咳) [s and3u :] (三十) [s a: r Ⅶ:](壊)
[s a軸] ( 棉) [s a ni] (種) [s a n a!i] (鶴)
[s aka r a7nu 払] (宝物) [s atnu 瓜] (薪) [s abaku]
[1ikus a] (戟) [1u s agi] ( 兎) [軸s a mi]
＋=) [ti:s ati] ( - E))
損) [su ri] (袖) [tnis u]
[s u r a] (虎) [s甘!i] ( 年)
商売) [m a!u]
■
(塩)
[su!i] (*)
[s a n!i瓜] (三味線) [s a: mi] (轟)
[s ata ni]( 畳) [s a n a](棚)
(煙草) [1a : s a] (石尊) [kvsa] (翠)
(錬) [?a sati](明後日) [d311:S a瓜] (
[s uba](舌) [りn s s u] (臼) [s u 瓜](
( 味噌) [k甘S u] (莱) [軸su] (僻) [sui] ( 鳥)
[svs ui](年寄) [ja: s u s ui](雑巾) [‡o:bai](
z は[山d3i] (水) と[7nit=] (道) の ような対立 を示す ｡
[d3i:](辛) [d3in a 瓜](次男) [7ad3i](咲) [tud3i](妻) [kid3i] (傷)
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[d3i払](銭) [りud3i払](お膳) [?a m adz aki] (酢) [dz o :](入 口)
(雑炊) [軸dz u] (去年) [垂i:d3a :] (山羊) [d3u:ni](十 ニ)
悼)
[dz u :‡i: me :]
[9a:d3u:] (強
r は[ruku] (秦)と[tuku] (得) ､ [?a ri](あれ) と[?ani](蟻) な どのような対立を
示す ｡ また[r]は[d]と自 由交替の 関係に ある ｡
[ri9ki] (怖気) [ho:ri](徴) [re :] (代金) [re:ku ni](大根) [so:r e:](兄
弟) [ra :] (どこ) [bar a ri] (髪) [tiir a] (顔) [sa : r a :] (倭) [?u r a]
(君) [pa n adai](鼻たれ) [ro :](門) [ro :9u] (道具) [ =nr o:] (天井)
[ro :- do :] (よ ｡ ぞ) [ru:](尾) [?ir u] (負) [dur u] (梶)
a
n は[且i:] (横) と[!i:] (辛) ､[軸n a] (花)と[*ata] ( 側)な どの ような対立を示す｡
[ni:] (棉) [ni耶t!i](荷物) [niD gjo:] ( 人形) [ninin] (ニ 年) [nid訓:]
(ニ 十) [niha:ktl] (ニ 百) [nitii](熱) [nimtld (根元) hini瓜](ニ 年)
[?uni] (鬼) [皿e : nit=](毎 日) [sa n nit=](三日 ) [tage : ni](互 い に)
[d3u : ni](十 二) [sa ni] (種) [?uibiga ni](指輪) [軸ni] (羽) [軌mi] ( 骨)
[bani] (鍾) [血a ni] (秩) [†aka9姐i] ( 鍋) [肌 n r a ni] (餌) [r e :ku ni] (大根)
[so:kibuni] (肋 骨) [tin e :ku ni] ( 人参) [na mamu瓜](生もの) [n a9kw a] (南瓜)
[n a ni](波) [naha] (間) [na :] (負) [nabi](鍋) [n aha] (中) [nan at!i]
(七つ) [na n ad3u :](七十) [mann aba](真ん中) [?una9u] (女) [?a n a](穴)
[?in aka]( 田舎) [pa n a] (鼻) [ba n n ai] (育)
(鰻) [jinaba](夜中) [mi:na r a] (演)
[hata n a] (刀) [軸n aH:](請) [!in a] (砂)
[1inn ukwa] (犬) [n u Ⅶi](蚤) [n 屯ri:](喉)
[7n n u](斧) [kuku n utSi] (九つ)
[軸nagi:] (花水) [?u nagi]
[pa n ad3i:] (鼻血) [s a n a] (棚)
[no :] (脳) [nu n11] (布)
[ku肌](この) [?a n Ⅵ] (あの)
p
p ほ[pa n a] (鼻) と[?a n al(穴) の ような対立 を示すが ､ [p]と[*]tま自由交替の 関係に
あり ｢鼻+ を[pa na]または[*an a]､ ｢歯+ を[pa:][*a :]､ ｢印+ を[pa瓜] [垂aJa]､ ｢半分+
を[pa mbu 瓜] [軸nbu nL ｢足+ を[pis a][中主sa]､ ｢肘+ を[piri][申iri]などの ように[p]と
[*]の どちらで発音 して もよい ところか らもわかる ｡
[piri](肘) [*i:](鹿) [垂i:] (火) [垂i:](日) [垂igi](根) [*igai] (
左) [如ru] (塞) [重量te :] (額) [*igi](髭) [申in a]( 暇) [?i9gu](垢)
[*i:ba=] (火箸) [*in s u:肌 n] (貧しい人) [如:] ( 蝿) [ha:pa r a] (皮膚)
[pan ad3i:] (鼻血) [pa n adai] (鼻っ たれ) [軸:] (莱) [*aka] (塞) [軸nta]
(崖) [軸n agi] (花木) [軸ta] (側) [軸ni](羽) [軸 ru] (柿) [軸na] (花
) [*ai] (針) [*asa7ni] (秩) [軸軸] (箱) [*aH](棉) [軸=] (梯子)
[*a!i:] (柱) [軸‡i:](雨戸) [*a n a!i:] (話) [1o :軸](野菜) [po :po :] (ボ
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- ポ - . 菓子 名) [*o:](女陰)
[軸gui] (畢丸) [軸ta](蓋)
(古物) [ju:軸r Ⅵ](風呂)
[軸ni]( 骨) [約sq](僻)
b
[?ippu:] (一 俵) [軸:〕(帆) [軸=](節)
[*ukk屯] (栄) [軸ru;主ki] ( 風呂敷) [軸 m 7nu 瓜]
[垂甘kui] (竣) [軸=] (星) [軸nto :] (本当)
[軸ka] (外) [?u軸n ugi](大麦)
bは[bo:]( 棒)とbo:](野原)の よ うな対立を示す ｡
[bi瓜] (ビン) [軸bi](壁) [nabi] (鍋) [jebi](海老)
[蜘t!ibir u] (唇)[7uibiga ni](指輪) [?akubi]( あくび)
[kubi] (首) [w a r abi] (子供) [?u:bi] (帯) [klin n ukubi]
[軸tabi] (言葉)
[王i:nukqbi](手首)
(襟) [be :] (ばか
り) [bas a] (馬車) [bas a9i払](芭蕉布) [suba] (側) [ki:ba](牙)[垂甘tuba]
( 言葉) [!o :bai] (商売) [*i:ba=]( 火箸) [sabaki] (柿) [sabaku](煙草)
[jan abo :tu] ( 山鳩) [butuge :](負) [?a:bukn](あぶく) [kubtl] (昆布)
[pambu 払- ha mbu 瓜] ( 単分) [tiibu r u] (頭) [habu] (ハ ブ)
m
m は bo :](野 原)と[bo:](棒) ､ bi:] (目)と[ni:](棉) などの ような対立 を示す ｡
[7ni:] (実) [tnid3i](水) [mini] (耳) [nita] (土) [Tnin atu](港)
[mimi:riョ ( みみず) bit=](道) [mis n] (味噌) [mi:] (い っ ぱい) [mi:ti]
(三 つ) [tni:n uJl] (雌) [皿i: n a r a](蘇) [?a mi](柄)
(波) [1uka ni] (お獄) [sa : ni] (義) [舶s a7ni] (秩)
[tir u ni～t!ir n ni] (戟) [1u 皿i](海) [1a migw a:] (鰭)
[nu Ⅶi](餐) [nami]
[s ata mi] (i)
[*uELi] (米) [?imi](
夢) [citimitiTnu 瓜](朝食) [juni] (嫁) [ha:tni](負)
[hata ni:] (片目) [tini](爪) [hani] (瓶) [me :](前)
) [舶 gainit=]( 曲道) [mata] ( また) [皿ara](陰茎)
[皿aTni] (豆) [皿a n r u :i] (パパ イヤ)
(睡) bai] (尻) [makabi](痩)
[n a 皿a 皿u 払] (生 もの) [*ina] (暇)
[bam a] (鎌) [jam abo:tu]( 山鳩)
bn a] (局)
[1a nadzaki]
[ja皿a] (山)
[!itna](”)
[n q!i] (虫) [ntl:ku](婿) [皿u:t=] (六つ)
侍) [gar a m u] (蚊) [肌 n r a ni] (餌) [肌tt5i:]
) [肌 肌‡皇H ](腿) [肌9 gatai](物語)
(雲) [t‡皇ki肌 瓜](漬物) [ku 肌]( 蜘煉)
守) [ni皿utu] (根元) [1iki肌ii](動物)
[軸ru l m 瓜] (古物) [‡i肌t=](書物)
(3) 半母音
J
[肌ni瓜](木綿)
ba n n aha] (真ん中
[na w ai](まわり)
[ni: m aju](眉毛) [natiigi]
(酢) [d3i: Ⅶa ni](落花生)
[s an a;i] (魂) [hama] (蛋)
[mo :] (藻) [mugi] (麦)
[?u軸皿ugi](大麦) [sa 肌 r e :](
(餅) [m u :Ⅱm](桃) [mui]( 山
bu R] (物) [肌ni払] (木綿) [ku 肌]
[ni肌t=](荷物) [kwa:m uja:](千
[1u : m u 瓜] (雄) [s a 皿u 瓜](薪)
j は[jaku瓜] (焼く) と[w ak払](沸く) の ような対立を示す｡
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[ji](絵) [jam a](山) [ja:] (屋) [jai] (檎) [ja:] (衣) [ja:s n s ui](
雑巾) [ja m abo :tu] (山鳩) [ja:t=] (八 つ) [ja 脚me :](柄) [?uja](級)
[jo nd3n :] (四 十) [ju:] (湯) [ju:軸r11] (風呂) [jtlda 瓜] ( 油断)
醤油) [皿i: n aju](局) [juha]( ゆか) [jtlmi](嫁) [juru] (夜)
[ju:1akigata] (明け方) [jun aha] (夜中) [ju :ti] (四 つ)
w は[?a w a] (莱) と[?a m a](あそ こ) の ような対立 を示す｡
[v aki] (脇) [warabi](子供) [w aku 瓜](塀く) [Ⅷa w ai]( まわり)
W
(4) 拍音素
N
[so :ju :] (
Nほ[軸払] ( 印)と[軸i] (針) のような対立を示す｡ Nは子音の '7 や
'
と結合し､ 柏
を形成する ｡
? と結合した例は次の通り ｡
[?tnm e:] (お じいさん)
'
と結合した例は次の通り｡
[mm a] (馬) [s a mbaJl] (三番)
Q
[hanbu瓜] (半分)
ん 中) [軸nto:](本当) [sanii瓜] (三味線)
(次男) [sannit=](三 日) [s a nd3u :](三十)
[!into :] (天) [m an naha] (其
[Ⅶa n r u:i] (パ パイ ヤ) [d3inam]
[jo nd訓 :](四十) [w a9ktl:] (
頑固) [!e9je瓜](千 円) [ri9ki] (惰気) [ni9gjo :] (人形) [naDkwa](南瓜)
[s Ⅶ瓜](損) [?akkqJl] (渉く) [ju:ba 払](夕飯) [1ud3i瓜] (膳) [bi払](ビン)
[‡e n] (線) [*a払] ( 印) [tnu ni11] (木綿) [nini瓜] (ニ 年) [1u A] (運) [?i瓜]
(蘇) [jtlda払](油断) [ga 払](轟)
Qは[?i 姐i] (鱗) と[?iki] (息) の ような対立 を示す｡
[?akku n] ( 歩く) [?uggi](荻) [?tlttu] (弟) [*itt‡i:](一 日) [1u s s u] (後)
[?a!‡i:](朝食) [?ippu :]( - 俵)
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2 . 音韻対応
共通語 と辺野書方言 との対応関係は以下の ようになっ て い る ｡ なお ､ 必要とあらば古代
語 との 関係に つ い て も見て いく ことにする ｡
(1) 母音
以下 ､ 母音の対応関係につ い て みて い く ｡
共通語 の ア は辺野寄方言の[a]に対応する ｡
[?a w a]( 莱)
[1a n u] (あの)
[?a ni] (蟻)
[?a mi] ( 網)
[?a migw a:](鰭) [?a madzaki](酢) [?ad3i](咲) 【7aka:〕(赤)
[?a ni] (雨) [?a :btlku] (あぶく) [1a n a] (穴) [1a9tl] (顎)
[?atu] (跡) [?ara] ( 症) [?a!i](汁) [?akubi]( あくび)
[?ahagw a :](赤ん坊)
イ は[i]に対応する ｡
[?it‡n:] ( 糸)
[?i汝a:] (烏賊)
[?iki] (息) [?i!i](石) [1iki] (池) [1ititi] (五 つ)
[?it!甘ku] (従兄)
[?ikiⅦu‡i] ( 動物)
[‡o:bai] (商売)
[1ik甘S a](戟) [1ita](板) [りinaka] (田舎) [1iru](色)
[1it!i] (い つ) [?ik甘t!i](い くつ) [?in nt)kw a](犬)
[1is a n uja]( 医者の家) [1o :ir q] (青色) [hakui] (垣根)
ウは[u]に対応する ｡
i
[7u ni] ( 海) [?u n] ( 運) [?una9i] (鰻) [?u s agi](兎) [?u s u] ( 白)
[1uta] (敬) [1ui:](上)
りが擦音に なる例が ある ｡
[Ⅶ皿a] (局)
また/u /が/ a/に交替する語例がある ｡
[jaba] (ゆか)
これは後続の[血a】の 母音に同化したためである ｡
エ は[i]に な る ｡
[?i瓜] (蘇) [*ui](声) [?tli:]( 上)
エ が[ju]に なる例がある ｡
[ju r a]( 枝)
オ は[u]に なる ｡
[1uibiga ni:] (指輪)
おとが い) [?uka ni]
指) [1utu] (普)
[1uttl](妹) [?uttu] (弟) [1uni] (鬼) [?uttlge :](
(神) [1ugami] (お獄) [?ud3iJl] (膳) [1uibi～1ujubi] (
[1uki](～) [1u :bi](#) [1tlja] (A) [?uke : n e :](A
) [?I)軸 n ugi] (大麦)
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(2) 連母 音
母音が重な っ た場合､ 以下のような長母音を形成する ｡
ア イは[e:]にな る ｡
[如:] (灰) [!e :血] (大工) [Hte:](額) [ne : nit!i] 侮日) [te :ge :](大
概) [?utuge :](33とがい) [?uke:ne :] (雅) [?i*e :](位牌) [s o:r e:
-ts o : r eyA]
( 兄弟) [!e:ku]( 大工) [re :ku ni](大根) [tine :ku ni] ( 人参) he:](飯)
[!e:bu](台風) [tage :ni] (互い に) [dzu :!i:The :](雑炊) [jaⅦm e:] (病気)
[sa m lr e :] (武士)
ア エ も[e:]に な る ｡
[*e :] (蝿) [ne :〕(苗) [me :] (前) [he:iR] (帰る)
ま た ､ ア ユ も[e:]になる ｡
[?uke : m e :] ( 粥)
アオは[o:]にな る｡
[?o:ir u] (青色) [1o : n as :] ( 青大将) [?o :垂a] (野菜) [so :] (竿)
ア ワ も[o:]に なる ｡
[s o :] (たわ｡ 平坦 な処)
イオ旺単母音[u]にな る ｡
[?u s u] (潮) [svslli](老人)
オ ワ は[u:]に なる ｡
[kq : s u 瓜] (壊す)
イ エ ､ ウイ ､ エ イ ､ オエ ､ は[i:]となる ｡
[ni:r uJl] (煮える) [dzu :=: n e :](雑炊) [ni:kkw a〕(姪) hi:kkwa](甥)
[!i:r Ⅶ瓜] (添える)
(3) 子音
力行子音
おおよそ語頭の カ､ ケ ､ コ は[b]に ､ 語中で は[k]に対応するが ､ 下記の分類か らも分か
るように[k]から[b]へ の変化の過渡期にある ｡ 語頭と話中語尾で対応する子音が異なるの
が 辺野書方言 の 特徴とな っ て い る ｡
カ は語頭 では[ba]､ 語中では[ka]となる ｡
語頭の例
[hata ni:] (片目) [hakui](垣) [hani]
[hata n a] (刀) [hata](形) [hara] (壁)
(秩) [ba:](皮) [bami](瓶) [ba9i]
ただ し､ 語頭のカで[ka]に なる例が ある ｡
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( #) [ha n a] (”) [ha m a] ( i)
[ha: ni] (負) [ha ru] (角) [hani]
(影) [血a 皿 ai] (育) [ba:](川)
[kan r aba :](芋蔓) [kas u瓜] (貸す) [ka:ki:](賭ける) [kats u:](鰹)
語頭 のガが[9a]になる例もある ｡
[gai](# ) [gar a!i] (A )
語中 の 例
[*aka](塞) [ti皇ka r a] (力) [7uka Ⅶi](神) [?ika:] ( 烏賊) [9主kari] (光)
[t!皇ka] (柄) [?in aka]( 田舎) [?akaga ni] (鍋) [?aha :](赤) [軸ka] ( 外)
[s aka riki](”)
また語中の カが[ba]となる 例が ある ｡
[juha] (床) [man n aha] (真ん中) [naha]( 間) [naha]( 内) [?ahagw a:](赤
ん坊)
合3幼音が残 っ て い る例もある ｡
[kw a :!i･] (菓子) [n a9kw a] (南瓜)
キは語頭 ･ 語中で[ki]に対応する ｡
[kinuklユ] (普) [kinu :] (昨日)
[1iki](息) [軸r山皇ki] (風呂敷)
[1uki](沖) [?ikin u王i](動物)
[ki:ba :] (a )
[taki] (滝)
[ri9ki] (惰気)
ただし､ キが[!i] [ti]に変化して い る例もある ｡
[!皇ta] ( 北) [tine :ku ni] (きだい こね ｡ 人参)
[kid3i] (傷)
[saki] ( 先)
クは語頭 ･ 語中で[ku]となる ｡
語頭 の例
[ku r u n a] (車) [kura] (倉) [ku n l:] (黒) [kubi] (首)
(癖) [ku m u](雲) [k甘Sa] (草)
(唇) [kl柑i]( 釘)
語中の例
[k?inn ukubi] (襟)
(ての くみ ｡ 手首)
[1akubi] ( あくび)
[!e:k11] (大工)
[mku](i)
[t!i:nukvt!i]
く) [niha :ku] (ニ 百)
語頭の クで有声化する例が ある ｡
[gu n r a] (鯨)
語申の クが[軸]にな る例もある ｡
[s a軸i] ( さくり｡ 咳)
また ､ ク ロ が[kk甘]になる例がある ｡
[軸kku] (袋)
[k甘tH] (口) [ku 肌]
[kiku A] (聞く)
[ti皇ki](月)
[軸stl](莱) [kvSi]
(蜘蝶) [kvtfibiru]
[?ikvt!i] (い くつ) [haku] (育) [ii9kubi]
[r aku] (莱) [tuku〕( 得) [紬kt払] (浮く)
(乳首) [rokud3u:] (六十) [1abukq] (あぶ
ケは語頭 で は[ci]､ 語中語尾で は[ki]となる ｡
語頭の例
[9i:] (毛) [9i: 瓜](蹴る)
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語中の例
[saki](享酉) [1alnadz aki](酢) [t!皇kim q n](漬物) [1u:ki](棉) [1iki] (池
) [jtl:1akigata](明け方) [ka:ki:] (賭け) [s aki: 瓜] (裂ける)
語中のケが[9i]に なる例がある .
[r a6皇!主=](だけしし. 竹馬)
コ は 語頭 では[軸]､ 語中語尾で は[ku]となる ｡
語頭の 例
[軸ni] ( 米) [軸ga](卵)
(今年) [軸tuba] (言葉)
[軸:](粉) [軸i]( 声) [*udzu](去年) [軸tabi]
[軸ii] (こ し｡ 背中)
語頭の コ で[kⅦ]になる例もある ｡
[kubu] (昆布) [kuku r 屯](心) [kuktln ut=](九つ)
語中の例
[kinuku] (守) [肌:ku](婿) [r e :kn ni] (大根) [1it! 曲u] (従兄) [hakui]
(痩) [w a9ku:] (頑固) [軸kui](壌) [ktlkur u] (心)
[ktlkt m ut!i] (JL?)
語中の コ で[軸]にな る例が ある ｡
[s a軸](蛸) [*a軸](鰭) [1u軸s u 瓜](起 こす)
さ らに ､ 語頭 でコ エが[kv e:]とな る例 もある ｡
[kw e :i瓜] (肥える) [kwe :](舵)
次に ､ キ ュ ウは[kju:]となるが ､ キ ョ ウ (ケフ) は[su :]､
[s abaku] (煙草)
キヨ は[s u]となる ｡
[kju:] ( 旧) [s u :] (今日) [suraha: 瓜] (きよらし. 美しい)
またキ ョ ウが[tto :]､ 古語の キヤウが[s o :]またほ[ts o:]になる例がある ｡
[gatto :] (らっ き ょう) [so : r e :- ts o : r e :] (兄弟)∫
当方言の ような力行がb音に対応する方言でほ ､ ハ行子音にp音が残存する ことは先行
研究で指摘 されて い る ｡ 当方言で も基本的に桔カ行子音がb音化しており ､ これに連動し
て ハ行子音は[piri] (肘) ､ [pa n ad3i:] ( 鼻血) ､ [1ippu :]( 一 俵) の ように あらわれ､
h音にtま対応しない ｡
ガ行子音
ガは[ga]となる ｡
[g弧] (轟) [ga:d3u :] (強情)
[n agaimit‖] (曲遭) [1akaga ni] (銅) [ju:?akigata]( 明け方) [1uga ni](お
獄) [1uibi9a ni] (指輪) [haga ni] (鏡)
また ､ ガにお いて は合物音残 っ て い る例がある ｡
[s o :gv at‡i](正月)
さら に[w a]になる例がある｡
[w a9ku :] ( 頑固)
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こ の ような音韻変化は 1例しか見出せ なかっ たが､ 後述の り行子音[gw]との 関連から重要
な変化で あり ､ 辺野暮方言 ワ行子音の変遷を知る上 で重要な示唆を与えてくれ る語例で あ
る ｡
ギは[gi]となる ｡
[軸n agi] ( 花木) [?u s agi] ( 兎)
[?o :gi] (扇) [ba s agin] (芭蕉布)
ただし､ ギが促音化する例がある ｡
[?uggi] (#)
グは[gu]となる ｡
[軸9qi] (牽丸)
[1unagi](鰻) [mugi](麦) [kugi] (釘)
[?u軸 肌gi](大麦)
ゲは[9i]とな る ｡
[hagi] (影) [*igi](髭) [har a rigi:] (葉の 毛) bat‡i9i] ( 睡)
ゴは[gu]とな る ｡
[gu ri:](御礼) [gu s o:](後生) [?u n agu] (女) [!igutu] (仕事) [*i9 gu] (
ひ ごろ ｡ 垢)
サ行子音
サ は[sa]となる ｡
[s a 皿itSi] (三日) [s aki] (酒) [sato:](砂糖) [s a m ure :](武士) 〔sabaki]
( 櫛) [s a軸i] (咳) [sa nd3u :] (三十) [s a : rll:](猿) [sa nii瓜] (三味線)
[1a:sa] (石尊) [kvs a] (草) [1ik耶a] (戦争) [?unagi] (鰻) [?a s ati](明
後日) [垂as a 皿i] (秩)
シは[!i]となる ｡
[!ir u] ( 汁) [‡igutu] (仕事)
[!i:sa] (シ ー サ ー ) [kwa:‡i]
[svH] ( 年) [s a m aji] (魂)
[甘m 肌‡皇ii] (腿) [*a!i:](柱)
[‡皇!i] (肉) [王in a] (柿) [肌 =] (虫)
(菓子) [?i=] (石) [軸H ] (星) [?u=] (午)
[軸ii] (節)
[軸 ru!皇ki]
(管) [*i:ba=](火箸) [?iki皿uii] (動物)
雪祭頭 の シ で[ci]になる例もある o
[9皇ta] (下)
語中の シ で促音化する例が あるo
[1atta :](明日)
また シラが[s a:]､ シ ロ が[ss u]にな る例がある ｡
[s a : 皿i] (義) [?u s s u](後)
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[軸ii] (棉) [*a‡i](梯子)
( 風呂敷) [垂a n aH](蘇) [皿e:ii]
[軸3i:] (雨戸) [mu=](虫)
ス は[!i] となる b
[‡in a] (砂) [!皇i] (煤) [gara=] (烏)
ス で共通語 と 同様の母音で ､ 変化しな い 例もある ｡
[1u s u] (Ej)
セ は語頭[!e] ･ 語中にお い て[!i]となる ｡
語頭の例
[‡e n] (線) [ie9jeJa]( 千円)
語中の例
[りa=] (秤) [sa n!i払] (三味線)
ソは[s u]となる ｡
[s uJa] (損) [su ri] (袖) [suba] (側) [軸su](肺) [kvsu] (莱) [mis u](
味噌)
さらに ｢朝食+ は次の ようになる ｡
[?a‡‡i:] (あさ い ひ ｡ 朝食)
シ ヤ ､ シ ョ は直音化する ｡
[1is a] ( 医者) [s a nSin](三味線) [ba s a](馬車) [s o :gwat!i] (正月) [gu s o :]
(後生) [so:ju:] (醤油) [bas a:] (芭蕉)
ザ行子音
ザ行子音 の 語例は比較的少な い ｡ そ の 中でザの語例は藩中の 3例 しか 見出せ なか っ た｡
うち2例が[r a]､ 1例が[dza]で ある ｡
[ra]にな る例｡
[1a r a] (症) [gara 肌](が ざみ ｡ 蚊)
[dz a]になる 例｡
[1anadz aki] (#)
ジは語頭 ･ 語中で[d3i]となる ｡
[d3i:]( 辛) [d3in a n] (次男) [tud3i](秦)
ジが擦音化す る例がある ｡
[gq n r a] (鯨)
ズは語頭 ･ 語中で[d3i]となる ｡
[nid3i] (水) [kid3i](傷)
ズで も[ri]になる語例がある ｡
[皿imi:ri] (みみず)
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ゼ は語頭 ｡ 語中で[d3i]となる o
[1ud3i払] (勝) [d3iJl] (銭)
ゾは語頭 一 語中で[dzu]とな る｡
[*tldz u] (去年)
ジ ョ が[ro :]となる ｡
[!in r o :] (天井) [ro : ri] (上手) [ro :]( 門[dzo :]ともい う)
夕行子音
辺野事方言の 夕､ テ ､ トの 子音は語頭で は[s]､ 話中では[t]に対応する ｡
夕 は語頭で は[s a]､ 語中で は[ta]とな る ｡
語頭の例
[s a如] (蛸) [sani] ( 種) [sa :] ( 田) [satna!i](魂) [s ata ni](畳) [sa n a]
(棚) [s aka r a n u瓜]( 宝物) [s a 肌瓜] (薪) [sabaku](煙草)
ただし爵頭の 夕で ､ その まま[ta]にな っ て い る例もある ｡
[taki](滝) [tage : ni] (互 い に) [taiko] (太鼓)
語中の例
[?a nta] (端) [cita] (下) [王皇ta] (北) [mita]
き者) [軸tabi](今年) [ju:?akigata] (明け方)
bata] (また) [hata 皿i:](片目) [s ata ni] (畳)
[hatana] (刀) bt19gatai] (物語) [gw ata](腹)
語中の例で[s a]になる例もある ｡
[ti: s ati] ( 一 日)
(みた｡ 土)
[軸ta] ( 側)
[軸ta] (蓋)
チ は[t!i]となる ｡
[t!iri] ( 磨) [t!i:] (血) [t!i:](乳) bit!i] (道)
[7ne:nitii] (毎日) [kvt!i] (口) [sa 皿itSi]
語頭でチが[tli]になる例もある ｡
[tlika r a] ( 力) [t†im軸t王i] (乳首)
また ､ 語中で 促音が添加され る例もある ｡
[皿utt!i:] (餅)
ツ は[t!i]となる ｡
[t!主ki] (月) [t!皇ki肌 瓜](漬物)
[ni肌t!i] ( 荷) [?it!i](い つ)
[nit‡i] (熱) [n at‡igi](睡)
[bataraka:] (働
【?ita] (板)
[hata](形)
[kyt!ibir u](唇)
(三 日) [k11ku n ut‡i](九つ)
[t!ibu ru](頭) [t‡ir a](顔) [皿at!i] ( 檎)
[1ikvtH] (いくつ) [s o :gW at= ] (正月)
[!imut!i](書物) [nanat=]( 七つ) [肌 :t!i]
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(六 つ) [ja:t‡i] (八つ)
た だし､ ツ の例で[ti]になる例 もある ｡
[tir u ni] (戟) [?ititi] (五 つ) [timi](爪) [t皇ki] (年月 の月) [ti瓜] (角)
ツ にお い て は[9i]になる例もある ｡
[sin a] (柄) [9皇timitim u 払] (つ とめて もの ｡ 朝食)
テ は語頭で 杜[!i]､ 語中で は[ti]となる ｡
語頭の 例
[‡ira] (太陽｡ て だ) [王i9ktlbi](拳) [!i:].(辛) [!ippu :](鉄砲)
話中 の例
[?a s ati] (明後日) [6皇tinitim u 瓜](朝食｡ つ とめて もの)
トは語頭で は[s血]､ 語中で は[tu]とな る ｡
語頭の 例
[s ui] ( 鳥) [s u ra] (虎) [susui] (老人) [s甘=] (年)
た だし[ttl]にな る例もある .
〔tud3i](妻) [tuku](得)
語中の例
[nim utu](根元)
[軸tqba] (言葉)
山鳩)
bin atu] (港) [1utuge :](顎) [?tltu] (育)
[!igutu](仕事) [?utu](夫) [?atu] (跡)
語中の トで共通語 と同様[to]の例もある ｡
[s ato :] (砂糖)
語中 の ヒ トで 促音化す る例もある ｡
[1uttu] (お とひと｡ 弟) [?utt11](おとひ と｡ 妹)
また語中トで[ti]になる例がある ｡
[9皇tiniti肌 瓜] (つ ともて もの ｡ 朝食)
また ､ 口蓋化する例もある ｡
[?it‡甘ku] (従兄)
チ ャ は[ts a]とな る ｡
[ts a:] (茶)
[kut11:] (琴)
[jaJn abo :tu](
ダ行子音
ダ杖語頭 ･ 語中で[ra]に対応する ｡
[!ir a](て だ｡ 太陽) bi:n a r a]( めなだ ｡ 涙) [Tm nr ani] (餌) [ra6主i主!i] (竹
馬｡ だけしし)
語中の ダイ[dai]で[re :]になる例がある ｡
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[tin e:kuni](きだい こね ｡ 人参)
語中ダで[d]になる例 もある b
[pan adai] (鼻たれ) [juda 払](油断)
語中のダで[9a]にな る例がある ｡
[*igai] (A)
ヂほ語頭 ･ 語中で[d3i]に対応する ｡
[d3i:](地) [d3i:Ⅶami](落花生) [pa n ad3i:](鼻血) [?ad3i] (咲) [垂id3i]
(肘)
ただし ｢肘+ は[如ri]に もなる ｡
ヅは[d3i]にな る ｡
bid3i] (水)
ヅが語中で[ru]とな る例もある ｡
[tiru ni] (鼓)
ヅで擬音化する例もある ｡
[ka n r aba:] (芋蔓)
デ結語中で[ri]に対応する ｡ 語頭の例ほ見出せなか っ た ｡
[s 11ri] (袖)
ドは語頭 ･ 語中で[r u]に対応す る ｡
[r uku](毒) [bar u:] (角)
ドで[du]にな る例もある ｡
[du r u] (梶)
ナ行子音
ナ は[na]となる ｡
[n a n a n u瓜] (生も の) [且aha] (間)
[nabi] ( 鍋) [n a n atii] (七 つ)
[naha](内) [na ni](波) [na :] (負)
[na n ad3u :]( 七十) [軸n a!i:] (話) [!ina]
(珍) [皿a 皿 aha](真ん中) [?u n agu] (女) [1an a] (穴) [?in aka] (田舎)
[pa n a] (鼻) [han ai] (雷)[*an agi](花木) [皿inatu] (港) [*an a] (花)
[?u n agi] (鰻) [jun aha] (夜中) [皿i: n a r a] (涙) [pa n ad3i:] (鼻血) [sana]
(棚) [hata n a](刀)
ニ は[ni]となる｡
[ninin] (ニ 年) [nin ut!i](宿) [niogjo:]( 人形) [且id3u :](ニ 十)
[niha:kn] (ニ 百) [?uni] (鬼) [皿e:nit=](侮日) [sa 皿it‖] (三 日)
[tage:ni]( 互い に) [d3u:ni] (十ニ)
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語中の ニ で子音が脱落する 例が ある ｡
[9ai](蟹)
また擦音化する例もある｡
[d3i瓜] (銭)
ヌ は[n u]とな る ｡
[n u n u] (布) [nui払] (塗る) [nukuJa](抜く)
語中の ヌ で樺音化する例が ある ｡
[7innnkw a](犬) [ba s agi瓜](ば し ょうぎぬ o 芭蕉布)
ネは[ni]とな る ｡
[nitii] (熱) [ni:](棉) [nin utu] (根元) [sa ni](種) [*a ni] (羽)
[nini瓜] (二 年) [1uibiga ni] (指輸) [軸ni] (管) [hani](鐘) [肌n r a ni](
餌) [hani] (秩) [?akaga ni] (鍋) [so:kibu ni] (肋骨)
ノは語頭 ･ 語中で[nuコに対応するが ､ 擬音化する例も多く見られる ｡
語頭 の例
hu ri:] (P&) [nuni] (A)
語中の例
[1a血]( あの) [t!i: n ukv=i](乳首) [Ⅰi:n ukubi](手首) [?un tl] (斧)
[kuku n ut!i] (九つ) [nu n u] (布)
擬音化する 例
[t!皇kin u 瓜](漬物) [n a n a肌 瓜]( 生もの) [citimiti肌 瓜] (朝食) [肌 瓜](食物)
[1u:nu 払] (雄) [mi: 肌 瓜](雌) [s a 肌瓜] (蘇) [軸 ru n u A](古物) [垂ins u : m u R]
(ひん そう もの ｡ 貧乏人) [軸nta](はなた ｡ 端) [肌 n r a ni] ( もの だね ｡ 餌)
[肌 9gatai] (物語) [!i9kubi] (て の くみ｡ 拳)
ハ行子音
ハ 行子音 の 具体音声に は[垂][p]が認 められ自由交替の関係にある ｡ 各音の対応 関係を見た
とで ､ 辺野書方言の ハ行音の現われ方に つ いて資料を提示する ｡
ハ は[*a]とな る ｡
[軸ni] (羽) [軸i] (針) [?o :軸]( 野菜)
ハ で 子音が脱落する語例が ある ｡
be:!i] (箸)
ヒは[垂i]となる ｡
[*igi] (棉) [*igai](左)[*i:]( 日)
フは[軸]となる ｡
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[軸gui](畢丸) [軸ru!主ki](風呂敷)
フで[=]に なる語例が ある ｡
[6i払] ( 舟)
へ は[*i]となる ｡
[*ir a] ( 箆) [*i:](鹿)
ホは[軸]とな る ｡
[軸kni]( 壌)[軸 =] (星)
[p～*]で現われ る語例
[pa n a～ *a n a] (A) [pa :- *a :](# ) [p皇sa- 垂皇s a] (足) [pan ～ *a瓜] (印)
[ha:pa r a～ha :軸r a] (皮膚) [piri～*iri] (肘)
これか らも[p] [*]iま自由交替の関係に あると い える . しかし[p][垂]の現れ方として は[*]の
方が優勢であ る ｡ 語例は以下の通りで ある ｡
[p]だけで現わ れる語例
[tappir aka s Ⅶ瓜] (平にする) [pa n ad3i:](鼻血) [pa n adai] (鼻たれ)
[p -h]で現われ る語例
[pa血bnn～ha nbq瓜](半分)
[*]だけで現われる語例
[軸na] (花) [軸ta](側) [軸nagi:](花木) [*aka] (塞) [軸r u] (畑)
[*a nta] (崖｡ は の た) [?a s a 皿i](秩) [軸ni](羽) [*ai] (針) [*a*tl] (箱)
[*a=] (檎) [軸H](梯子) [*a且a!i:] (請) [軸!i:](柱) [*aii:](雨戸)
[?o :軸] (あおは｡ 野菜) [*ai] (針)
E)) [*iru]
[*i9gu](垢)
[叫ta] (蓋)
[*ir a] (A)
( 骨) [車u:]
(i) [*ite :] (*)
[*in s u : n 仙] (貧乏人)
[軸!i] (節) [?tlkku]
[*i:](鹿) [軸ktli]
(帆) [軸su] (僻)
[*igi](ひげ. 根) [*igai](左) [*i:] (
[*igi](蘇) [*in a] (暇) [垂i:](火)
[軸gui] (畢丸) [軸rⅦ!皇ki] (風呂敷)
(袋) [軸 ru 皿 仙](古物) [ju:如r u] (風呂)
(壌) [ 吋i](星) [軸nto :](本当) [如ni]
[軸ku] (外) [?Ⅵ如m ugi] (大麦)
[b] だけで現われ る語例
[hata r aka :] (働き者) [hah] (ハ ブ)
琉球方言に おけるハ 行子音の変遷p >車 >hにつ い て は先行研究に詳しい ｡ 琉球方言 (沖
親方言) の ハ 行子音は高母音化の影響でい っ たん杖有気と無気との対立を起こすが､ 時代が
下っ てその対立を失い p になり垂>h へ と変化して い る｡ この変化を図示すれば①か ら④と
な る ｡
旦∠p' > 旦 > 旦 > 且
① ② ③ ④
沖縄北部方言 では多く の地域で ハ行子音が[p]に対応し､ 方言に よ っ て は[p]に有気と無
気 とがあり, 弁別的な特徴をも表す｡ 上記で示 せば①のような状況にある｡ しかし記述のよ
うに ､ 辺野喜方言で はハ行子音の多くが [垂] で現れるため pの 有気と無気の対立 を見出す
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ことは難し い ｡ すで に②から③ へ の 移行を完了しつ つ ある方言 と言える ｡
バ 行子音
/ヾ は[ba]となる ｡
[ba s a] ( 馬車) [約tuba] (言葉) [ki:ba] (牙) [申i:ba=] (火箸) [!o:bai] (商
売) [s abaki](柿) [sabaku] (煙草)
ピは[bi]とな る ｡
[bi瓜](瓶) [jebi] (海老)
輪) [?akubi]( あくび)
帯) [klin nuknbi] (襟)
[軸tabi] ( 今年) [kvt!ibiru] (唇) [1uibiga ni] (将
[kubi] (首) [‡i:n ukllbi](て の くび｡ 手首) [7u:bi] (
プは[btl]とな る ｡
[1a :bul山] ( あぶく) [kubu](昆布) [ha mbu 瓜～pa nb仙] (半分) [tiibu r u] (頭)
[血a仙](ハ ブ)
ベ 柱[bi]とな る ｡
[皿abi] (鍋) [軸bi](壁)
ボは[bu]となる ｡
[s o :kit川 ni] (肋骨)
マ行子音
マ 杖 ba]とな る ｡
[皿a 皿 a血a] (真ん中)
[ma w ai] (まわ り)
(眉毛) bat‡igi]
[d3i:皿a ni] (落花生)
(魂) 払aⅦa] ( 塞)
[nagainit!i] (曲道) [mata] (また)
[7n a mi] (豆) [皿a nru:i] (パパ イヤ)
(睡) [mai] (尻) [makabi] (痩)
[nananu瓜] (生もの) [*in a] (暇)
[han a] (鎌) [ja 皿abo :tu]( 山鳩)
[皿a r a] (陰茎)
[m皿a](局) bi: 皿ajq]
[1a m adz aki] ( 酢)
[jana]( 山) [satn a!i]
[!ina] (”)
ミは bi]とな る ｡
[皿i:](莱) [nu 皿i] (餐) bita](土) bid3i] (水) [1a 皿i] (網) bini] (耳)
binatll] (港) bi皿i: ri](みみず) bit=] (道) [mis u](味噌) [皿i:](い っ
古軍い) bi:ti] (三つ) [n a mi] (波) [7uk姐i] (お獄) [s a:mi]( a) [*as a mi]
(秩) [s ata ni] (畳) [tiru ni～t‡iruni] (鼓) [1q ni](港)
ミ は擬音化す る例 もある ｡
[ba m ai] (育)
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ム は[mu]とな る .
[m ugi](愛) [mu :ku] (婿) [肌ii] (虫) bu:th](六つ) [?u*u 肌gi](大麦)
[sa皿ure :] (侍) [mi: n u瓜] (雌) [mi:n a r a] ( 演) [1a nigw a :] (飴) [軸ni](米)
[Hti7nitim u瓜] (朝食)
メは[ni]とな る .
[tnami](豆)[timi] (爪) [mi: n aju]
[肌 mi払] (木綿) [hata mi:] (片目)
モ は[肌]とな る ｡
[ku n u](蜘味) [mui] (山 ｡ もり)
[nutt‡i:] (餅) [mn n u!皇!i](腿)
綿) [t!主kiln u n] (漬物) [ku肌]
(眉毛) bi:](目) [ju皿i] (嫁) [ha: mi](亀)
[1imi](夢) [hami](瓶)
[ku 肌] (雲) [mu : n u](桃) [mu n r a ni] (餌)
[mu9 gatai] (物帯) [muA] (物) [mu ni払] (木
(質) [nim ut‖](荷物) [k甘a: 肌ja :] (子守)
[nimntu] (根元) [1ikinuH] (動物)
古物) [!i肌tii] (書物)
モ で ho]に なる例が ある ｡
bo:] (i)
ヤ行子音
ヤ は[ja]となる ｡
[ja n a](uj) [ja:s u sui](#rT])
[jan m e :] (病気) [jai] (檎)
[?u:n uJl] (雄) [s a m uJl] (節) [軸ru7ntl瓜] (
[ja皿abo :tu] ( 山鳩) [ja:t!i](八 つ)
[?uja] (親) [ja:]( 塵)
ユ は[ju]とな る .
[ju :] (港) [1ujubi] (指) [ju:軸r n]( 風呂) [jtldan] (油断) [so :ju :](醤油
) [皿i: n aju] (眉毛)
ユ で[i]に なる例が ある ｡
[1uibiga ni] (指輸)
ユ で[a]母音に なる例もある ｡
[jaba] ( ゆか)
ヨ は[ju]となる ｡
[ju皿i](嫁) [jur u](夜) [ju:1akigata] (明け方) [j皿 aha](夜中) [ju:ti] (
四 つ) [jo nd3u:] (四十)
ラ行子音
[r]と[d]は最小対立 の 語例は見出せな い の で音素として は/ r /であり自由交替の 関係に
ある と考えられる が ､ 必ずしも ｢泥+ が[duru～rum]とは限らず､ 語に より[r][d]の あらわ
れ方がおおよそ決まっ て いる ｡ ただ ､ 終助詞 の ｢ぞ+ は[ro:][do :]が併用され る ｡
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ラは[r a]とな る ｡
[r aku] (莱) [ka n r ab :](芋蔓) [t!ir a]
[t!紬a ra～tika r a] (力) [w a r abi] (子供)
倉) [hata r aka :](働き者) [gtl n r a] (鰭)
シ ラ､ シ ロ が[s a:][s屯:][ss u]になる例がある ｡
[s a : mi] (諒) [su :] (自) [?u s s u] (級)
りは語中で[i]となる ｡
(顔) [9a r a=](鳥) [su r a] (虎)
[Ⅶa r a] (陰茎) [bar a] ( 壁) [kura] (
[sa : r a :](倭)
[*ugui](* JL) [*ai](& ) [jai] (*)
[垂igai]( 左) [han 丑ai] (育) [軸kui](咲)
[muDgatai] ( 物語) [m a w ai] (まわり)
[tui] ( 鳥) [magai皿it=](曲逆)
[nui] ( もり｡ 山) [su s ui] (老 人) [ja: s u s ui](雑巾) [mai] ( 尻) [s a軸i] (普
くり ｡ 咳)
リで r が脱落せず[ri]になる例もある ｡
[ri9ki] (惰気) [giri](義理) [9皇ka ri] (光) [t!iri](塵) [ha ri] (はりo 筋)
またリアが[ja:]とな る例がある ｡
[kw a : 肌ja:] (子守り)
また ､ りが[ni]になる例がある ｡
[?a ni](蟻)
ル は[ru]となる ｡
[*a r u] (畑) [*ir u](塞) [sa:r u:](猿) [haru] (端) [kvt!ibiru](唇)
[軸ru 肌n](古物)
レは[ri]とな る ｡
[軸ri] (これ) [?a ri](あれ)
レで子音[i]にな る例がある ｡
[pa n adai] (鼻たれ)
ロ は[ru] となる ｡
[du r u]( 舵) [1iru] (負) [ju r u](夜) [kukuru] (心) [軸rui皇ki] ( 風呂敷)
[ju:軸r Ⅶ] (風呂) [?o:ir u] (青色)
ロ で[ro]にな る例がある ｡
[r okud3u :] (六十)
さ らに語中の ク ロ が[kku]になる例がある ｡
[*vkku] ( *)
ワ行子音
りは語頭 ･ 語中で[va]となる ｡
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[wa r abi] (子供) [?a w a] (莱)
ただし ､ 語中の ワ には脱落する語例が ある ｡
[ba :] (川) [ba:] (皮)
ただ し辺野事方言 の 場合､ ワは[gwa]に対応する とみ た方がよさそうで 凝る ｡ そ の例は以下
の 通 り｡
[gwata](腹) [gwa n](私) [gw ahas ana :fiョ(若者) [9Waki]
(はらわた) [gw a r abi](子供) [gw a瓜](私) [gw ata](棉)
[sugw a:=] ( 師走) [9Wa re:Zl](笑う) [iigw a s u 瓜]( 心配する)
る) [gw ai!皇ta 瓜](忘れた) [gw a s s a: 瓜]( 悪い) [gw ahato:瓜]
(脇) [9W atann aba]
[りagw a m e :](粟飯)
[gw aha ri: 且] (別れ
(分か っ て い る)
[gw aki: 瓜] (分ける) [hagwai瓜](変わる) [hagw ato :瓜] (変わ っ て い る)
この よう に共通語の ワが[9W a]に対応する の が辺野書方言の特徴である ｡
古語の ヰは語頭 で[bi]となる ｡
[bi:瓜](坐 る) [bi:](蘭草)
古語 の ヲは語頭で[?u]と.なる ｡
[1utd (夫) [?u n agu](女) [?n9gi](荻 ｡ 砂糖きび) [?u :]( 級) [?u :7nu瓜](雄
) [1un u] (#) [?u :ki](* )
[如]になる例もある ｡
[*tliJl] (居る)
ヲヤが[gw e]にな る例もある ｡
[gw e ntu]( 鼠)
擦音
擬音ほ辺野音方言で も擬音となる ｡
[s a血ba払] (三番) [!i且tO:] (天) [軸nto:](本当) [sanii瓜] (三 味線)
[sa n nit!i] (三 日) [sa nd3u:] (三十) [jond3u :] (四十) [w a9ku :] ( 頑固)
[!e9je 瓜] (千 円) [ri9ki] ( 惰気) [ni9 gjo :] (人形) [wa9ku :](頑固) [su 瓜]
(捜) han n ah] (真ん 中)
[bi瓜] (ピン)
[nini瓜] (ニ 年)
促音
促音も促音となる ｡
[?ippu :] (一 俵)
[!紬](線)
[?un] (逮)
[ha血bu瓜] (半分) [ju:ban](夕飯) [1ud3i瓜](膳)
[軸瓜] ( 印) [肌 mi瓜] (木綿) [d3in a n](次男)
[?i瓜] (蘇) [juda11] ( 油断) [ga払](轟)
[!ippu :] (鉄砲)
他に語中で ラ行音が促音化する例が見られ る ｡
[?akklu 瓜] (歩く) [gw a s s a : 瓜] (悪 い) [皿akkw a] (枕)
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第 3 節 前 島 プぎ 言
1 . 音韻体系
音素
前島方言には 次の 23個の 音素が認め られ る ｡
母 音音素
子音音素
半母 音音 素
軸音素
1
?
J
Q
e a o u(5個)
'
h k g t c
w (2個)
N (2個)
拍
孤 (1 4個)
前島方言の 拍構造は次の よ うに な る ｡ C は子音 ､ S は半母音 ､ V は母音 ､ N は擬音 ､ Qは
促 音 を 表す ｡
C V C S V
そ の 拍を表示 すれ ば､
< C V>
†i ?e ?a ?o
[?i] [?e] [?a] [?o]
･ i ･ e ･ a
[i] [e] [a]
[ji] [je]
V C N N 也
次の よう にな る ｡
< C S V>
?u ?ja
[?u] [?ja]
'
u
[u]
[w u]
hi he ha ho hu
[Ci] [he] [ha] [ho] [軸]
[*i] [*e] [*a]
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
gi ge ga go gn
[gi] [ge] [ga] [go] [gq]
ti te ta
[ti] [te] [ta]
to tu
[to] [tu]
･ja
,jo
[ja] [jo]
血ja
[9a]
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9JO
[gjo]
1jl1 1wi ?w a
[1ju] [?wi] [1w a]
■
Ju
'
Wl
'
Va
[jⅦ] [vi] [va]
kju kwi kw e ky a
[kju] [kwi] [kwe] [kw a]
gW l gY a
[gwi] [9W a]
ci c e C a C O C u
[t=] [t!e] [t‡a] [t!o] [t!l]
S I S e
[!i] [!e]
S a SO S u
[s a] [so] [su]
zi z e z a z o z u
[d3i] [d3e] [d3a] [d30] [d3u]
ri r e r a r O r u
[ri] [r e] [ra] [ro] [r u]
[di] [de] [da] [do] [db]
ni n e n a n o nu
[ni] [ne] [n a] [n o] [nu]
pi pe pa po pu
[pi] [pe] [pa] [po] [pn]
bi be ba bo bu
[bi] [be] [ba] [bo] [bu]
n l ne
[胡i] [皿e]
1 e
[:] [:]
N[:]
1N[1n 7n]
･ N[n. A. 9. n]
7n a n O m u
[n a] [n o] [廿m]
a 0 u
[:] [:] [:]
Q[p. t. s.～. k]
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bjo
[bjo]
具体的 周 鯛 と音 声 的特徴
(1) 母 音
母 音 は i , e , a , o , u の 5 母 音 で ､ そ の う ち e , o 柱 長 母 音[e:] [o:]の 形 で あ ら わ
さ れ る 場 合が 多 い ｡ 中舌 母 音 は 見出せ な い ｡ 母 音 は 普通 他 の 子 普や 単母 音 と融 合し て 拍 を
形 成す る ｡ 具体 的 に は 次の よう に あ ら わ れ る ｡
1
i は[?i瓜] (犬) と[?a瓜] (有 る) な ど の よ う に 他 の 母 音 と音韻 的対 立 を 示 し ､ 次の よ う
に あ ら わ れ る ｡
[?it!u 瓜] ( 行く) [?ir tl] (色)
[?iju] (負) [?i:*e :] (位 牌)
e
a
[?i:] (胃) [?ibi] (海老) [?it!a] (烏賊)
[?id3ai] (漁) [1it‡i] ( 池) [ぢa :i] ( 日照 り)
e は[申e:] (蝿) と[垂i:] (火) な どの よ う に , 他 の 母音 と対 立 を示 す ｡
[?e ntitl] (鼠) [ha :je :naju 瓜] (走 る) [1uju e :](祝 い)
a は[d3a:] ( 座) と[d3u:] ( 局) な どの よ う な 対 立 を示 す ｡
[1aka:] (赤) [1aka9 gW a:] (赤 ん 坊) [?aki] (秩) [?at!in e :] ( 商い)
[?ad3a] (症) [?ad3i:] ( 咲) [7a!i] ( 汁) [?an u] ( あの) [?a ri] (あれ)
0
o は[ko:in] ( 買 う)と[ke:in] (変 え る) , [d30:] (門) と[d3tl :] ( 尾)な ど の よ う な
対 立 を 示 す ｡
[7o : r u :] (育) [s o] (竿) [ko :d3i] (徴) [gumbo:] ( 牛革)
u
u 育ま[d3tl:] ( 尾) と[d30 :] (門) な どの よ う な 対立 を 示 す ｡
[1uta] ( 敬) [ke : qtSi] (皿) [1u!i] (午) [1u :bi] ( 育)
[1u :‡i] ( 白) [1uⅦi] ( 港) [?Ⅶta] (敬) [1utu](普)
[?uki: 瓜] ( 起き る)
[†uja] ( 親)
以 上 の よ う に ､ 母 音 は 他 の 子普や 半母 音 と 融 合 して 拍 を形 成す る が ､ 母 音単独 で も拍 を
形 成す る ｡ い わ ゆ る 長 母 音 が そ れ で あ る ｡
1
e
[1i:] ( 管) [?i:t!u:] (糸) [?i:t‡uga!i:] ( 鍋) [jn:1i: 瓜] (夕暮) [kwi:] ( 声)
[ha :je : n aju 瓜] ( 走る) [?uju e:] ( 祝い) [kw e :] (鍬)
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[?a :buku] ( あぶ く) [d3a :] (座) [ba :ki] (徳) [kw a : m uja :] (子 守り)
[t!i9kw a:] (南 瓜) [ko :gw a : s a] ( 拳)
[?o : r u :] (育) [s o :] (竿) [ko:d3i] (徴) [g11 mbo:] (牛 努) [bo :] (棒)
[bjo :ki] ( 病気)
[d3u:] (尾) [?u :!i] ( 白) [?u :bi] (帯) [?u:ku] ( 輿) [kju :] (旧)
0
u
(2) 子 音
?
? は[りja :] (君) と[ja:] (衣) の よ う に 他の 子 音 と音韻 的対 立 を示 す ｡ ? は 主 に 母 音
や 半 母 音 お よ び 擦 音 と 結 合 し て あ らわ れ る ｡
[?aha:] (赤) [7uja] ( 鶴) [?tnbu s a 瓜] (重 い)
[1nda ri: n] ( 臥れ る) [?Ⅶm a ri:瓜] ( 生 まれる)
[?e ntiu] ( 鼠) [?a : s a] (石 尊) [?uta] ( 敬)
[?wi:] ( 上) [1w a :王iba] ( 喝)
[1o : r u :] (育) [7n ni] ( 胸)
[?n n ad3i] (鰻) [7it‡uJl] (行 く)
[?ja:] (君) [1ju] (負)
'
は[ji: 瓜] ( 坐る) と[?i: 瓜] ( 入る) ､ [w utq] (夫) [?utu] (普) な ど の よ うな 音韻 上
の 対 立 を 示 す ｡
'
は 主 に 母 音や 半母 音 お よ ぴ 擬音 と 結合 して あ ら わ れ る ｡
[ja n agutii] (文句) [kaja:s u且] (運 ぶ) [ju:ri:] (幽霊) [皿ajugi] (眉 毛)
[jo:i瓜] ( 弱る) [wi:jun] ( 酔 う) [w at!i] ( 脇) [りa w a] ( 莱) [w u :ki] ( 棉)
h
h は[ha n a] ( 花)と[1a n a] (穴) の よ う な音 韻対立 を示 す ｡ な お , 当方言 で は[h]と[垂]
は 自 由 交替 の 関係 に あ り音 韻上 の 対立 を示 さ な い ｡
[ci: r a] ( 蕊) [n a:ci瓜] (も っ と) [申i:] ( 火) [?n垂igw a :] (少 し)
磯 子) [垂e :] ( 蝿) [1i*e :] ( 位 牌) [ha:ma] ( 浜) [垂a :] ( 莱)
負) [ho :tia :] ( 包 丁) [kat!i ho :i瓜] (散 らか す) [軸Jli] (舟)
多 く な る)
k は[ku :] (粉) と[gu :] ( 寡) の よ う な 対 立 を示 す ｡
[ki:] (木) [ba:ki] (節) [ke :i瓜] (帰る) [1a垂ake:] ( 負)
[9:ka] ( (サ ア) 行こ う) [ko :in] (買 う) [1uko:] (線香)
[kuku r u] ( 心)
k
9
[血e :!i] (
[1a*ake:] (
[?u約ku 工I ain] (
[ka:](井戸)
[k甘!i](級)
9 は[gtl:] ( 碁)と[ku :] (粉) の よ う な 対立 を 示 す ｡
[gi:ta] (片 足飛 び) [tnagi: 臥] (混ぜ る) [9e : S u 良] (あ か ん ベ する) [te :ge :] (
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大概) [ga m aku] (腰) [kaga R] (鏡) [go :gnt!i] ( 愚痴) [t;igo :] ( 都合)
[gu mbo:] ( 牛革) [jinagu] (女)
tをま[tuku] (得) と[duku] ( 秦) ､ [ti:] (辛) と[ni:] ( 棉)の よ う な 対立 を 示す ｡
[ti瓜] ( 壁) [ぢ皇ti皿iti] ( 朝) [te :ge :] (大概) [kwite : 瓜] (呉れ た) [ta n aka]
( 間) [ka:ta:] ( 形) [to:nutii瓜] (と う も ろ こ し) [軸nto :] ( 本当) [t11i] (
鳥) [耶 tu] (夫)
r は[r e :] (代 金) と[n e:] (横) の よ う な 対 立 を示 す ｡ [r]と[d]は 自由 交替 で あ る ｡
[ri:] (利 子) [d3iri] ( 義理) [diki: 瓜] (出来 る) [1a r e:] ( あれ は) [de:d3i]
( 大事) [n a r a] ( 漢) [v a r ab i] (子 供) [daki] (竹)
[r okud3u:] ( 六 十) [cir op pa] ( 野 原) [do :9q] (道具)
[r uk屯gW at王i] ( 六 月) [t!i:ru :] (貴色) [duktl] ( 寿)
c は[t!i:] ( 血)
[t!基n a] ( 綱)
い つ も ･ 常に)
[tlu:] ( 今 日)
と[d3i:] ( 辛)
[n ut‡i] (令)
[hat王a :] (蜂)
[kat!u :] (#)
s は[1n:su] ( 味 噌) と[1n:d3u]
[!i: 瓜] ( 擦る) [如!i] (癖)
[ju : s a :] (上 手) [s o :k i] (節)
父) [kvs ui] ( 薬)
の よ う な 対 立 を示 す ｡
[t!e:s aja :] (来た ね)
[t‡o : r e :] ( 兄弟)
〔ku nda] (ふ く ら は ぎ)
[?ndo :瓜] (熟 して い る)
[c皇t!e:】 (額) [t!a :] (
[nit!o : 瓜] (似て い る)
(港) の よ う な対 立 を示 す ｡
[!e:ku] (大 工) [ni:!e:] ( 青年) [s at‡i] ( 先)
[n e n s o :t‡i:](い ら っ し や い ま し た か) [s q:] (
z は[d3i:] (辛) と[t!i:] (血) の よ う な 対 立 を示 す ｡
[d3i瓜] (銭) [ko :d3i] (麹) [kad3e :] ( 風は) [d3a :] ( 座)
) [d30 :d3i] (上 手) [tind30 :] ( 天井) [d3u :baktl] (重 箱)
n は[ni:] ( 梶)
[ni:払] (煮 え る)
[n a s u瓜] ( 産む)
[ni9aku] (二 百)
[?a 皿ad3aki] (節
[ku:d3心血] ( 漕ぐ)
と[ti:] ( 辛)､ [nu :] ( 何)と[su :] ( 父)な ど の よ う な 対立 を示 す ｡
[!ir tlka ni] (鉛) [n e :i瓜] (萎 え る) [t!in e :ku ni] ( 人参)
[血a n a] ( 鼻) [n o :d3i] (虹) [肌 t‡i] ( 令) [tiin Ⅶ:] ( 昨日)
t
r
C
S
Z
n
p
p は 前 島方 言 で は あ らわ れ 方が き 比 較 的少 な い ｡ [s a s aja :] (支 え る 物) と[papaja:] (
パ パ イ ヤ) の よ う な 対立 を 示 す ｡
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[ktl mpir aka s uJa] (踏み 潰 す) [t!i7npe :] (唾) [papaja :] (パ パ イ ヤ) [po :po :] (
ボ ー ボ ー ) [1ip pu :] ( 一 俵)
b ほ[n e :] ( 飯)と[be :] (倍)
[bi瓜] (瓶) [t‡ibi] (尻)
[bo :] ( 棒) [9utnbo :] (牛 背)
也
m
J
の よ うな 対立 を示 す ｡
[ba:be : r u :] ( 蝶々)
[but= ]
‾
( 鞭)
[ba :ki] (葡) [kn:ba] ( 蜘味)
[ku :bu] ( 昆布)
m は[be :] ( 倍) と[n e:] ( 飯) の よ う な 対立 を 示 す ｡
[tni: ni:] ( 穴) [kumi] (汰) [n e : nitii] ( 庵日)
( 枕) [1 m a] ( 局) [n o:](漢) [ju : n o :ja :]
[t!i皿u] (肝)
(3 )半 母 音
W
[?n m e :] (お 婆さ ん) [皿akkwa]
(踊り 上 手) [nunda ni] (餌)
j は[jat‡u瓜] (焼 く) と[w athl 瓜] ( 湧く) の よ う な 対立 を示 す ｡
[ja n agtlt!i] ( 文 句) [kaja : s nn] (運 ぶ) [jo :in] ( 弱る) [ju:ri:] ( 幽 霊)
[皿aju9i] ( 眉 毛)
w は[?a w a] ( 莱) と[?a 皿a] ( 彼 処)の よ う な対 立 を示 す ｡
[wi:ju払] (酔 う) [甘at!i] (脇) [w u:ki] (棉)
(4) 拍音 素
N
Nは[d3i払] (銭) と[d3i:] (字) ､ [tfil且] (着物) と.[t!i:] ( 乳) な どの よ う な対 立 を
議す ｡ N 桂子音 の ? ､ ' ､ また は 単独 で 拍 を形 成す る ｡
? と 結 合 し た 例書ま次 の 通 り ｡
[1皿n a] ( 局.) [?n nad3i] (鰻)
'
と結 合 し た 例 は 次 の 通 り ｡
[皿: n e :].( お婆 さ ん) [ta m e:] ( お 爺 さ ん) [ndo : 瓜] (熟す) [ka nd3u h] (被 る)
[9ka‡i] (育) [ju皿a99Vi] (夕 暮) [w uga n u Ja] ( 拝む) [ju 皿a9gWi] ( 夕方)
単 独 で 拍 を 形 成 す る 例 は 次 の 通 り ｡
[9:ka] (サ ア ( 行こ う) ) [n : 皿e :] (お 婆 さん)
Q
Qは[?uttq] ( 弟)と[?utu] ( 普)の よ う な対 立 を示 す ｡ Qは 単独 で 拍 を形成 す る ｡
[1ip pe :] (非 常 に) [ttfu] ( 人) [1ittu] ( - 斗) [ga s s a 瓜](軽 い) [9主‡!i:]
(薄 い) [rikka] (サ ア ( 行こ う) ) [皿ikkwa:] (盲目)
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2 . 音韻対応
共通 語 と前島方言 と の 対応関係は 以下 の よ う に な っ て い る ｡ な お ､ 必要と あらば苗代欝
との 関係 に つ い て も見て い く こ と にする ｡ また用例は重複する こ とも厭わず に ､ 関連する
もの は で き る だ け挙 げる こ と にす る ｡
( 1) 母音
以 下 ､ 母 音 の 対 応関係に つ い て 見て い く ｡
共通語 の ア は前島方言 の[a]に対応する o
[?a w a](莱) [?atiin e :] (商い) [?aki] (秩) [?a r e] ( あれ)
[1ad3a] (症) [?ad3i:] (味) [1a=] (汁) [?a n u] ( あの)
[1aka :] ( 赤) [?abukn] ( あぶく) [?akati皇t!i] ( 明 け方)
[?a nda～ 1a n ra] (油) [?akubi] (あ くび) [?a m ad3aki] (酢)
[?akuga Ri] ( 鍋) [?akani且d3i瓜]( 人参) [?aiko :] ( 蟻)
[?a ni](雨) [りakagai] (光)
[1a ni] (網)
[?a nigwa :] (飴)
[?a s ati](明後日)
[1a s abaJl] (昼飯)
[?aka9 gWa:] ( 赤ん坊)
イ は[i]に対応す る ｡
[?it!u瓜] ( 行く) [7ir11] ( 負) [7i:] ( 胃) [りibi]( 海 老)
[1is atu :] (蛾榔) [1iktlt!i] (放 つ) [?it‡iku n tli] ( - 銑)
[?iku sa] (戦争) [?is a n Ⅵja :] ( 医者の 家) [?it=]( 何 時)
[†irigut!i:] (入口) [?i:t王u:] (糸) [1i:t!uga!i:] (納)
[?iju] (負) [?ita] (板) [?in aka] (田舎)
[?id3q瓜] (泉) [1i:t!i] (良) [1iri](西)
[?it!i] (池) [?i瓜] (犬)
イ が擬音にな る 例もある ｡
[?n ni](*)
[?it!a] (鳥敗)
[1it‡i肌 瓜] ( 動物)
[7it!抽u](従兄)
[?it!主t!i]( 五つ)
[りi:*e :] ( 位牌) [9id3ai](漁)
[1it‡iba瓜] (･ 一 番) [1i!i](石)
語 頭の イ が脱落する 例 もある ｡
[1o : r u :] (青色) [ta n aka] ( 間｡ ふ たな か) [皿ut王i](令)
ウは[u]に な る ｡
[1uta] ( 敬) [?u s agi] ( 兎) [?Ⅶ=] (午) [?u:=]( 白) [1u s uci:払]( 干潮)
[?u s tl皿it!u 瓜] (満潮) [?uki] (浮 標) [?u ni] ( 海)
ウ も擬音 にな る 例がある ｡
[?n n ad3i] (鰻) [1tn n a] (局) [?nⅦi](膿) [?ndo : 瓜] (熟 して い る)
エ は[i]に な る ｡
[?ibi] (海老) [ji瓜] (蘇) [ji:] (絵)
オ は[u]に な る ｡
[?utuge:] (お とが い) [1uttu] ( 弟｡ お とひ と) [?uni] ( 鬼) [?n:bi](帯)
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[1uja](親) [7nkami] (神) [?u :ku] ( 奥) [?ud3i瓜] (お 膳) [?u皿e :!i] ( 管)
[1utu m u] ( お 伴) [w u :d3i] ( 求) [wll :ki] (棉) [耶 : 払](斧)
(2) 連母 音
母音が重 な っ た場合､ 以下の よう な長母音を形 成する ｡
ア イ は[e :]とな る ｡
[be :]( 倍) [?at!in e:] (商い) [?i*e :] (位牌) [te:ge :](大概) [t‡o:r e :](
兄弟) [!e :ku](大工) [ni:ie:] (青年) [de:d3i] ( 大事)
ア エ も[e:]と な る ｡
[ke:i瓜] (変え る) [ne :i払](萎え る) [*e :] ( 蝿)
ア ヤ ､ エ ヤ ､ オヤ も[e:]とな る ｡
[he :!i] ( 嚇子) [ne : s u 瓜] (燃や す) [kad3e :] ( 風は) [1a r e :] (あれは)
ア ウ は[o:]とな る ｡ これ は ､ ほとん ど古憩の 帯中の フ がウと な っ た後に起 こ っ た変化で あ
る ｡
[ho:i瓜] ( 這 う) [ko :ira] ( 貿う)
ア オ ､ オ ウ も[o:]とな る ｡
[s o :] (竿) [?o: ru:] ( 青色) [ko:d3i] ( 徴) [gu nbo :] ( 牛革) [=igo :] ( 都
令) [?uko :] ( 線香) [do:gu] ( 道具) [軸nto :] (本当)
ウ エ は[?wi:]とな る ｡
[?wi:]( 上) [?wi:ju 瓜]
オ ユ は[?i:]と な る ｡
[?i:biョ (指)
ウ イ ､ エ イ ､ オ エ は[i:]とな る ｡
[d3u :‡i:] (雑炊) [ni:kkw a] (姪 ､ 甥) [ju:ri:] (幽霊) [guri:] (御礼)
[皿i:ju 瓜] ( 萌える o 生え る)
オ ヨ は[?ll :]とな る ｡
[1u :d3u 瓜] ( 泳 ぐ)
オ ワも[u:]とな る ｡
[ku : s Ⅵ瓜] ( 壊す)
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(3 )子音
カ行 子音
カは語頭 ･ 語中 にお い て[ka]とな る o
語頭 の 例
[ka:] (井戸) [kabi] (舵) [kad3i] (風) [kata] ( 跡) [kaki:瓜] (賭ける)
[kakud3i] (顎) [kandaba :] (隻) [ka nda](芋づ る) [kaga 瓜] (鏡)
[ka:ki:] ( 賭 け) [kar u](角) [ka:ga :] ( 影) [ka:ta :] ( 形) [kata ni:](片目)
[ka ma] (塞) [ka n n ai](雷) [ka:mi:](亀) [ka: ni](瓶) [ka:] (皮)
[ka : r a] (川) [kad3i軸t=] ( 台風)[ka ni] ( 秩)
語 中の例
[?aka :] ( 赤) [?aka9gW a:](赤ん坊) [ta n aka](間 ｡ たい なか) [?in aka] (田舎)
[?uka ni] (お 神) [har aka] (樵) [Dka!i](昔) [juka] ( ゆか) [!ir uka ni](鉛)
[舶junaka] ( 真夜中) [w aka m u 瓜] (若者) [t!皇kar a] (力) [s akad3it=] (柿)
[?akat!皇‖i] ( 明け方) [na :ka] ( 仲)
カ は ､ 語中 で 母 音が交替す る 例､ 口蓋化す る例も ある ｡
[?akuga ni] ( 鍋) [1it!a] ( 烏賊) [=a s s a](い かさ ｡ 放ら)
カは 語頭 で 有 声化する 例 ､ 合物音 が残 っ て い る例 も凝る ｡
[ga ni] ( 蟹) [kw ai] (回) [=i9kw a :] ( 南瓜 ｡ きい ろか)
キ は ､ まず語 頭 ･ 語中に お い て[t!i]とな る ｡
語頭の 例
[t!im u] (肝)
語 中の 例
[s at!i] ( 先)
[s abat‡i] (棉)
[t!皇t!i] ( 月)
[t‡i瓜] ( 着物) [tii:ba](牙) [t!in u:] (昨日)
[?at!ine :](商い) [?i:tH ] ( 息) [had3it=](入墨 ｡ はりつ き)
[s akad3it=] (柿) [kad3i叫t!i] (台風) [tat=] (滝)
[tit= ](敬) [tint= ] (天気) [1it!in u 瓜] (動物) [d3ai皇t=]
(座敷) [wat‡i] ( 脇) [?akat‡皇t!i]( 明け方)
ただ し､ [ki]とな る も の も ある ｡
語 頭の 例
[ki:] (木) [kid3i] (傷)
語中の 例
[?aki] (秩) [Ⅶis aki] (岬) [juki] (雪) [1uki] ( 浮標)
キョ が[t!u]に な る ｡
[t!ura s a n] (清い ｡ 椅震)
クは語頭 ･ 欝 中にお い て[ku]となる o
語 頭の 例
[kqd3i] ( 釘) [ku 肌] (書) [kvs u] (莱) [k甘S ui] (薬) [kvs a] ( 草)
[k甘= ] ( 癖) [kut!iba=](噂) [kv=i] (口) [kura] (倉) [ku m n a](車)
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話中の 例
[1a:bukn :] ( あぶ く) [?akubi] ( &く び) [kakud3i]
[?i蜘=i] (幾 つ) [t=n n uknbi](襟) [?u :ku] (輿)
[duku]( 秦) [軸ku r u](袋) [daku] (莱)
ク ワ ､ クレ ､ タ ラが[kwe :] [kwi:][kwa]となる .
[kw e :](鍬) [kwi:瓜](呉 れる) [m akkw a] (枕)
(顎 . か く じ) [1ikllS a](戟)
[t!i:nukubi] ( 乳首)
ケ は語頭 ･ 語中 にお い て[ki]とな る ｡
語頭 の例
[ki:] (毛) [kibui] ( 煙)
語中 の 例
[s aki](酒) [ka:ki:](賭け) [?a n ad3aki](酢｡ あまざけ) [taki] (丈)
[daki](竹) [t‡主kitntl 払] (薄物)
語申の ケ で 口 蓋 化す る 例もある ｡
[1itii] (池)
コ は語頭 ･ 語 中に おい て[ku]となる ｡
語頭の 例
[kud3tl] (% *)
[kun u] (この)
[kutu :]( 琴)
[ku :bu] (昆布)
語中の例
[taku] (棉)
[tuku rd ( A )
[ku ni] (A)
[ku 肌i] (池)
[kutuba] (言葉)
[kll:] (粉) [k甘=] (級) [ku:ga] ( 卵)
[kn:ga] ( 畢丸) [kugani] (黄金) [kuku r u]( 心)
[kn ri] (これ) [ku nda] ( ふく らはぎ)
[?it!vku] (従兄)
[軸kut=t=] ( 填)
[jukuH] ( 嘘｡ よ こ しま) [kukuru](心)
[軸kui] ( 壌) [m u :ku] (棉) [jtlkn] (横)
[tabaku] ( 煙草) [baku]( 箱)
コ で 共通 語 と 同様/ k o / の ま まの 例も ある ｡
[?aiko :] ( 蟻｡ あ り こ)
コ エ (コ ヱ) が[kwe:][kwi:]とな る ｡
[kw e:i瓜] ( 肥える) [kwe:] ( 肥) [kwi:ju 払] (越え る) [kwi:] (声)
次 に ､ キ ュ は[kjq:]となる が ､ ケ フは[t!u:], キ ョ ウ杖[t!o:]となる ｡
[kju:] ( 旧) [t!u :](今日) [t!o :re :] ( 兄弟)
ガ行子音
ガは 語頭 ･ 欝中に お い て[9a]とな る ｡
語頭の 例
[9anta n n uCi:] (元旦 の 日) [ga9kn :] ( 頑固) [9a:d3u :] ( 頑固) [gad3a n]( 蚊)
- 6 3-
[9a nd3u :] ( 丈夫な)
語 中の例
[kuga ni] ( 黄金) [ku:gaョ( 畢丸) [k
.
u :ga] ( 卵) [?akuga ni] ( 鍋) [munugatai]
(物語) [?aka9a ri] (光)
ガに お い て は合物音残 っ て い る 例もある ｡
[9W at=](年月 の 月) [so:gw at=] ( 正月)
ギは語頭 ･ 語中に お い て[d3i]とな る .
ギ との 対応関係は次の 通 りで ある ｡
語頭の 例
[d3iri](義理)
語 中 の 例
[1o :d3i] ( 扇) [?n n ad3i](鰻) [甘u :d3i] (荻) [kud3i] (釘) [nid3iri](杏)
[mud3i] (麦)
グは[gu]とな る ｡
[go:gutii] ( 愚痴) [s ugui払] ( 殴る) [ja n agut=](文句) [no :gu s a] (藻)
ゲは[gi]とな る ｡
[n at‡igi] (睡) [najugi]( 眉毛)
[d3i]とな る 例 もある ｡
[皿ind3i瓜] (人間)
ゴは 語頭 ･ 語 中にお い て[9u]とな る ｡
語頭 の 例
[gu:] (寡) [gu 皿i] (ごみ) [gud3u :] (五 十) 【gu ri:] (御礼)
語 中の例
[jin agu] ( 女) [ci9gu] (垢 ｡ ひ ごろ) [jin agu?uttu] (妹) [ii9utu] (仕事)
ギ ョ は[d30:]とな る ｡
[nind30 :] ( 人形)
サ 行子 音
サ は語頭 ･ 語中に お い て[sa]となる ｡
語 頭 の 例
[s at!i]( 先) [saki](酒) [sabat!i](棉) [s akad3it‡i](柿) [sa : r u:](猿)
[s alRba 瓜] (三 番)
語中の 例
[kvs a] (草) [1a s aba 瓜] (昼 食) [?a: sa] (石 専) [?a s ati] (明後日) [hasa 瓜]
(秩) bisaki] ( 岬) [mo :gu s a] ( 藻)
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シ は語 頭 ･ 語 中 にお い て[!i]とな る ｡
語頭の 例
[iba] ( 舌)
[!i肌] (台所)
語中の 例
[?i!i] ( 石)
[?u!i] ( 午)
[1u m e:‡i] (管)
[Dka!i](育)
[!ir u] ( 汁) [!ir a n] (菰) [!igutu] (仕事) [!in a] (良)
[!iruka ni] (鉛) [!皇!i] (肉) [‡iw a=i] ( 師走)
[k甘=] (後) [ha!ir tl] (雨 戸) [nu :!i] ( 主) [kvt5iba=] (噂)
[d3a!孟t!i](座敷)
[ha n a‡i] (請)
[m u!i] (虫)
シ で[ci]とな る 例が ある .
[9皇tia] ( 下)
[t甘!i] ( 年) [‡皇与i] (肉) [haii] (檎)
[*i:ba=] (火箸) [bu=](武士) [吋 i]( 星)
ス は語頭 ･ 語 中に お い て[!i]とな る ｡
[ =!i] (煤) [王i:] (巣) [!in a] (砂) [?u :!i]( 白) [!iw a:!i] (師走)
語 頭 ･ 語 中で[s u]に なる 例があ る ｡
[s u s u] (裾う [kgsui]( 莱)
セ は語 頭 ･ 語中に お い て[!i]とな る ｡
語頭 の 例
[‡in!i:] ( 先生)
語 中の 例
[?a‡i] ( 汁) [k甘!i](癖)
セ で も高母音化せ ず ､ 共通語と同様 の語例が ある ｡
[!紬] (線)
セ で は脱落す る語例 もあ る ｡
[tattl] (ふ た とせ ｡ 二 年)
ソ は 語頭 ･ 欝 中に お いて[s u]とな る ｡
[kvs u] ( 大便) [?A: s u] (味噌) [su s u] ( 据)
シ ヤ ･ シ ュ ･ シ ョ が直音化する ｡
[s a nSi瓜] (三 味線) [?is a] ( 医者) [bas a](馬車) [s Ⅵ:](父) [so:9Wat!i]
(正月) [s o :ju :](醤油) [gu s o :] ( 後生) [s u m ut‡i](書物)
ザ行子 音
ザは語頭 ･ 語中で[d3a】となる ｡
[d3a:] (座) [d3a!皇t= ] (座敷) [?a m ad3aki](節) [1id3ai](漁) [1ad3a] ( 症)
ジ は語頭 ･ 欝 中にお いて[d3i]とな る ｡
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[d3i:] (辛) [ko :d3i] (徴) [kakud3i] (顎)
ズは[d3i]とな る ｡
[s akad3it王i] (柿) [mimid3i]( み みず)
ズが[d3u]とな る例 もある ｡
[?id3u 瓜](泉)
ゼ は[d3i]とな る ｡
[d3i瓜] (践) [kad3i] (風) [1ud3i払] (お膳) [kad3i約t=] ( 台風)
ゾは[d3u]とな る ｡
[kud3u](去年) [nd3u] (滞)
ジ ョ は[d30] [d3u]､ ジ ュ は[d3u]となる ｡
[tind30 :] (天 井) [ga nd3
1
u :] (頑 丈) [d3u:bakn]( 重箱)
夕行子 音
夕 は語頭 ･ 譜 中に お い て[ta]となる ｡
語頭 の例
[ta'bakn] (煙 草) [tata ni](畳) [tat与皇](刀)
ふ たなか) [taki] ( 港) [taki] (丈) [tan a] (棚)
語 中の 例
[kata7ni:] ( 片目)
[ka:ta:] (形)
[?ita] (板)
[tai](二 人)
[軸ta] ( 蓋)
語 中で[t!a]とな る もの もある ｡
[w at!i氾u9皇t!a] (脇 の 下)
[ta ni] (陰茎) [ta naka] ( 間｡
[tabi] ( 旅) [tabaku] (煙草)
[kata](跡) [?a‡inl止ata] (足跡) [?uta] ( 敬)
[ha n nta]( はの た ｡ 端) [Ⅱm n ugatai](物語)
チ は語頭 ･ 語中に お い て[t‡i]とな る ｡
語頭 の例
[tii:] (血) [t!主ka r a] ( 力) [t=:nukubi](乳首)
話 中 の 例
[7n ut=] (餅) [tati皇]( 刀) [n ut= ](令) [軸t=] (口) [kvt‡ibaii] (噸)
[?ufintlt!i:] (牛 の乳) [?it!iba瓜] ( - 香) [軸kut壬主tfi] (填) [mitH] ( 道)
[but=] ( 鞭) [7nllt=](餅) [?ut!im uEltl]( 腿) [jan agut=](い や なくち ｡ 文句)
ツ は語頭 ･ 若ゃ に お い て[tii]とな る ｡
語頭の 例
[t‡ini] (爪) [t!皇t= ] (月) [t!ir a] (顔) [t!皇kimu 瓜] ( 漬物) [t!ina] ( 綱)
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[t!inu](角)
語中の 例
[?it!i](何時) [n a n at!i] (七 つ) [t!ibur u] ( 頭) [?ik甘tii] ( 放つ)
[?it!i皇t王i] (五 つ) [nat‡i] (夏) [ni=i] (熱) [印kut‡皇t!i] (壌) [ma :t!i]
( 松) [m at‡igi] (睡) [?akat!皇t!i] (明け方)
ツ で[=]に な る 語例が ある ｡
[ぢ皇timiti] (つ と めて o 朝) [9皇tinitimtl瓜] (つ と めて もの ｡ 朝食)
テ は語頭 ･ 語中に お い て[ti]とな る ｡
[ti:]( 辛) [ti瓜] (壁) [tind30 :] (天井)
[ti: r a](て だ ｡ 太陽) [ti:n uk11bi] (手首)
朝) [?a s ati] ( 明後 日)
トは語頭 ･ 語 中に おVlて[tu]となる .
[tllku] (得) [tui] ( 鳥) [tn n ai]
[ttlr a] ( 虎) [?utuge:](お と が い)
[Sigutn] (仕事) [?utunu]( お伴)
語 中 ･ 語 尾 で[t!u]に なる 例が ある ｡
[tintii] (天気) [?asati] (明後日)
[t皇t!i] (敬) [9皇timiti] (つ とめて ｡
( 防) [tuku m] ( 処) [t甘=] ( 年)
[kntu :] ( 琴) [kutuba] (言葉)
[ni:mutu] (模元)
[1i:t‡u:].(糸) [?i:tiuga;i:] (糸がす り) [1it!甘ku] (従兄)
語 中で[ti]に な る例 もある ｡
[s皇timiti] (つ と めて ｡ 朝) [c皇tinitin u瓜]( 朝食) [ti:t!i] ( - つ)
ヒ トは[tt!u]となる ｡
[tt!u] ( 人)
チ ャ は[t!a]と なる ｡
[t!a:] (茶)
ダ行 子音
ダは語頭 ･ 語中にお い て[ra]となる ｡
[haraka] ( 裸) [ti:raョ(て だ ｡ 太陽) [mi: n a r a]( めなだ｡ 涙) [n a r a](蘇)
[jura瓜](油断)
ヂは 語頭 ･ 語 中にお い て[d3i]とな る ｡
[d3i: n a : ni] (落花生) [1ad3i:] (咲) [hanad3i:](鼻血)
ヅは語頭 ･ 語 中に お い て[d3i]とな る ｡
[s akad3itii] (柿) [軸:d3ira] ( 頼) [nid3i](水)
た だ し ､ ヅで 擬音化する 例が ある ｡
[ka nda] ( 芋蔓)
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デは語頭 ｡ 語中にお い て[di]とな る ｡
[diki: 瓜] (出来 る)
ドは語 頭 ･ 語 中に お い て[du]とな る ｡ また[ru]も観察せ れ るが前 島方言 で[r]と[d]
は自由交替の 関係 に ある ｡
[duku] (毒) [dnr n] (梶) [ka r u] (角)
ナ行子 音
ナ は語頭 ･ 語中に お い て[n a]とな る ｡
語頭の例
[na :] (負) [n a :ka] (仲) [kan n ai] (雷) [ta n a] ( 棚) [na s u 瓜] ( 産む)
[n at!i] ( 夏) [n allat!i] (七つ) [n a :bi](鍋) [n a mi] (波) [n a r a] (涙)
[n a m a 皿u 瓜] ( 生 もの)
譜中の 例
[?o : n n ad3a :] (青 大将) [ta n aka] (間) [1in aka] (田舎) [1A n ad3i](級)
[jin agu] (女) [ka n n ai](雷) [!in a] ( 砂) [n n a](皆) [ta n a] (棚)
[na n at=] (七 つ) [ba n a]( 花) [bana] (鼻) [ba n a=] ( 請) [ba n ad3i:](鼻血)
[mi:n a r a] (蘇) [ki:n un ai] (木の 実) [n aju n aka] (真夜中) [w a n a] ( 良)
ニ は語 頭 ･ 帯中に お い て[ni]とな る ｡
[ni:](荷) [nind3i瓜]( 人間) [ni: 瓜] ( 煮える) [niba瓜〕 (ニ 番) [?tl ni](鬼)
[9ani] (餐)
母音 が脱落 し ､ 擬音化す る例 もある ｡
[d3i瓜] (銭).
ヌ は語頭 ･ 語中に おい て[n u]とな る ｡
[n u :5i] (主) [nu n u](布)
母 音が脱落し ､ 擬音化す る例 もあ る ｡
[?i瓜] (犬)
ネは若頭 ･ 語中にお い て[ni]とな る ｡
語 頭の 例
[ni:](棉) [ni: m utu] (根元) [nit‡i] (熱)
語中 ･ 語尾の 例
[ba ni] (羽)
[s ani] ( 種)
[軸ni] ( 舟)
[?nni] (稲)
[ka ni] (秩)
[n ni] (胸)
[s o :kibuni](肋骨)
[?akl柑a ni] (鍋)
[tani] ( 陰茎)
[!iruka ni] (鉛)
[kuga ni] (#&)
[如ni] (骨)
ノ は語頭 ･ ･ 欝 中にお いて[肌]とな る ｡
[n qtni] (餐) [kulltl] (この) [nllt=] ( 令) [肌n ugatai] ( 物語) [1a ntl] (あの)
- 6 8 -
[t!inu] ( 角) [nu n u] (布) [肌 n u] (もの)
母音が脱落し ､ 願 書化す る例 もある ｡
[w q: 瓜] (罪) [t!皇kimuJl](漬物)
[ha nta](端) [軸r u m u 瓜](古物)
[n o]にな る例 も ある ｡
[n o:d3i] (の ぎり ｡ 虻)
[?it!iI8u!i](動物) [na皿a 肌 Ja] ( 生もの)
[w aka 肌 瓜](若者)
ハ 行子音
ハ は番頭 ･ 語中に お い て[ba]となる ｡
語頭の 例
[ha:](歯) [haku] (箱) [han a] (花) [ha!ir u] ( はしる ｡ 雨戸) [ha瓜] (印)
[had3it‡i] (は り つ き ｡ 入 れ墨) [haka](塞) [ha s a 瓜](鉄) [hanta](端)
[ha王i] ( 棉) [ha r aka] (樵) [ha r u] (畑) [ha n a] (鼻)[ha 皿a‡i] ( 請)
[han ad3i:] (鼻血) [hani] (羽) [halnbu n] (半分) [habu] (ハ ブ) [ha: n aョ
(浜) [ba:i]( 針) [bar u] (香)
ただ し語頭 で[垂a:]に な る例もあ る ｡
[垂a :] (莱)
さらに ､ ハ に お い て ほ脱落する 例もある ｡
[りu m e :‡i] ( 普)
ヒ は語頭 ･ 語 中に おい て[与i]とな る ｡
[9i:] ( 日) [9im] (昼) [9皇t‡e :] (板) [si9 gu] (ひ ごろ o 垢) [1q s耶i: 瓜]
(干潮)
ただ し語頭で[*i:ba:ii]( 火箸) にな る例 もある ｡
フ は語頭 ･ 語中に お い て[軸]とな る ｡
[軸ni] (舟) [軸ku r u] (袋) [叫ta] (蓋) [軸ju] ( 冬) [*ur uTnLu瓜] (古物)
[kad3i 軸t!i] ( 台風) [jtl:軸 r u] (風 呂)
語頭 で脱落する例 もあ る｡
[tai] (= ^ ) [tatu](= *)
へ の 用例杖当方言で は あまりあらわれな い ｡ [ci]と[*i:]の 例が見られ るが 自由交替 の関係
に ある ｡
[9i:ra] ( 箆) [*i:]( 鹿)
ホ は 語頭 ･ 藩中に お い て[軸]となる ｡
[軸:] (徳) [軸nto:] (本当) [軸H ] (星) [?u軸kun aiJl] (多く なる) [軸:]
( 帆) [軸kut‡皇t!i] (壌) [*uni] (骨) [*u :d3ir a] (頬)
ま た ､ ホ で い わ ゆ る古語 と同様[o]の ままの例もある ｡
[ho:] ( 女陰) [ho:ni] ( 女陰)
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バ 行子音
バ は語頭 ･ 語 申 に お い て[ba]と なる ｡
[ba 瓜](香) [kandaba :](芋蔓)
[=i:baヨ ( 牙) [kutuba] (言葉)
[s abat=](さばき . 柿) [kvt!iba=] ( 噂)
[tabaku] (煙草) [1it!iba瓜] ( 一 番)
[垂i:ba :‡i] (火箸)
ビ杜語 頭 ･ 語中 におい て[bi]とな る ｡
[bi瓜](瓶) [?i:bi] ( 拷) [ウibi] (海老) [?u :bi]( 帯) [tabi](舵)
[1akubi] (あく び) [kunnukubi] ( 襟) [tii:肌kubi] (乳首)
ブ柱雷頭 ･ 語 中に お い て[bu]とな る ｡
[btl‡i] (武 士) [ktl :加] ( 昆布) [1a :bul柑] ( 泡) [haⅡlb仙] (半分)
ただ し ､ ブで 擦音化す る 語例が ある ｡
[?a n r a] ( 油)
ベ は語頭 ･ 語 申に お い て[be]とな る ｡
[na :bi] (鍋) [w a r abi] (子 供｡ わ ら べ)
ボは語頭 ･ 君 中に お い て[bo]とな る ｡
[bo:](棒)
マ 行子 音
マ は語頭 ･ 藩中にお い て[皿a]となる ｡
語 頭 の例
[n atiigi] ( 睡) [皿ajugi] (眉毛) ba: mi] (豆) [ELa :tSi] ( 松) [na m:] (丸)
[n ajunaka] ( # # q3)
語 中 ･ 語尾の 例
[na na] ( 令) [ka 皿a] ( 塞)
[ja 皿a] ( 山) [ha: n a] (蘇)
[皿a 皿atbu 払] (生 もの)
[kuru 皿a] ( 串)
[1tB皿a] ( 馬)
[?a n ad3aki] (酢｡ あま ざけ)
[!i皿a](し ま ｡ 村) [!ina] (良)
ミ は語頭 ･ 欝中にお い て【lni]となる ｡
語頭 の例
[皿is aki] (岬) blit!i](道) [mi皿i] ( 育) [mid3i](水) [7Ri皿id3i] ( みみず)
語中 ･ 欝尾の 例
[1atui] (網) [1anigya :] ( 飴)
[juⅦija] ( 弓矢) [1q Ⅶi]( 港)
[na ni] ( 彼) [n uni] (餐) [guni] (ゴミ)
[1mi] (膿)
ミ で擬音化する 例もある ｡
[7n : s u] (味噌) [?且dri: 瓜] (乱 れる) [nna] (皆) [皿d3q](溝) [1id3uJl](泉)
[kaga A] (鏡) [kann ai] ( 育) [tatan] (畳) [hasaJl](秩)
[bi]となる例 もある ｡
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[kabi] (舵)
ムは 語頭 ･ 欝中 にお い て[皿u]となる ｡
[7n ud3i] ( 麦) [mu:ku] (婿) [muSi] (虫) [m ur a](柿)
語頭で 擬音化す る 例も あ る ｡
[9ka=] (育) [nni] ( 胸) [kq nda] (こむ ら o ふ く らは ぎ)
語 頭 で / m / と/ b / とが 交 替す る 例が あ る ｡
[but‡i] ( 鞭) [kebui] (痩)
メ は語頭 ･ 語 中 に お い て[皿i]とな る o
語 頭 の例
[mi:] ( 罪) [ni:] ( 目)
語 中 ･ 語 尾 の 例
[9主timiti] (朝) [?a mi] (雨) [1a migwa :] (飴)
( 亀) 〔ka: mi] ( 瓶) [klユni]( 米) [t!imi] ( 爪)
[m a :Tni] (豆)
[kata mi:](片目)
[ju ni] (嫁)
[ka: Ⅶi:]
[?i】皿i] ( 夢)
モ は語頭 ･ 語 中に お い て[m u]とな る ｡
語頭 の 例
[m u r u] ( もろ ｡ 全 部) [m u n u9atai] ( 物語) [肌 Ⅶin] ( 木綿) [肌 n u] ( もの)
[m u m u] (腿) [n unu] (桃)
語中 ･ 語 尾 の 例
[ku m ui] (池) [t!i肌] ( 肝)
(朝食) [ti皇kim u 瓜] ( 漬物)
( 生 もの) [ni: m utu] ( 根元)
[m ut‡i] (餅) [ntli] ( もりo 山)
[ku m u] ( 賓) [!im n] (し も ｡ 台所) [ぢ皇ti皿iti7R un]
[?it!imu!i] ( 動物) [りutu n u](お伴) [n a n a n u 瓜]
[申uru m u n] (古物) [nu m u] ( 腿) [nu 皿u〕(桃)
[w aka n u 瓜] (若者)
高 母 音化 せず ､ /
′
o /の ま まの 語 例が あ る ｡
bo:] (藻) [7n O:gu S a] (藻草)
ヤ 行子音
ヤ 結 語頭 ･ 語 中 に お い て[ja]とな る ｡
[jai] (檎) [ja 皿a]( 山) [ja:] ( 秦) [?uja] ( 親) [ju皿i a]( 弓矢)
[jan agutii] (い や な く ち ｡ 文 句)
ユ は語 頭 ･ 語 中 にお い て[ju]と な る ｡
[ju:]( 港) [juka] (床) [j11 :ba瓜]
[juki] ( 雪) [ju r a 瓜] (油断) [jui]
[軸ju] (冬) [皿ajugi] ( 眉 毛)
語頭 で[i]に な る 例が ある ｡
[?ibi] ( 指り
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(夕飯) [ju :軸r u] (風呂) [junija] ( 弓矢)
(百 合) [ju mi] (弓) [7ujubi] ( 指)
ヨ は語頭 ･ 語 中 に お い て[ju]と な る ｡
[ju ni] ( 嫁) [juku] (横) [ju r n] ( 夜) [m aju n aka] ( 某夜中)
ラ行子音
ラは語頭[da卜 語中 に おい て[r a] [da]で あら われ る が , 当方言 で は[d]と[r]は自由交替
の 関係 に ある ｡
語 頭 の 例
[daku] (楽)
語中 一 語尾 の 例
[t!ir a] (顔)
[kanr a- ka nda]
(頬) [?a nda]
[ka : r a]( 川) [ku r a] ( 禽) [‡ira瓜] ( 諒) [t‡皇kar a] (力)
( 隻) [昏i: r a] ( 箆) [7mra] ( 柿) [w a r abi] (子供) [如:d3ir a]
( 油) [ka ndaba :] ( 草葉) [k11 nda] (こむ ら . ふ く らは ぎ)
リ の 語 頭 の 用 例 は 少な い ｡ 譜申 で 多く は[i]とな る が[ri]の 例 も見 られ る ｡
語頭の 例
[ri:] (利 子)
語 中 の例
[?aiko :] ( 蟻)
[tⅥi] (鳥)
[ku 肌i] ( 池)
[m un ugatai] ( 物語)
[ka 皿 ai] ( 育)
[ki: nun ai] (木 の 実) [m ui] ( 山)
り ｡ 漁)
[ha:i] ( & )
[jai] (檎)
語 申 ･ 語 尾 で[ri]の 例も あ る ｡
[?iri] (西) [mir o ri] ( 線)
帯 中 の リ で ､ 指 そ の も の が脱落す る 語例が ある ｡
[的kuti主tii] ( はこ り つ ち o 挨)
ル は 語中 に お い て[r u]と な
ー
る ｡
[ku r u 皿a] ( 草) [juru] ( 夜) [sa : rtl] (港)
( 塞) [血a!i川] (雨 戸) [bar u] ( は る｡ 畑)
レは 語 中にお い て[ri]とな る ｡
[ku ri] (こ れ) [?ari] ( あれ)
ロ は語 中 にお い て[r u]となる ｡
[1ir n] ( 色) [t!ibu r u](つ ぶ ろ ｡ 頭)
[kukq m] (心) [m u r u] (も ろ ｡ 全部)
( 風白)
擬音化す る 常 例が み られ る ｡
[ciDgu] (ひ ごろ ｡ 垢)
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[k耶tli] (薬)
[?akagai]( A )
[jui] ( 百合)
[kibui](煙)
[軸kui]( 挨)
[1id3ai] (い ざ
[har u] (春) [!ir u](汁) [siru]
[*u r u n u n] (古物) [n a m :](丸)
[tl止u r.u](処) [!imka ni] (鉛)
[duru] ( 梶) [的ku r n](袋) [ju:軸 ru]
ワ行 子 音
ワ は語 頭 ･ 語中 に お い て[w a]とな る ｡
[w a r abi] ( 子供) [w a 瓜コ(拷) [waka m u瓜]( 若 者) [甘a n a] (良) [w at=]( 脇)
[?a w a] ( 莱) [!iwa :!i] (師走)
また , 君中 の ワ に お い て は脱落す る 例が あ る ｡
[ka :] (か わ ｡ 井戸) [ka: r a] (か わ ら ｡ 川)
イ ワ イ が[jue :]と な る ｡
[?Ⅶju e :] (祝い)
古語 の ヰ は盲欝頭 に お い て[ji]とな る o
[ji: 瓜] ( 坐る) [ji:] ( 蘭草)
古 語 の ヱ は 語 頭 に お い て[wi]と な る ｡
[wi:ju瓜] (酔う)
ヲ は語 頭 にお い て[w u]とな る ｡
[w utu] (A) [wu :d3i] (A )
[ji] [ju]に な る 例 も ある ｡
[1iju] (A) [jin agtl] ( A )
擦 普
擦音は前 島方言 で も樺音 と な る ｡
[皿ind3i瓜] ( 人間) [ga9ku :] (頑 固) [s a nba瓜] (三 番)
促音
促音 も促 音 と な る ｡
[1it tu] (- 斗)
ただ し長音化す る 例も ある ｡
[mi:tii] (三 つ) [7n u :t王i] (六 つ)
他 に 語 中で ラ 行 子音 が促音化 す る 場合が あ る ｡
[?att!11 瓜] (歩 く) [?atta :] ( あれ たち) [皿a姐w a] ( 枕) [w a s s a : 瓜] ( 悪い)
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覇琴 4 節 渡 嘉 敷 プぎ 雷
音韻 体系
音素
渡 嘉敷 方 言 に は 次 の 2 8個 の 音 素 が 認 め られ る ｡
母音音素 1 e a 0 u (5個)
子 音音素 ?
'
b k g･ t
n p b m (1 5個)
半母 音音 素 j w (2個)
拍 音 素 N Q (2 個)
拍
渡 素数 方 言 の 拍構 造は 次 の よ う に な る ｡ C は子 音 ､ S は半 母 音 ､ Ⅴ は 母 音 を表す ｡
C V C S V V C N ” Q
そ の 拍 を表 示 すれ ば ､ 次 の よ う に な る ｡
?i ?e ?a ?o ?u ?ja
[1i] [?e] [?a] [?o] [1u]
'
i
'
e
'
a
'
u
'
ja
?wi ?we lw a
[?wi] [?we] [1w a]
'
jo
'
jロ
'
wi ' w a
[i] [e] [a] [w u] [ja] [jo] [ju] [vi] [w a]
[ji] [je]
hi he ha ho hu hja
[Ci] [he] [ha] [ho] [*u] [Ca]
[*i] [*e] [?a]
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
gi ge ga go g u
[gi] [ge] [ga] [go] [9u]
ti te ta to tu
[ti] [te] [ta] [to] [tu]
di de da do dtl
[di] [de] [da] [do] [du]
ci c e c a co cll
[t!i] [t!e] [‖a] [ts o] [ts u]
[t!o] [t!Ⅵ]
si s e sa s o s u sja
[!i] [‡e] [s a] [s o] [s u] [!a]
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kju kwi 汰w e kwa
[kju] [kwi] [kwe] [kw a]
gwi gwe gwa
[gwi] [gwe] [gw a]
SJu
[!u]
zi 芸e Z a
[d3i] [d3e] [dz
[
ri r e
[ri] [re]
ni n e
[ni] [ne]
pi pe
[pi] [pe]
bi be
[bi] [be]
mi m e
[mi] [Ⅶe]
1 e
[:] [:]
[
[
d3
ra
r a
n a
n a
Z O
a] [dz o]
a] [d30]
r O
] [r o]
n O
] [n o]
pa
[pa]
ba bo
[ba] [bo]
m a m O
[m a] [皿0]
a 0
[:] [:]
?N[?n. ?n]
'
N[m. A. 9. 払]
Q[k.t. p. ts. t‡. s]
具体 用 例 と音 声的特徴
(1) 母 音
母音 は i , e , a ,
Z u
[dz u]
[d3u]
r u
[ru]
nll
[n u]
pu
[pu]
bu
[bu]
m u
[mu]
u
[:]
o
, u の 5母音 で ､ そ の う ち e , o は 長母 音[e :] [o :]の 形で あ らわ
れ る場 合が 多 い ｡ 中舌 母 音 は見 出だ せ な い ｡ 母 音は普通 他 の 子 音や 半母音 と結合 して 拍 を
形 成す る ｡ 具 体 的に は次 の よ う に あ ら わ れ る ｡
1
i は[?i瓜] ( 犬)と[?a瓜] (有 る) な どの よ う に他 の 母音 と音韻的対立 を示 し ､ 次の よう
に あ らわ れ る ｡
[?ibi] (樽 を絞 め る竹 製の 輪) [?ikir a s a 払] (少な い) [りint!as a 瓜] ( 短い) [?irinda
ka ri] (西 の 集落) [?itt!o : 瓜] ( 入っ て い る) [?iri] (西) [?is atu:] ( か まき り)
e
e は[*e :] ( 蘇) と[垂i:] ( 火)な ど の よう に ､ 他の 母 音 と対立 を示 す ｡
[?e :] ( お おい ｡ 遠く に い る 人 へ の 呼 び掛 け) [ie :ku] (大 エ) [de :d3i]( 大変) [te :
軸] (台風) [m e :] (前) [ke : r ロ瓜] (変 え る) [*e : sa且] ( 早い) [ka9ge :i瓜](考える)
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a は[?atu] (後) と[†utu] (普) な どの よ う な 対立 を示 す ｡
[1a m m a:] (母) [?atabi:] (蛙) [1abi: 瓜] ( 呼ぶ ｡ 叫ぶ) [?at王iko:] (蝦 蛤貝の 貝殻)
[?aga rindaka ri] (東 側 の 集落) [1a m a] ( あそこ) [1u軸:?a n n a :] ( 一 番 上 の おば)
o は[m o:] ( 野 原)と[mi:] ( 目) な どの よ う な対 立 を示す ｡
[?o r abu 瓜] (蛙 な どが 鳴く) [ko :i瓜] (貿う) [so :] (竿) [?o :ru :] ( 育) [?o :d3i]
( 扇) [1o :je :] ( 喧 嘩 する) [mo :i瓜] (舞う ｡ 踊 る) [ho :in] ( 這 う)
u
u は[?u!i] ( 年) と[?i‡i] ( 石) な どの よう な対 立 を 示す ｡
[1unda :gi:] (ぶ らん こ) [1uts ukui] ( 風呂 敷) [7tl S S a S u 瓜] ( 事ぶ) [?ura主皿a S a S u 瓜]
(藻む) [1u mi] ( 海) [?ut‡u 瓜] ( 置 く) [?nt!i] (沖) [1tl 払] (居る)
以 上 の よう に ､ 母 音 は他 の 子 音 や 半 母 音 と結合し て 拍 を形 成す る が ､ 母 音単独で も拍 を
形 成 す る ｡ い わ ゆ る 長 母 音 が そ れ で あ る ｡
1
e
a
0
u
[?i: 払] ( 言う) [!i:bu 瓜] ( 添え分) [w nttii:] (一 昨日)
[te :ge:] (大概) [ke:n a] (腕) [ka9 ge:i瓜] (考 える)
[ka:] (皮) [tn aja :] ( 描) [m ni:gw a :] (下 の 妹)
[ho:i瓜] (這う) [?o:je :] ( 喧嘩) [no:s u瓜] ( 直す. 治す)
[?u:to :tu] (祈 る 時 の 唱 え言 葉) [w u : m n瓜] (雄) [t!u: s a瓜] (強 い)
(2) 子 音
?
'
7 は[1ja :] ( 君. お ま え) と[ja :] (衣) ､ [1ui瓜] (織る) と[w ui瓜] (折 る) ､ [1tltq]
( 普)と[w uttl] ( 夫)な どの よ う に ､ 他 の 子音 と音韻 的対立 を示 す ｡ ? は主 に母 音や 半母
音及 び擬音 と結 合 して あ らわ れ る ｡
[?itSu瓜] ( 行く) [?ir abtln] ( 選 ぶ) [?e:d3a] ( 間) [?a r ai払](洗う ) [1o : r o :瓜]
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(青育 と し て い る o 若葉 が萌 え て い る) [?o :dz u払] ( 扇ぐ) [1ut!un] (打 つ) [?wi: 瓜]
(酔う) [1wi: ndaka ri] ( 上の 集 落) [?w ent!u] (鼠) [1w e :kint!u] ( 金 持 ち)
[?w a :] ( 豚) [?mbu!i] (重 し) [7udo: 払] (熟し て い る)
' は[ji: 瓜] (坐 る) と[1i:瓜] (入 る) ､ [w utu] ( 夫)と[?utu] ( 普)な ど の よう な音韻
上 の 対 立 を 示 す ｡
タ は 主 に 母 音や 半 母 音お よ び擬音 と 結合 し て あ らわ れ る ｡ な お ､
'
と
結合す る i は 語頭 で は[ji]､ u は[w u]と 発音さ れ る ｡
[jikiga](男) [1o:je :]( 喧 嘩) [niaiR] (似合う) [w u :d3i] (砂糖 きび) [w u :]
(緒) [ja n a :] ( 悪い もの) [jo r o : s a 瓜] ( ゆる い) [jui瓜] (地震で ゆれ る) [w at!a
kui瓜] (嫌が ら せ す る) [ba mbu 瓜] (半分)
h
h は[ha m a] ( 浜)と[ka m a] ( 蛋)､ [had3i: 瓜] (脱 ぐ) と[kad3i: 瓜] (耕す) な どの よ う
な 音韻 上 の 対 立 を示 す ｡ な お ､ 当方言 で は[h]と[申]は 自由交替 の 関係 に あ っ て 音韻 上 の 対
立 を 示 さ な い ｡ これ は ｢昼+ を[垂ir u]あ る い は[cir u]､ ｢広 げ る+ を[垂irugi: 瓜]あ る い 披
[=r ugi:n]､ ｢広 い+ を[垂ir u s a :R][9ir u s a:瓜]､ ｢ ぺ し や ん こ に す る+ を[*ir akasu瓜]ま
た は[cir aka s un]､ ｢働 き者+ を[軸ta r at!tl 瓜] [的ta r at!u 瓜]､ ｢雨 戸+ を[軸!iri]また は
[haiiri]な ど の よ う に[垂][h]の ど ち らで 発音 して も よ い と こ ろ か ら も わか る ｡ また ｢鼻+
は[*a n a]で あ る が ､ ｢花+ は[ha n a]で ある ｡ ｢散らか っ て い る さ ま+ は[d3a :*e :ka :he:]
と い い ､ 畳 語 の 前半末尾は[*e:]で あ る が ､ 後半末尾 は[he :コと発音す る ｡ こ れ らの 例か
らす れ ば ､ [垂]と[h] 柱 自 由交 替の 関係 に あ る と み て よ い で あ ろ う ｡
[9is a] ( 足) [6i:d3a :] (山羊) [gittai肌 Jl] (滞れ た も の) [*e :] (灰) [had3itii]
( 結婚した女 が 手 に 施 し た刺青) [*at‡a:] ( 蜂) [?intiagtl軸 :]( まむ し) [ho:t!a:]
( 包 丁) [ho:t!is u瓜] ( 掃く) [ho r oho r o :tu s u 瓜] ( 静か で 寂 し い 様) [軸 m] ( 豚小屋)
[軸t!iba:] (よ もぎ) [9a :i] ( 日照 り)
k
k は[ka:] ( 皮) と[*a:] (歯) ､ [ki:] ( 木)と[垂i:] (火) , [k甘!i] (癖) と[約‡i] (
星) な どの よ う な対立 を示 す ｡
[kid3i] ( 傷) [?tltaki] (お療) [ke : n a] ( 腕) [皿arike :ti] (時々 ｡ 度 々) [ka m a
t王i] (守) [na :ka] ( 仲) [ko :] (顔) [ko: r o : m a]( 子供が 回 して 遊 ぶ 比較的大 き い
輪) [ku r aBIi: 瓜] (踏む) [ku nd3ai瓜] ( 踏み 潰す) [ku nd3u 払] ( 結ぶ) [kuⅦ.indakari]
( 小峰集落) [ktlga] ( 畢丸) [ku:ga] (卵) [kvt!is a 瓜] ( 苦し い ｡ き つ い) [kuri] (
蛸 の 墨) [kju :] ( 旧) [kwir e :] ( あげな さ い) [kwe :i瓜] ( 肥 える) [kw att‡i:] ( ど
馳 走) [m akkwa] (枕) [mikkw a] (め く ら) [takkw a : s u 瓜] (く っ つ ける)
9
g は[gani] (蟹) と[ka ni] ( 鍾)の 他 に ､ [gu :] ( 寡)と[ku :] (粉) ､ [gu ni] (ごみ)
と[ku 皿i] (栄) な どの よう な 対 立 を示 す ｡
- 7 7 -
[9i9gi: 払] (逃 げ る) [ja n aka :gi:] (不 美 人) [tage:ni] (互 い に) [7utuge:] (忠
とが い o 顎) [gad3a 瓜] ( 蚊) [m agai瓜] ( 曲が る) [hago : s a 瓜] (汚 い) [gu!iku] (グ
ス ク ｡ 地 名) [guii] ( 細 長い 竹) [gu:r u:] ( 独楽) [9unaSa 払]( 小さ い) [miD gWi: 瓜]
(濁 る) [?utagwe :] ( 疑い) [du m a9gW a S atta瓜] (迷わ され た) [1a m a9 9W a] ( や どか り)
t
t は[taki] ( 丈)と[dak i] (竹) ､ [tvii] ( 砥 石)と[du!i] ( 友達) など の よ う な対立
を示 す ｡
[ti: r u] (竹製 の 龍 の - 種) [ti: r a] (太陽) [a s ati]( 明後日) [te :?a] ( 冗執) [gu
te:] ( 力) [ta‡主t=] ( 風が 時計 と逆方向 で 変わ る こ と) [tamu 瓜] ( 薪) [to:] ( 平ら)
[軸to: 払] (降 っ て い る) [tu9 gW a] (台所) [ho:tu](鳩)
d
d は[di:] (さ あ ｡ 誘 い) と[ri:] ( 刺)､ [n ada] ( 演)と[n ata] ( 舵)､ [dati: 瓜] ( 非
常 に) と[tati: 払] (建て る) な どの よ う な対立 を示す ｡
[kudi] (扱ん で) [jus a ndi] (夕方) [de:] ( 代金) [de:bu= ] ( 武士) [t‡o :de :] (
兄 弟) [da n ai瓜] (黙 る) [n u nda ni] (餌) [do:gtl] ( 道具) [ni: ndo:] ( 見るぞ) [du
r u] (派) [n a ndu r Ⅵsa n] ( すべ っ こ い) [*a ndugal皿i] (水瓶)
C
c は[mit!i] ( 道) と[mid3i] (水) ､ [= i:] (血) と[d3i:] ( 辛)な どの よう な対 立 を
示 す ｡ な お ､ [t!][ts] は 自 由交 替 の 関係 に あ っ て 音韻 的対立 を示 さ な い ｡ こ れ は ｢人+ を
[ttiu]ま た は[tts山 ､ ｢鰹+ を[katiu :]､ ｢kats u:]､ ｢吹く+ を[軸tiun]､ [軸ts u 瓜]､ ｢
裂 く+ を[s at!u 瓜]､ [s ats uJl]､ ｢人 柱+ を[tt!o:]､ [tts o:]な どの よう に[t!] [ts]の どち
ら で 発音 し て も よ い と こ ろ か ら も わ か る ｡
[t!intu] ( ちょ う ど) [t!ikadz u] (塞) [katSi7ni:瓜] (つ か む) [1utie:tnis o: m 払] (い ら
っ し や る) [9皇=e :] ( 額 ) [t!a:tia :] (父) [t!a:] (い つ も) [t‡a:s nJ&]( 消 す)
[1u*tlt‡a :t!a:] ( 一 番上 の お じさ ん) [tt!o :] (人 は) [tt!u] ( 人)[1i:tiu] ( 糸)
S
s は[!i:] ( 巣)と[d3i:] ( 辛)､ [m ud3i] (麦) と[皿u!i] (虫) な どの よ う な対立 を示
す ｡
[‡i:gu] (小 刀) [=:d3a](年上 ｡ 兄姉) 【!i:bai] (小便) [ =:baibukuru] (ぼう こ
う)I [!e:ku] (大 工) [niie :ta :] ( 青年た ち) [sa :ju :] ( 白湯) [s akkui] (咳) [s a
ni] ( 種) [s o:ki] (竹製 の 旅 の 一 種) 【so : nin a:Ov a :] ( 目 白と い う 鳥) [!皇ku s o :su n]
(中毒 する) [s u s ui瓜] (拭 く) [s u s ui] ( 雑巾) [ba!a:] (馬車) [iu rin a:d3i瓜] ( 普
蕉 で 作 っ た 着物)
z は[d3i瓜] (お 金) と[!i瓜] (線) ､ [nd3u](溝) と[ns u] (味噌) など の よう な対 立 を
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示 す ｡ なお , [d3] [dz]tま自 由交替の 関係 に あ っ て 音韻的対 立 を 示 さ な い ｡ こ れ は ｢草履+
を[d30 : ri9W a:]ま た は[dz o : ri]､ ｢尋ね る+ を[tad3u ni:Ja] [tadz u ni: 瓜]な どの よ う に[d3]
[dz]の どち ら で 発音 し て も よ い と こ ろ か ら もわ か る .
[d3i*Lu] (蝦 帖 貝) [d3ir 口] ( どれ) [kad3in : 払] (隠す) [m a:d3iR] (秤) [mid3e :] (
水 は) [dz a :] ( 座) [wud3a S a :] (お じ) [nand3a] (銀) [kad3a] ( 臭い) [d30 :] (
門) [d30:d3i] (上 手) [d3u:] ( 尾) [m a nd3u : 払] (
- - 緒 に)
r
r は[ri:] ( 刺)と[ni:] (荷) ､ [r u :] (袷) と[du:] ( 自分) ､ [t!ir a](顔) と
[t‡in a] (綱) な ど の よう な 対立 を示 す c
[rintii] ( 惰気) [kuta nri: 瓜] (痩れ る) [ta r e:] (艶) [tar e : m a] ( すぐo 直ち に)
[raktl](輿) [ku r agw a:] (餐) [1o : r o :n] (木々 が 萌え て い る) [nn r o :n] (伸び て い
る) [?o : r u:] ( 育) [iir u=] (印) [軸rus a :瓜] ( 古い)
n
n は[n a :] ( 名)と[ta:] (田) ､ [m u n u] ( 物)と[n unu] ( 布)､ [ni:] (棉) と[mi:] (
目) など の よ う な 対 立 を 示 す o
[nid3iri] (右) [ni:
一
bu] (杓) [n e:bi] (まね)
も う) [na:ci見] ( もっ と) rn a :ka :] ( ばっ た)
[n o : s u 瓜] (治す) [nu:] (な に) [n ui瓜] (塗 る)
p
p は渡 嘉敷方 言 で は あ ら わ れ 方が 比較 的少な い ｡
( 祖母) と[ka:ga:]
出 せ な い ｡
[ku mpi: 且] (踏む)
だ け ｡ そ れ だ け)
[1ippai] (一 杯)
[tip pu:] ( 鉄砲)
[ne :d3u 瓜] ( びっ こ を ひ く) [n a:] (
[?ir a n a] (鎌) [n o :i払](級)
音的対 立 関係 を 示す例 と して[pa :pa :]
(蘇) ､ [?ippn:]･( - 倭) と[?t tl] (一 斗) な どが あ る が ､ 多く は 見
[tappiraka s nJl] (ぺ し や ん こ に す る) [t!inpe :] ( 唾) [?np pe :] (
[軸mpa r a] (こ こ) i?a叩 a r a] ( あそこ) [?anpa r ago :]( あっ ち へ)
[ぢimpu 瓜] (門か ら 入 っ て くる と こ ろ に立 て て あ る 目隠 しの 塀)
b
b は[bo :] (棒) と[皿0 :] ( 原っ ぱ) ､ [kubi] (育) と[ku 皿i] ( 米)､ [?ibi] (海老) と
[?ini] (夢) な ど の よう な 対立 を 示す ｡
[t‡ibi] (尻) [s akkubi] (し や つ く り)
[?atabit!a :] ( 蛙) [babe r a] ( 蝶々 )
( 小舟) [ba:ki] ( 底の 深 い 竹製 の 龍)
い) [bo:] (棒) [gu 皿皿bo:] (牛革)
隠 し の 塀)
[kubi: 瓜] ( 縛る) [1abi: 瓜] (呼ぶ ｡ 叫ぶ)
[be nd30] (便所) [ba:tii:] (お ば) [s aba ni]
[naba] (き の こ) [‡iba] (舌) [?ibas a瓜] ( 狭
[bui](浮標) [?o rabn h] ( 泣く) [tiinibu] (目
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I n
m は[mi:] (い っ ぱ い) と[ni:] ( 荷) ､ [n a n a] (令) と[n aba] ( きの こ) ､ [m unu] (ち
の ｡ ご飯) と[n u m u] ( 腿)な ど の よ う な対 立 を示 す ｡
[ninlitabu] ( 耳 た ぶ) [migui瓜] (挟る) [m e n s o :i払] (い ら っ し や る) [m e:n 川 i] (侮
日) [ja m m e :] (柄) [ma :] (ど こ) [m a:s 弧]( 死ぬ) [ma :9i:] (大 き い) [matiibui
瓜] (も つ れ る) [n atto:ba] (ま っ す ぐ) [n a9ki: 瓜] (混ぜ る) [magis a n] ( 大きい)
[m o :] (藻) [m o : m o :gw a] ( 宝 貝) [m o :] ( 原っ ぱ) [m ud3i] ( たろ 芋 の 茎) [mu s nbun]
(料理 で 昆布 な ど を結ぶ)
(3) 単母音
J
j は[ja s sa 瓜] ( 易し い) と[wa s sa 瓜] (悪 い) ､ [ja=u n] (焼く) と[wat!u n] (湧く) な
ど の よ う な 対 立 を 示 す ｡
[ja : s a瓜] (ひ も じい ｡ 空腹) [jat=i:] (冗) [?u*ujatt=:] (従 兄 の 兄) [jagu s a ni]
(寡婦) [jatt!i:gw a:] ( 次男以 下 の 弟) [maja:] (描) [jo :ga ri払] (や せ る) [jukuin]
( 休む) [ju s a nd i] ( 夕方)
W
w は[w an] (私) と[?a 瓜] (あ る) ､ [?a wa] ( 罪) と[1a m a] ( あそこ) な ど の ような 対立
を示 す ｡
[wiki:] ( 男 兄弟) [w at与akui瓜] (操 る o 意 地 悪 す る) [w at!aku s u 払] (嫌がち せす る)
[軸 ru wa : s u R] (育て る)
(4) 拍音素
N
N は[d3i払] (銭 ｡ 金) と[d3i:] ( 辛)
[ta :] (誰) な ど の よ う な対立 を示 す ｡
[t!i瓜] (着物) と[t!i:] (乳) ､ [ta n] ( 顔)と
Nは子 音の ? ､
'
､ また は単独 で 拍 を形成する ｡
? と結合 した 例 は 次の 通 り ｡
[?nd3i: 瓜] ( 出る) [1n nida ni] ( 稲種｡ 苗) [?nd3iko : w a] (行 っ て 来 い)
' と 結合し た 例 は次 の 通 り ｡
[mn e:] ( 祖父) [皿ni:] (柿) [軸 nduga ni] (水瓶) [kaD ge:i瓜] (考 え る) [?agi: 払]
( 上げ る)
也
Qは[?uttu] (弟妹) と[wutu] (夫) ､ [mikkwa] ( 目が 見 えな い こ と) と[mi:kkwa] ( 甥､
痩) な どの よ う な 対立 を示 す . 馴ま単独 で 拍 を形成する ｡
[kkw a] ( 千) [1itta] ( 君た ち) [?ippai] (- 一 杯) [kw att!i:] (ご馳走) [ttsu]
(人) [9a S S a:瓜] (軽 い)
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2 . 音韻対 応
共通語 と渡嘉 敷方言 との 対応関係は 以下 の よう に な っ て い る ｡ な お ､ 必 要と あ らば古代
語 と の 関係 に つ い て も見 て い く こ と に す る ｡ また 用 例は 重複す る こ と も厭わ ずに ､ 関連す
る も の は で き る だけあ げる こ と に す る ｡
(1) 母 音
以 下 ､ 母 音 の 対応関 係 に つ い て みて い く ｡
共 通語 の ア は 渡嘉敷方言 の[a]に 対応す る ｡
[?ari] ( あれ) [?aka9gW a:] ( 赤ん 坊) [りa ni] (網) [?a m u瓜] (編 む)
( 朝 食) [りagi:瓜]( 上げる) [?a!ibu瓜] (遊 ぶ) [?at!is a:払] ( 厚い)
(赤 色) [?aka s a n] ( 赤い) [?agai瓜] ( 上が る) [?aka s a n] ( 明る い)
gw a :] ( 商い) [?at王i垂atito :n] ( 飽 普て い る) [?ak i: n] ( 開 ける)
日) [?a s ati] (明後 日) [?a m a] (あそ こ) [?atta:] (あ れ たち)
[?a s a
'
ba 瓜]
[?aka?i川]
[?at!ine :
[?at王a :] (明
[りa nigw a:] (
飴 玉) [?a 瓜] (あ る) [?at=u n] (渉 く) [ju:?aki] ( 夜 明け) [niai瓜] (似合う)
イ は[i]に 対 応す る ｡
[1i:] ( 管) [?i: 瓜] (言 う) [?ikut=] (い く つ) [1‖i] ( 石) [?it=] (い つ)
[?it!主ku] (従 兄 弟) [?ir u] (色) [1it‡im ufi] (動物) [7i机i] ( 夢) [?it‡ai瓜]
(会う) [1‖nd3u瓜] ( 急 ぐ) [1=it‡o : 瓜] ( 生 きて い る) [?ithl瓜] ( 行く) [?i
ri:払] ( 入れ る) [ウi:Jaョ( 入る)
[nui払] ( 塗る) [nigai瓜] (願 う)
を ｡ 魚) [?iri=i] (い ろ こ ｡ 鱗)
イ が 擦 音 に な る 例 もあ る ｡
[1n ni] (棉) [7n nida ni] ( 稲種｡
[1ir e :itl] (答 える) [?it王o :払] ( 入っ て い る)
[n ui瓜] ( 乗る) [軸kai瓜] (計る) [?iju] (い
苗) [1nd3ut‡u 瓜] (動 く) [?nd3ukatio:瓜] (動
か し て い る) [?皿d3iko:w aja:] (行 っ て 来 い) [?nd3a!e:] (出せ) [?nd3i: 瓜](出
る) [ba=ind3a S u 瓜] (吐 き 出す) [nd3a ni:] ( 言い か ね ｡ ども り)
ウ は[u]に な る ｡
[?uki: 払] ( 受ける) [?us agi] ( 兎)
す る) [1u!i] (午) [ウud3u] ( 渦)
(疑 い) [?u ra : 皿a S a S u n] ( 羨む)
売 る) [?uja:] ( 売る 人 ｡ 商売 人)
瓜] (打ち 寄 せ る)
[?tlt!u l] (打 つ) [1n瓜] (運)
[?uta] ( 敬) [?uta s u瓜] ( 歌う)
[1u mi] ( 海) [?ud3u n u 瓜] ( 埋め ろ)
[1ui9皇t‡a] (上下) [?u s u] ( 潮)
[7un u瓜] (熟
[?ltage:]
[7ui瓜】 (
[りut3iju si
ウ も擦音 に な る 例が あ る ｡
[?ndo:Jl] ( 熟して い る) [n n ad3i] (う な ぎ) [m n a] ( 馬) [mⅦa ri:瓜] ( 生まれ る)
[1n mi] (膿) [ki: m m a] (竹馬)
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語頭 の ウが 落 ち る 例 も あ る o
[m a s a : n e : 払] ( まず い)
エ は[i]に な る ｡
[?ir abu 払] ( 選ぶ) [ji瓜] ( 級) [?ibi] (海 老) [ji:] (袷) [ji:] (柄) [ji: 瓜]
(得 る)
オ は[u]に な る ｡
[?ukuiJa] ( 送る) [り1t!i: 払] (落 ち る) [?uja] (親) [?Ⅶtu] (普) [?qke : m e :]
( お粥) [?utaki] (お 嫁) [7uga mu 瓜] ( 拝む) [?uttu] ( 弟妹) [1ut!agai瓜] (
･ 浮 く) [1ut=] ( 沖) [?uki:n] ( 起き る) [?utiu瓜] (置く) [1ud3i: 瓜] (お じる ｡
恐 が る) [1u s url] (押す) [?utn r u s an] ( 恐ろ し い ｡ 恐 い) [?utu r uiim u 瓜] ( 恐ろ
し い も の) [?utu n a] ( 大人) [りutu n a s a11] (お とな し い) [1ubi: 瓜] ( 覚え る) [1u
du r utiu 瓜] (驚く) [?u:biョ ( 帯) [?u m ui瓜] ( 思 う) [?ujaga n a王i:ta :] (親た ち)
[?uri: 瓜] (降 り る) [1u 払] ( 居る) [?ui払] ( 織る) [?um e:!i] (管)
オ が 擦音 に な る 例 も あ る
[1皿 aga] (お 孫) [nata7m7n aga] (曾孫) [c皇t!i7m n aga] (玄孫) [7mbu s a n] ( 重い
) [?7nbu‡i] (重 し)
(2) 連 母 音
母 音が 重 な っ た場合 ､ 以 下 の よ う な 長母 音を形 成す る ｡
ア ウ ほ[o:]と な る ｡ これ は ほ と ん ど苗 代語 の 語中 の フ が り とな っ た後 に起 こ っ た変化で あ
る ｡
[1o :d3i] (あ ふ ぎ ｡ 扇) [1o:dzul] ( 扇ぐ)
ふ ｡ 異 う) [ko :ja:] ( 貿 う 人) [?o :je :]
う) [?u :to :tuョ( 祈る と きの 唱 え言葉)
d3i] (麹) [?uko :] (線香)
[mo :i瓜] (まふ ｡ 舞う) [ko:iR] (か
( 合ふ ｡ 喧 嘩 す る) [ho :i払] (はふ ｡ 道
[to:to : m e :] (た ふ たふ まえ ｡ 位 牌) [ko:
ア オ も[o :]と な る ｡
[s o :] (竿) [n o : s un] ( 治 す｡ 直 す) [1o : r u :] ( 育｡ 線) [?o : r o :瓜] ( 木々 が 萌え
て い る) [?o : 肌 S a :] ( 青虫) [1o:9iba:] ( 青大将)
ま た ､ ア ワ ､ オ ワ が[o:]に な る 例 も あ る ｡
[to :] ( た わ｡ 平坦 な と こ ろ) [ko:s u瓜] ( 壊す) [w a : s u瓜] (生は す ｡ 大き くす る)
ア イ は[e:]と な る ｡
[1e :d3a] (間) [de:d3in a] (非常 に) [de :d3i] ( 大変) [de :ba 瓜] ( 大判｡ 大き い
鰹) [du:te :] ( 体) [ni!e :ta :] (青年た ち) [de :](代金) [te :ku] (太鼓)
[?e:d3is u瓜] ( 合図す る) [!e :ku] ( 細工 ｡ 大 工) [te :?u :] ( 台風) [te:ge :] (
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大概) [de :ku ni](大根) [te:ぢ主=i] ( 大切 ｡ 大事) [tage : ni] (互 い に) [ne :]
( 地震) [ne : r 弧] (な い) [pe :] ( 灰) [be:] (倍) [Ⅷe:nit=] (侮 日) [ke :ttli
瓜] (奪 い 取 る) [tare:] ( 艶) [gute :] (五 体 ｡ 力) [c主tie :] ( 額) [ja!e :] (
野 菜) [?Ⅵnt!ike :] (御使 い ｡ 迎 え) [?at!in e :] (商 い) [ke : n a] (腕) [t!o:de:]
( 兄弟) [1utuge:] ( お とがい o 顎) [t!uke : 臥](1 回) [take : 払] ( 2回) [mike : 瓜]
(3 回) [ja m m n e :] ( 柄) [mi*e :de :bir u] ( ありが とう) [?utagw e :] ( 疑い) [1u
ke:m e:] (お 粥) [?oje:] ( 喧 嘩)
ア エ も[e :]と な る ｡
[ke:i払] (変 え る)
(苗) [申e :] (蝿)
[?o:be:] ( 青嶋)
[kaD 9e:i払] (考 え る) [*e :] (南)
[me :] (前) [ku n e:i瓜] (堪え る)
[n e :i瓜] ( 萎れ る) [n e :]
[?ike : r a s u 払] (こ ぼす)
他 に ､ ア ヤ ､ オ ヤ , イ ア も[e :]と な る ｡ な お , イ ア は も とイ ハ に あた る も の で あ る ｡
[*e :!i] (磯子) [*e : s a 瓜] (早 い) [?w e:ku] ( 親子 . 擢) [ne :su瓜] (燃や す) [m e:
i払] (燃 え る) [?m e :!i] ( おみ は し ｡ 箸) [ne := ] (み は し ｡ 箸)
オ ウ ､ イ オ , ウ オ ､ ウ ヨ は[u:]と な る ｡
[1n :i瓜] (追 う) [1n :to: n] (追 っ て い る) [?u s u :] (潮) [Tn a : S u] (堤) [tu s ui]
(年老 い ｡ 老 人) [kats u:〕 (鮭) [t‡u : s a 瓜] ( 強い) [to : n ut!in] ( 唐の き び ｡ 黍)
オ イ ､ オ エ ､ ウイ ､ イ エ ､ エ イ は[i:]と な る ｡
[w utti:] ( 一 昨日) [ji:] (良い) [‡i:bu瓜] ( 添え も の . 買 物し た とき にサ ー ビス と
.
L, て 添え る も の) [!i: n] ( 添え る ｡ サ ー ビス 晶 を添え る) [皿i:to: 瓜] ( 萌え て い る ｡
生 え て い る) [ni: 瓜] (萌え る ｡ 生 え る) [d3u :!i:1n e :] ( 雑炊) [kwe : 肌Jl] ( 食物)
[d3i:?a nda] (脳み そ) [皿i:Ado:] (見 え る ぞ) [gu ri:] (御礼 ｡ 丁寧 に 頭を下 げて
あ い さ つ す る こ と) [皿i:kkwa] ( 姪子｡ 甥 姪) [jn: ri:] ( 幽 霊)
ウ エ , オ ヨ . ヱ ウ は[1wi:]と な る
[1wi:] (上) [1wi: 瓜] (植 え る) [1wi:d3un] ( 泳ぐ) [1wi: 瓜] ( 酔う)
オ ユ は[?i:]と な る
[?i:biョ ( 指)
( 3 )子 音
力 行 子 音
カ ほ語 頭 ･ 語 中 にお い て[ka]と な る ｡
語 頭 の 例
[ka皿at!i] ( 顎) [ka n n ra](か ず ら ｡ 芋蔓) [kaga n] (鏡) [kat!un] (書く) [ka
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=u 瓜] ( 掻く) [kat=] ( 垣) [kadz a s u 瓜] (喚 ぐ) [ka:ki:] ( 賭け) [kat‡im aki]
(勝負) [ka:ga :] (影) [kak皇to: 払] ( 欠 けて い る) [kat!o : 瓜] ( 欠い て い る) [ka
ki: 瓜] (欠 ける) [kara!n : 瓜](貸す) [kad3i] (風) [kata] (肩) [ka r a] ( 壁)
[katat=] ( 形) [kata n a] ( 刀) [kata mi:] (片目) [kat!u:bu=] (鰹 節) [katt‡a
払] (勝 っ た) [kat 加] ( 勝つ) [ka ni] ( 鍾) [kand3u n] ( 被る) [kan a] ( 塞)
[kar ad3i] ( 餐) [kabi] ( 舵) [ka n n ai] ( 雷) [ka9ku:i且] ( 噛み 付く) [ka n u 瓜]
( 噛む) [ka nd3ain] ( 噛 み砕く) [ka : mi:gw a :] (負) [ka:Ⅶi:] (負) [ka :mi](
瓶) [katim un] (お かず) [kato : 瓜] (借り て い る) [kari: 瓜] ( 枯れ る) [ka rito :
払] ( 枯れ て い る) [ka :] (皮) [ka : r a] (川) [ka : r at‡u 瓜] (乾 く) [kata mi: 瓜]
( 担 ぐ) [ka :ki:瓜] (喉が乾 く) [ka w ai払] (変わ る) [kao ge:in] ( 考え る) [ka:
buja :] (煽 煽) [kar a s a瓜] (塩 辛い) [kad3i: 払] ( 耕す) [ka n a m u瓜] (金物 ｡ 鉄)
[ka n s ui] ( 剃 刀) [ka r ac皇s a] ( 素 足) [kad3im a :i] ( 風まわ り ｡ 風 の 方向が変わ る
こ と) [ka m a r a瓜] (食 べ られ な い ｡ まずい) [kaki: R] ( 掛 ける) [ka:] ( 井戸)
語 呼の 例
[?akalir u] ( 赤色)
kasa 瓜] ( 明る い)
kaba!ir a] ( 中柱o
ri:Jl] (聞 こ え る)
[1aka] (垢) [7aka s aJl] ( 赤い) [7aka9 gW a:] ( 赤ん坊) [?a
[ju n aka] (夜中) [音量s akata] (足跡) [約kas a且] (深 い) [na
長男 ｡ 主 人) [?in aka] (田 舎) [w uka s aR] ( お かし い) [t王皇ka
[?uka ni] (n #)
kai] (お 椀) [wakain] (わか る)
ni] ( 確か に) [t‡皇ka s a瓜] (近 い)
[9kad3i] (百 足) [s akad3it‡i] ( 柿) [n a
[w akaln un] (若者) [taka s a A] ( 高い) [tai皇ka
[ti主kaiR] (使 う) [n a:ka] (伸) [*akai瓜]
( 計る) [haka] (塞) [軸d3ika s a : 瓜]
[1akagai] ( 光) [7n a n naka] (真 申)
た だ し ､ ｢菓子+ は[k甘a :!i]と い う ｡
(恥 ずか し い) [*a r aka] ( 裸) [ts u r aka :9i:]
[juka] (床) [w aka s aR] (若 い)
ま た 語頭 の カ が[ga]と な る 例 も あ る ｡
[ga ni] (蟹) [ga r as a :](局) [ga s s a 払] ( 軽い)
語 中の カ が[t!a]とな る例 も あ る ｡
[?it!a:] (烏 敗) [t‡a:] ( 如 何｡ どう) [t!a ss a] (い く ら) [音量t!ai瓜] ( 光る)
キ は ､ まず語頭 ･ 語中 にお い て[t!i]とな る ｡
語 頭 の 例
[t!ino :] (昨 日) [t!皇kari: 瓜] (聞 こえ る)
) [t!皇t!u瓜] ( 聞く) [t‡in n :] (昨 日)
払] (着物) [t!iri] (霧) [t!i:瓜] ( 切る)
[t!i9kw a :] ( 南瓜) [tii:ru :] (黄色
[t!i:ba] ( 牙) [t‡i皿u] ( 肝｡ 心) [t!i
[t‡i:瓜] (着る) [t‡ide :ku ni] ( 人
参)
語 中 の 例
[1atiine :] ( 商い) [?at!i*atito : 瓜] (飽き はて て い る) [?itii] ( 息) [1itiit!o : 瓜
] [w at‡imid3i] (泉) [had3it!i] (年配 の 女性の 手 に 施 した 入れ 墨 ｡ 結婚 の 証 とな
っ た) [?tlt!i] (沖) [jut!i] (罪) [kat!i] ( 痩) [!皇=id3u] ( 引き潮) [ga
t!ilA aja :] ( 食い しん坊) [s abat= ] ( 櫛の 一 種) [s akad3itii] ( 柿) [satt=] (
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先) [ti皇t‡i] ( 月) [tit!i] (敵)
t王in u!i] ( 虫o 動 物) [to : n 屯tii瓜]
吐 き 出す) [rintii] (怖気 ｡ 嫉妬)
(脇腹)
[te nt!i] (天 気) [w a:=皇=i] (天 気) [?i
(唐黍 o 黍) [tgtii] (時) [hat;ind3aSll 瓜] (
[jutii] (雪) [w at!i] (脇) [wat‡iba r a]
た だ し ､ [ki]とな る もの も あ る b
語頭 の 例
[瓦i:] ( 木) [kid3i] ( 傷)
語 中 の 例
[?aki] ( 秋) [s uki] ( 鋤) [taki] ( 滝) [7tLtaki] (御轍)
語 中で[ki]と な る の は ､ ほ と ん どが 新語 で あ る ｡
キ ヨ が[t!u]な る ｡
[t‡u r as a 瓜] ( 清い o 美し い)
ク は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ku]と な る o
語 頭 の 例
[kq ru :〕 (黒) [ku r u s a 払] (黒 い) [kud3i] ( 釘) [kubi!id3i] (首筋) [ku:in]
(噛 み付く) [kvs a] ( 翠) [k耶 aS an] ( 臭い) [k耶 a ri: n] ( 腐れ る) [如=] ( 櫛
) [kud3iri:n] (崩れ る) [k耶 qi] ( 薬) [k甘=] (癖)
] (鯨) [蜘t‡iba=] (く ち ば し) [kubi] ( 首) [kumuJl]
[kubuga :Si] (蜘株の 巣) [ku :btl :] (蜘株) [ku r a](倉)
r u m a](車) [k11 S ugui払]( くす ぐる) [ku r abi: 瓜] (比 べ る)
[k甘t5i] (口) [kud3ir a
( 汲む) [ku 皿u】 ( 賓)
[k11 r a S a 払〕 (暗い) [ku
[k甘S u] (莱) [ku r ai
.ta] (食 らう ｡ 交尾 す る) [kurubtl 瓜] ( 転ぶ) [ku r u r o : 払] (転ん で い る) [ku r u s u 払]
( 殺 す) [kvs atn o :] ( 草原) [叫ktlrtl] ( 袋) [ku r a!i瓜] (暗 闇)
語 中 の 例
[1akubi] ( あく び)
Dku:i払] (噛 み付く)
(輿)
[1iku s a] (戟)
[ie :ku] ( 大工)
[?iku=i] (い く つ)
[写真kq s an] ( 低い)
[1ukui払] ( 送る) [ka
[duku] (毒) [r akq]
ま た ク ワ ､ ク レ , ク ラが[kwe:][kwi:] [kwa]とな る ｡
[kw e:] (轍) [kwi: 瓜] (呉 れ る ｡ 与 え る) [軸kkwi: 瓜] ( 膨れ る ｡ 腫れ る) [皿akkw a
] (枕) [nikkw a] ( 視覚 障害者)
ケ は ､ 語頭 ･ 語 中 にお い て[ki]とな る ｡
語 頭 の 例
[ki:] ( 毛｡ 髪) [kibtli] (煙) [kibu s a 払] (煙い) [k皇ttubas q 瓜](蹴る)
語 中 の 例
[jll :?aki] ( 夜 明 け) [ka :ki:.] (賭 け) [kat!i皿aki] (勝 負) [kak主to : 瓜] (欠 けて
い る) [s aki] ( 酒) [taki] (丈) [daki] (竹) [t!主ki肌 瓜] (漬物) [†at!主ki]
( 湯気)
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コ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ku]とな る ｡
語 頭 の 例
[kn:] (粉) [ku:] ( 鳥か ご) [kvs a :] (腰) [ku m a] (こ こ) [kn ri] (こ れ) [ku
n q] (こ の) [ktl m ui] (水溜 ま り o 池) [kubalo :d3i] (様相 の 葉 で 作 っ た肩) [蜘=]
(腰) [馳 =] (級) [ku!in aga ni] (背中) [ku*a s a 良] (固 い) [ku*ai且] ( 固まる)
[k舶 ato : 払] ( 固 まっ て い る ｡ 頭 が さ え て 眠 れ な い こ と) [ku*a m e:] (固 い ご飯) [ku
ga ni] (資金) [kll ne :i払] ( 堪え る) [k甘t=] ( 東) [kv=ikad3i] (束 風) [kud3u]
(去 年) [kuga ri: 払](焦 げる) [kud3u 且] ( 漕ぐ) [kuku n ut= ] (九) [kutu :] (
琴) [kumasa 瓜] ( 細か い) [kutuba] ( 言葉) [ku7ni] ( 米) [knbu] ( 昆布) [ku
nda] (こ む ら . ふ く ら は ぎ) [ku 伽ud3i] ( 小麦)
語 中の 例
[軸ku] ( 箱) [的kui] (壌) [n u:ku] ( 婿) [1it!主ku] (従兄弟) [jtlk山i] (よ
こ し o 嘘) [1uku s u 払] ( 起こす) [?we:ktl] ( 梶)
(蛸 の 出す 墨) [te :k11] (太鼓) [taku] ( 蛸)
床 の 前) [t甘ku m a] ( とこ ろ) [n nkui払] ( 残る)
[d3u:baku] ( 重箱) [taku n a r a]
[tabaku] (煙草) [tuku n 甘m e:] (
[n ukud3iri] (* )
語 頭 に お い て [軸]と な る 例 が 1. 例 見出だせ る ｡
[軸 npara] (こ こ . こ ち ら 側)
｢こ こ+ は[ku m a]と も い う ｡ [軸mpa r a]は 沖縄北部方言 に 近 い ｡
同 じく語 頭 に お い て [9u]と な る 例 も 1例 あ る ｡
[gu m a s a 瓜] (細 か い o 小 さ い)
コ エ (コ ヱ) が[kw e :] [kwi:]と な る ｡
[kw e :i瓜] (肥 え る) [kwe :] (舵) [kw e : 耶ki] ( 肥桶) [kwi:瓜](越え る) [kwi:]
( 声)
コ ワ ､ コ ラ が[ko :] [kw a :]と な る ｡
[ko:s u瓜] (壊す) [kw a : n uja :] (子 守)
次に ､ キ ュ は[kju]と な る が , ケ フ は[tiu :]､ キ ョ ウ は[t!o :]とな る ｡
[kju :] ( 旧) [t王
･
u :] ( 今 日) [t!o:de :] ( 兄弟) [datt‡o :] (嫌 韮)
ガ 行子 音
ガ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[9a]と な る ｡
番 頭 の 例
[ga :ja :] (自慢す る 人) [ga :d3tl:] (強情) [gad3a 瓜] (蚊) [ga nd3u :] (頑 丈)
[ga:i瓜] ( 自慢する) [gat王i皿aja :] (食 い しん坊)
語 中 の 例
[?agai瓜] (上 が る) [1uga n u 瓜] (拝む) [kaga瓜] ( 鏡) [kugani] (黄金) [kuga ri
n] ( 焦げる) [n aga ni] ( 背中) [n a9a S a n] (長い) [m again](曲が る) [肌 nqga
tai] ( 物語) [1aga ri] (束) [tiga r a] (手 柄) [nigai払] (願う
1
) [n aga ri:瓜] (
流 れ る) [!igata] ( 姿) [ju9 aga n a s a瓜] (や が ま しい)
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ま た ､ 語 頭 ･ 語 中に お い て[d3a]と な る 例 も あ る ｡
[nd3a ni:] (言 い 兼ね ｡ ど も り) [nd3a S a 払] (苦 い)
[nd3a ni:]は ｢言 い が ね+ に 対応す る と解 さ れ る が ､ ｢言 い が ね+ は ｢言 い 兼ね+ の 変
化 した も の で あ る ｡
ギは 語頭 ･ 譜 中 に お い て[d3i]とな る ｡
[d3iri] (義理) [n n ad3i] ( 鰻) [1o :d3i] ( 扇)
(釘) [n ukud3iri] ( 鋸) [bo :d3iri] ( 棒切 れ)
[s u:d3i] ( 祝儀｡ お 祝 い) [nd3i] (の ぎ｡ 錬)
[w q:d3i] (砂糖 きび) [kud3i]
[mid3iri] (右) [mud3i] ( 麦)
グ柱[gu]と な る ｡
[d30 :gut!i] ( 入り 口) [iig･u] ( す ぐ) [do :gu] (道具) [Ⅶigui瓜] ( めぐる ｡ 回 る
) [mi:gu ris a R] ( 見に く い)
ゲ は[gi]と な る ｡
[ts u r akagi] (美 人) [ja n aka:gi] ( 不美 人) [m at!igi] (睡)
[d3i]とな る 例 も あ る ｡
[nind3in] ( 人間) [垂id3i] ( 髭)
ゴ は 語 頭 ･ 欝 中 に お い て[gu]と な る ｡
[gud3u :] (五十) [gu s o :] (後生) [gnri:] ( 御礼) [gu mbo:] (牛芳) 【gu :] ( 寡
) [gute :] (五 体 ｡ 力) [jugu ri瓜] ( 汚れ る) [n agqi] (台風 の後 の 余波) [‡igu
tu] ( 仕 事) [ha!i9u] (梯 子) [gq ni] (ごみ)
ゴ が 譜中 に お い て[d3u]にな る 例 も あ る ｡
[1nd311t!uJl] (動 く) [?nd3ukat!o: 瓜] ( 動か し て い る) [cid3u r uju:] ( 冷め た湯)
ギ ョ は[d30 :]と な る
[nind30 :] (人 形)
サ 行子音
サ は 番 頭 ･ 語 中 に お い て[s a]と な る ｡
語嘩の 例
[s ata :] (砂糖) [s agi:瓜] (下げ る ｡ 掛 ける) [s aba=i] (櫛 の
一 種) [s akad3i = i]
(柿) [satt= ] ( 先) [s atiu瓜] ( 裂く) [s aki] (酒) [s aki:瓜] ( 裂ける) [s a
!i: 払] (刺 し て い る) [s a : r n :] ( 猿) [s a:i瓜] (さ わ る) [s aba] (草履) [s a s q瓜]
( 刺 す) [ha s a払] (秩) [sa n nit‡i](三 日)
語 中の 例
[?aka s aA] (赤 い) [?aka s a 瓜] ( 明る い) [?asati] ( 明後日) [1atiis a且] ( 暑い)
[?at王is a n] (厚 い) [?a 皿a S ah] (甘 い) [約kAsa 瓜] ( 深い) [?i如s a](戟) [1u s a
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gi] (兎) [?a s aba払] (朝 食) [如s a] (草) [k甘S aSa 払] (臭 い) [k甘S a ri: 払](腐
れ る)
シ は 語 頭 A 語 申 に お い て[!i]と な る o
語 頭 の 例
[iir u:] (自) [!imire :] ( 閉め ろ) [i主t!a]( 下)
(獅子 ｡ ラ イ オ ン) [!in u瓜] ( 死ぬ) [与im a] (良)
[!igutu]
[!imi:瓜]
( 閉め る) [!ints u 瓜] (沈 む) [‡ir agi: 瓜] ( 精 げる) [fira瓜]
( 知っ て い る) [!ir u] (汁) [!ir uii] ( 印) [!ir u:] ( 自)
( 仕事) [!i:sa :]
(締 める) [!imi:払]
(菰) [i主tt!o: 瓜]
[!im s a 瓜]( 白い)
[‡ind3i: 瓜] (信 じ る) [!igui瓜] (た た く o な ぐる) [!皇!i] (肉)
語 中の 例
[?a与id3a] (足 駄 ｡ 下 駄) [ =in!i](つ ぶ し ｡ 膝) [n akaba!ir a] ( 長 男｡ 主 人)
[?i!i] ( 石) [9u‡i] (午) [蜘‡in a9a ni] ( 背中) [kw a:!i] (菓子) [ni=] ( 北)
[蜘 =] (櫛) [如t‡iba!i] (く ち ば し) [kv‡i] ( 腰) [mu!ir u](延) [ta‡皇ka ni]
(確か に) [1it!im u!i] (動物) [ha‡igu] (梯子) [*a n a!i] (話) [*e:‡i] (嚇
子) [垂iba :‡i] ( 火箸) [的!ibu!i] (節々) [軸!i] (星) [9ka!i](昔) [m u!i]
(虫) [ri!i] (利 子)
シ が[=]と な る 例 も あ る ｡
[ぢ皇t!a] ( 舌) [9皇ko:i瓜] ( 用意す る)
ス は 語 頭 ･ 語中 に お い て[!i]とな る ｡
語 頭 の 例
[!i:] ( 巣) [!i:ni] (腹) [!iriga*u :] (あ りが と う) [王igata](姿) [!主ka A]
(好か な い ｡ 嫌 い) [!i: 瓜] ( 擦る) [ii: 瓜] ( 磨る) [!i:s a R] (酸 っ ばい) [‡igu]
[!i!im a r a] (煤) [!iran u瓜] (涼む) [ida s a瓜]( 涼し い) [‡i: s a 瓜](頼 っ ば い)
[‡in a] (砂) [!ini] (隅) [!i皿i] (顔) [i皿i] ( 墨)
語 中 の 例
[ta!皇ki: 瓜] ( 助け る) [kubi!id3i] (首筋) [w aiiri:瓜] ( 忘れ る)
ス が[s u]とな る 例 も あ る ｡
[s u:] ( 節) [sl止i] ( 鋤) [s u:i払] (吸う) [s u s u] (裾) [皿u Sl m u 瓜] ( 盗む)
[kvs ni] ( 薬) [ku s ugui瓜] (く す ぐる) [n u s um] ( 盗人)
ス が[=]と な る 例 もあ る ｡
[ぢ皇ti: 瓜] (捨 て る)
セ は[!i]と な る ｡
[!iwa] (心 配) [!皇tlfi:] ( 季節) [!i払] (級) [1a!i] ( 汁) [如!i] (癖)
セ が[=]と な る もの も あ る ｡
[te:9皇t!i] (大切 ｡ 大事)
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ソ は語 頭 ･ 語 中 に お い て[s u]と な る o
語 頭 の 例
[s uri] (袖) [s u mi: 払] ( 染め る) [s ui瓜] (剃る) [s u 且] (損) [suba] (側)
[s uba9a :] ( 横)
語 中の 例
[s u s u] (裾) [軸s u] (肺) [n s tl] (味噌) [ns uga : ni] (味噌瓶) [如su] (莱)
[kan s ui] (剃 刀)
ソ が[!i]ま た は[!u]と な る 例も あ る ｡
[!id3tJ3,] (そ ぐ ｡ 稲 を そ ぐ) [7a!ibu瓜] ( 遊ぶ) [1=qd3un] (急 ぐ)
シ ヤ ･ シ ュ 4 シ ョ が 直 音 化 す る .
[s an‡iR] (三 味線) [1is a] ( 医者) [s u:] (父) [stl:d3i] (祝儀 ｡ お 祝い) [s o :
gw at王i] (正 月) [s o :jtl:] (醤油) [gu s o:] (後生)
シ ヤ ･ シ ュ ･ シ ョ が[!a][垂i] [!i]に な る 例 も あ る o
[ba!a] ( 馬車) [垂皇tu?uja] (男 ｡ 義父) [‡i肌 t与i](書物)
ザ行 子 音
ザ は 語 頭 で[dz a]また は[d3a]と な る .
[dz a :] ( 座) [1adz a] (揺) [7a m adz aki] ( 酢) [gad3aJl] (蚊) [?id3ai](漁 火)
ジ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[d3i]とな る ｡
語 頭 の 例
[d3i:] ( 辛) [d3i:] (也) [d3i:Ⅶa:皿i:〕 (落花生) [d3in a瓜〕( 次男) [d3i皿a 瓜]
(自慢)
語 中の 例
[?ad3i] (咲) [1ud3ito : 瓜] ( お じて い る ｡ 恐 が っ て い る) [kubi!id3i]( 首筋)
[ko :d3i] ( 麹) [kud3iri:瓜] ( 崩れ る) [kud3ir a] (鯨) [!ind3i:瓜](倍ず る)
[w a r ad3i] (草鞍 ｡ 草履) [de :d3i] (大変) [mi皿ikud3ira :] (耳崩れ ｡ 聴覚障害者)
[nid3i] (虹) [had3i皿i: 瓜] ( 始め る) [t!id3i] (辻 ｡ 頭頂) [*a 皿ad3i:] (鼻血)
ジ が 擬音化す る 例 も あ る ｡
[wEu nt紬:] (お じ 人 . お じ)
ズ は[d3i]とな る ｡
[w atiinid3i] (泉) [tud3i] (妻)
(上 手) [t!id3i=un] (続 く)
[kid3i] (傷) [s akad3itii] (柿) [d30 :d3i]
[tiid3i瓜] (戟) [軸d3ika s a :瓜] ( 恥ずか し い)
[minid3i] (み みず) [?e :d3i] (合図)
ズ が[d3u]とな る 例 も ある｡
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[?ud3u] (渦) [1ud3u m u 払](埋め ろ) [tad3u ni:n] (尋ね る) [肌d3ukui] ( 作物)
ズが 擬音 に な る 場 合 も あ る ｡
[ka n r a] ( 芋 蔓)
ゼ は[d3i]と な る o
[d3i瓜] ( 銭) [d3i瓜] (膳) [kad3i] ( 風)
ゾは[d3u]とな る ｡
[d311 :!i: Ⅷe:] ( 雑炊) [kud3u] (去 年) [nd3u :](溝)
ゾが[dz o]ま た は[d30]に な る 例 も ある
[dz o : ri] (草履) [d30 : rigw a :] (草 履)
ジ ョ は[d30]と な る .
[d30:tO :] (上 等) [d30 :d3i] ( 上 手) [d30 : rigw a:] (草履) [tind30] ( 天井)
ジ ョ が[d3u]と な る の も あ る ｡
[ga nd3u:] (頑 丈)
ジ ュ は[d3u]とな る ｡
[gud3u :] (五 十) [d3u :baku] ( 重箱) [nid3u:] (二 十)
夕 行子音
タ は 語 頭 ･ 欝 中 に お い て [ta]と な る ｡
語 頭 の 例
[ta :] (誰) [ta :] (田) [tar n] ( 樽) [tats uR] (立 つ) [ta ni] ( 陰茎) [tata
t!un] ( 叩く ｡ 打 つ) [tabai瓜] (束ね る ｡ 締 める) [taktI] ( 蛸) [taku m a r a] (蛸
の 墨) [ta 瓜] (顔) [1二aka s aJl] (高 い) [taki] (滝) [taki] ( 丈) [ta!皇kani]
(確 か に) [ta‡皇ki: 払] (助 け る) [tage : ni] (互 い に) [tata瓜] ( 畳) [tat i: 瓜]
[ta n u m uA] (頼 む) [ta n a] ( 棚) [tabi] (旅) [ta r e :] (盟) [tabaku] (煙草)
[tad3u ni: 瓜] (尋ね る)
語 中 の 例
[9utagwe :] (疑 い) [katat=] ( 形) [kata mi:] (片目) [kata na] (刀) [?utaki]
(御巌) [約taratiu 瓜〕 ( 働く) [n un ugatai] ( 物語) [?ita] ( 板) 〔?uta] (敬)
[v ata] ( 腹) [w ata] (綿) [kata]
( 蓋) [n ata] (股) [m ata] ( 又)
( 肩) [!igata] ( 姿) [n ata] ( 舵) [軸ta]
[c皇s akata] ( 足跡)
語 頭 で[da]とな る も の も ある ｡
[daki] ( 竹)
ま た ､ 語中 で[t!a]と な る も の も あ る ｡
[?at!a] (明 日) [=t!a] ( 下) [=t‡a](舌) [nt‡a] ( 土)
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チ は語 頭 ･ 語 中 で[t!i]と な る ｡
語 頭 の 例
[=i:] (血) [=i:] ( 乳) [t!皇ka s aJ] (近 い) [t!i: n ukubi] ( 乳 首)
話中の 例
[?i=iba n] ( 一 番) [kat!im aki] (勝 負) [如t= ba=] ( く ちばし) [m ut!igu
y
.] (
餅 粉) [mit‡igu :] ( 辻) [皿at!ija] ( 店) [n ut=] (令) [d30 :帥t=] ( 入り 口)
[katat=] ( 形) [kv= i] ( 東) [如= i](口) [na :t= ](松) [n e : nit=](侮
日) [mit=] (道) [nut=] ( 鞭) [m ut=] (節)
ツ は語頭 ･ 語 中で[t!i]と な る ｡
語 頭 の 例
[t!i:] (釣瓶) [t‡i7ni] (爪) [t!ibu] (義) 〔‥I: 瓜] (釣 る) [t!id3i]( 辻｡
頭 頂) [t!impe :] (哩) [t!皇=i肌 瓜] ( 包む) [t!in a] ( 綱) [t!id3i瓜]( 鼓)
[= id3it!u n] (続く) [= 皇kin n 瓜] ( 漬物) [= inad3u 瓜] (つ な ぐ ｡ 紡 ぐ) [=id3u
払] (注 ぐ) [ti皇t!u 瓜] (抱く) [t=t!u 払] ( 着く) [t‡皇t!u n] (突く) [t;主tii]
( 月) [ =皇kaita] ( 使 う) [tiir u] (弦 ｡ 筋) [t!in u] (つ の) [t!ir a]( 顔)
[=主ka n ai払] (養 う ､ 飼う) [t=n= ] (つ ぶ し ｡ 膝) [t!ibu r Ⅶ] ( 頭)
語 中の 例
[1at‡is a瓜] (暑 い) [?a=is a 払] (厚 い) [?at!in aitl](集 ま る) [?it=tH] (五
つ) [m ut‡皇ka sa 瓜] (難 しい ｡ 頑 固)
ki:瓜] (見 つ け る) [?at!紬i] (湯 気)
t!i] ( 季節) [?ikut!i] (い く つ)
] (二 つ) [s o :gW at‡i] (正 月)
[nat‡i] ( 夏) [n a n at王i] ( 七つ)
番頭 で[ = ]に な る 例 も ある ｡
[与皇tiniti] (朝)
番 頭 で[ts u]と な る 例 も あ る ｡
[tsukui瓜] ( 作る)
ツ ヨ が[tiu]に な る ｡
[t!u : s a瓜] (強 い)
テ は 譜 中 ･ 語 尾 で[ti]とな る ｡
語頭 の 例
[ti:] (辛)
d3ikul] ( * )
瓜] (照 らす)
[w a:t!主t!i] (天 気) [m at;igi] (睦) [tnit‡i
[?u nt!皇ke:]
[7itii] (い つ)
[ii皿ut王i] ( 書物)
[皿it!i] ( 熱)
[ti瓜] (天) [ti: 瓜] ( 照る)
[ti:d3iki:n] (て な づ け る ｡
(お 迎 え) [tl at‡i〕 ( 夏) 【i主
[ti:t!i] (- ?) [ta :t!i
[te:9皇t!i] (大切 ｡ 大事)
[titii] ( 敬) [tipI柑:] (鉄砲) [ti
育て る) [ti: n Ⅵkubi] ( 手首) [tir a s Ⅶ
[tind30:]( 天井) [tiga r a] ( 手柄)
語中 の 例
[kati肌 瓜] ( お かず ､ お さ い) [7as ati] (明 後日) [citiniti] (朝)
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語頭 に お い て [te]と な る 例 も ある ｡
[te nt!i] ( 天気) ｡ ｢天 気+ は[v a :t!主tii]と も い い ､ [tent!i]は新語 で あ る ｡
トほ 語頭 ･ 語中 に お い て[tu]とな る ｡
語 頭 の 例
[tu:] (十) [tui] (鳥) [tui払] ( 取る ｡ 奪う) [t甘王i] (読)
[tu r a] ( 磨) [tu s ui] (年老 い ｡ 老 人) [tu m ai] (泊 り ｡ 港)
[tu n e:i払] (とむ ｡ 探す) [tu9gW a] (台所) [tu : s a 払] (速 い)
ktl n u n e:] (床) [t軸u m a](所) [tud3u 瓜] ( 研 ぐ)
ぶ) [tu :i瓜] ( 通る ｡ 走 る) [tu m ain] ( 泊 まる)
(溶 け る) [tu r a!iba](
語 中 の 例
[1utu rus a瓜] ( 恐 ろし い)
る) [knt1ba] (言葉)
(お と が い ｡ 顎) [?atu]
tu] ( 普) [kutu :] ( 響)
- して く れ)
[?Ⅶtu n asa 瓜] ( おとな し い)
[haitu:i瓜] (通 り 過 ぎる)
( 級) [?atu]( 跡)
[!igutu] (tE* )
語 中 に お い て[=i] [t!u]とな る 例 もあ る ｡
[1it!皇ku] (従 兄 弟) [1i:thl] ( 糸)
ま た ､ [ti]と な る 例 も あ る ｡
[ti:tii] (一 つ) [9主tiniti] (つ と め て ｡ 朝)
ヒ トは[tt王u]と な る ｡
[tt!u] (人)
チ ャ は[t!a]とな る ｡
[t‡a :] (茶) [tia v a 瓜] (茶碗･)
[tud3i] ( 妻)
[?uttl n a] ( 大人)
[tvt王i] (時) [tu
[t甘!i] ( 砥石) [tubu 瓜] (飛
[tu ni:瓜] (止 め る) [tuki: 瓜]
[k主ttuba s 仙] ( 蹴とばす . 蹴
[7utu 肌] ( お供) [?utuge :]
[1ittⅦ] ( 一 斗) [w uttl] (夫) [?”
[bo:tⅦ] (鳩) [n natⅦ] ( 港)
ダ行 子音
ダ は 語 頭 ･ 語 中に お い て[da]と な る ｡
語 頭 の 例
[da n ai瓜] (黙る) [da 皿a S u 払] (偏す) [dar q saJa] ( だる い)
語 中 の 例
[tn u ndani] ( 魚を釣る 餌) [*a n adai] ( 演轟 れ) [juda n] (油断) [n ada](演)
語 中 で[r a]と な る 例 もあ る ｡
[垂araka:] (裸) [ju r a] ( 枝) [Ⅷa r a] ( まだ)
[tare : 皿a] (す ぐ｡ 直 ち に) も ｢た だ い ま+ に 対応する も の で ｡ ｢だ い+ が[r e :]と な っ
た も の で あ る ｡
語 中で[d3a]とな る 例 も あ る ｡
[Gid3ai] (左) [nd3a!e :] (出せ) [?e:d3a] (間) [1a!id3a] ( 足駄o 下駄)
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デは[ri]とな る が ､ 今 回 の 調 査 で は見 出 した 用 例は 多く な い o
[‡iriga軸:] ( すで 果報 ｡ あ りが と う) [s u ri] (袖)
語中 で[d3i]と な る 例 も あ る ｡
[9kad3i] ( 百 足)
ドは[du]と な る ｡
[du:] ( 胴｡ 体) [du :te :] (胴体 ｡ 体) [duku] (秦) [du r u] ( 梶) [du‡i] ( 衣
達) ｡ た だ し ､ ｢道具+ は[do :gu]とな る ｡
ドが[ru]に な る 例 も あ る ｡
[如 r u] ( ほ ど｡ 体 の 大 きさ) [?u r u r ut!u 払] (繁く)
ナ 行 子 音
ナ は 語 頭 ･ 語 中 にお い て[n a]と な る ｡
語 頭 の 例
[丑a:] (負) [n a :ka] ( 仲) [n aga s aJl] ( 長い) [n agari: 且] (流 れ る) [n at‡u瓜]
(泣 く) [n agi: 瓜] (投げる) [nat!i] ( 夏) [n adi: 瓜] (撫 で る) [n a n at!i] (七
つ) [nab i] ( 鍋) [n agui] ( 波) [n a ri:払] (慣れ る) [n ada] (涙) [naiJl] (
鳴 る) [n a r ai瓜] ( 習 う) [nara :sua] (教え る) [且a7ni: 瓜] ( 証め る) [n a m a 皿u瓜】
( 生 もの) [n ai肌 瓜] ( 果実) 【nakaba‡ir a] (長 男 ｡ 主 人) [nasu 瓜] (産む) [且ata]
(鉱) [n a n ad3u :] (七十) [n aga ni] (背中) [n aka 皿daka ri] (中集落) [n aju n]
( なる ｡ 出来 る) [n a m a ri] (鉛)
語 中 の 例
[junaka] (# q))
[ka 且n ai] ( 育)
[*an a!i] (#)
( 穴) [ke :n a]
[?in aka] (田舎) [n n ad3i] (鰻) [?utu n a s a 瓜] ( お と な しい)
[d3ina 瓜] ( 次男) [t王i皿ad3tl瓜] (つ な ぐ ｡
[垂a 皿adai](沸垂 れ) [B)a n n aka] ( 真申)
( 腕) [?utuna] (大 人) [katan a] (刀)
棚) [t!in a] ( 網) [血a 皿a] (花) [?n n a] (皆)
語 中 に お い て 擦音す る例 も あ る ｡
[han s uJl] (放す ｡ 妊 どく) [垂a nta] (は な た ｡ 端)
ニ は語 頭 ･ 蕃 中 で[ni]とな る ｡
語頭 の 例
[皿i:] ( 荷) [niai瓜] (似合う) [ni: 払] (煮 る)
瓜] ( 撮る) [nid3tl :] (二 十) [ni6a :ku] (二 百)
(似 る) [nind30 :] ( 人形) [nind3i瓜] ( 人間)
ie :ta:] ( 青 年た ち) [nigiri] (に ぎり ｡ 右)
語 中 の 例
紡 ぐ) [kana芯化瓜] (秩)
[n n atu] (港) [?a n a]
[!i皿a] (砂) [ta n a] (
[ni:to:払] (煮 えて い る) [nid3i:
[nit!o: 瓜] ( 似て い る) [皿i: 瓜]
[nid3i] (虹) [ni!i] ( 北) [ni
[皿e : nit!i] (侮 日) [1uni] (鬼) [gani] (餐) [ta‡主kani] (確か に)
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ニ は 語 頭 で[mi] と なる 例 も あ る
[ni:nq瓜] ( 新しい も の)
ニ が 擬音 とな る 例 も あ る
[d3i瓜] (鋲) [nd3a S a 瓜] (苦い)
ヌ は[n u]と な る ｡
[n u su r u] (盗 人) [n u s u n u瓜] (盗 む) [nunu] ( 布) [n ni瓜] ( 塗る) [n ud3un] (
抜 く)
ヌ は 語 頭 ･ 語 中 で 擬 音化 す る 例 も あ る ｡
[ndin n 払] (滞 れ た も の) [ndi: 瓜] ( 揺れ る) [?i払] (犬) [t!i払] (着物)
ネ は 語 頭 ･ 語 中 で[ni]と な る ｡
語 頭 の 例
[ni:] ( 根) [nigai瓜] ( 願 う) [ni:gui]
[nim a ri: 瓜] (ね ま る ｡ 腐れ か か っ て い る)
[nid3i:] ( 念じ ｡ 我慢)
話 中 の 例
[?且nida ni] (樹 種)
( 棉) [ta ni] (陰茎)
り) [垂a ni] ( 羽)
[m a nits u 瓜] (招く)
[ka ni] (鍾)
[軸ni] (船)
(棉) [nind3u 且] (寝 る) [nit!i〕 (熱)
[nibtlta:] ( おで き) [ni:s a瓜]( 遅い)
[i: ni] (腹) [s o :kibu ni] (肋骨) [nni]
[9in ni] ( 昼寝) [nd3a ni:] ( 言い 兼ね ｡ 吃
[軸ni] ( 骨) [n ni] (狗)
ノ は 語 頭 ･ 語 中 で[ntl]と な る ｡
語 頭 の 例
[n nt川i瓜] ( 登 る) [n ukuiJl] (残 る) [n uktltO : 瓜](焦 っ て い る) [nuba sll 瓜] ( 伸ば
す) [n u r o : 瓜] (伸びて い る) [肌!i: 瓜] ( 乗せ る) [nu ni:] (蚤) [nu n u n](飲 む)
[皿ui瓜] ( 乗る) [n udi:] ( 喉) [nlldi:gu軸] (の どち ん こ) [肌kud3iri] ( 鋸)
藷 中 の 例
[n ut!i] (令) [ta肌 皿u瓜] (頼む) [nu nugatai] ( 物語) [w u n q](錠) [t!in u :]
( 昨日) [kun u] (こ の) [t‡inn] (角) [n u n 甘] (布)
ノ が 擦 音 と な る 例 も あ る ｡
[nd3i] (の ぎ ｡ 耕) [mi:nu瓜] (新 しい も の) [*1 r u肌 瓜] ( 古い もの) [tnu nda ni] (
も の 種 ｡ 餌) [kunt!皇t!i] ( 今月)
ハ 行 子 音
ハ は 語 頭 ･ 譜 中 に お い て[垂a]と な る ｡
語 頭 の 例
[垂a!iri] (雨 戸) [垂aru] ( 畑) [約ta r at‡n 瓜] (働く) [垂atiu瓜] (吐 く) [垂an a]
(鼻) [垂a n ad3i:] (鼻血) [*anadai] (凍垂 れ) [垂a n ata] ( はな た｡ 端) [垂a :]
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(歯) [垂aku] ( 箱)
( 鉄) [垂a:ja] ( 柱)
*) [*an a!i] ( # )
(暗れ る)
語中 の 例
[k甘*a sa Jl] ( 固い)
[*akai瓜] (計 る) [*agi: 瓜] (禿げる) [*a= ](棉) [*as a瓜]
[*ad3ika s a :瓜] ( 恥ずか しい) [*a r aka] (裸) [*at!a :] (
[*ana!is n 瓜] (話す る) [軸ni] ( 羽) [軸i] (針) [?ari: 瓜]
[kv*a me :] (硬 く な っ た ご飯)
(固 ま っ て い る ｡ 頭 が さ え て 眠 れ な い) [ja軸r a s an]
さ え て 眠 れ な い) [?at‡皇*atito : 瓜] ( 飽き て い る)
[如 軸i瓜] ( 固ま る) [kv軸to : 瓜]
(柔 らか い) [ni:gu垂ai] (帝 が
[ki: n u車a :] ( 木の 葉)
語 頭 で は[ha]に もな る ｡ 同 一 語 を[垂]と も[h]と もい う と こ ろ か らす れ ば､ [垂]と[h]は 音韻
的 対 立 を 示 さ な い と 考 え られ る ｡
[ha‡iri] (雨 戸) [ha r u] (畑) [hata r at!a:] ( 働き者) [ha=ind3a S u A] (吐 き 出
す) [ha n a w n:] (鼻緒) [ha nta] (側) [habu](ハ ブ ｡ 毒 蛇) [har u] (春) [ha
n a] (花) [ha n a] (蘇) [had3it= ](結婚 の 印 に夫 人の 手 の 甲に 施 し た入 れ墨) [ha
i払] (走 る ｡ 船が 通 る) [haitu:i瓜] (通 り過 ぎる) [had3i: n] ( 着物な ど脱ぐ) [ha
ka] ( 義) [ha ni:瓜] ( 跳 ねる) [ha!igu] (梯子) [had3i皿i:払] (始 め る) [ha:je :]
(走る こ と) [ha nbu 瓜] (半分) [han s un] (放す ｡ 解く)
[han a ndaka ri] ( 浜 側の 集落)
語 頭 ･ 語 中 で[pa]に な る 例 も ある ｡
[pa :pa :] ( 祖母) [?u軸:pa :pa :] ( 曾祖母)
ヒ は 語 頭で[9i]と な る ｡
[与i:] (火) [cir u] ( 塞) [9inni] ( 昼寝)
ひ る) [9i:sa瓜] (寒 い) [!i9 gu](垢)
[ぢir u 皿a‡i:] (昼食) [ぢi: n] (鼻 を
[写真s a] (足) [9主s akata] ( 足跡) [9主
s adat‡i] ( 足の 甲)
･ [c皇t‡i:] ( 一 日中) [6i:d3a :] (山羊) [s皇ku s a 瓜] ( 低い)
[9ir a] ( 坂) [9id3u r u S a瓜]
i] ( 左) [9皇t!u 瓜] (引 く)
(ぺ しや ん こ に す る)
( 冷た い) [ぢ主t!ai払] ( 光る) [音量t‡e :] ( 額) [cid3a
[s皇ppar e:] ( 引っ 張れ) [si皿a] ( 暇) [cir aka s u 瓜]
[垂i]とな る 例 も あ る ｡
[垂i:] (火) [垂iba:‡i] (火 箸)
[*i: s aJl] (寒 い) [垂i:] (日)
[*ir u] (i)
[*id3i] ( i )
( 広い) [垂in s u : ntlJl] (貧 し い も の)
ま た[!i]とな る 例 もあ る ｡
[!主t!id3u] ( 引き 潮)
[垂i: 瓜] ( 干る) [垂i:瓜] (鹿 を ひ る)
[垂irllgi:瓜] ( 広げる) [垂iru s a : 瓜]
フ ほ 語頭 ･ 語 中 で[垂u]とな る ｡
語 頭 の 例
[軸ta] (蓋) [約tas u 瓜] ( 蓋をす る) [軸ni] ( 舟) [軸ju] (冬) [*uiJl] (降る)
[軸i瓜] (振 る) [*uru saJl] ( 古い) [軸 m 肌 瓜] (古 い もの) [軸ka s a : 瓜] (深い)
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[約kkwi: 瓜] ( ふ く れる ｡ 腫れ る) [*vkkwito : 払] (ふ く れ て い る ｡ 腫れ て い る) [軸tfu
払] (吹く) [約ku r u] (栄) [ 吋ibu=] (節々)
語 中の 例
[te :軸 :] ( 台 風) [ju :*u r u] (風 呂)
へ は[9i]と な る .
[6in ai瓜] (減 る) [6i:ba :gw a] ( 茶 色の 蛇) [1o :ciba :] (青大将)
[垂i]と な る 例 もあ る .
[*i:] ( 鹿) [垂ir a] ( 箆) [垂主s s an] (へ しさ o 薄 い)
ホ は 語 頭 ･ 語中 に お い て[軸]と な る ｡
語 頭 の 例
[垂u:] (穂)
(蕃め る)
は か ｡ 外)
[*u :] ( 棉) [約kui] ( 挨) [軸 =] (星) [垂uni] ( 骨)
[軸i瓜] (掘 る) [軸nto:] (本当) [軸ru w a : s u 払] ( 育て る)
[軸s u] (僻)
[*u7ni: Jl]
[軸ka] (
語 申 の 例
[?u軸tt‡u] ( 大 人) [1u軸n ugi] ( 大麦) [?u*ukunato: 払] (多く な っ て い る ｡ 増 え る
) [?u s s a軸kura s a s o : 払](喜ぶ) [‡iriga軸:] ( ありが と う)
[bo]とな る 例 も あ る ｡
[ho: tni] (陰部) [ho: mis u 払] ( 性 交 する) [ho:t!a]( 包 丁)
[bu]と な る 例 も ある ｡
[bu r age :] ( ほ ら貝)
バ 行子 音
バ は 語頭 ･ 君 中に お い て[ba]と な る ｡
番 頭 の 例
[ba!a] (馬車) [ba: 瓜] ( 香) [bas a w u :] ( 芭蕉)
話 中の 例
[n akaba!ira] (中柱 ｡ 長男 ｡ 主 人) [?i=iba 瓜] (一 番)
瓜] ( 夕食) [s abatii] (歯が 密 で な い 櫛) [k甘t!iba‡i]
[1a s abaJl] ( 朝食) [ju:ba
( 噂) [k皇ttuba s u s u 且] (蹴
と ばす ｡ 蹴 る) [tabai瓜] (束ね る ｡ 締 め る) [d帥:baku] ( 重 箱)
[n uba s u瓜] (伸ばす) [垂i:ba!i] (火箸) [甘at!iba r a] (脇腹)
[kutqba] (言葉) [s aba] ( 草 履) [s uba] ( 側｡ 横)
ビ は[bi]と な る ｡
[b i瓜] ( 壕) [1i:bi] ( 指) [?i:bin a9i:] (指輪) [kub i] (育)
首筋) [?ibi] ( 海老) [?ibigwa :] ( 海老) [?akubi] (あく び)
[tabi] ( 旅)
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[tabaku](煙草)
[t!i:ba](牙)
[kubi!id3i] (
[?u :bi] ( # )
ビが 擬音と な る 例 もあ る ｡
[to:n utii瓜] (唐 黍 o 黍) [m a :d3i瓜] (菓黍 b 稗)
ブは[t柑]と な る ｡
[t!ibu川] ( 顔) [nibuta :] (お で き) [kat!u :b山i] (鰹 節) [hanbu h] (半分)
[軸王ibu!i] ( 節々) [kubu] (昆布)
プが 撒 音 と な る 例 も あ る ｡
[t‡in!i] (つ ぶ し ｡ 膝) [?a n r a] (油)
ベもま[bi]と な る ｡
[kubi] (壁) [n abi] (鍋)
ボは[t川]とな る ｡
[n ubtli瓜] ( 登る) [so :kibu ni] (肋骨) [t王ibu] ( 壷)
ボが[bo :]に な る 例 も あ る ｡
[bo :] (棒) [bo:d3iri] (棒切 れ) [gu 皿bo:] (牛努)
マ 行 子 音
マ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ma]とな る ｡
語 頭 の 例
[n akai] (ま か り ｡ お 椀) [m a : s tl]
く) [m ats u 瓜] (待 つ) [m ats un]
[n agaih]
[皿agi: 瓜]
[皿at!igi]
[皿at!ija]
に い る 虫)
( 曲が る) [n akkw a] (枕)
( 曲げる) [皿a :i:] ( 鶴)
(真塩 ｡ 塩) [n a ntaki] (全部) [皿atiu n] (蒔
(巻 く) [m a:in a:i] ( 時々) [n a nits u 瓜] ( 招く)
[n aki:瓜] (負 け る)
[m ata] ( 股) [皿ata]
( 睡) [m ami] (豆) [n aju] (局) [n a n n ak]
(店) [7n atte : A SO:瓜] ( 丸く して い る ｡ 丸 い)
[皿a:S a払] ( 美味 い) [皿a :] (ど こ)
帯 中 の 例
[1a m a s a 瓜] ( 甘い)
[ =r u 皿a!i:] (昼 食)
[?a 皿adz aki] ( 節)
[n a m a 肌 瓜] (生 もの)
[皿ak ita瓜] (負 けた)
(又) [n a :t!i] ( 松)
(真申) [m a r a](まだ)
[m a 皿iga : 帆 :ii:] (豆 の 中
[?atii7nai払] (集 ま る) [ka m atfi] (顎) [皿 a ri: 瓜] (生 まれ る)
[kat!in aki] (勝負) [ktln a S a 瓜] ( 細か い) [d3i皿an] (自慢)
[dana su払] (偏す)
[1n n aga] ( 孫)
皿a] ( 山) [n a n a] ( 今) [皿皿a] ( 局)
[ha皿a] ( 浜) [sin a] (暇)
マ が 樺音 とな る 例 もある ｡
[ja nba n lgi:ta :] (片 足 跳 び)
ミ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[皿i]とな る ｡
語 頭 の 例
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[d3i: 皿a : 皿i:] (落花生) [na皿ari] ( 鉛)
[tu n ai] ( 泊り ｡ 港) [1a n a] ( あそ こ) [ja
[ka na] (i ) [ku r u n a](*) [!in a] (A)
[mi*e :] (御 拝 ｡ あ りが とう) [mid3i] ( 水) [miTnigui] (普) [minta n a] (水を使
う と こ ろ Q 台 所) [mitiigu :] (道 合 ｡ 辻) [nimikud3ir a :]( 耳崩れ o つ ん ば) [皿i:
t!i] (三 つ) [min aju] ( 眉) [niii: 瓜] ( 見せ る) [ni:gu ris a n] (見え に く い)
[mit!i] (道) [mit!iki: n] (見 つ け る) [mimi] (育) [ninitabu] ( 耳た ぶ) [mi
mid3i] ( み みず)
語 中 の 例
[7a mi] (柄) [? mi] ( 海) [Ⅷmi] (膿) [?ukatni] (神) [!ini] ( 隅) [!imi]
(顔) [!illi] ( 墨) [nu 祖i:] (餐) [gu mi] (ごみ)
ミ が 擬音 と な る 例 も あ る ｡
[n s n] (味 噌) [n s uga:皿i] ( 味 噌瓶)
(溝) [nt!u瓜] ( 見る) [?n n a] ( 皆)
[ka n s ui] ( 剃 刀) [s a nfi瓜] (三 味 線)
( 菰) [tatan] (畳) [kaga瓜] ( 鶴)
[ku r a‡i瓜] (暗闇) [tiid3i払] (鞍)
[b i]と な る 例 も あ る ｡
[kabi] (舵)
ム は 語 頭 ･盲賢中 に お い て[n u]と な る ｡
[m ud3i] (麦) [m ut‡皇ka s a 払] (難 し い ｡
延) [m u :t‡i] (六 つ) [m u :ku] (婿)
[n s utn a s u] (味噌 塩) [nt王a] ( 土) [nd3u]
[n n atu] (港) [ka n ai] (雷) [ka9ku :iR]
[mi9kud3ir a :] ( 耳 崩 れ｡ つ ん ぼ) [!ir a 瓜]
[*a s a瓜] (秩) [gad3a n] ( 蚊) [ti:d3iku瓜]
頑固) [n u :d3in aku :] ( 麦粉) [nu王i川] (
[m山i] ( 盟)[m u s ubu 払] ( 昆布な どを結ぶ)
[皿ut!i] (鞭) [m u r a] (柿) [1it!i肌王i] 動物
ム が 擬音 と な る 例 も ある ｡
[9kad3i] ( 百足) [Dka‡i] ( 育) [nni] (胸) [n n aiim u 瓜] ( 空し も の ｡ な い) [nna
王i9a r a] (空 しか ら ｡ 空 っ ぽ) [ku nda] (こむ ら ｡ ふ く らは ぎ)
ム が[t川]とな る 例 も あ る ｡
[habu] (ハ ブ ｡ 毒 蛇) [kibui]( 痩) [kibu s aJl] (煙 い) [mbus u 瓜] (蒸す)
メ は 語 頭 ･ 語 中 にお い て[mi]と な る ｡
語 頭 の 例
[mi:] (目) [皿i:] ( 罪) [nigui瓜] ( 巡る ｡ 回 る) [mi:n u 皿atSigi] ( 睡)
[mi:n u n aju] ( 眉) [Eliii: 瓜] (見せ る) [mi:guris an] (見え に く い)
語ヰ の 例
[?a ni] ( 網) [1u皿i] ( 海) [m ni] (膿) [?ukani] ( 秤) [‡ini] (柄)
ミ が擬 音 と な る 例 も あ る .
[n s u] (味噌) [ns uga : 皿i] ( 味噌瓶) [n sun a s u] ( 味噌塩) [nt‡a] (土)
[nd帥] ( 港) [nt‡u 瓜] (見 る) [?nna] ( 皆) [nn atu] ( 港)
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[bi]とな る 例 も あ る ｡
[kabi] (舵)
ム は 語頭 ･ 語 中 にお い て[m u]と な る ｡
[m ud3i] (麦) [m utl皇ka s a 瓜] (難 し い ｡ 頑固) [肌 :d3in aku :] (麦粉) [mu!ir u]
(蓮) [n u:t!i] (六 つ) [m u:ku] (婿) [皿u!i] (虫) [n u s uh払] ( 結ぶ)
ム が 擬 音 とな る 例 もあ る ｡
[9kad3i] ( 百 足) [9kaii] ( 普) [nni] (胸) [n n a!in u 瓜] .( 空し もの ｡ な い)
[bu]とな る 例 も あ る ｡
[babu] (ハ ブ ｡ 毒 蛇) [kibui] ( 煙)
[n ut‡i] ( 節) [m u n ugatai] ( 物語)
[kit川 S a 払] (煙 い) [祖bus u 瓜] (蒸す)
[皿u n u] ( 桃) [ntltn u] ( 腿) [m ui瓜](漏る)
語 申 の 例
[ni: n u払] ( 新し い 物) [kw a : m uja :] ( 子 守) [!imutii] ( 春 物)[w aka7ntl瓜] ( 若者)
[bⅦ]と な る 例 も あ る ｡
[?mbu!i] ( 重 し) [?mbu s a :瓜] ( 重い) [ka:buja :] ( 川 守｡ 偏噛) [ktl:bu](蜘株)
ヤ 行 子 音
ヤ は 語 頭 ･ 語 中 で[jaと な る ｡
語 頭 の 例
[ja :] ( 屋｡ 家) [jai] (檎) [ja :] ( 失) [ja m a] (山) [jan u 払] ( 痛い)
粛 中 の 例
[ju9jaga n a s a 払] (や が ま しい ｡ う る さ い) [1uja n ut!a :] ( 両親) [?tlja] ( 親)
ヤ が語 中 で 脱落 す る 例 も あ る ｡
[1u r a : 皿a S a S uJl] ( う らやまさ す る ｡ 羨 む)
ユ は 語 頭 ･ 譜 中 で[ju]と な る ｡
語 頭 の 例
[jtl:] ( 爵) [juka] (床) [jumi] ( 弓) [ju :ba 瓜] ( 夕 飯) [jun a9gi] (夕暮れ)
語 中 の 例
[皿aju] ( 局) [1at‡iju:] ( 熱湯) [cid3u ruju:] (冷水) [s a :ju :] ( 白湯)
ユ が[jo]に な る 例 も ある ｡
[jo r o : s a 払] (緩い)
ヨ書ま[jq]とな る ｡
[ju ru] ( 夜) [ju n u且] (読む) [jun u 瓜] ( 数え る) [jubtl 瓜] ( 呼ぶ) [juni] ( 嫁)
ヨ ワ が[jo:]と な る ｡
[jo : s a 瓜] ( 弱い)
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ラ 行子 音
ラは 語 頭 ･ 譜申 で[r a]と な る .
[r aku] (楽) [?a r a s a 瓜] ( 荒い)
[n a r a : s u 瓜] ( な ら わせ る ｡ 教え る)
[?a r ain] ( 洗 う) [1ir abu瓜] ( 選ぶ)
[till r a S a R] ( 美しい) [gara s a :] (烏)
[da]とな る 例 も ある ｡
[dattio :] (練韮) [ku nda] (こ む ら ｡ ふ く ら は ぎ)
[s a]と な る 例 も あ る ｡
[官主s a] ( 足) [ぢ皇s akata] ( 足跡) [c皇s adat=] ( 足の 甲)
ラ エ[s a]と な る 例 も ある ｡
[ku n e:i払] ( 堪 える ｡ 我慢 す る)
リ は 語 頭 で[ri]と な る ｡
[ri:] (利 ｡ 弄り子) [rint!i] (怖気 ｡ 嫉妬)
語 中 で は[i]と な る ｡
[1aiko:] ( 蟻) [kannai] ( 雷) [kvs ui] ( 莱) [kibui] ( 煤) [tui] ( 鳥)
[m akai] ( まか りo お椀) [ka11 S ni] (剃刀) [*ai] ( 針) [6id3ai] (左)
[ri]にな る 例 も あ る ｡
[?iri] ( 入り ｡ 西) [tiiri] (霧) [d3iri] ( 義理) [dzo : ri] (草履)
ル ほ[ru]と な る ｡
[軸r u sa : 払] ( 古い) [*ur u n u 瓜] ( 古い 物) [cir u m a!i:] (昼 飯) [‡iriii] (印)
ル が 促音化 す る 例 も あ る ｡
[w a s s aJa] ( 悪い) [n atte :瓜] (丸い 状態)
ま た ル が 擦 膏 と な る 例 も ある ｡
[ =n ni] (昼 寝)
レ は[ri]とな る ｡
[?ari] (あれ) [ku ri] (これ) [?tl ri] (お れ ｡ そ れ) [bo :d3iri] (棒切れ)
語 尾 で[i]とな る 例 も あ る ｡
[串a ndai] (鼻垂 れ)
ロ は[r u]と な る ｡
[r ll:] (檎) [7utu ru‡inu 瓜] ( 恐ろ し い も の) [1n r u r ut!u n] (驚く) [1iru] (負)
ワ 行子 音
ワ は 語頭 ･ 語 中で[w a]と な る ｡
語 頭 の 例
- 1 0 0-
[wa 払] ( 私) [w atta :] (私た ち) [warai瓜] (笑 う) [w ai瓜] (割 る) [w a s s a n]
( 悪い) [w at‡i] (脇) [w at!iba r a] ( 脇腹) [wa王iri: 払] ( 忘れ る)
語 中の 例
[t!a w a払] (茶 椀) [ka w ai瓜] (変わ る) [1u w ai瓜] ( 終わ る) [?a w ati: Ja] (慌て る)
ワ は 語中 で 脱落 す る 例 も あ る ｡
[ka :] ( 皮) [ka:] (川 ｡ 井戸) [ka: r a] ()tl原 . 川) [ka:ra=u 払] ( 乾く)
コ ワ が[ko :]と な る ｡
[ko : s uR] (壊す)
ワ イ が[je :]と な る ｡
[ju:je :] ( 祝い)
古語 の ヰ は[?i]ま た は[ji]と な る ｡ 見 出し え た用 例は 少な い ｡
[りin aka] (田 舎) [ji:瓜] (坐 る)
ま た[bi]と な る 例 も あ る ｡
[b i:gu] ( A
-
.*)
古語 の ヱ は[ji]と な る ｡
[ji:] ( 絵) [ji:go : s a 瓜] ( ゑぐし . 揮 い)
古 語 の ヲ は[w u]と な る ｡
[w u:] (緒) [w uki] ( 棉) [w u n u] (斧) [wutu] (夫) [w utti:] ( - 昨日)
[耶1払] ( 居る) [wui払](祈る) [w u ri: 瓜] (折れ る) [w u:m u払]( 雄)
ヲ が[ji] [ju]に な る 例 も あ る ｡
[jin agu] ( 女) [jin agutSo:r e:] (姉妹) [?iju] (い を . 負)
擬音
擦音 は渡嘉敷方言 で も擦 音 とな る ｡
[ji瓜] ( 蘇) [tan] (顔) [‡i瓜] ( 級) [d3i払] ( 勝) [ti払]( 天) [ha mbq 瓜]
( 半分) [ka9 ge:i瓜] (考 え る) [s a n!i瓜] (三 味 線)
促音
促音 も促音 と な る ｡
[?ippai] ( 一 杯) [1ippu :] (一 俵) [tippu :] (鉄砲) [?ittu] (一 斗) [jukka]
(四 日)
他 に 語中 で ラ行音が 促晋化す る 場合が ある ｡
[ga s s a 瓜] ( 軽い) [りattiu瓜](歩く) [1atta :] (あれ た ち) [w a s sa n] ( 悪い)
[Ⅶakkv a] ( 枕)
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嶺写 5 節 宮 良 プぎ 言
1. . 音韻体 系
膏 薬
宵 良方言 に ほ 次の 2 4 個 の 音素 が 認 め ら れ る ｡
母 音音 素
子 音音素
半母 音音素
拍 音 素
拍
I
'
1
-
e a o u (6 個)
h k g t d c s
J W ( 2個)
N 也 (2 個)
b m (1 4個)
宮良方言 の 拍構造 は次 の よう に な る ｡ C は子音 ､ S は半母 音 ､ Ⅴ は母 音 を表す ｡
CV C SV V C N ” Q
そ の 拍 を表 示す れ ば ､ 次 の よ う に な る ｡
'
i
'
T
'
e
'
a
'
o
'
u
'
ja
[1i] [?
'
l
'
] [1e] [?a] [?o] [?n] [?ja]
[i] [T] [e] [a] [0] [u] [ja]
hi he ha ho hu hja
[!i] [he] [ha] [ho] [軸] [9a]
[*o] [fu]
ki k
'
l
'
ke ka ko ku
[ki] [k
'
l
'
] [ke] [ka] [ko] [ku]
gi g
'
1
'
9e 9a gO gu
[gi] [g
'
1
'
] [ge] [ga] [go] [9q]
ti te ta to tu
[ti] [te] [ta] [to] [tu]
di de da do du
[di] [de] [da] [do] [du]
ci c
'
l
'
c a c n Cja
[t=] [tsT] [ts a] [ts Ⅶ] [=a]
si s
'
1
'
s e s a s o s u Sja
[!i] [s
･
l
･
] [!e] [s a] [s o] [s u] [!a]
zi z
'
l
'
[d3i] [dz
'
l
'
]
ri ri
[ri] [rT]
Z a Z O Zu
[dz a] [dz o] [dz u]
ra r O r u
[r a] [r o] [ru]
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'
jo
'
ju
'
wa
[?jo] [1jtl] [?w a]
[jo] [ju] [w a]
kjo
[kjo]
cjo
[t!o]
sjo
[!o]
zjo
[d30]
kin
[kjⅦ]
cju
[t!u]
sju
[!tl]
zju
[d3u]
kwa
[kwa]
gW a
[9W a]
n[n
p
[p
b
[b
m
[m
1
1
1
1
1
1
1
1
1
[:]
]
]
]
n
[n
p
[p
b
[b
m
[m
1
▲●
1
● ●
1
1
1
●●
1
1
■◆
1
1
[:〕
]
]
]
n e
[皿e
pe
[pe
n a 皿0 nu
] [na] [n o] [n u]
pa pO pu
] [pa] [po] [pu]
ba bo bu
[ba] [bo] [bu]
me
] [me]
e
[:]
N[n]
'
N[m. n . 9. 瓜]
Q[垂. f. k. I. s . ～. p.]
具体 用例 と 音 声的特 徴
tn a m O mu
[Tna] [mo] [mu]
a
[:]
0
[:]
u
[:]
pja
[pja]
bjo
[bjo]
(1) 母 音
宵 良方言 で は 中音 の /
'
1
' / が 認 め られ る 点に 特徴が あ る . 当方 言 の 中音 母 音/
'
1
-
/ は､
[k
'
l
'
:] (木) ､ [りu s
'
l
'
] ( 午)､ [p
'
1
'
:r
'
1
'] (昼) の よ う に 観察 され る が ､ 隣 りの 白 保方言よ り
も摩擦 性が強 く 保持 され て い る ｡
ま た ､ 当方言 で は語頭 で ､ 母 音は 声門破裂音[1]を 伴う こ とが 多 い が ､ 弁別 的特徴 を表
す も の で 杜 な い ｡ 母 音は 他の 子 音や 半母 音 と結合 して 拍 を形 成する ｡ 具体的 に は次の よう
に あ らわ れ る ｡
1
[1i与i] (石) [1ike] ( 池) [1i軸ts u :] (い く つ)
耳) [?a!i] (汁) [1udi] ( 腕) [皿i:] ( 目)
( 棉) [m akim] (負 ける) [ni: n utⅥ](根元)
[pariru 瓜] ( 暗れ る)
[mi:] ( 芽) [puni] ( 骨)
[mi瓜] (
[ni:]
¥
･
1
･
tま[p
'
l
'
:] (女 陰) と[pu:] (穂) な ど の よ う に 他の 母 音 と音韻 的対 立 を示 し ､ 次の よ う
に あ らわ れ る ｡
[?u s･1
･
] (午) [dz
'
1
'
: n a ni] (落花 生) [p
'
l
'
ni] (髭) [ワis
'
a
'
k
'
1
'
] (息) [?aba] (油)
[s
'
ita] (舌) [k
'
i9k
'
l
'
:] (黄色) [sak
'
1
'
] ( 岬)
[midz
'
l
･
] (水) [｡ts
'
ika u] (使 う) [ts
'
1
.
n u 瓜] ( 注ぐ) [s紬
'
1
'
] ( 月) [ts
'
1
'
dz
'
l
'
瓜] ( 戟)
[k
'
1
'
:] ( 毛)[p
'
l
'
:] ( 展)[p
'
l
'
r a] ( 箆)[nits
'
l
'] (熱)
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e は[ke : r a] (皆さ ん) と[ka:raョ ( 川) の よ う に ､ 他の 母音 と対立 を示す ｡
[n e : m e : n a :] ( もっ と) [pe : r e] (畢魅) [me :he : s o : n a :] (新 し い よ)
a は[ta 払] (顔) と[ti瓜] (天) の よ う な 対立 を 示す ｡
[m a nta] ( 節) [ka :*u瓜] ( 耕す) [軸tai] (鶴) [pajaha 肌](早 い)
o は[ni:] (荷) と[n o:] ( 何) の よ う な 対 立 を 示 す ｡
[s o : s oi] [s o:stli] ( 白い) [kako:] ( 雑巾) [t魯r O :] (砂糖 を入 れ る 樽)
[p
･
1
･
r o : m u n u] ( 昼食) [jubo 瓜] (夕 食) [to:瓜] (研ぐ) [do9gu] ( 道具)
u は[pu:] ( 徳)と[p
'
l
'
:] ( 女陰) の よ う な 対 立 を示す o
[?uta] (敬) [1udi] ( 腕) [7ub
'
1
'
] (帯) [?u約p
'
itu] ( 大人) [su 瓜](損)
[?u s
･
1
･
] (午) [s u r u瓜]ま た は[s u r n] (拭く) [nunll] (布) [n ats u] ( 夏)
a
0
u
以 上 の よう に ､ 母 音は 他 の 子 音や 半母 音 と結合し て 拍 を形 成す る が ､ 母 音単独で も柏 を
形 成す る ｡ い わ ゆ る 長母音 がそ れ で あ る ｡ そ の 点で 長 母 音は拍音 素 と して の 性格も合 わ せ
持 つ ｡
1
[?i:]( 管) [?i:] ( 袷) [ni:] (根) [pi:!a瓜] (寒 い)
'
1
'
[k
･
1
･
:] ( 木) [k
'
l
'
:] (毛) [dz
'
1
.
:] ( 地) [ts
'
l
'
:] (乳) [ts
'
l
'
:] ( 血)
e
[pirige :*u] ( 涼む) [te :*a :] ( 冗淡) [duge :ru] ( 叫ぶ) [be: r uョ (舌を 出す)
[jⅦ: ndo r e :] (夕 もや)
a
[ja:] (衣) [ka :如旭] (耕す) [ta :Dgu] (
一 斗缶) [s a :go:]
,
(咳) [Ⅶa : s u] ( 堤)
0
[n o :](何)
[s o :] (竿)
[軸:] (為 る)
[kju :] (今 日)
u
(2) 子 音
[n a r o: 瓜] ( 習う)
[9u!0:] (後生)
[s a:帥 :] ( 咳)
[gu nbo :] (牛背)
[?ino :] ( 砂)[d30 :dz u] ( 上 手)
[垂o:] (食う)
[!n: w a] (心配) [ju:Ador e :〕 ( 夕もや) [kju:](旧)
[1utiu:] (轟)
' は[?a :] (莱) と[w a:] ( あな た) ､ [m ai](棉) と[naⅦi] (豆) な どの よ うな 音韻上
の 対 立 を示 す ｡
タ
は 主 に母 音や半母音 お よ び擬音 と結合し て あ らわれ る ｡
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[?a oho s o n a:] (青い ね) [?i:] (胃) [ktli] (声) [7a upa] (青葉 ｡ 野 菜)
也
h は[haku] (箱) と[kakn] ( 垣根) の よう な 音韻 上 の 対立 を示 す ｡
[sir a 皿ba :na :] ( 馴ブよ う ね) [p
'
l
.
: du ci:](庇を し た の か) [naihe : s o :n a:] (広
い) [hagir u瓜] (禿げ る) [ma n lho] (低 い) [fv如ha瓜] (黒 い) [f抽aha r u] (暗
い) [*u ni] (舵) [ktlbo6a :] (崩 せ)
[bai] (南) と[pai] ( 灰) に よ り[p]は 音素と し て 認 定さ れ る ｡ しか し[pa]と[ba]が 揺
れ る 例 も見 ら れ る ｡
[pa :- ha :] (莱) [pad3inir u 瓜- had3imir u 払] (始め る)
[panats
'
1
'
: - hanats
'
1
'
:] (鼻血) [Da n a- ha n a] (はな ｡ 麹)
また 音 声的 に は[ 紬*oho払] ｢黒 い+ の よ う に [f] も 見 られ る が ､ [約*oho瓜] と も現 れ
る の で [f] と [b] と は 自 由交替の 関係 に ある と考え られ る ｡
k
k は非喉頭 化音 で ､ [kui] ( 声) と[7ui] ( 上) ､ [kaku] (垣 根) と[haku] (棉) な どの
よ う な 対 立 を 示 す ｡
[ba :ki] (鶴) [kidz
'
1
'
] (傷) [k
'
1
'
:] ( 木) [k
'
l
'
A] ( 着物) [pi
'
k紬e :i] ( 引っ 張る)
[kai] (粥) [kakoニ] ( 雑 巾) [ktlbi] (壁) [s紬u瓜] (裂 く) [ku9kja :] ( か まき り)
[kjo :dai] ( 兄弟) [kju:〕 (旧) [kva : sT] (菓子)
9
9 ほ[guri] (御礼 ｡ 礼) と[ku ri] (こ れ) の よ う な対立 を示 す ｡ 当方言 に は[9] 音は見
出せ な い ｡
[girit‡o : s o : n a :] (義理 強い ｡ 義理 堅 い) [hagir u 瓜] ( 禿 げる) [bagir n] ( 分け る)
[jagidu r u] ( 痩せ る) [1ir agi] ( 鱗) [g
'
l
'
:ba](牙) [pateg
'
1
'
] (畑) [duge:r u]
( 叫 ぶ) [haka riga :] (計 る さ) [ju n aga] (夜中) [baga r u] (分か る) [go : r a]
(令) [ni9gO :] (人 形) [daigu] (大 工) [gu!o :] ( 後 生) [gtlmbo :] (牛 芳)
[gu 皿d311 :] (五 十) [gu s an] (杖)
t
t は 非喉 頭 化 音 で あ る ｡ [tu :] (十) と[du :] (体) ､ [tin] (天) と[?iJ&] (犬) ､
[ta :] ( 田) と[n a:]
[tai9ai] ( 大概)
[tep po:] ( 鉄 砲)
也
(名) な どの よ う な対立 を示 す ｡
[taiku] (太鼓) [tida] ( 太陽) [tiri] (釣瓶) [ti:] (辛)
[teki] (敬) [tudz
'
1
'
] (秦) [to :ho : 瓜] (速 い)
d は[du:] ( 体) と [tu :] ( 十)､ [s
'
1
'
dz
'
l
'
] ( 節)と[s
'
is
'
1
'
] ( 煤)の よ うな 対立 を示 す ｡
[di:ha r a] (さ あ行 こ う) [u n udi] (お も て ｡ 顔) [de:dzi
'
] ( 大変) [juda] ( 枝)
[dai]( 代 金) [do9 gu] (道具) [jadu] ( 戸)
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c は[ha n ats
'
l
'
:] (鼻血) と[ha n a s
'
l
'
] ( 諺)の よう な対 立 を 示 す ｡
[的t!iri] (莱) [叫t王i] (口) [p甘tS
'
l
'
] (星) [nuits
'
l
'
] ( 糸) [1atts a s o : n a :]
( 厚い) [?atts anu] (暑 い) [pvts u] ( 僻) [約t t!a] (長男) [皿akat‡a](次 男)
[giri=o : s o : n a :] (義理 強 い o 義 理 堅 い) [ut‡u:](轟)
s は[s
.
is
'
l
'
] (煤) と[s
'
1
'
dz
'
1
'
](節) の よ うな 対立 を 示す ｡
[!illiru 払] (決め る) [?i!i] (石) [s
'
ita:] ( 舌) [s盲:s
'
l
'
:](獅子) [!e: n e n](
青年) [!en](線) [s ak
'
1
'
] (先) [s8ku n] ( 裂く) [so : s ui][s o :soi] ( 白い)
[s o :] (竿) [s u 瓜] (損) [Ⅷu s u] (畳) [p皇!a:ru] ( 減っ て い く) [io9 gadz
'
1
'
] (
正 月) [gu!o :] (後 生) [!tl:W a] ( 世話 ｡ 心 配)
z は[s
'
l
'
dz
'
1
'
] (節) と[s
'
is
'
l
'] (煤) ､ [midz
'
l
'
] ( 水)と[mits
'
l1 ( 逮)な どの ような 対立
を 示 す ｡
[haikad3i] (南風) [d3i!i瓜] ( 地蔑)
[m adza*u] ( 混ぜ る) [gadz a 且] ( 蚊)
[?idz u](負) [d30:d肌] (上手)
r は[ri:] ( 利 子) と[皿i:] ( 棉)
[na :riru] ( 流れ る) [?a : rT]
つ) [jarahaJl] ( 柔ら か い)
燃 え る) [肌ir u] ( 萌え る)
r
n
[dz'l
'
:] ( 地｡ 梶)
[dz o : riョ(滞れ る)
[m u nd3u] (塞)
[padz
'
l
'
払](蜂)
[dz u ri] (どれ)
の よう な対 立 を 示す ｡
(あが り ｡ 東) [?i:r
'
l
'
] (い り ｡ 西) [pe:r e] (千 ば
[肌 r a] (柿) [軸ku r oho :瓜] (柔 ら か い) [nuiru] (
[1im] [?ir u R] ( 黄う)
n は[ni:] (棉) と[ri:] ( 利 子) の よう な対立 を示 す ｡
[?nni] (胸) [pa n
.
l
'
] (羽) [p
'
ida r
'
1
'
] (左) [p
'
l
-
: r
'
l
'
] ( 昼) [ne:n u] (無い)
[n a :] ( 負) [n ai] (首) [naka] ( 仲) [n aha s o : n a :] (長 い) rn a : rim](流れ る
) [n o :nl] (治す) [n o :軸] ( 直す) [nudn] ( 喉) [n u:] (野 原)
p
p は非喉頭 化音 で あ る ｡ [pai] ( 蝿)と[bai] ( 倍)､ [pu :] (穂) と[bu :] ( 蘇)な どの
よ う な対 立 を 示 す ｡
[pi皿a r u] (減 る)
[pe : r u 瓜] (入 る)
[teppo :] (鉄砲)
[pja :ku] (育)
[pai] ( 灰)と[bai]
る 例 も 見ら れ る ｡
[pT:] (火)
[pa:] ( 歯)
[po :9u] ( 帯)
[p
'
1
'
n
'
1
'
] ( 髭)
[pats‡] ( 棉)
[pu :] (徳)
[p
'
l
'
dz
'
l
'] (肘)
[pa r a :] (柱)
[pu :] ( 帆)
[p富tu] ( 人)
[pa n a軸](放す)
[pu ni] ( 骨)
(南) によ り[p]は 音素 と し て 認 定さ れ る ｡ し か し[pa]と[ba]が揺 れ
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[pa:- ha:] (莱) [pad3iTnir u n- had3imir u 払] (始め る) [paR - ha n] (足)
[panats
'
l
'
: - ha n ats
'
l
'
:] (鼻血) [pa n a- ha n a] ( は な｡ 麹)
b は[bai] ( 倍) と[pai] ( 蝿), [bu :] (麻) と[pu :](揺) な ど の よう な 対立 を示 す ｡
[biru] ( 坐る) [b
'
1
'
g
'
l
'
du 払] (輿) [Ⅵb
'
l
.
] (帯) [ba n a] (良) [ba ntl] (私)
[bag
'
l
'
] ( 脇) [?aba] ( 抽) [bo :] (棉) [?abo :] ( 穴) [bu:] (緒) [bu r oka]
(商 い) [bjo :hoda r u s a :] (揮 い さ)
m ほ[mai] ( 米)と[bai] (倍) ､ [mi:] (目) と[ni:] ( 荷)な どの よう な 対立 を示 す ｡
[mi!ir u] ( 見せ る)
[tn adz a軸] (混ぜ る)
る) [m o :] (燃 え る)
b
m
(3) 半 母 音
J
[midz
'
1
'
](水) [n e:皿e:m a:] ( もっ と) [m e:da〕 ( まだ)
[m ats
'
l
'
] (松) [m a7ni] (豆) [皿ata] (また) [no :] (萌 え
[肌7n ntar
'
l
'
] (腿) [tn u :ru](皆) [mu r a] (柿)
j は[ju :] ( 港)と[bu :] (緒) の よう な 対 立 を示 す ｡ [je] [ji]は 見出せ なか っ た ｡
[ja m a] ( 山) [ja m a] ( 山) [皿ajo] (眉) [juko : n a :] ( 休む) [juko : n a :](休む)
W
w は[w ata] ( 棉)と[kata] ( 肩)の よう な 対立 を示 すが ､ 語例 は 少な い ｡
[!u:waョ (世話 ｡ 心配)
(4) 拍音素
N
N は[ti払] (天) と[ti:] ( 辛) の よう な 対立 を示 す ｡ N は子 音 の
'
と結合 し ､ あ る い は 単
独 で 拍 を形 成す る ｡
[nta] ( 土) [n m a](馬) [ju Ⅶi‡i瓜] ( 読む) [ha nbu h] (半分) [do9gu] (道具)
[9ko:]ま た は[9ka u] (出会う) [tind30:] (天 井) [ni9gO :] (人形) [n:ts
'
1
'] (六 つ)
也
Q は[垂甘t!a] (草) と[軸tt‡a :] (叔父 さ ん) の よう な 対 立 を示 す ｡ 促 音に な る 例 を以 下
に 示 し て お く ｡
[?atts a] (明 日) [mikkw a :] (盲目) [satta :] ( 砂糖) [s s a 瓜] (菰)
[s akkq r ube :] (し ゃ っ く り) [bit=a :](酔 っ ぱ ら い) [1akko瓜] (芋)
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2 音韻対応
共 通 語 と 宮良方 言 との 対応 関係は 以 下 の よう に な っ て い る ｡ な お ､ 必要 と あ らば苗代欝
と の 関係 に つ い て も見 て い く こ と に す る ｡
(1) 母 音
以 下 ､ 母音の 対応 関係 に つ い て み て い く ｡
共通 語 の ア は 宵良方言 の[a]に対応す る ｡
[?a : mi] ( 雨) [?aka] ( 蘇) [?aku nba :] ( 開 ける よ)
[1adz a] (症) [7a=] (汁) [?a s abo:r a na :] ( 遊ぼう)
[7agn mba :] (上 げる よ)
[りabo:] (穴)
イ は[i]に 対 応 す る ｡
[1i軸ts u:] (い く つ) [?‖aヨ (医者) [?ita] (板) [?its u :] (い つ)
[?ike〕 ( 池) [?is盲k‡] (忠) [m ai] ( 米｡ こ め) [9i:pai] (位牌)
[bududui] ( 一 昨 日)
[?i!i] (石)
[pai] (灰)
ウ も[u]に な る ｡
[?u s
･
1
･
] ( 午) [1u s
'
l
'
] (臼) [りuta] ( 敬) [?u n ai] ( 鰻) [?u mi](膿)
[?ugo :rtl 払] (動く)
エ は[i]とな る ｡
[?i:](袷) [?ir aba nba :] ( 選ぶ) [pai] (蝿) [hai] ( は え｡ 南) [n ai] ( 笛)
オ は[u]に な る ｡
[?utu] (育) [1u :k
'
l
'
] (棉) [?u約p盲tu] (お 杖 ひ と ｡ 大人) [ウuipar u] ( 追う)
(2) 連母 音
琉球方言 の 多く の 地域で 連母音は 融合す る が ､ 宮良方 言で は 以 下 に 示す よ う に融 合し な
い 例 も 多く 見 られ る ｡
融 合する 例
[1o :9 g
'
1
'
] (扇)
融 合 しな い 例
[?a o血o s ona :] ( 青い)
[daiku ni] ( 大根)
寝 日)
[?i:pai] ( 位牌)
[tais
'
its u] (大切)
[kjo:dai] (兄 弟) [dai9u](大工)
[pai] ( 灰) [bai] (倍) [Ⅶai且it!i] (
母 音が 重 な っ た場 合 ､ 以 下の よう な 長母音を 形成す る ｡
ア ブ で[?o:9]に な る 例が 見 られ た ｡
[?o :9 gi] ( あふ ぎ｡ 扇)
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ア オ は[o :]と な る ｡
[s o:] ( 竿) [n o :*u] ( 治す) [no :軸] ( 治す)
また ア オ が[?a:]と な る 例 も あ る ｡
[7a :sa] (あ お さ ｡ 石 尊)
ア イ で[e:]と な る 例 もあ る ｡
[n e:nu] (な い)
イ エ は[i:]と な る ｡
[ni: r u 瓜] ( 煮え る)
イ オ ､ は[u]と な る ｡
[皿a : S U〕 ( ま しお ｡ 塩 水)
イ ロ は[o :]とな る ｡ 男性と 女性で 速 い が 見 られ た の で 並 記 し て お く ｡
[s o:s ni] [so :rs oi] (し ろ さ あり ｡ 白 い)
ウ イ は[i]に な る ｡
[du :!i] ( 雑 炊)
ま た ウ ヨ が[o :]と な る ｡
[t!o:bo: 瓜] ( 強い)
ま た ､ オ ウが[o9]に な る 例 も ある ｡
[do9gu] ( 道具)
これ は既 述 の [1o :9 gi] (あ ふ ぎ ｡ 扇) 後述 の ガ行子 音 の 対応 と 合わ せ て 注目 した い 例で
あ る ｡ [g]の 直前 で 鼻音[9]が添加 され る現 象は東北方言 に もみ られ る ｡
(3) 子 音
力 行子音
カ は 語 頭 ･ 常 中 に お い て[ka]とな る ｡
語 頭 の 例
[ka叩甘gi] (神仏 ｡ 神) [k8ta] ( 粛) [kai] ( お粥) [k8ta n a] (刀) [kata 皿i] (
片 目) [kat!u :bu s
'
l
'] ( 鮭) [ka 皿adu] (竜) [kab
'
1
'
] (舵) [k8ni] (か ね ｡ 鋼)
語 中 の 例
[p紬a r u :] (光る) [p
'
ika r
'
1
'
] (光) [hakaru 瓜〕 ( 計る) [n aka] ( 仲) [s
'
ika r a] (力)
[takaha s o n a :] (高 い) [s
'
l
'
ka u] (使 う)
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た だ し語 中で[g]と な る 例 も見ら れ た ｡
[bagaha r umu n u] (若 い 者) [bagarn] (分か る) [hadaga] (裸)
キ は ､ 語 頭 ･ 語 中で [k
'
l
'
]と な る ｡
[k
･
l
'
:] (木) [k
'
1
'
9k
'
1
'
:] (費色) [k
'
i
'
su] ( 着る) [?is
'
ik
'
1
'
] (忠) [k
'
1
'
n u] ( 肝)
[k
'
1
･
Jh] ( き ぬ｡ 着物) [k
'
l
'
r a u] (嫌う) [k
'
1
'
n n] ( 昨日) [s ak
'
l
'
] (先)
[ki]と な る 例 も あ る ｡
[kidz
'
l
'
] ( 傷) [ki: r Ⅵ温] ( 消え る) [teki] (敬)
ま た[9
'
l
'
]と な る 例 も あ る ｡
[g
'
1
'
:ba] ( 牙)
語 中に お い て [kT]とな る 例 も あ る ｡
[s盲k
･
l
･
n uju :] ( 月の 夜 ｡ 月) [s
'
ik
'
i] ( 年 月の 月) [si
'
k
'
l
'
s
'
ik
'
l
'] ( 月々 )
ク は 語 頭 に お い て [如1]と な る ｡
[軸 nu] (雲) [軸ts
'
l
'] (口) [*uza] (釘) [軸t!a] ( 翠) [軸ts
'
1
'
] (櫛)
[約tiiri] (薬) [*udz a] ( 鯨) l
語 中 で は[ku]とな る ｡
[haku n] (吐 く) [n akn 払] (泣く)
ま た[gu]に な る 例 も あ る o
[po :gn 瓜] (掃 く)
ま た 語 頭 で ク ラ が[fq]に な る 例 も あ る ｡
[f血a血a r Ⅶ] (暗い)
ケ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[kT]と な る ｡
[k
･
1
･
:] (毛) [k
'
1
'
軸] (痩) [s ak
'
l
'
] (酒) [1u:k
'
l
'
] ( 棉) [s
'
ik
'
l
'
m u n u] (漬物)
ま た[ki] [ke]とな る 例 も あ る ｡
[ki川 見] (蹴 る) [m akiru] ( 負け る) [s紬irⅦ瓜] (裂け る) [taki] (竹)
[s o :kibu ni] (さお け ぼね ｡ 肋骨)
[ke:*tl払] (消す)
[gi][g
'
1
'
]に な る 例 もあ る ｡
[bagir u瓜] (分け る) [patag
'
1
'
] (畑)
コ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[ku]と な る ｡
[kui] ( 声) [kuir u] (越 え る) [haku] ( 鰭) [taku] ( 蛸)
語 中の コ が[g] 音化す る 例 もあ る ｡
[tabagu] (た ば こ)
コ ギが[kki]に な る ｡
[nikkirT] (鋸)
次 に ､ キ ョ ウ は[kjo]に な る ｡
- 1 1 0-
[kjo :dai] (兄 弟)
また キ ョ ウ (ケ フ)
[kju:] (今日)
. キ ュ は と も に[kju]に な る o
[kju :] ( 旧)
ガ行子 音
ガ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ga]と な る ｡
[gadza R] ( 蚊) [ga9ku :] ( 頑固) [ga:=u:ba:] ( 我強｡ 頑固) [ka9 ga払](鏡)
[9 gahada ru][9gaha瓜] (苦 い) [niga u] (願 う)
語 中で[ba]に な る 例 も あ る ｡
[naha s o : n a :] ( 長い)
語 申 で 脱落 す る 例 も あ る ｡
[Ⅶa : r u] (曲が る) [n a : rir u] (流れ る)
当方言 の 欝 中 の[ga]の 例か らは ､ [g]音 が[h] 音化 し 脱落す る 音 変 化 が 見 て 取 れ る ｡
ギは 語 頭 で[9i]､ 欝中 ･ 語尾 で 擬音 と な る ｡
語 頭 の 例
[girit!o:s o:na :] ( 義理 強い . 義 理 堅 い)
語尾 の 例
[肌 払] ( 麦) [pa瓜] ( はぎo 足) [*u 瓜] ( 釘)
語 尾で[g
'
1
'
][gi] [i]に な る 例 も あ る ｡
[?o :9 g
'
1
'
] ( 扇) [1tl S agi] (兎) [1tl n ai] (鰻)
コ ギ が[kki]に な る 例 も 見ら れ る ｡
[nik ir‡] ( 鋸)
グほ[帥]とな る ｡
[do9 gu] (道 具)
ゲは[gi]と な る ｡
[pagirun] (禿 げる) [皿agim] ( 曲げる) [hatagiru] (広げる)
[ki]に な る 例 も あ る ｡
[n a9kir Ⅶ] (投げ る)
ゴ は語頭 ･ 話 中 に お い て[gu]とな る ｡
[?ugo : r u 払] ( 動く) [guio :] (後生) [gu ri] (御礼 ｡ 礼) [gu nbo :] ( 牛 背)
/ 9 / の 直前 に[9]が 添 加さ れ る 例が 見 ら れ る .
[do9gu] (道 具) [ka9 ga n] (鏡) [n a9kir u] (投げる) [1o :9g
'
1
1
] ( 扇)
[g]の 直前 で 鼻 音[9]が添加 され る 現象 は東北方言 にも み られ る ｡
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サ 行 子 音
サ は語頭 で[s a]とな る ｡
[satta :] ( 砂糖) [s紬u瓜] (裂く) [s紬ir u瓜] (裂け る) [s ak
'
1
'
] ( 酒) [sa 川] (
猿)
語 中 に お い て [tia]とな る ｡
[的tia] ( 草) [垂v=ahan][軸 =aha n u] (臭 い) [軸thrir u](腐れ る)
語 中 で[ts a] [sa]とな る 例 も あ る ｡
[hats a瓜〕 ( 秩)
[?a s abada r u] (浅い)
シ は語 頭 ･ 語 申 に お い て[s
'
1
-]と な る ｡
[s富ta] (普) [s盲ta:] (下) [s
'
1
'
: S
'
l
'
:] (獅子) [s
'
l
.
n a] ( 良) [s
'
l
'
dz
J
l
'
n u] ( 沈む)
[s
･
1
･
r u] (汁) [kwa : s
'
l
'
] ( 菓 子) [ha n a s
'
l
'
] ( 話) [paja : s
'
l
.
] ( 磯子) [?u s
'
1
'
] (
牛) [tu s
･
l
･
] (年) [bu s
'
l
'
] ( 節) [s盲takku r u払] (支度する ｡ 準備 する)
[tsT]に な る 例 も あ る ｡
[軸ts
･
l
･
] (櫛) [pats
'
1
'
][hats'1'] (管) [pats
'
1
'
] (檎) [tinputs
'
l
'
] ( 天星o 星)
[!i]に な る 例 も あ る ｡
[‡iⅦiru瓜] ( 締め る) [iind3iru 払] [iind3ir u] (信 じる) [?= i〕 (石)
ス は語頭 ･ 語中 に お い て[s
t
l
'
]と な る .
[s
･
1
･
d n
･
] (筋) [s
'
is
'
1
'
] (煤) [?u s
'
l
'
] (白) [ntl S
'
l
'
tur
'
l
'
] ( 蕗む)
語 頭 で[s u] [!i]､ 語中 で[tii]に な る 例 も ある ｡
[sunu 瓜] (済 む) [s u r u]( 磨る ｡ 拭 く) [王主tir u] ( 捨て る) [軸t‡iri] ( 莱)
セもま[ie]とな る ｡
[ie瓜j紬] ( 千 円) [!紬]( 線)
語 頭 で[!u]､ 語 尾 で[‡i]にな る 例 もあ る ｡
[!u : w aョ ( 世 話｡ 心 配) [?a!i] ( 汁)
語 中 尾で[t!i]に な る 例 も あ る ｡
[s a nt!i瓜] (三 味線) [約t!i] (癖)
ソ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[su]とな る ｡
[s u : r u] (剃 る) [s u r o瓜] ( 揃う) [s u9kabu r
'
1
'] ( 扱か ぶ り ｡ 損) [su n] ( 損)
[s udi] (袖)
語頭 で[ii]と な る 例 もあ る ｡
[!i皿ir u 瓜] ( 染め る)
語 尾 で[iu]と な る 例 も あ る ｡
[皿i!u] (味噌)
また[t!u]と な る 例 も あ る ｡
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[車ut!u] (莱)
さ ら に[s a] と なる 例 も あ る o
[?a s abo: r a n a :] (遊 ぼう よ)
シ ヤ ･ シ ョ で 直音 化 しな 例 ｡
[kjakuba!a] (客馬車 ｡ 馬車) [7‖a] (医者) [gu!o :] ( 後生) [‡o9gadz
'
l
'
] (正 月)
シ ヤ ･ シ ョ ･ ジ ュ で 直 音化 す る 例 も 見 ら れ る ｡
[s a nt=瓜] (三 味線) [ba s o :k
'
l
'
R] (芭 蕉布) [dz ubugu] ( 重箱)
シ ラが[s'iS a][s s a]に な る 例 も あ る ｡
[s富s ai] [s富s air u] (精 げる) [s s a 払] (森)
シ ロ が[s o:]に な る 例 も ある ｡
[s o : s ui] [s o: s oi] ( 白い)
ザ行 子音
ザ は[dz a]とな る ｡
[dz a:] (座) [?adz a] (症) [9adz a瓜] (蚊)
ジ は語 頭 ･ 語中 に お い て[dz
'
1
'
]と な る ｡
[dz
'
1
'
] (辛) [tudz
'
l
'
] (妻)
ジ ラ が[dza]に な る 例 も あ る ｡
[*udz a] ( 鯨)
ズ は[dz
'
1
'
]と な る ｡
[狙idz
･
1
･
] (水) [mi: m adz
'
1
'
] ( み みず) [kidz
'
1
'
] ( 傷)
[dz u][dz a]と な る 例 もあ る ｡
[d30 :d印ョ (上 手) [hadz agu] ( 杜ずす ｡ 脱 ぐ)
ゼ は[d3i]とな る .
[takad3i払] (勝) [kad3i] (風)
[dza]と な る 例 も あ る ｡
[nad芸a軸] (混 ぜ る)
ゾ は[dzu]に な る ｡
[kud芸u] ( 去年)
[dz o]にな る 例 も あ る ｡
[皿idz o] ( 溝)
ゾウ は[du:]と な る ｡
[加:ii] (雑炊)
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ジ ョ は[d30]と な る ｡
[d30:dzu] ( 上 手) [tind30:] ( 天井) [d30:ho: 払] ( 丈 夫な)
夕行子 音
夕 は語頭 ･ 語 中語尾 に お い て[ta]と な る ｡
[ta :] (悶) [takaha s o na :] ( 高い) [taki] (竹) [taku] (蛸)
[t8ki] (丈) [katats
･
l
･
] (形) [ 的ta n a] (刀) [kata ni] ( 片目)
チ は語 頭 ｡ 欝 中 で[ts
'
l
'
]と な る ｡
[ts
･
ikaha瓜] (近 い) [ts:1
'
:] ( 乳)
ち の く ち ｡ 乳 首) [n uts
'
l
'
] ( 餅)
語 頭 で[sT]に な る 例 も あ る ｡
[s盲ka r a] ( 力)
[ta ni]( 種)
[t甘ta] ( 蓋)
[ts
･
l
･
:] (血) [軸ts
'
1
'
](口) [tsi
'
: 肌 軸ts
'
1
'
] (
[tnits
'
1
'
] ( 逮)
ツ は[ts
'
1
']と な る o
[ts
･
l
･
n u] ( 角) [ts
'
l
'
n ap
'
l
'
k
'
l
'
] (綱引 き)
[ts
･
1
･
dz
･
l
･
kir u] ( 続 ける) [ts
'
1
'
dz
'
1
'
n] ( 戟)
[nuts
'
ika s a n u] ( 難し い)
[sT]とな る 例 も あ る ｡
[s
'
1
'
tu ndi] (つ と め て .
[s盲k
'
l
'
s
'
ik
'
1
'
] ( 月々)
五 つ)
[ts
'
ikatl](使う)
[n ats
'
1
'
] ( 檎)
朝) [1o:s
'
1
'
k
'
l
'
] (う わ つ き ｡ 天 気)
[ts
'
l
'
dz
'
l
'
ku 払](続く)
[ni: n u 皿atS
'
1
'
] (睡)
[s盲k
'
l
'
n uju:] (月 の 夜)
[s
･
ika n a nba : n a:] ( 飼う の か ね) [s
'
ik
'
1
'
] (月) [?itsi
'
ts
'
l
'
] (
[!i]とな る 例 も あ る ｡
[‡皇ki肌 n u] (漬物)
[s u]とな る 例 も あ る ｡
[s甘nu][s叩 u A] ( 包む) [s甘kun] (着く) [svk.uru瓜] [svkur Ⅶ] ( 作る)
[t‡i]と な る 例 も あ る ｡
[t‡i皿i] (爪)
ツ ヨ は[t!o:]に な る ｡
[t!o :ho :瓜] ( 強い)
テ は 語 中 ･ 語 尾 で[ti]とな る ｡
[ti瓜] ( 天) [tind30:] ( 天井) [ti:] (辛) [tin ubu s
'
1
'
] (手首) [tida] (て だ｡
太 陽)
ま た[te]とな る 例 もあ る ｡
[tek i] (敬)
語 尾 に お い て[ttl:]とな る 例 もある ｡
[?a s甘tn:] (明後 日)
ま た[di]と な る 例 も あ る ｡
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[s
'
1
'
tu ndi](つ と め て ｡ 朝)
トは語頭 ･ 語 中 に お い て[tu]と な る ｡
[tu mir u 瓜] ( 止ま る) [t甘m a: r 11] ( 泊ま る)
[tubu瓜] (飛ぶ) [tu r a] (虎) [tu r
'
l
'
] (鳥)
ま た ､ [to]と な る 例 も あ る ｡
[1itoko] (従 兄 弟) [to:払] ( 研ぐ)
ト - で[tta :]と な る 例 も あ る ｡
[s at ta :] (砂 糖)
チ ャ は[t!a]とな る ｡
[t‡a :] ( 茶) [ =aban] ( 茶 わん)
[t叩u] (お供) [tu s
'
1
'
] (年)
[tu r Ⅵm] (取 る) [?utu] ( 普)
ダ行 子 音
ダは 語 頭 ･ 語 中 に お い て[da]とな る ｡
[da n a r u払] ( 黙る) [n ada] ( 演) [juda] (樵) [padaga] (裸)
デは[di]とな る ｡
[1udi] (腕) [1ndir tl] (出る) [s udi] (袖)
ドは 静 頭 ･ 静 中 に お い て [血]と な る ｡
[dnku] ( 秦) [jadu] ( や ど｡ 戸) [n adu] ( 窓｡ 雨戸) [dnru] (梶) [du:] (胴 ｡
体) [kadu] ( 角)
ま た[do]と な る 例 も あ る ｡
[do9gu] (道具)
ナ 行子音
ナ は 語頭 ･ 語 中 に お い て [n a]とな る ｡
[n a :] ( 負) [n a瓜] ( 波) [皿aka] ( 仲)
[n a n ats u] ( i?) [pa n a- ha n a] (A)
鍋 [pana - ba n a] (花) [n a 皿ari] ( 鉛)
ニ は 語 頭 ･ 譜ヰ で[ni]と な る ｡
[ni] ( 荷) [ni:du仙 :] ( 似合っ て い る)
[n aku 瓜] ( 泣く) [n ats u] ( 夏)
[pa n ats
-
l
'
: - ha n ats
'
1
'
:] (鼻 血) [n abi] (
[n ada] ( 演) [n a r Ⅵ瓜] (鳴る)
[ni9 gO :] (人形) [nis
'
l
'
] (に し｡ 北)
[n ainit=] ( 毎 日) [niku] (肉) [nid3u:] (二 十)
ニ が 擬音と な る 例 もあ る ｡
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[9 gahada r u] (苦 い) [d3i瓜] ( 銭) [ts
･
l
'
n a9ka瓜] (蟹) [ga s a 皿a:kan] (蟹)
[pi9 gir un] ( 逃げる)
ニ イ が語頭 で[m e:]とな る ｡
[m e:he: s o : n a :] (新 し い)
ヌ は語 頭 ･ 語 申 に お い て[n u]とな る .
[n u n u] (布) [n us
･
ittu r
･
l
･
] ( 盗む ､ 盗 人) [n u 川]( 塗る) [n uknho s o na :]( 温い)
[n u9u] (抜 く) [n u s u] ( 家主 ｡ 主 人)
語 尾 で 擬 音化す る 例 も あ る ｡
[?i瓜] (犬) [k
'
l
'
払] (き ぬ ｡ 着物)
ネ は 語 頭 ･ 語 申 で[ni]と な る .
[ni:] (棉) [nits
･
l
･
] (熱) [nibu] (眠 る) [pu ni] (骨) [りn ni] ( 胸) [tani]
( 種) [*u ni] ( 船)
ノ は 語 頭 ･ 語 中 で[n u]と な る ｡
[n udu] (喉) [n u 肌] ( 飲む)
[n uba垂u] ( 伸ばす) [n u!主r u]
命) [肌 n u] ( 物) [ts
'
1
'
nu]
語 頭 で[ni]とな る 例 も あ る ｡
[nik ir
'
l
'
] (*)
諦 中 で[ra]と な る 例 も あ る ｡
[ta r a m un] ( 頼む)
[n uku rtl] ( 残る) [nub ir u] (伸び る) [n u n u] (布)
( 乗せ る) [n u 瓜] (餐) [n u ru] ( 乗る) [nuts
'
1
'] (
(角) [bagaha r n m u n u] (若 者 ｡ わ か さ な るも の)
ハ 行子 音
ハ は[pa]に 対 応 す る ｡
[pa :] ( 歯) [pa r
･
1
･
s
･
ik
･
l
･
](tまりつ き ｡ 女性が 結婚後手の 甲や 指 の 背 に 施し た入 れ墨)
[paka] (塞) [pats
･
l
･
] (檎) [pa r a:] (柱) [padaga] ( 裸) [patag
'
l
'
] ( 畑)
[pats
'
1
'
] ( 梯子) [pai] (蝿)
[pai] ( 舵)と[bai](南) に よ り[p]は 音素 とし て 認 定さ れ る ｡ しか し[pa]と[ba]が揺 れ
る 例 も あ る ｡
[pa :- ha :] ( 莱) [pad3i皿ir u瓜 - had3inim 瓜](始め る)
[pa n ats
'
1
'
: - ha nats
'
1
'
:] (鼻血)
[
'
ha]に な る 例 も あ る ｡
[hadz agi!皇kiru] (は ず し つ ける ｡
(計 る) [hagir u 瓜] ( 禿げる)
[ha皿bu 瓜] ( 半分) [ha n a] ( 花)
ヒ は[pT]とな る ｡
[pa n a- ha n a] (はな ｡ 麹)
脱 ぐ) [haku払] ( 吐く) [haku] (箱) [hakam 瓜]
[hats a瓜]( 欽) [hana軸] ( 話す)
[hata r agtl 瓜] ( 働く)
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[p
･
l
･
:] (火) [p
･
l
･
nitsY] (ひ に ち o 日) [p
･
1
･
n a] (暇) [p盲s u払] (廃 る) [p
'
l
'
: r
'
1
'
] (
昼) [p
･
l
･
n
･
1
･] (蘇) [s n : n up
･
ik
･
1
･
ha s s o : n a :] (潮が 引 い て い る) [p
'
l
'
s oho:s o:na :] (
広 々 して い る) [p
･
ik
･
1
･
ke :i] (引 っ 張 る) [p
'
ika r
'
l
'
] (光) [p m
'
1
'
] ト日)
[pi]と な る 例 も あ る c
[pi:hat!a 瓜] ( 火箸) [p皇s s a:r血o 瓜] (薄 い 本) 【pibid3a] 仙 羊) [pi:‡a払] ( 袷
た い) [pi:!a n u] [pi:ia n] (寒い) 専
[り]と な る 例 も あ る ｡
[=da rit i:] ( 左 手)
フ は ､ 語頭 ･ 語 中 で[軸]とな る ｡ た だ し , 語 中の 例 は少な い ｡
[*uju] ( 冬) [申甘kaha:n] ( 深い)
[ 軸ttarin u ntl] (古物) [ju:軸 r
'
i]
[約nta r u] (踏 む) [約ni](舵)
[bu]に な る 例 も あ る ｡
[bu sT〕 (節)
ま た[tu]に な る 例 も あ る ｡
[t甘ta] ( 兼)
フ ル が[bo :]に な る 例 も見 ら れ た ｡
[ho :hadz
'
1
.
] (降る はず)
へ は ､ [pi]と な る ｡
[p
'
l
'
:] ( 鹿) [p
'
1
'
r a] (箆)
[叫ku] [軸ku n] ( 吹く) [軸 ru] ( 振れば)
(風 呂) [約ku rir u] (膨れ る)
ホ は ､
'
語 頭 ･ 語 中 に お い て [Du]とな る ｡
[pu :] (徳) [pu:] ( 帆) [tinpn s
･
l
･
] ( 天の 星 ｡ 星) [puni] (骨) [puru] ( 掘る)
[p甘tS u] (圧 そ ｡ 贋)
語 頭 で[*tl]と な る 例 も あ る ｡
[軸 皿iru] ( 蕃め る)
語 中 に お い て [軸]と な る 例 も あ る .
[1n軸D盲tu] (お は ひ と ｡ 大人)
ヒ ヤ が[pja]に な る 例 が あ る ｡
[pja:ku] (育)
バ 行 子音
バ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ba]と な る ｡
[ba s o :] ( 芭蕉) [bas o :k
'
1
'
R] ( 芭蕉布) [baJl] (香) [kjakuba与a](客馬革)
[nuba*u] (伸ばす) [gi:ba] ( 牙) [taba帥] (煙草)
バ が[bu]に な る 例 が あ る ｡
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[dz ubugl] ( 重箱)
ピは[bi]と な る ｡
[7aktlbi] ( 欠伸) [n ab i] (鍋) [jubi](指) [tabi] (舵) [knbiR] (瓶)
[b‡]に な る 例 もあ る ｡
[1ub
'
l
'
] ( # )
ブは[bu]とな る ｡
[kubu] ( 昆布) [ha mbuJa] ( 半分) [su9kabur
'
l
'
] (損か ぶ り ｡ 損)
ブが[申u]に な る の も あ る .
[k
'
l
'
*u] ( けぶ り ｡ 煙)
ブ ラ が[ba]に な る 例 も あ る .
[?aba] (油)
ベ は[bi]と な る ｡
[且abi] (鍋)
ボは[bu]と な る ｡
[s o :kibu ni] (肋骨)
ボが[ba]とな る 例 も ある ｡
[koba軸瓜] (こ ぼす)
ボ ー が[bo :]と な る 例 も あ る ｡
[bo :] (棒) [gu nbo :] ( 牛背)
マ 行子 音
マ は 番 頭 ･ 雷 中 に お い て[m a]とな る ｡
[皿atS
･
1
･
] ( 松) [皿ak
'
l
'
] ( 蒔く) [katnadu](塞) [kuru 皿a] ( 串) [s
'
in a] (島)
ミ は 語頭 に お い て[皿i]と な る ｡
[mi瓜]( 耳) [ni: m adz
'
l
'
] (み みず) [niru] (見 る)
語 中 に お い て 擦音 と な る 例 もあ る ｡
[nta] ( み た｡ 土) [hats a瓜] (錬) [ka n n ar
'
l
'
] ( 育) [s a ntii瓜](三 味線)
[?a R] (網) [ntiidnku:] (満ち て く る ｡ 満 つ)
ま た 語尾で[bT]とな る 例 が あ る ｡
[kabT] (舵)
ム は[mll]と な る ｡
[肌 r a] (村) [n u s
･
1
･
] (虫) [m u 瓜] (塞) [nu加] ( 宿) [nuts
'
ikasanu] ( 難しい)
語頭 に お い て ､ 擦音 とな る 例も あ る ｡
[n ni] ( 脂) [mbn垂tl払](蒸す)
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メ は 語 頭 A 語 中 に お い て[mi]と な る d
[7ni:] ( 目) [mikw a :] (目 の 不 自由 な 人)
[ka ni] (亀) [t=Tni] (爪) [n a mi] ( 豆)
[†ini] ( 翠) [?a mi] (飴)
[?a : mi](雨)
モ は 語頭 ･ 語中 に お い て[m u]と な る ｡
[n u n u] ( 物) [,to: m un] (秩) [nunda ni] (餌) [n uni] ( 言 葉) [m utsi
'](餅)
[n uir u 払] ( も える o 生 え る) [m uir u] (燃えて い る)
[mu rir u 払][m u ridu*u :] (漏 る) [t叩u] (供) [k
'
l
'
n u]
(蜘珠) [bagaha ru n u n u]( わ か さ なる も の ｡ 若者)
語 尾 で 擬音 とな る 例 も あ る ｡
[1i tsll払] (い つ も)
[n utstl瓜] ( 持つ)
( 肝) [*u n u] ( 零) [*um u]
[垂a : 帆 r e :] (子 守)
ヤ行 子 音
ヤ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ja]とな る ｡
[jaku] ( 焼く) [jagidu r u] (痩 せ る) [jam a] ( 山) [ja Ⅶir u] (や め た)
[janidu r q] ( 病む) [ja ri] (檎) [jar ahan] (や わ らか い) [1uja] ( 親)
ユ は語 頭 ･ 語 中 に お い て[ju]とな る ｡
[jubo瓜] ( 夕食) [ju 湘 r
･
1
･
] ( 風呂) [ju :] (港) [ju rinuha n a](百 合)
[ju r a*tl払] ( 許す) [軸ju] (冬)
語 尾 で[jo]に な る 例 も あ る ｡
[m ajo] (局)
ヨ は[ju]と な る ｡
[ju ni] ( 嫁) [ju: r
･
l
･
] (夜) [jⅧ i!i臥] (読む) [jn n aga] (夜中)
[ju:ts
･
l
･
] (四 つ) [jutts a*tl 瓜][juttsa軸] 寄せ る)
ヨ ワ が[ju:] [jo :]とな る ｡
[ju n e : 瓜] ( 夜半な り ｡ 夕方) [jo :hoda r u](弱 い) [jo:m] ( 弱る)
ラ 行子 音
ラ は 語頭 ･ 話 中 に お い て [ra]とな る ｡
[k
･
1
･
r aku] (気 楽) [?a r ahajo:] (荒 い) [n a ra :紬] ( な ら わ す｡ 教 え る)
[ga r a sa] ( 烏) [go:raョ (創 [jarabi*a : n a m a] (わ ら ベ こ ｡ 小 さ な子) [tu r a] (
虎) [para :] (柱) [ka r ap皇s a] (か ら ひ ら ｡ 裸足) [n u r a] (村) [ja raha 瓜] ( 莱
らか い) [?ir aba mba :] (選ぶ) [p‡r a] (箆)
ク ラ が[fuba]さ ら に 融合 し[ffa]に な る 例 も見られ る ｡
[fnhaha r u] (暗 い) [maffa - tna車軸] (枕)
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ジ ラ が[dz a]に な る 例 も あ る ｡
[軸dz a] (鯨)
ブラが[ba]とな る 例 も あ る ｡
[?aba]( 抽)
リ は語中 で[rT]と な る ｡
[pa r
'
l
'] ( 針) [n a r
-
1
'
] ( なり ｡ 実)
[軸ta : r
'
i] (二 人) [sidariti:]
[ka n n a r
-
l
'
] ( 雷) [stlDkabu r
'
l
'
] (扱か ぶ り . 損)
(左 手) [m a:r
'
1
'
] (まわ り) [t甘r
'
l
'
] ( 鳥)
[m aka r
'
l
'
] ( まか り . 梶)
[ri]と な る 例 も 見 られ た ｡
[ri:] ( 刺) [軸t!iri] ( 薬) [jari] (檎) [ju rin uha n a] (百 合) [?ndz a ri]
(漁) [na n a ri] (鉛)
[r q]とな る 例 も見 られ た o
[kTr u] ( 霧)
[r a]と な る 例 も見 ら れ た ｡
[1a:ra] ( 蟻)
語 尾 で 脱 落 す る 例 も あ る ｡
[k
'
l
'
*u] ()#)
ル ほ[r u]と な る ｡
[ku r u m a] (串) [s a r u] ( 境) [kar uhojo :] (軽 い よ) [s
'
l
'
r u] (汁)
ル が 爵 中 で[r a] [r o]に な る 例 もあ る ｡
[1a ragiha sso :] ( 歩る い て い く さ)
レtま[ri]とな る ｡
[1u ri] (こ れ) [ku ri] (こ れ) [ka ri] (あれ)
ロ は[ru]とな る ｡
[?ir･u] ( 色) [du r u] (泥) [約ku r u] ( 栄)
語 中で[rT]とな る 例 も あ る ｡
[ju :*u r
'
1
'
] (風 呂)
語 中で ロ は[s o :]に な る ｡ さ ら に シ ロ が 融 合 し[s o:]に な る 例 も あ る o
[p
'
is oho:so : n a :] ( 広い) [s o:sui][s o : s oi](白い)
語 中で[r a]に な る 例 も あ る ｡
[ku r a約] (殺す)
ワ 行子 音
ワ は語頭 ･ 語 中 で[ba]と な る ｡
[bada] (腹) [baga r u] (わ か る) [bagaharu 肌 n u](若 い も の ｡ 青年) [bagir u]
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(分 け る) [bai主kir u払] [ba!皇kir u] (忘れ る) [ba n u] (私)
[ba n a] ( 良) [ba: r air u :]( 笑 う) [baru][ba r u 瓜] (割 る)
[t‡aba 払] (茶 碗) [ba: r air u :](笑 う) [bag
'
l
'
] (脇)
譜 中 ･ 語 尾 で[w a]と な る 例 も あ る ｡
[iu:w aョ ( 世話｡ 心配) [?u v a rida r a:] (終わ りで し ょ う)
ワ は ､ 語中で 脱落 する 例 も あ る ｡
[ka : r agu s o : n a :]( 乾 く) [ma :raぢ皇tta :] ( まわ ら し た｡
[ka:r u] ( 変わ る) [ka :](皮) [Ⅷa:r
'
l
.
] (まわ り)
(弱 い) [jo:r u]( 弱る)
[ja]と な る 例 も あ る ｡
[jarabi 軸: n a m a] (童子 ｡ 小 さ い 子)
古 語 の ヰ は[†i]とな る が ､ [bi]とな る例 も あ る ｡
[?i]と な る 例 ｡
[?in aka] ( 悶舎) [?i:pai] (位牌)
[bi]とな る 例 ｡
[bir u] (坐 る) [b
'
l
'
9
'
1
'
?u s
'
l
'
] (ヰ キ 雄 年)
[ba9ada :] (私た ち)
[ba r aba r u] ( 悪い)
死 ぬ) [?a:r.u n] (慌て る)
[m a : r 屯] ( 廻る) [jo :hoda rtl]
古語 の ヲ杖[bu]に な る が ､ [?u]と な る 例 もあ る ｡
[bq]と な る 例 .
[t川in u :] (斧)
′
[bu r u ndara :] ( 折る) [b□:] ( 鰭)
[1u] と` な る 例 o
[1uru] ( 居る) [?u ruR](織 る) [1u :k
'
1
'
] ( 棉) [?uja ntSu] (ヲ ヤ ケ ヒ ト｡ 鼠)
擬 音
擬 音 は 嘗 良 方 言 で も樺音 と な る ｡
[ga9ku] (頑 固) [ii且d3ir u瓜] [‡ind3im] (借 ずる)
[s u9kabu r
'
l
'
] ( 損か ぶ り ｡ 損) [ha 皿bnA] (半分)
[takad3i瓜] (勝) [ti瓜] (天)
[bazl] (香) [s a n nits
'
1
'
] (三 日)
促 音
促 音 は 宵 良方 言 で も促 音 と な る ｡
[tep po :] ( 鉄砲) [?ittuka瓜] (一 斗缶) [?itto :io :!o:〕 ( 一 等証書)
他 に ､ / s / /r / の 連続 が促音 と な る 場 合が ある ｡
[s s a瓜] ( 義)
そ の 他 に も促音 に な る例 が 見 出せ た ｡
[?atts a] ( 明 日) [?atts a s o:na :] ( 厚い)
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第 6 節
1 . 音 韻 体 系
由 保 プぎ 雷
音 素
自保方言 に は 次 の畠4 個 の 音素が 認 め られ る o
母 音音 素
子 音 音 素
半 母 音音素
拍 音 素
1
'
1
'
e a o u (6 個)
b k 9 t 也 c s
J W (2個)
N Q (2個)
m (1 4個)
拍
白保方 言 の 拍 構逓 は 次 の よ う に な る ｡ C は子 音 ､ S は半 母 音 ､ Ⅴ 柱母 音 を 表す ｡
C V C SV V C N N Q
その 拍 を表 示す れ ば ､ 次の よう に な る ｡
'
i
'
e
'
a
'
o
'
u
'
je
'
ja
'
jo
'
ju L!h,^1W a
[i] [e] [a] [o] [u] [je] [ja] [jo] [ju] [w a]
[1i] [?e] [?a] [?o] [?u]
hi he ha ho hu
[ci] [he] [ha] [ho] [*tl]
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
9i g
'
1
'
ge ga go gu
[gi] [g
'
l
'
] [ge] [ga] [go] [gu]
ti te ta to tu
[ti] [te] [ta] [to] [tu]
di de da do du
[di] [de] [da] [do] [du]
ci c
'
1
'
cje c a c o c u
[t‡i] [ts
'
1
'
] [t!e] [ts a] [ts o] [ts u]
bja t川a
[9a] [fa]
kja kjo kju
[kja] [kjo] [kjⅦ]
g3o
[gjo]
CJa CjO CJu
[t‡a] [tio] [t!u]
si s
'
l
'
s e s a so s u sje sja sjo
[!i] [s
'
1
'
] [s e] [s a] [s o] [s u] [王e] [ia] [!o]
[s各]
zi z
'
l
'
z e z a z o 芸u Zja zju
[d3i] [dz
'
l
'
] [d3e] [dz a] [dz o] [dz u] [d3a] [d3u]
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ri
[ri
ni
[ni
pi
[pi
bi
[bi
mi
[mi
[ 如
1
[:]
r
'
l
'
r e r a r o
] [rT] [re] [r a] [r o]
]
p
'
l
'
] [p‡]
bi
] [b
'
l
'
]
]
]
N[:]
1
[:]
'
N[m. n. D. 瓜]
n a
n a]
8a]
pa
pa]
ba
baヨ
m a
:m a]
n e
[n e] [
[
pe
[pe] [
be
[be] [
me m
[tn e] [
e
[:]
n O
[n o]
r u
[n l]
[;u]
n u
[肌]
pO pu
[po] [pu]
bo bu
[bo] [bu]
m O ln u
[祖0] [m u]
[恥]
a 0 u
[:] [:] [:]
Q[垂.f. 9. k. t. s.～. p .]
具体用例 と音声 的特徴
bjo
[bjo]
pja
[pja]
mja
[mja]
pju
[pju]
(1) 母音
白保方言 の 母 音は 中舌 の / 了 /が 認め られ る 点に 特徴が あ る ｡ 当方 言の 中音 母音/ T/
は ､ [p盲tu] (人) の よう に観察 され る が ､ 隣り の 宵 良方言 よ り も摩擦 性が弱く ､ /i /に
近 づ い て い く 傾向 に あ る ｡
ま た ､ 当 方 言 は ､ 母 音 の 無声化 現象 が 多く 観察 さ れ る ｡ 第 1 拍 目 の 無声子音 の 直 後 に 立
つ[i,T, a]は 強 い 呼 気 を伴 っ て 無 声化 し ､ さ ら に後続す る[n, 恥 r]ま で も無声化する ｡ 語 例
を 示 せ ば次
■
の と お り で あ る ｡
[p粥 a] (良) [s
'
i9u] (着物) [s
'
igi] (爪) [軸 恥瓜] (汲む) [軸;u 皿a](車)
[軸王u 瓜] ( 借り る)
さ ら に 当 方 言 で は 語 頭 で ､ 母 音 柱 声 門 破 裂音[?]を伴う こ とが 多 い が ､ 弁別 的 特徴 を表
す も の で は な い ｡ 母音は 他の 子音や 半母 音 と結合 して 拍 を形 成す る ｡ 具体的に は次の よう
に あら わ れ る ｡
1
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i は[ti払] ( 天) と[tu 払] (秦) ､ [pi:] (女 陰) と[pu :] (徳) な どの よう に他の 母 音と
音 韻 的対 立 を示 し ､ 次 の よ う に あ らわ れ る o
[1‖inta m a]( 石) [i:ni] ( 夢) [kui] (声) [mir u 瓜] ( 見る) [t各8i] (聾丸)
¥
-
1
'
は[s
'
l
'
払] ( 線)と[!i払] (太鼓) (莱) ､ [dz
'
1
'
:〕 ( 辛) と[d3i:] (也) な ど の よう に 他
の 母 音 と 音 韻 的対 立 を示 し ､ 次 の よ う に あ ら われ る ｡
[u s'l'] (午) [s
'
l
'
:S
'
1
'
] (肉) [dz
'
1
'
tR a mi] (落花生) [ma : r
'
1
'
] (まわ り)
e
a
u
e は[ke:] (影) と[ko :] (香) な どの よ う に ､ 他の 母 音と 対 立 を示 す ｡
[pa e=][pai=] (磯子) [n e m a ni] (あん な に) [be:bi] ( もっ と) [menta] (節)
[軸te n] (頼) [ke:s u払] ( 排す) [pe :!a 瓜] ( 早い)
a は[ka:] (皮) と[ki:] (木) ､ [pa :] (莱) と[pe:] (蝿) な どの よ うな 対立 を示す ｡
[1ap pa:] ( 祖 母) [?a m aha瓜] ( 甘い) [ka9 ga瓜] ( 鏡) [p各r a] (柱)
o は[ko :] ( 香) と[ke :] ( 影) な どの よ う な対立 を示 す ｡
[o瓜] (お 獄) [oke] ( 樽) [kats u o] (鰹) [o!主k
'
1
.
] (天 気) [kakots
'
l
'
](額)
[jogo軸 払] (休む) [pato瓜] (檎) [ho:n un u] ( 食べ 物) [ko :d3i] (麹) [m o :*u 払]
(燃や す) [abo:] (母)
u は[tu 払] ( 秦)と[ti払] ( 天) な どの よ うな 対立 を示 す ｡
[uwa] ( 豚) [u s
'
1
'
] ( 午) [ju:] ( 湯) [nugu瓜] ( 脱ぐ)
以 上 の よ う に ､ 母 音 桔他 の 子音 や 半母音と結合 して 拍を形 成す る が ､ 母 音単独で も拍 を
形 成する ｡ い わ ゆ る 長母音が そ れ で あ る ｡ そ の 点で 長母 音は拍 音素と し て の 性格も 合わ せ
持 つ ｡
1
'
1
.
e
[ki:]･( 木) [1i:] (管) [ci:] (衣) [ni:] ( 棉) [d3i:] (辛) [?o9 gi:] ( 扇)
[s
'
l
･
: S
･
l
･
:] (肉) [b
'
1
'
:ru 瓜] ( 坐る) [dz
'
f:]
I
(辛)
[m e :] (前) [ke :] (影) [ke :] (雅) 〔u r e :コ ( あれ) [be:] (倍) [pe :] (蝿)
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a0
u
[ka:] (皮) [ka : r a] (瓦) [m a:r
'
l
'
] ( まわ り) [ja :du] ( 戸) [da:] ( あな た)
[no:軸 n] ( 直 す) [ko:dz
'
1
'
:](麹) [bo:] ( 棒) [so:] (竿) [dz o:] (門)
[dz u:] (局) [tu :] (十) [du :] ( 体) [bu :] ( 麻) [pu:] (穂)
(2) 子音
タ
は[ju:] ( 湯) と[kju :] ( 旧)の よ う な音韻上 の 対立 を示 す ｡
'
は主 に 母 音や 半母音
お よび 擦 音 と 結合 し て あ ら われ る ｡
[kui] (声) [o :pa] (青葉) [ju m u瓜] ( 読む) [nta] (土) [9 guJl] ( 行く)
也
h は[ぢi:] (衣) と[i:] (胃) の よ う な 音韻 上 の 対立 を 示す ｡
[9i: n l払] ( 与 える) [he : m u n u] ( 食べ 物) [o:ha瓜] ( 青い)
[皿effuna:] (働 き者) [pa n a的払] ( 話す) [fu 瓜] ( 降る)
[皿affa :] (枕) [mifaha瓜] ( みにく い)
[ho: 肌 n u] ( 食べ 物)
[n=aku] (ニ 百)
k
k は 非喉 頭 化 音で , [kui] ( 声)と[?ui] ( 上)､ [ku9 gW atS
'
1
'] ( 九 月)と[gq9 gW atS
'
1
'] (
五 月) な どの よう な 対 立 を 示す ｡
[ki:] (木) [ke:] (珊) [ke!a v a r a :] ( 着物な どが き れ い) [sⅠka 肌 瓜] (掴む)
[s紬u n] (裂く) [s ako] (咳) [s甘ko :瓜] ( 使う) [kuts u払] ( 去年) [ku ndu] (今
年) [kjo :de :] ( 兄弟) [midu m ukjo:de:] (姉妹)
9
g は[gu9 gW atS
'
1
'
] (五 月) と[ku9gWatS
'
1
'
] (九 月) の よう な対立 を示 す ｡ 当方言 に は[9]
音は 見 出せ な い ｡
[pagi] (禿 げ) [?iragi] ( 鱗) [ka9 9eru 瓜] ( 考え る) [baganats
'
l
'
] (秋)
[jogo軸 瓜] (休む) [gu s a払] (秩) [ni9gjo:] ( 人形)
[g]の 直前 に[D]が 添加さ れ る 例 も見 ら れ る ｡
[o9gu 瓜] (扇 ぐ) [ni9 ge :] (祈 る) [oDgi:] ( 扇) [ka99a 瓜] ( 鏡) [do9 gu] (道
具) [n a9 gir u :] (投 げる) [s a9 gir u ndo:] (さ げる よ ｡ 掛 ける よ) [s o9gatS
'
l
'
] (
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正 月) [‡i9gn] (小 刀) [ibi9 ga ni] ( ゆび か ね . 指輪)
t
t は非 喉頭 化 音 で あ る ｡ [tu :] (十) と[du :] (体) ､ [ti瓜] ( 天) と[!iza]( 千)
[ta:] (田) と[da :] ( あな た) な どの よ う な 対立 を示 す ｡
[ti:] ( 辛) [p皇tegi] (畑) [tab
'
l
'
] (旅) [鵬tO払] ( 棉) [tvs
'
l
'
] ( 年)
也
C
Z
n
d ほ[du :] ( 体) と [tu :] ( 十)の よ う な対 立 を示 す ｡
[m adi] ( まで) [de 瓜] ( 代金) [de :d3ido :] ( 大変だ よ) [juda] (樵) [ja :du]
(戸)
c は[puts o] ( 星)と[ptl S O] (肺) の よ うな 対 立 を 示 す o
[it‡i] ( 何時) [it=i払] (い つ も) [n ut!i] ( 令) [kakotsT]( 顎) [at ts aba 瓜]
(暑い) [p甘tS O] ( 星) [m ats u 払] (待 つ) [tats u 瓜] (立 つ) [t!a] ( 茶)
[ =abaR] (茶 碗) [t‡o:du] ( 丁度) [gut!11gu r u瓜] (く す ぐ る) [it!甘*u] (従 兄)
s は[‡i払] (千) と[ti瓜] ( 天) ､ [s o :] ( 竿)
[!i:] ( 辛) [s
'
l
'
:] (巣) [nnbu s
'
1
'
瓜] ( 喉)
と[dz o :] (門) の よう な対立 を示 す .
[?iiinta m a] (石) [s e :gu] ( 大工)
[budzasa :〕 ( 叔 父) [p
'
l
'
s ogir n瓜] ( 広げる)
[jatn a!ooko :] (青 い とか げ) [‡u:w a:] (心 配)
さ)
[?is ugu瓜] ( 急ぐ) [ni‡a nta] (北)
[!u:wa :ie :ru s a :] (心配 し て い る
z は[dz
'
1
'
:] ( 地)と[s
'
l
'
:] ( 巣) の よ う な対 立 を示す ｡
[m ad3ir u瓜] (混 ぜ る) [midz
'
l
'
] (水) [bid3e : r ukata] ( すわ る と こ ろ ｡ 座)
[gadz a 瓜] (蚊) [a s
'
l
'
dz a] ( 下駄) [dz o:riru 瓜] ( 滞れ る) [dz u :] (尾) [pinid3a]
( 山羊) [d30 :dz
'
1
'
] (上 手) [ga :dan : S a n u] ( 我強｡ 強情)
r は[ir u] (負) と[itu] (糸) の よ う な対立 を示 す ｡
[ri:] (利 子) [aba ri‡a 払] (美 し い) [a:ri] ( 束)
あ れ は) [ire : 瓜] (入 る ｡ 太 陽 が沈 む) [ka: r a] ( 川)
[pir o 皿a] ( 昼間) [ju!ir u瓜] ( 寄せ る) [nu r u] ( 皆)
[kapu r
'
1
'
] ( 煽蟻) 〔u r e :] (
[r okud3u:] ( 六十)
[rjo:ho :](両 方)
n は[nu:] (どう) と[tu:] ( 十)の よう な 対立を示 す ｡
[ni:] (根) [n agu払] (鳴く) [baga n ats
'
1
'] ( 秋) [no:軸 瓜] (治す) [ino瓜] (砂)
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[n u 且u] ( 布)
p
p は 非喉頭 化音で あ る ｡ [pa :] (莱) と[ba :〕(私) ､ [pe :] ( 蝿) と[be :](倍) 訟 どの
よ う な対 立 を 示 す ｡
[pi:] ( 鹿) [p主tu] (人) [piro m a] ( 昼間) [pe:]
[ka n ape :] ( 級)
[pa s
'
1
'
r un] (脱 ぐ)
[pottsa :] (包丁)
b は[ba :] (私)
[bidu 肌] (男)
[ba:gu 払] (襖く)
b
[p的a] ( 鼻) [kupa純血] (こぼす)
[po :9i] (帯) [pvm 瓜] ( 彫る)
(南) [pe : ri:] ( 節)
[tap各r u 瓜] ( 束ねる)
[pja :gu:] (百)
と[pa:] (葉) ､ [bu :] (麻) と[pu :] (穂) などの よう な 対立 を示 す .
[b
･
1
･
: r u瓜] ( 坐る) [n abebi] ( もっ と) [bagaha 瓜]( 若い)
[baga r u 払] (分か る) [bagi川 瓜]( 分け る) [ba s s
'
ika瓜] ( 忘れ た)ヽ
[ba=主kir uR] ( 忘れ る) [ba:] (私) [bain a :] ( 私 達) [ba n n a:] ( 良)[ba : r u R]
(笑う) [ba: m瓜] (剃 る) [ba ris a r u][barisa 瓜] (悪 い) [ba s
'
1
'
](脇)
[ba9a m u n u] (若者) [=: n uba s
'
l
'
] (手の 脇 ｡ 脇) [a:bo :] ( 母) [bu:ja :](祖父)
[りa :bll] (大 き い 穴) [bjo:ha r u] ( 揮い)
孤
m は[m e :] (米) と[pe :] ( 南) ､ [s
'
1
'
n u :] (肝) と[s
'
l
'
nu :] (昨日) な どの ような対立 を
示 す ｡
[tnik kw a] (盲 目) [mitts
･
1
･
:] (道) [皿e:nits
'
l
'
] (侮日) [me :] (米) [n a:ju :] (
眉). [m a : mi:] ( 豆) [n agaru瓜] ( 曲が る) [n aroha且] ( 丸い) [n ats
'
l
'
ja] (店)
[m affa :] (枕) [1n a : r
'
l
'
] ( まわ り) [gu m ahaJl] ( 小さい) [皿0 :軸 瓜] ( 燃やす)
[m u n u] (物) [tamu 払] (蘇) [mjakkn] ( 派)
(3) 半母 音
j は[uja] ( 親)と[_u w a] (豚) の よ うな 対立 を示す ｡ [je][ji]は 見出せ なか っ た ｡
[je : 払] [j紬] ( 来年) [ja : m a :] ( 山) [jagu 瓜] (焼く) [ja:王e:] (野菜)
[ja=irq A] (痩 せ る) [ja s sa :ha 瓜] ( 易しい) [ja :皿a 瓜] (や めた) [ja nir u 瓜]( や
め る) [ja : 肌] (病む) [ja ri] (檎) [ja r aha 瓜] (柔ら か い) [jogo軸瓜] (休 む)
[jo : r u 払] ( 弱る) [jo :ha 瓜] (弱 い) [ju:]( 温) [ju : r e :] ( 幽霊) [juki] ( 普)
[ju : n e 瓜] (夕方) [ju ni] (嫁) [m aju] ( 眉)
w は[u w a] (豚) と[uja] ( 親)の ような 対立 を 示す ｡
[w a :] (輪) [!tl : W a:] ( 世 苗｡ 心 配) [ikkw ai] ( 一 回)
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J
W
(4) 拍音素
N
N は[inta] ( 西) と[ita] ( 板)の よう な 対立 を 示す o Nは子音 の ? や
タ
と結合し ､ あ る
い は ま た 単独 で 拍 を 形 成す る ｡
[nta] (土) [9帥払] (行 く) [m e nta] (節) [jumun] ( 読む) [pa mbu 払] ( 半分)
単独 で 拍 を形 成す る 例 は 次 の 通 り ｡ い わ ゆ る 長音 の 例 で あ る ｡
[n:ni] (狗) [9:gu] (六個)
Q
Qは[uki] (浮標) と[ukki] (柄) の よう な 対立 を示 す . Qは 単独 で 拍を 形成する ｡
[ju車軸r u :] (風 呂) [m affa :] (枕) [uccitn :] ( 老 人) [mikkwa] (盲目)
[mjakku] ( 派) [s atta :] (砂糖) [mitts
'
1
'
:] (道) [s s a n](菰) [ja=iruR] (
痩 せ る) [m ap pi瓜] (も っ と)
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2 . 音韻対 応
共 通語 と白保方言 と の 対応関係は 以下 の よう に な っ て い る ｡ な お ､ 必 要 とあら ば古代驚
と の 関係 に つ い て も 見 て い く こと に する ｡
(1) 母 音
以 下 ､ 母 音 の 対 応 関係 に つ い て み て い く ｡
共 通 語 の ア は 自保 方言 の [a]に対 応す る ｡
[a mi] (雨) [katats
'
l
-
] (形) [申vr u m a] (串)
イ は[
'
1
'
]に 対 応 す る .
[s'ita] ( 舌) [is
'
1
'
] (息) [adz
'
1
'
] ( 咲)
イ が[i]に な る 例 も ある ｡
[i!i] ( 石) [ki:ir u] (紫色) [Tni瓜]( 耳)
ウ も[u]に な る ｡
[u s
'
l
'
] ( 午) [軸ku瓜] (拭く) [nu n u] (布)
ウ が[Y]に な る 例 もあ る ｡ これ は [c , s , z] に 後続する 場合で あ る ｡
[n ats
'
l
'
] ( 夏) [s
'
l
'
瓜] ( 顔) [midz
'
1
'
](水)
エ は[i]とな る ｡
[ki:] ( 毛) [a!i] ( 汁) [udi] (腕)
オ は[u]に な る ｡
[uttu] (育) [jll 皿i] (嫁) [t甘ku川] ( とこ ろ)
(2) 連母 音
母 音が 重 な っ た 場合 ､ 以 下の よ う な長母 音 を形成す る ｡
ア ウ は[o:]ま た は[o9]とな る ｡ こ れ は は とん ど古代語 の 語 中の フ が ウ と な っ た後に 起 こ っ
た 変化 で あ る ｡
[ko :瓜] (か ふ ｡ 買 う) [りo9 gi] ( あふ ぎ ｡ 扇)
ア オ も[o:]とな る ｡
[s o :] ( 竿) [no :*u n] (治す) [?o:ha 瓜](青い)
また ア オ が[?a]と な る 例 も ある ｡
[?a sa :] (あ お さ ｡ 石 尊)
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ア イ は[e :]と な る ｡
[m e:] ( 栄) [?i:be] (位牌) [kjo :de :] (兄 弟) [!e :gu] (大工) [degu ni] (
大根) [te :!皇ts u n a m u n u] (大切 な も の) [ne :] ( 地震) [n e:n u] (な い) [pe :]
( 灰) [be :] (倍) [m e : 皿its
'
l
'
] (毎 日)
ア エ も[e :]と な る ｡
[ke :ro ndo:] ( 変え る よ) [ka9 ge:r u] (考え る) [pe:] ( 南) [n e:] (雷) [pe:]
(蝿)
ア エ で[e]に な る 例 も あ る ｡
[menta] ( 前)
他 に ､ ア ヤ ､ ア ユ も[e :]と な る ｡
[pe : s a]( 早い) [ke :] ( お粥)
ア ヤ ､ オ ヤ で 母 音融 合 し な い 例 も見 られ る ｡
[pai‡i - pa e!i] (嚇子) [?ija9u] (お や こ ｡ 擢)
イ ル は[u:]､ イ ロ は[o:]と な る ｡
[s u :] (汁) [血o :ba 瓜] (し ろさ あ り ｡ 白 い)
イ オ ､ は[u:]とな る ｡
[bu:su :] (塩水)
ま た オ ウで[o9]に な る 例 も ある ｡
[do9 gu :] (道 具)
また ウ ヨ が[u]と な る 例が あ る ｡
[s甘S a r O] ( 強い)
オイ は[T:]､ ウ イ ､ イ エ は[i:]とな る ｡
[bututs
'
1
'
:] (一 昨日) [dtl:!i:] (雑 炊) [ni: r u 瓜] (煮 え る)
ま た オ ワ が[o :]に な る 例 も ある ｡
[ko:垂u 払] (壊す)
( 3) 子 音
力 行 子 音
カ は語頭 ･ 語 中 に お い て[ka]と な る ｡
語 頭 の 例
[kala] ( 神) [k8ta] ( 肩)
語 中の 例
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[s
'
ika r a] (力)
譜 中 の カ ､ ク ､ コ が[9] 音化 す る 例 も あ る ｡
[pataga] ( 樵) [baga r uR] (分か る) [n agq払] (泣く) [tapagu] ( たば こ)
キ は ､ 語 頭 ･ 語 中 で[ki]と な る ｡
[ki:] (木) [ki:ir u] (貴色) [kidzu] (傷) [ki9 giie r u] ( 黄色) [kija瓜] (消え
た) [?tlki] ( 浮 標) [teki] (敬) [taki] ( 滝) [t抽iduki] ( 時々 ) [s
'
ikin n u
ju :] ( 月の 夜) [s
'
iki払] ( 月) [s
'
l:k
'
l
'
dz
'
l
'
k
'
l
'
] ( 月々) [t軸i](時)
[sT]と な る 例 も あ る ｡
[s紬u] ( 肝) [s紬u] (き ぬ ｡ 着物)
ま た[gi]とな る 例 も あ る ｡
[gi:paR] ( 牙)
語中 に お い て[kT]と な る 例 もある ｡
[dz a s
'
l
'
k
'
l
'
] ( 座敷) [s
'
A
'
k
'
l
'
dz
'
1
'
k
'
l
.
] (月 々)
ク は 語頭 に お い て [軸]とな る ｡
[約m orl] ( 雲) [軸s
'
1
'
] (口) [軸t与i] (櫛) [軸t‡a :] (翠) [f甘‡i:](癖)
[軸瓜] (釘) [約t‡iri] (薬) [軸 =inu s甘pa] ( 唇)
( 暗い) [軸*a m u ndo:] (暮れ る) [軸r u m a] (車)
[ku]とな る例 も あ る ｡
[kll: r u] ( 倉) [ku r abir u 瓜] ( 比べ る)
[軸 肌 瓜] ( 汲む) [約*a n e瓜]
[約ts tl] (莱)
吾 申 で は[ku]と な る ｡
[paku 払] (吐 く) [s甘kn r u] ( 作る) [s甘ku瓜] (着く) [s甘kn瓜] (突く)
[gu]と な る 例 も あ る ｡
[n a :gu 払] (蒔く) [nu帥且] (抜 く) [n aguR] ( 泣く)
ま た 語 頭 で タ ロ が[軸:] [*u]に な る 例 も あ る ｡
[軸: s atta :] (異 砂糖) [軸*a n eR] (暗 い)
ケ は ､ 語 頭 ･ 語 中 にお い て[ki]と な る ｡
[k皇pvs
'
1
'
Ja] (痩) [t紬i] ( 竹)
コ は語 頭 ･ 藩 中 に お い て[ku]と な る ｡
[kui] (声) [kuir n 瓜] (越 える) [paku] (箱) [taku] (蛸)
次 に ､ キ ョ ウ は[kjo]に な る ｡
[kjo :de :] ( 兄弟)
また キ ョ ウ ( ケフ) ､ キ ュ は と も に[kju]に な る ｡
[kj山:] ( 今日) [kju:] (旧)
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ガ行子音
ガ は語 頭 ･ 語 中 に お い て [9a]と な る ｡
[9 9aha 払] ( 苦い) [m aga r u瓜] (曲が る) [kuga ni] (蔚金)
ギ は 擬音 とな る ｡
[n u 瓜] ( 麦) [pan] ( はぎ o 足) [軸瓜](釘)
語 中 で[9
'
l
'
]に な る 例 も あ る .
[n ug
'
1
'
r
'
l
'
] (*)
グは[gu]とな る ｡
[n ugu 払] (脱 ぐ) [kugu瓜] (漕 ぐ)
ゲ は[gi]と な る ｡
[pagi] ( 禿げ) [tn agir u払] ( 曲げる) [pi
'
s ogir u 払] ( 広げる)
ゴ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[gu]とな る ｡
[gu ndz u:] (五 十) [gu : s o :] (後 生)
/ g / の 直 前 に[9]が 添加さ れ る 例 も見 られ る o
[do9 gu] (道具) [ka9 ga 瓜] (鏡) [na9 gir u n] ( 投 げる) [1a9ga m瓜] ( 上 がる)
サ 行 子 音
サ は 語 頭 ･ 語中 に お い て[s a]とな る ｡
[s atta :] (砂 糖) [約s a] (草) [s aka s
'
i
'
k
'
1
'] (柿) [s aku 瓜〕( 裂く) [sake R] (裂
い た) [s akir u 瓜] (裂ける) [saki:] (酒) [s atta :] (砂糖) [軸:satta :] (慕
砂糖) [s a : r u 瓜] ( 触る) [軸sa] ( 草)
帯 頭 の サ で ､ 母 音 が 無 声化 す る 場 合 ､ あ と の [r]も無 声化 し[£]に な る 例 が 認 め られ た ｡
[s8王a] (皿) [s各王u] ( 境)
シ は 語頭 ･ 語 申 に お い て[i]とな る ｡
[!in uJa] ( 死ぬ) [!皇nir u瓜] (締め る) [!idm n e 瓜] (沈む) [fir u= ] ( 印)
[‡ind3ir u瓜] ( 居じ る) [ko :!i] (菓子)
[sT]に な る 例 も あ る ｡
[s盲ta] (舌) [s
'
ita r a] (下) [s盲s
'
1
'
] (獅子) [s
'
l
'
na] (良)
[t!i]に な る 例 もあ る ｡
[pi:pat!i] ( 火箸)
ス は語頭 ･ 語 中 に お い て[sT]とな る ｡
[sT:] ( 巣) [?u s‡] ( 白)
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セ は[!i]と な る ｡
[ii払] ( 千) [?a!i] (汁)
語頭 で[!u]に な る例 も あ る .
[!u : w a :] ( 世 話｡ 心 配)
ソ は語頭 ･ 語 中 に お い て[su]と な る ｡
[s u r u払] ( 剃る) [su 川jeJa] (揃 う) [s u9ka粥ri] (挽 か ぶ り ｡ 損)
ソ が[‡i]と な る 例 も あ る ｡
[‡皇ti] ( 袖) [‡imir u 払] (染め る)
ソ が[‡u:]と な る 例 も あ る ｡
[mi:!u:] (味噌)
ま た[ts u]と な る 例 も あ る ｡
[軸ts u] (莱)
シ ヤ ･ シ ュ ･ シ ョ ･ ジ ュ は直音化す る ｡
[s a n!i瓜] (三 味線) [bas a] (馬車) [gu : s o :] (後生) [s o9gatS
'
l
'
] ( 正月)
[ba :sa :] ( 芭 蕉) [dz
'
l
'
bagu] ( 重箱)
直 音化 しな い 例 もあ る ｡
[?i!a] ( 医者)
シ ョ が[!u]に な る 例 も あ る o
[!u m uts‡] ( 書物)
シ ラ が[s s a]に な る 例 も あ る ｡
[s s agiru 瓜] ( 精 げる) [s s a 瓜] (諒)
シ ロ が[ho:]に な る 例 も ある ｡ これ 紘[!iro] (シ ロ) が 融合 した 結果 で ある ｡
[!is o :ha 瓜] (白 い) [ho:ha 瓜] (し ろ さ あ り ｡ 白い)
ザ行子 音
ザ は[dz a]と な る ｡
[dz a s
'
ik
'
l
'
] ( 座敷) [1a :d2a :] ( 症)
ジ は[dz
'
1
'
]と な る ｡
[d芸
'
1
'
:] (辛) [1idz
'
l
'
] ( 意地)
ズ は[d3i]とな る ｡
[皿id3ipa 皿a] (水浜 ｡ 泉) [d30:d3i] (上 手)
ズ が[dz'l']と な る 例も あ る .
[midz
'
1
'
] ( 水) [mim adz
'
l
'
] ( み みず)
ズが[sT]と な る 例 もあ る ｡
[k主s
･
1
･] (倭) [pa s
･
I
･
kahaJl]( 恥か し い) [pa s
'
1
'
r u瓜] (はずす ｡ 脱 ぐ)
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ゼ は[d3i]と な る ｡
[m ad3ir u 瓜] (混ぜ る) [d3i瓜] (勝)
[t!i]と な る 例 も あ る ｡
[kat‡i:] (風) [1a :r
'
l
'
kat王i] ( 東 風)
ゾは[du]と な る ｡
[du:!i:] (雑 炊)
ゾが[ts u]に な る 例 もあ る ｡
[kuts u R] (去年)
ジ ョ は[d30] [dz u] [dz o]と な る ｡
[d30 :dz
'
l
'
] ( 上手) [tind30:] (天 井) [ga ndz u :] (頑丈 . 丈 夫な) [dz o:] (門)
タ 行子音
夕 は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[ta]と な る ｡
[ta :](El) [垂甘ta] (蓋)
チ は語 頭 A 語 中 で[s
'
1
'
]と な る ｡
[s
'
ika r a] ( 力) [s
'
ikaha n u] (近 い) [的s
'
l
'
] (口)
番 頭 の チ で[d3i:]に な る 例 も見 ら れ る
[d3i:] (血) [d3ittii] (乳)
[ii]に な る 例 もあ る o
[王i:] (乳) [‡i:n u軸t‡i] (ち の く ち ｡ 乳首)
ツ は語 頭 で[‡i] [s u]と な る ｡
[!i]と な る 例
[‡皇ki肌 nu] (漬 物) [s u n n] [!皇nu] (角) [!i皿i:] (爪) [‡intl:] ( 包む)
[!皇n a :] (柄) [‡皇tu mut= ] (つ と めて ｡ 朝) [1o :‡主ki] (う わ つ き ｡ 天気)
[!impe] (唾)
[s u]と な る 例
[svko瓜] ( 使う) [s甘ku 瓜] ( 着く)
(蔓 ､ つ る) [s甘S arO] (強 い)
[s甘ku瓜] ( 突く)
[s甘ko:ruh] ( 作る o
[s甘ku r u] ( 作る) [s即u:]
準備す る)
ま た[sT]に な る 例 も見ら れ た ｡
[s
･
i
･
ka 肌 瓜] (つ か む) [s
'
iki払] ( 月) [s
'
ik
'
1
'
dz
'
1
'
k
'
1
'
] (月 々) [s
'idz
'
ika瓜] ( 続ける)
[s冨ka n a申帥] (飼 う)
語 頭で[ts u]に な る例 もある ｡
[tsugi] ( 吹)
語 中 で ツ ツ が[!!i]に も な る ｡
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[?i!‡i] (五 つ)
テ は語 中 ･ 語 尾で[ti]と な る ｡
[ti払] ( 天) [tind30 :] ( 天井) [ti:] ( 辛) [tin ubu!i:] ( 手首)
語 頭で[‡i]とな る 例も あ る ｡
[!i皿ubi:] (て の う び o 指) [‡皇ta] (て だ o 太陽)
ま た[te]と な る 例 も あ る ｡
[teki] (敵)
語 尾 に お い て[tu]と な る 例 も あ る o
[?ai主tu] ( 明後日)
ま た[=i]と な る 例も あ る ｡
[!皇tu m ut‡i] (つ と め て ｡ 朝)
ト は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[tu]と な る ｡
[tumar11 瓜] ( 止ま る) [?uttn] (普) [?itu:] ( 糸)
ま た ､ [t‡u]と な る 例 もあ る ｡
[1iti甘*
'
u] (従 兄 弟)
さ ら に[tta :]とな る 例も あ る ｡
[s atta :] ( 砂糖)
チ ャ は[t!a]とな る ｡
[t!a] (茶) [t!aba瓜] ( 茶わ ん)
ダ行子 音
ダ は語 頭 ･ 語 中 に お い て[da]と な る ｡
[da n a垂u瓜] ( 編 す) [n a:da] ( 演)
デは[di]とな る ｡
[1udi] ( 腕) [?ndir u瓜](出る)
また 譜中 で[ti]と な る 例 も あ る ｡
[!主ti] ( 袖)
ドは語頭 ･ 語 中 に お い て[du]とな る ｡
[duku] ( 毒) [jadu] ( や ど｡ 戸) [?a7n adu :] (雨 戸) [ntadu r u] ( みた どろ ｡ 撮)
[du:] ( 胴｡ 体) [?udu r uge n] ( 驚く)
譜 中 で[tu]と な る 例 も あ る ｡
[katu] ( 負)
また[do]と な る 例 もあ る ｡
[do9帥] (道 具)
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ナ 行子 音
ナ は語頭 ･ 語 中 に お い て[n a]と な る ｡
[n a :] (負) [na 瓜] (披) [n a:ga :] (仲) [n a9u瓜](泣く) [n at=]( 夏)
[nanat= ] (七 つ) [pana :] (輿) [pa n adz
'
l
'
] (鼻血) [p紬a] ( 花)
[n a m ari] ( 鉛) [n a :bi:] (鍋) [n a :da](蘇) [n a r 仙] (鳴 る)
ニ は 語 頭 ｡ 語 申で[ni]とな る o
[ni:] (荷) [ni! ‖aR] ( 似 合 う) [ni9 gjo:] ( 人形) [nis a nta] (に し の た ｡ 北)
[me : nits
'
l
'
] (毎 日)
ニ は語 頭 で[mi]と な る 例 もあ る
[mi: 耶 n u] (新 し い も の) [mi: s a :払] (新 し い)
ニ が 擬音と な る 例 も あ る
[o gahaR] ( 苦い) [d3i瓜] (銭) [?u 払] (鬼) [ka瓜] (蟹) [pi9 gir u n] (逃げる)
ニ の 後 に 擦音 が 添加さ れ る 例 が あ る ｡
[nind3u :] (ニ 十)
ヌ は 語頭 ･ 語 中 に お い て[nu]とな る ｡
[n u n u](布) [n u s s u ri:] ( 法 人) [nu s u m u 払]( 盗 む)
(温 い) [nugu瓜] ( 抜く) [sinu n u=] ( 家主 ｡ 主 人)
ぬ ｡ 着物)
ヌ は 爵頭 で[dz o]に な る 例 も あ る ｡
[dz o : rir u瓜] (滞れ る)
ネは 語 頭 ･ 語 中 で[ni]とな る ｡
[ni:] (a) [nits
'
l
'
] (A) [pvni] (骨)
種) [kuga ni] (費金) [p帥i:] ( 羽)
ネ ム が[n u垂]に な る 例も あ る ｡
[n u車軸瓜] (眠 る)
ノ は 語頭 ･ 語 中 で[n u]とな る ｡
[nu :bi:] (喉) [n u n u 瓜] (飲む)
[nuba軸 瓜] (伸 ばす) [n u!皇ru 瓜]
[n ugiri] (鋸) [nut= ] ( 令)
[ta n u 肌] ( 頼む) [n u n u] (物)
[肌]とな る 例 もあ る ｡
[‡i7n u][s u n u] (角)
[nu r q] ( 塗る)
[1inu] ( 犬)
[nl柑0血a 払]
[s
'
1
'
n u] (普
[1n ni] (胸) [k8ni] ( 鍾) [t抑.i] (
[p 抑i] ( 舵)
[nugo 川瓜] (浅 る) [n ubun] (伸び る)
( 乗せ る) [nu 払] ( 餐) [nu r u A] ( 乗る)
[btl : n u :] (斧) [nu n u] ( 布) [肌 n u] ( 物)
[baga m u n u] (若者)
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ハ 行子 音
ハ は[pa]と な る ｡
[pari王墓ki] (入 れ 墨 o 女性が 結婚後手 の 甲や 指の 背に施 した 入 れ墨) [pa s
'
1
'
r u 臥] ( 脱
ぐ) [*uts
'
1
'
n upa n] (歯) [pa:]
[paku] (締) [pakarula] ( 計る)
鉄) [pata] (端) [pa sT] ( 棉)
( 莱) [paku瓜] ( 吐く) [pake : 瓜コ ( 吐 き出 す)
[paka] ( 塞) [pagir u 瓜] ( 禿叶る) [pats a 瓜] (
[pad3imir u 瓜] ( 始める) [p各王a] (柱)
ヒ は ､ 語頭 で[pi]と な る ｡
[pi‡aba n u] ( 薄い) [p皇mid3a] ( 山羊) [s u :pi!e r u] (潮が干く) [pin e :] (髭)
[pi:] ( 火) [p皇nits
'
1
'
] (日) [pir u垂vts a rir u] (冷た い) [pi:pat=] (火箸)
[pita ri] ( 左) [pim a :] (暇) [piro m a]( 昼) [pi:] (鹿) [piso9ir u] (広げる
) [p皇s oba w a ra :] ( 広い) [pi:!a] (寒 い) [p主ka r e r o] (光 っ て い る)
[p皇ki!主kir Ⅶ] (引 っ 萌 る)
さ ら に ､ [pju :]と な る 例 も あ る ｡
[pju :d3u] (日 中 ｡ 一 日中)
フ は ､ 語 頭 ･ 語 中 で[軸]と な る o た だ し ､ 語 中 の 例 は少な い ｡
[約jn:] ( 冬) [約kaha瓜] (深 い) [約ku R] (吹く)
(撮 れ ば) [軸: m u瓜] (古物)
[軸ku r u] ( 袋) [的ta] (蓋)
さ ら に ､ [pu]に な る 例 も あ る
[p 甘ni] (船) [p 甘!i] (節)
[ju車軸ru :] (風 呂)
[垂甘*0 :] (降る) [軸垂iba:コ
[軸ku r a r o] (膨れ る o 腫れ る)
へ は ､ [pi]と な る ｡
[pi:] (鹿) [pir a] (鰭)
＼
ホ は ､ 語 頭 ･ 譜 中 に お い て[Ⅰ川]と な る ｡
[pu :] (徳) [ptl:] ( 帆) [pvs o :] ( 星) [pvni] ( 骨) [pu r tl払] ( 掘る)
語 頭 で[軸]と な る 例 も あ る ｡
[如Ⅶir u 瓜] (蕃 め る) [軸ts o:] ( ほそ｡ 僻)
また 語頭 で[pi]とな る 例 もある ｡
[pi:] (ほ と ｡ 女 の 陰部) [pi: s u瓜] ( 性 交する)
語中 に お い て[軸]とな る 例 もあ る ｡
[bu:p皇tu] ( お ほひ と ｡ 大 人) [bu : m ll瓜] (お ほむ ぎ ｡ 大麦)
ま た ､ [bu]とな る 例 も あ る ｡
[sat川ra :] (ほ ら貝)
ヒ ヤ が[pja]に な る 例が ある ｡
[pja:ku] (百)
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バ 行子 普
バ は語頭 ･ 語 中 に お い て [ba]とな る .
[ba s a n u n u] (芭蕉 布) [ban] ( 香) [bas a] (馬車) [dz
'
1
'
bagu] ( 重 箱)
[皿uba軸 払] ( 伸ばす)
バ が[pa]に な る例が あ る o
[gi:pan] ( 牙) [tapagu] ( 煙 草) [pi:pat!i] ( 火箸)
ビ は[bi]と な る ｡
[?akubi] ( 欠伸) [k
'
l
'
kubi] (帯) [n a :bi:] (鍋) [‡in ubi:] ( 指)
ピが[pi]に な る 例 も ある ｡
[tap皇] ( 旅)
プ は[bu]と な る ｡
[ku :bu :] (昆布) [pa nbtl 払] (半分)
ブ が[pu]に な る の も あ る ｡
[s u9kap 甘ri] (損 か ぶ り . 損) [m u s甘PtlJl] (結ぶ) [kipu ri] ( けぶ り ｡ 煉)
ブ ラが[a:]に な る 例 も あ る ｡
[?aba:] (油)
ベ は[bi]と な る ｡
[n a :bi:] ( 鍋) [ja r ab i] ( 童｡ 子 供)
ボ は[bu]とな る ｡
[s o:gibtl ni] (肋 骨) [kvs
'
l
'
bun
'
1
'
] ( 腰)
ボが[ptl]､ [pa]と な る 例 もあ る ｡
[s甘pu] ( 義) [kupa叫 瓜] (こ ぼす)
ボが[bo]と な る 例も ある ｡
[bo :] ( 棒) [bo : n耶皇i!i:] (棒切 れ) [gtl mbo:] (牛背)
マ 行 子音
マ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[n a]とな る ｡
[tn atts
'
l
'
:] (檎) [n a :gu 瓜] (蒔く) [k紺a] ( 塞) [軸 m m a] ( 車) [s
'
l
'
皿a] ( 良)
ミ は 語 頭 に お い て[ni]と な る ｡
[nis紬u r u 皿i瓜] (育) [ni皿adz
'
l
'
] (み み ず) [mi:ru瓜] ( 見る)
譜 中 に お い て 擦 音 と な る 例 もあ る ｡
[nta] (み た ｡ 土) [patsa 瓜] (秩) [ka n n a ri] (雷) [s a n!i払] (三 味線)
[?a 瓜] ( 網) [1nts u 払] ( 満つ)
ま た , 語 頭 に お い て[n e :]､ 語 尾 で [pi]とな る 例が あ る ｡
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[n e : ri] ( 右) [kapi:] (舵)
ム は[m u]と な る ｡
[m u r a] ( 秤) [m u s
'
1
'
] (虫) [mum] (麦) [m u:gu:](婿) [mtltS
'
ika s aha瓜] (難し
い) [m u s甘pu 瓜] (結ぶ)
語頭 に お い て ､ 擬音 とな る 例もあ る ｡
[7n ni:] ( 胸) [mbu s uJa](蒸す)
メ は 語 頭 ･ 語 中 に お い て[mi]と な る ｡
[mi瓜] (目) [mikkw a :] (目 の 不 自 由な 人) [m u mi瓜] ( 棉) [?ini] (翠) [?a mi]
( 飴) [k帥i] (負) [k帥i] ( 餐) [!imi] (爪) [tn a : 皿i:] (豆) [1a ni] ( 雨)
モ は語 頭 ･ 語 中 に お い て[n n]と な る o
[7n u n u] ( 物) [Tnu瓜] (桃) [m u ndani] (餌) [m u ni] ( 言 葉) [Tn uttS
'
l
'
:](餅)
[肌ja瓜] (も え る ｡ 生 え る) [馴Ija 瓜] (燃え て い る) [mllttS u 払] (持 つ) [m u:r uA]
(漏る) [!u m uts
'
l
.
] ( 書物) [t甘m u] ( 供) [s
'
l
'
m u :] (肝)
[baga Tnu n n] ( 若 者) [1uta Ⅶa 耶 r e] ( 子 守)
語 尾 で 擬音 とな る 例も ある ｡
[?itt!i瓜] (い つ も)
ヤ 行 子音
ヤ は 番 頭 A 藷 中 に お い て [ja]と な る ｡
[jagu 瓜] (焼 く) [ja: s e :] (野 菜)
[ja s s a:han] ( 易し い) [ja : n a 瓜]
[k叩0 瓜] (零)
[ja!!im 瓜] (痩せ る) [ja:m a:] ( 山)
(や め た) [ja 皿ir u 且] (や め る) [ja: 肌] ( 病む)
[ja ri] ( 袷) [ja r aha 瓜] (や わ らか い) [?uja] ( 親)
ユ は 語 頭 ･ 雷 中 に お い て [ju]とな る ｡
[ju:bo 払] (夕食) [ju車軸r u :] ( 風呂)
[jur a軸 瓜] (許す) [n a :ju :] ( 眉)
[ju :] (港) [ju rin up8n a](百合)
[約ju :](冬)
ヨ は[ju]とな る ｡
[ju 皿i] ( 嫁) [jtl : r u :] ( 夜) [ju m u払] ( 読む) [ju n a9a] ( 夜中) [juiir 仙] ( 守
せ る) [jⅦ:t!i] (四 つ)
ヨ ワが[ju :] [jo :]とな る ｡
[ju: n e 瓜] (夜半 な り ｡ 夕 方) [jo:ha瓜] (弱 い) [jo : ru 払] (弱る)
ラ 行 子 音
ラ ほ語 頭 ･ 語中 に お い て[ra]と な る ｡
[raku] ( 莱) [?araha w a r a] (荒い よ) [n a r a軸 瓜] (な らわ す . 教 え る) [garaii]
(烏) [ja r abi] ( 童｡ 子 供) [t朋 a](虎) [pす吉a] (柱) [ka r apan] (裸足)
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[s abu r a] (は ら貝) [m u r a] (村) [ja r aha 払] ( や わ らかい) [gndz
'
1
'
r a] (鯨)
[?ir abu 払] (運ぶ) [pira] (盟)
語中 で[r u]とな る 例も あ る ｡
[ku : r u] (%)
ク ラ が[fuba]にな り ､ さ ら に 融合し た[ffa:]に な る 例も見 られ る ｡
[fuhajo瓜] ( 暗闇) [fuha 恐 紬] (暗い) [m affa:] ( 枕)
ブ ラ が[ba :]と な る 例 も あ る ｡
[?aha:] (油)
リ は譜 中 で[ri]と な る ｡
[p 各ri:] (針) [na : r
'
l
'
] ( な りo 実) [mid3inda m a ri] (水滴 り o 池) [kann a ri] (
曹) [垂gt‡iri] (燕) [su9kap 即i] (損 か ぶ り ｡ 損) [的ta ri](ニ 人) [pitari:]
(左) [m a : r
'
1
'
] ( ま わ り) [ja ri] (檎) [ju rin叩 抑a]
[In aga ri:] ( 梶) [ri:] ( 刺) [ 約m o ri] ( く もり . 霧)
蟻) [kipu ri] (痩)
[r u]と な る 例 も見 られ た ｡
[tu r u] (鳥)
ル は[ru]と な る ｡
[約 rutna] (串) [s8;u] ( 猿) [!im‡i] ( 印)
ル が 語中 で[r a] [r o]にな る例 も あ る ｡
[?aragi] (歩く) [ka r oha r o] (軽 い)
イ ル が[u:]に な る ｡
[s u :] (汁)
レは[ri]とな る ｡
[?u ri] ( あれ) [ku ri](こ れ)
(百合) [りidz a ri] (漁)
[n a m a ri] (鉛) [?a ri] (
ロ は[rn]と な る ｡
[1ir u] (色) [?udurng紬] ( 驚く) [ntadu r u] (梶) [約ku r n] (袋) [ju車軸ru:]
( 風呂)
弓哲中 で ロ は[s o]に な る ｡ さ ら に シ ロ が 融 合 し[ho :]に な る 例 もあ る ｡
[p主sogir u] (広げ る) [p皇s oha w a r a:] ( 広い) [!皇s o :ha n] (白 い) [ho :ha 瓜] (し
ろ さあ り ｡ 白 い)
語中 で[r a]に な る 例 もあ る ｡
[kur a垂抑] ( 殺す)
ワ 行子 音
ワ は 語 頭 ･ 語中 で[ba]とな る ｡
[batta] (腹) [baga r u 瓜]( わ かる) [baga n u n u] ( 若者｡ 青 年) [bagaha瓜] ( 若い)
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[ba:9u 瓜] (湧く) [bagir u払] (分 ける) [bai!皇kiru 瓜] ( 忘れ る) [bas s
'
ika n] (忘
れ た) [ba :] (私) [ba:n a:] (私 た ち) [ban na :]( 良) [ba : r u 払] (笑う)
[ba:ru 瓜] (割 る) [ba ris a r u] [ba ris a払] (悪 い) [jar abi] (童 ｡ 子 供) [?abata]
(慌て る) [1abatata](慌て た) [ka r e m] (変わ る) [t!aba 瓜] (茶碗) [baki]
(脇)
語 中 A 語尾 で[w a]と な る 例 も あ る .
[!n:wa :] ( 世 話｡ 心 配) [?tl W a r en] (終わ る)
ワ は ､ 語中 で 脱 落す る 例も あ る ｡
[ka :ragu 瓜] ( 乾く) [s a:r u瓜] ( 触る)
[m a : r
'
l
'
] ( まわ り) [ma : r tl瓜] (廻 る)
[In a : r a*u 瓜] (まわ らす ｡ 死 ぬ) [ha :](皮)
[jo:b紬](弱い)
古 語 の ヰ は[?i]と な る が ､ [b i]と な る 例 も あ る ｡
[?i]とな る 例 ｡
[?in aka] (田 舎) [?i:be] (位 牌)
[bi]と な る 例 ｡
[bi] (蘭 草) [bi:ru 払] ( 坐る) [bi:] (雄)
古 語の ヲ は[1u]に な るが ､ [w u]と な る 例 もあ る ｡
[bu]とな る 例 ｡
[buru] [btl r u瓜] ( 居る) [bu : n u :] (斧) [bu:r u払] ( 折る) [bu :] (拷) [buttu]
( 夫)
[?u]と な る 例 ｡
[1ukki] (棉) [?uja nt!u] (ヲ ヤ ケ ヒ ト ｡ 鼠) [1udu rl柑u 瓜] ( 想わ が る)
# %
擬 音披 自保方 言 で も撰者 と な る ｡
[?u 瓜] ( 逮) [ga9ku] ( 頑固)
[s u9kap甘ri] ( 損か ぶ り ｡ 壊)
[Sind3im 払] ( 借ずる) [d3i瓜] (膳) [ti払] ( 天)
[pa血bun] ( 半 分) [baA] ( 香)
促音
促音 は長音 と な る ｡
[t皇pu :] ( 鉄砲) [mi:ga :] (三 日)
他 に ､ / s / /r / の 連続は 促音 と な る 場 合が あ る ｡
[s s a瓜] ( 義) [s s agir u瓜] ( 精米する) [ja‡王ir u 瓜] (痩せ る) [bas s
'
ika 瓜] ( 忘れ た)
そ の 他 に も促 音 に な る 例 が 見 出 せ た ｡
[nutts
'
l
'
:] (餅) [jas s a :ha 瓜] (易 し い) [jagatta] (横 ｡ 側) [1atts a :] ( 明日)
[?ap pa r a:] ( 遊 ぼ うね) [?atts aba n u] ( 厚い)
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# 2 * と比 車東 研 究
｢第 1 章 記 述 研 究+ でほ ｢第 1 節 奥方 言+ ｢第 2 節 辺 野 菩 方言+ ｢第
3 節 前 島方 言+ ｢第4 節 渡 嘉 敷方 言+ ｢第 5 節 宵 良方言+ ｢第 6 節 自
保 方言+ の 順 に ､ 各方言 の 音韻 体 系 に つ て 述 べ て き た ｡ 辺 野 喜方 言 は ､ ワ 行子
音 で 特 徴 的 な 対 応 関 係 を 示 し て い た ｡ そ れ は 何 に 起 因 す る の か ､ ま た そ の ワ 行
子 音 の あ り 方 か ら何 が 言 え る の か 考 察 を 深 め る ｡
ま ず ｢第 1 節 比 較考 察+ では ､ 第 1 章 で 扱 っ た ､ 沖純 北部 の 辺 野 亭方言 と
南部 の 前 島方 言 に つ い て 比較 研 究 し て い く ｡ 手 順 と し て は ､ 1) 音素 ､ 2) 拍
構造 ､ 3 ) 拍 体 系 4) 音韻 対応 の 各 々 を 比 較 し ､ そ の 差 異 か ら 辺 野 暮 方言
の 特 徴 を 浮 き 彫 り に し た い ｡
次 に ､ 辺 野 書方 言 で 旺 ワ 行 子 音 が [g w] に 対応す る ｡ こ れ は 辺 野 書方言 だ
け の も の で は な い こ と が ､ 本研 究 を進 め て い く 中 で 分 か っ て き た ｡ 辺 野 喜に 隣
接 す る 字 嘉 ( う か)方 言 ､ さ ら に 北側 に 位置 す る 奥 (お く) 方言 で は ､ ワ行子
音 は ど の よ う に な っ て い る の か ｢第 2 節 ワ 行 子 音 / g w a / 音の 考 察+ で 比
較 し ､ 共 時 で の 辺 野 草方 言 の [g w a] 音 の 位 置 付 け を し た い ｡ し か る の ち に
こ れ ら 沖 縄 北 部 方言 の [g w a] 音か ら見 え て きた ､ 全 琉球 方言 を含 め た ワ 行
子 音 の 変 化 過程 を示 し て い き た い ｡
で は ､ 以 下 ｢第 1 節 比較 考察+ か ら 進 め て い く ｡
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覇写 且 節 丘虹 喪定 考 薦琴
こ こ で は 沖純北 部 の 辺野 喜方言 と南 部 の 前 島方言 を取 り上 げ､ 比較考察 し ､ 辺野音方言
の 特徴 を見 た あ と ､ ｢第2節 辺野寄方言 の ワ 行子 音/ g w a/ 音の 考察+ に つ なげて い
く ｡
1) 音素
最 小 対 立 に よ り認 定さ れ た音 素は ､ 辺野 寄 ･ 前 島両 方言 で 2 3個で ､ そ の 内訳 は次 の通
り で あ る ｡
(I)母 音音素
辺野 書方言 で は/ i
前 島方言で も/ i
(2)半母 音音素
辺 野草方言 で は/j
前島方言 で も/ j
(3)子 音 音素
辺 野書方言 で は / ?
1 4個が 認 め られ た ｡
前 島方言 で も/ ?
個が 認め られ た ｡
(4)手自音 素
辺 野書方言 で は/ 也
前 島方言 で も/ 也
e a 0
e a 0
u /の 5個が認 められ た ｡
u /の 5個が認め られ た ｡
w /の 2個が 認 められ た ｡
w /の 2 個が認 め られた ｡
h g k
h g k
N/の 2個が 認 め られ た .
N/の 2個が認め られ た ｡
2 )拍構造
辺野 書方言 で は / C V
前 島方言 で も/C V
CS V CN
C S V CN
m b p/の
m b p /の 1 4
Ⅴ / 構造お よび N Q が認 め られ た ｡
V / 構造お よび N Q が認 め られ た ｡
3 ) 拍体系
比 較研究の 便宜 上 ､ それ ぞれ の 拍を次頁に あ げ､ 考察 して い く ｡
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1. 辺野 菩方言 の 拍体系
< C V>
?i 9e ?a ?o
[?i] [?e] [?a] [?o]
･ i ･ e ･ a
[i] [e] [a]
[ji] [je]
bi be
[ =] [be]
gi ge
[gi] [ge]
ki ke
[ki] [ke]
ci
出止 +
@
zi
[ 虹
㊨
si s e
iil m
⑨
ba ho
[血a] [bo]
ga gO
[9a] [90]
ka ko
[ka] [ko]
C a C O
[ts a] [ts o]
1u
[?u] ①
'
u
[Ⅵ]
[耶]
bu
[軸]
9u
[9u]
ku
[ktl]
C u
[ts u]
Za Z O Z u
[dz a] [dz o] [dz u]
?ju
[りju]
< C SV >
･ja ･jo ･ ju
[ja] [jo] [ju]
③
ZJa
[d3a]
S O Sll
如 L + 由ユ
[!o] [!u]
to tu
[to] [tn]
n O n u
[n o] [nu]
r O r u
[r o] [m]
[do] [du]
7n0 m 屯
[m o] [皿u]
bo bu
[bo] [t川]
pO pu
[po] [Ⅰ川]
S a
[s a]
ti te ta
[ti] [te] [ta]
皿i n e 皿a
hi] [ne] [n a]
ri r e
[ri] [re]
r a
[r a]
[da]
n l ne 皿a
[ni] [ne] [Tna]
bi be ba
[bi] [be] [ba]
pi pe pa
[pi] [pa]
上吐L +坐⊥+ 旦由
⑩
<Y>
1
[i]
e a
[e] [a]
N
よ型ユ
Q
[p I s ∫ k 9]
0 u
[o] [u]
9jO
[9jo]
?wi
[?wi]
･
wi
[wi]
㊨
kju
[kju]⑥
cju
[t紬]
zju
[d tl]
bjo
[bjo〕
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9V e
⑤上醒吐
kve
[k甘e]
< C N>
9w a りN
[7w a] ②土地
･
w a
, N
[w a] [m AD m]
gW a
[9W a]
kv a
[kw a]
2. 前島方言 の 拍体系
< C V>
?i ?e ?a ?o
[?i] [?e] [?a] [?o]
･ i ･ e ･ a
[i] [e] [a]
[ji] [je]
bi be 血a ho
[6i] [he] [ha] [ho]
迫真i +坐⊥+旦旦 虹
gi ge ga go
[gi] [ge] [ga] [go]
?tl
[?tl]
■
u
[u]
[wⅦ]
< C S V>
9ja
①比 出
･ja ･jo
[ja] [jo]
bu bja
[軸] ③辿
gu
[9u]
ki ke ka ko ku
[ki] [ke] [ka] [ko] [ku]
ci c e c a c o c u
[t!i] [t!e] [t!a] [t‡o] [=u]
⑦
zi ze
出 + 吐出
㊨
si
@
Llh
ti
[ti]
Za ZO Z u
[d3a] [d30] [d3u]
S e S a S O S u
[!e] [s a] [s o] [sn]
te ta to tu
[te] [ta] [to] [tu]
ni ne na no nu
[ni] [皿e] [n a] [no] [皿u]
ri r e r a r o r u
[ri] [re] [r a] [r o] [r u]
[di] [de] [da] [do] [加]
皿i Ⅷe m a no 肌
[ni] [ne] [n a] [n o] [mu]
bi
[bi]
pi
[pi]
<Y>
1
[i]
be ba bo bll
[be] [ba] [bo] [bu]
pe pa pO pu
[pe] [pa] [po] [pu]
e a 0 u
[e] [a] [o] [q]
N
吐 乳ユ
㊨
Q
[p I s i k]
gjo
[gjo]
bjo
[bjo]
?ju lwi
[?ju] [?wi]
･ju ･ wi
[ju] [wi]
9W l
金 地 ⑤
kju kwi
[kju] [kwi]
@
-
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kw e
[kw e]
?wa
[?w aョ
'
W a
[w a]
9Wa
[gw a]
kw a
[kw a]
< C N>
?N
② [?n ln]
･N
[m n9 瓜]
辺野 草方言と前島方言 とを比較し ､ 差異の認 められた箇所 に
に 考察 して い く ｡
を付した ｡ ① - ⑨の 順
① [1ja] は前 島方言 で 認 め られ ､ 辺野 書方言 に は 認 められな い 拍で ある が ､ これ は 2
人称 の [?ja:] ｢君+ と [ja:] ｢家+ の 最小対立 に より認定さ れ るが ､ 極め て語例が少
なく ｢君+ 1話しか見出せな い ｡ 辺 野書方言で は ､ 2 人称 の ｢君+ は[?u r a]で ある ため前
島方 言 の よ うな対 立が 成立 しな い ｡ よ っ て こ の 拍 は立た な い ｡
②/?N/の 具体音 声 に は [?n] [?m] が あ る ｡ [?n] は両方言で 認 め られ る が [?n] は
前島方言だけに 現れ る ｡ 前島方言で は
(1) 語頭 の 母音
i , u - ? u / - m , n , d
の 場合語 頭 で 擬音化する ｡ そ の 結果 [7n] も認め られ る ｡
[?11 n ad3i] (鰻) [?Ado : 払] (熟す) [?nd3i: 払] ( 出る)
また次 の よう な場合も語 頭で 擬音化す る が ､ 必ずしも/? / を伴うわ けで はない ｡
(2)語頭 の
m i , m u ) N
[n : s u] ( 味噌) [n:d3u 瓜] ( 見る) [?nda ri: 瓜] (乱 れ る) [7n ni] ( 胸)
この よう に 前島方言 で は [i, u] 母音 の 前後 に歯茎音､ 鼻音が来た場合擦音化傾向にあ
る ｡ と こ ろが辺野 書方言で 柱 こ の よう な現象は見られ な い ｡ 以上 の 理 由で 辺野書方言に は
[?n] が 認 め られな い ｡ た だ し､ [?n : n e :] (お祖父さん ､ 義父) が ある ので [?n] が認
定 され る ｡
③ [sa] は前島方言で 認 め られ ､ 辺 野書方言に は認め られな い 拍で おる が ､ これ は共通
語 の ｢百+ が 前島方言 で は [ca :ku] で あ る の に 対し ､ 辺野書方言で は直音化し [haku]
となる た め で ある ｡
④ [gwi] は前島方言 で 認められ ､ 辺野菩方言 に は認め られ ない 拍 であ る が ､ これ は ｢
夕方+ が前島方言で は [ju m a9 9Wi] で あ るが ､ 辺 野暮方言 で は [jo :ne :] で ある た めに見
出せ な い 拍 で あ る ｡
⑤ [gw e] は辺 野書方言 に認 め られ ､ 前島方言 で は認 め られ な い 拍で あ る o これは ワ行
子音と深 く 関連する ｡ [gw a] は両方 の 方言共通の 拍で あ るが 前島方言の 場合は いわ ゆる
合物音 [s a9 gW at= ] ｢三月+ な どや琉球方言 で よく見られ る 接尾辞 [gw a] に より認 めら
れ る 拍 で あ る ｡ - 方辺野 暮方言 は前島方言 で 見られ る音以外 に ワ行子 音が 一 部 [gw a] に
な る ｡ ｢ワ+ の みな らず ｢ヰ+ ｢ヲ+ が後続の母 音との 関係か ら [gwa] に な る こ とかあ
る ｡ これ ら と 合わ せ て ｢ヲ ヤ+ が [gwe] に な る例が認 められ ､ 辺野 書方言 には 前島方言
より多く の / g w /の 拍が設定さ れ る こ とに なる ｡
⑥ [kwi] は前島方言 で 認 められ ､ 辺 野暮方言 に 桔認 め られな い 拍で あ るが ､ これ柱 共
通語の [ko e] ｢声+ が前 島方言で は [kwi:] にな る o これ は [k旦曜] が 高母音化し､
[k旦Wi] に な っ た後/ u wi/の 部分が /
'
w i i/ ( [w i ニ] )に 変化し たと考えら
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れ る . 一 方辺野書方言 で は前島方言同様､ 先ず高母音化する . 次に子 音変化で あるが ､ 辺
野 菩方言 で は共通 語 の 力行子 音がh音化す る ため [*ui] に な る ｡
⑦辺野 啓方言 で は [i] の 前 で [‡] に なる o また [e] の 語例は見 出 せ なか っ た o 一 方
前島方言 で はす べ て の 母音の 前で 口蓋化する ｡
辺 野書方言
[t!igo :] (丁 度)
[tsa:] ( 茶)
[tso : r e :] (兄弟)
[ts u9*e :] (痩)
前島方言
[=皇皿a] (柄)
[c主tie :] ( 額)
[bat‡a :] ( 蜂)
[t!o:r e:] (兄弟)
[kat!u :] (鰹)
前 島方言 は 辺野 音方 言 と 比較して 口 蓋化が顕著 な方言 と言 える ｡
⑧/z/ で ある が ､ 先ず前島方言 で は全 段で 口蓋化 する ｡ 両方言で 異なり を見せ る のが
/zja/ /zju/ /zje/で あ る ｡ 先ず/zja/で あるが前島方言 で ほ/zja/と/z a/が 自
由交替の 関係 に ある の に対し ､ 辺野 啓方言で は [?a m adz ak i] ( 酢) [?ad3a〕
'
(症) の よ
う に/za/ と/zja/は 区別さ れ る ｡ こ れは/I.ja/が/ra/と 関係が 深く ､ 年代差と思 わ
れ る が予備調 査 で は ､ 常 に よ っ て は自由交替 の関係で 現れる ことがあ っ た ｡ しかし ､ 本稿
で 柱自由交替 の 関係で は扱わな い ｡
次 に/zju/で 凝る が , 辺野書方言 で は [*udz n] (去年) [ga :d3u :] (強情) の よう
に 区別が ある もの の ､ 前島方言 で は [kud3u] ( 去年)と [ga :d3u :] (強情)の よう に 口
蓋化 し/z u/ と/z3n/ の 区別 がな い ｡ こ の こ と と⑦ と合わせ て 前 島方言 は 口蓋化が顕著
で あ る ｡
また/zje/は今回の 調査で ほ前島方言 の み に見出され た . これ は [kad3i] (風) と助
詞 [ja] (紘) の連母音が融合 し [kad3e :] とな っ た もの で あ る ｡
⑨/sjtl/ で あ る が ､ 辺野 書方言 で は [皿aiu] (堤) と [ktl S u] (莱) の 区別 があ る が
前島方言 で は [ma:s u] (塩) と[如s u] (莱) で 区別が な い ｡ また/sjo/で は辺好事方
言は [‡o:bai] (商売) [gu s o:] (後生) の 区別が ある が ､ 前島方言で は [so :bai] (
商売) [gu s o :]
.
(後生) で 区別 が ない ｡ ただし ､ [s o :ju :] (醤油) [s o :gw at= ] (正
月) の よ う に 両方言で 直音化する 例も認め られた ｡
⑲辺野書方言で は [p] と [*] とが 自由交替の 関係にな っ て お り､ 一 方前島方言で は
[h] と [垂] とが自由交替の 関係 にな っ て い る ｡ 琉球方言の ハ 行子音 は先行研究に より
旦∠_旦ユ > 且 > 旦 > 旦
(1! (2) (3) (4)
の 変化を遂 げる ｡ 辺野書方言 で は(2)か ら(3)へ の 変化を完了 し つ つ ある ｡ また前島方言 は(3)
か ら(4)へ の 変化 をほ ぼ完了 しつ つ ある ｡
⑳ [9] は前島方言 で 認 められ ､ 辺野 書方言 に は認 められ な い 拍で ある が ､ これは ｢さ
あ行 こう+ が [9:ka] で ある が ､ 辺 野書方言で は相当する語が 見出せ なか っ たため に 相と
して 立 て られ なか っ た ｡
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4) 音韻対応の 比較
音韻対応の 比較研究で は ､ 共通 語 の 行との 対応関係を考察して い く都合上 ､ 関連の見ら
れ る 音素を随時 , 並記 しな が ら進 め て い く ｡
Ⅰ 母 音音素
辺野 喜方言 1 a u
前島方言 1 a u
共 通 語 イ A エ ア オ ･ ウ
辺 野喜 ､ 前島方言共 に/ i/は共通語 の イ ､ エ に 対応し ､ 本来のイ と統合して い る ｡ こ
れ と 同様 に オ に 対応す る母 音 が/ u /とな り 本来 の りと統合 して る ｡ こ の 現 象は 琉球方言
全域 に 見られ ､ 双方に も共通し , この 3母 音が基盤をな して い る ｡
また/ e / ､ / o /は ､ 連母 音の 融 合に よ り/ e e / ､
母音 を基盤に / a a/ ､ / a i/ ､ / a e/ ､ / a u/ ､
/ e e/ を新た に形成して い る ｡ 以下 に 語例を示す ｡
辺野 草方言
ア イ - / e e/
[垂e :] ( はい ｡ 灰)
[?like : m e :] ( おか ゆ ま い ｡ 珊)
ア エ - / e e/
[垂e :] ( は え｡ 蝿)
また/ o / 紘/ a u/ ､ / a o/ ､
辺野 書方言
アオ - / o o/
[1o :ir u] ( あお い ろ ｡ 青色)
オ ウ - / o o/
[gu nbo:] (ごぼう ｡ 年芳)
Ⅱ 半母 音音素
/ o o / と して 現れ ､ 上記 の 3
/ e a/, / o a/の融合が ､
前島方言
ア イ - / e e/
[*e :] ( はい ｡ 灰)
[?uke : 皿e :] ( お かゆ ま い ｡ 錦)
ア エ - / e e /
[申e :] ( は え｡ 蝿)
ア ヤ - / e e/
[he :ii] (はや し ｡ 嚇子)
エ ヤ - / e e/
[kad3e :] (か ぜ＋ 杖(ja)｡ 風は)
オヤ - / e e/
[m e : s u 瓜] ( もやす ｡ 燃や す)
/ o u /の融合が/ o o /を新た に形成して いる ｡
前島方言
アオ - / o o/
[so:] (さお ｡ 竿)
オ ウ - / o o/
[bo:i瓜] ( は う｡ 這う)
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1. 1 / j /
/ j /は 共 に ヤ 行に 対応す る ｡
辺 野菩方 言 j a j u
前島方言 j a j u
共通 語 ヤ ユ A ヨ
1. 2 / w /
り 行 子音で は ､ 多く の 異な る 点が 認 め られる ｡ 対応の 比較 と語 例は次の 通 りで ある ｡
辺野 暮方言 b i ? u W a ? u
前島方言 j i w i W a W u
共通語 ヰ ヱ ワ ヲ
辺 野書方 言
[bi: 瓜] (ゐ る ｡ 坐 る)
[?uiru 瓜] ( ゑふ ｡ 酔う)
[w a r abi] ( わ らベ ｡ 子供)
[1utll] ( をっ と｡ 夫)
前 島方言
[ji: 瓜] (ゐ る ｡ 坐 る)
[vi:ju 瓜] (ゑ ふ ｡ 酔う)
[w a r abi] ( わ らベ ｡ 子供)
[wutu] (を っ と｡ 夫)
前島方言で はイ段 で/j / にな る以外 は/ w /で ある ｡ イ 段の / j /へ の 変化は次の よ
う に考え られ る ｡
先ず ､ 琉 球方言 の 母音 は 1 5世 紀 ごろ 高 母音化す る ｡ そ の 結果 ､ ヱ の母 音が/ e /か ら
/ i/に 変化 した と考え られ る ｡ さ ら に ヰは/ w i/とな っ た ヱ と の 混同を回避する た
め子音 を/j / に 変化さ せ た と解釈で き る ｡
しか し､ 辺野暮方言で 杖 ワ行子音は多様 に変化 して い る ｡ 一 見 ､ 無秩序に見 え る これ ら
が ､ 実は整然 とした体系を成して い る こ とがわ か っ て き た｡ また 辺野菩方言の ワ行子音は,
琉球方言 に お ける ワ 行子音 を考察する 上 ､ 重要 な示 唆を与 えて く れ る こ と も分か っ て きた｡
辺 野 書方言 の ワ行子音 の対 応関係ほ上記 の 通り で ある が ､ 音韻変化 と して 現れる [9甘a]
音 と も関係づ けなが ら考察を深め て い く ｡
皿 子 音音素
共通語 との 対応関係か らそ れぞれ の方言で 関連す る普素どう しをま とめ以下, 辺野喜 ､
前 島両方言を 比較研究 して い く ｡
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1 / ?/
1. 1 / ? /
辺 野菩 ､ 前島 の 両方言 で語 頭母 音の 前 で 表れ る ｡ また前 島方言 で は ､ 共通 語 の [in e]
｢ 稲+ のよう に第 1音節が 狭母音で 第2音節に [m] [n] が来る 語 は第2音節の 音に引
か れ ､ [?m m a] ｢馬+ [1n ni] ｢稲+ [?m mi] ｢膿+の よう に な る . と ころが ､ 辺野菩方言で
紘 /?/ ＋ 母 音 に [m] [n] が 後続 して も/1N/ に はな り にく い ｡ さ らに 前島方言 で は擬
音化が激 しく ､ 語頭 の ミ ､ ム で も樺音化が 見 られ る ｡
(1)語 頭母 音の 語 例
辺野 事方言
[?a na] ｢穴+
[?ikki] ｢鱗+
(2)語頭母音が 両方言で 擬膏化 する語例
辺 野草方言
前島方言
[?a v a] ｢菜+
[?it‡i] ｢息+
前島方言
馬 [m m a] [1m h a]
｢馬+ は両 方言 で擬音化す る が ､ 辺 野書方言 で は前島方言の よう に 喉頭音で はな い｡
(3)語 頭母 音が 前 島方 言だ けで 擬音化す る語 例
辺 野暮方言
# [?tl n agi]
生 まれ る [1tlmari:瓜]
膿 [1nntu :]
熟す [?u m u瓜]
前島方言
[1n n ad3i]
[?m nari:n]
[?mlni]
[?lido : 瓜]
(4)語 頭 の ミ ､ ム は前島方言 の みで 擬 音化す る
辺野 草方言
見 る [皿i: 瓜]
乱 れ る
味噌 [misu]
前島方言
[n:d3u 瓜]
[7nda ri: 瓜]
[皿:S U〕
胸 [1ini] [?n ni]
さ ら に前島方言と辺野 書方言 で対応語が異なるた め単純 に 比較はで きな い が ､ 前島方言
の み で 擬音化する 語例で 以下 の ような もの が ある ｡
[1nni] ｢稲+ [n:d3u] ｢溝+ [?n : 皿e :] ｢おん まえ ｡ お祖母さ ん+ [1mn u] ｢芋+
[1n ri: 瓜] ｢濡れ る+ [?nd3i: 瓜] ｢出る+ [1n:mi:] ｢お んお もい ｡ お姉さん+
[1皿bu slln] ｢蒸す+
また ､ 辺野 書方言 だけで 擦膏化する語例 には次の よう な もの が ある ｡
[?n : 皿e :] ｢お札父さ ん ､ 義父+
以上 よ り前島方言 に おけ る語 頭 の瀞音化現象を分析す る と次の よ うな法則 が導き出せる ｡
①語頭の 母音
1 , u → ? u / - m , ∩ , d
②語頭 の
m l, m u → N
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前島方言で は/i/ /u /母 音の 前後 に 鼻音 ･ 歯茎音が来た場合､ 擬音化する 傾向に あ る｡
ただ し [n: s u] (味噌) の よう に/ ?/ を伴わな い 場合もあ る ｡
一 方辺野 音方言の [?m:m e:] (お祖父さ ん ､ 義父) は意味は異な る もの の 前島方言で も
同様 の 語形 が 見 られ ､ 他か ら の 借用 の 可能性も ある の で ､ 内的変化 で ある か否 か に
つ い て は慎重 に検討す る必 要が ある .
以 上 の こ とか ら前島方言は辺野 菩方言 より も語頭 における擬音化が顕著な方言で ある と
言 え る ｡
2 / 汰/ /h// p /
辺 野草方言 で はカ行が/k/ /也/に 対応す る ため , これ に伴い ハ 行が / p/ ([申]
も含む) に 対応す る の で こ こ で ほ/ 汰//也/ /p /を合わせ て観 察して い く ｡
2. 1 /良/
/ k/は辺野 賓方言で は語頭の キ ､ 語中語尾 の 全段 に 対応する ｡ こ の よう に語頭と語中
語 尾 と で 異 な る の が辺野 書方言 の 特徴 で あ る ｡ 辺野暮 方言は カ行 子音 が k> bに 変化 し た
た め ､ ハ 行子音が p>垂 の 変化に 留ま っ て い るの で ある ｡ つ まり 車>h へ の 変化が kの
h 音化 に よ り妨 げられ て い る状態 に あ る ｡ ただ し語 頭 で はkの h 音化が進 ん で い る もの の
語中語尾 で は依 然kの ま まで ある こ とか ら辺 野事方言の 力行子音はk か らⅠl へ 変化す る過
渡期 に ある と言 え ､ 語 頭で最 もh音化が進んで い る と言える ｡
一 方前 島方 言 で は キが 口蓋化し/ c / k. な る以外は力行子 音は/ 汰/で ある ｡ 以上の こ
とか ら両 方言 に 共通する こ とは 高母音化 に よ る/i/ /e /､ / o / /u /の 統合によ り
異な る 2 つ の 拍 が 1 つ の拍に統合され る ｡ 例 えば/ k i･ k e /> /k i/ ､ /k u ･
汰 o / > /kll/に 統合さ れ る ｡ 後 者の 統 合は強固 で ある が ､ 前者 の 統合は辺野 菩方 言で
は語頭の キ が/ k/ を保持し続け ､ また前島方言で もキ が 口蓋化する な ど統合を避ける 傾
向に あ る と 言 え る ｡
辺野 寄 (語頭) k i k u
辺 野喜 ( 寮中) k i k a k u
共通語 辛 ケ カ コ‾･ ク
前 島方言 k i k a k u
共通 語 ケ カ コ ･ ク
辺野 亭方言 前島方言
語頭 語頭
[kid3i] (きず ｡ 傷)
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[ktl r u :] ( くろ . 黒)
語中語 尾
[?iki]
[s aki]
[?i汝a :]
[hakni]
[rl止Ⅶ]
(い き ｡ 息)
(さ け ｡ 酒)
(い か ｡ 烏賊)
(か こ い ｡ 垣)
(どく . 毒)
[ki:] (け. 毛)
[kata] (かた ｡ 跡)
[ku:9a] (こが ｡ 卵)
[kud3i] (くぎ . 釘)
語申請尾
[kaki:瓜] (か ける ｡ 賭け る)
[1aka :] ( あか ｡ 赤)
[taku] (た こ ｡ 蛸)
[ruku] ( どく｡ 毒)
2. 2 / 也 //
既述 の /k/ と合わ せ て /也/も双方の 方言で 大きな差が認められ る ｡ 前島方言 で は ､
/h /は ハ 行子音 に対応 し､ 一 部の 語 で /h w /に な る例が見られた ｡ 一 方辺野音方言 で
は/ 也/は 語 頭 で 力行 音ケ ､ カ ､ コ ま たハ 行 の ホ ､ フ に 対応す る ｡
頭) h i h a h u
ケ カ コ
ホ ･ フ
h u
ホ ･ フ
辺野草 ( 語
共通語
前島方言 h i h a
共通語 ヒ ･ へ /＼
辺野 書方 言
力 行に対応する ｡
[ぢi:] ( け. 毛)
[bak11i(か こい ｡ 垣 根)
[s a軸] (た こ ｡ 蛸)
ハ 行 に対応する ｡
[*uSi] (はし ｡ 星)
[*u‡i] (ふ し ｡ 節)
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前 島方言
ハ 行に 対応する ｡
[cid3ai] (ひ だり . 左)
[6ir a] (へ ら ｡ 箆)
[ba=a :] (は ち ＋ 者(あ)｡ 蜂)
[軸:] (ほ ｡ 穂)
[軸皿i] (ふね ｡ 舟)
上 記 の よう に 辺 野亭方言で は語 頭の ケ ､ カ ､ コ ま たホ ､ フ に ､ 前島方言で はハ 行子音 に
対応 し て い る こ とが分か る ｡
また 辺野暮方言 で は ハ 行子音は/ p / ( [申]) に対応する ｡
方言 p i [車] p a [車]
ヒ ト へ /＼
辺野草
共通 語
辺 野書方言
[*i9i]
[*i:]
[*ana]
(ひ げ｡ 根)
(へ ｡ 鹿)
(はな ｡ 花)
前 島方言
2. 3 / g/
/
/
9 /は辺 野事 ､ 前島方言 共に共 通語 の ガ行子 音に対 応する ｡
辺 野書方言 g ug i g a
前島方言 g i 9 a g u
共通 語 ギ ゲ ガ ゴ ･ グ
辺野 暮 方言
[7Rugi] ( むぎ｡ 麦)
[hagi] (か げ｡ 影)
[軸ga] (こ が ｡ 卵)
[?u n agu] (をな ご｡ 女)
[軸 帥i] (ふ ぐり ｡ 畢丸)
前 島方言
[Ⅶatiigi] (ま つ げ｡ 陣)
[軸ga] (こ が ｡ 卵)
[jin agu] (をな ご｡ 女)
[軸 帥i] (ふ ぐり ｡ <畢丸)
前 島方言で は/ k iの 場合同様/ i/母 音の 前で 口蓋化し/ z i/ にな る ｡
また ､ 辺野書方言 で ガが / w a/ にな る語例が ある ｡
[w a9ktl:] (頑固)
こ の 1例の み で ､ 前島方言で は [ga9kn :]
の ワ行子音の 問題 とも密接に関わ っ て く る ｡
｢頑固+ である ｡ 辺 野書方言の こ の 語例は既述
辺野書方言で ガに対応する語例は
[ga r a m u] (が ざみ ｡ 蚊)
[ga 瓜] ( が ん. 轟)
[?uga 皿i] (おが み ｡ 神)
[*uga] (こが ｡ 卵)
の よう に/ g a / に対応す る ｡ また [s o :gwatii] ｢正月+の よう に ､ い わゆる 合物音杖 /
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9 W a/で あ る ｡ これ らの ことか ら次の ような ことが考えられ る ｡ ある 一 時期に お いて /
g w a/で あ っ た ガと ワ が ､ 外的要 因 に より各々 ガほ/ g a / へ ､ り は/ w a/ へ と変化
して い く中で [w a9ku :] ｢頑固+だけが 誤認され ､ / g a / へ 変化する はずが/ w a/ へ 変
化 して い っ た と考え られ る . 以上 の よう に こ の 1例柱辺野暮方言 の ワ行子音を考察する上
で 重要な例 で あ る ｡ 詳細は既述の 半母音対応の 比較 (ワ行子 音) を参照され た い ｡
3 / s / /t /
辺 野 事方言 で は/ s / /t/が 夕行子音 に対応する ｡
3. 1 / s /
/ s /は基 本的 に は 辺野 薯 ､ 前 島方言 の サ行子音と対応す るが ､ 辺野亭方 言で は語 頭で 夕
行子 音と 対応する ｡ これ は沖純北部方言 で も見られ ない 辺野音方言特有の 対応関係で ある ｡
辺野 喜方 言 s i S a S u
共通 語 ( サ行) シ ･ ス サ ソ
共通語 ( 夕行) チ 夕 ト
前島方言 s i S a S u
共通語 シ . セ ･ ス サ ソ
辺野 書方言
サ 行との 対応
[!ir u] (し る ｡ 汁)
[‡i皿a] ( すな ｡ 砂)
[s aki] (さけ ｡ 酒)
[suri] (そ で ｡ 袖)
夕行語 頭 と の 対応
[!ir a] (て だ ｡ 太陽)
[s a*u] (T= = . ”)
[su r a] ( とら｡ 虎)
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前島方言
サ行との 対応
[!iru] ( しる ｡ 汁)
[‡in a] (すな ｡ 砂)
[s aki] (さ け ｡ 酒)
[sⅦri] (そ で o 袖)
3･2 / t /
/ t /は基 本的 の ほ共通語 の 夕行 子 音に 対 応す る が ､ 辺 野暮方言 で は語 頭 と語 中語尾 と で
は ､ い わ ゆ る 夕 行 子音が 異な る o /t /が あらわ れ る の は話中語尾 の テ ､ 夕 ､ トの 場合で
あ る ｡ 以下 の 対 応 表 で 示 す よ うに 語 頭 と語 中語 尾 とで い わゆ る 共通 語 に 対応 す る 子音が異
な る の が辺 野 喜方言 の 特徴とな っ て い る ｡ 対応関係は以下の通 りで ある ｡
t a t u
t a t u
夕 ト
辺 野寄 ( 語中)
前島方言
共通語
t i
t i
フ
‾
辺 野書方言
語 頭で の 対 応な い ｡
語中語尾
[?a s ati]
[sata Ⅲi]
[?utu]
( あさ て ｡ 明後 日)
( たた み｡ 畳)
(お と ｡ 夫)
前島方言
語 頭
[ti: r a]
[taku]
[tu r a]
譜中語尾
[?a s ati]
[tata Ⅶi]
[w utu]
(て だ ｡ 太 陽)
(た こ ｡ 蛸)
(と ら ｡ 虎)
( あさ て ｡ 明後 日)
(た たみ ｡ 畳)
( お と｡ 夫)
辺 野 書方言 に お ける 語頭の 夕行子音は後述 の / s /と密接に 関係 して い る ｡
3･ 3 / c /
/ c /は 辺野 喜 ､ 前島両方言 で チ ､ ツ に 対応する ｡
辺野 書方言 c i
前島方言 c i
共 通 語 チ ･ ツ
辺 野書方言
[t!i:] ( ち｡ 乳)
[t!皇ki] (つ き ｡ 月)
辺 野 菩 ､ 前島両 方言 と も/ i/ ､
前島方言
[t‡i:] ( ち｡ 乳)
[ti皇ki] (つ き ｡ 月)
/ u /は 統合 し/ i/に な る ｡ /i/ の 前で 口蓋化し ､
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/ c / に な っ て い る ｡ 沖純南部方言で は/ i/ の前 で 口蓋化し ､ 例 えば/
′
k i/が/ c i/
に な る よ う な現 象が 認 め られ る が沖 縄 北部 方言 で は/ k i/ は口 蓋 化 しな い ｡
4 / r / /z /
辺 野菩方言 で は ザが / r / に ､ ズが/ r / /z /に 対応する . よ っ て 以下/ z /と/ r /
と を合わ せ て 考察 して い く ｡
4. 1 / r /
/ r /は辺 野 暮 , 前 島両方言で 共通語 の ラ行 子音 ､ ダ行子音 に対応する ｡ そ の 関係 を示せ
ば以 下 の 通 り で あ る ｡
野 事方 言 I r i r a r u
通 語 (ラ行) リ ･ レ ラ ロ ･ ル
( ダ行)
- ー舟
T ダ ド
辺
共
前 島方言 1 r a r u
共通 語 (ラ行) リ ･ レ ラ ロ ･ ル
(ダ行)
_ -
良
T ダ ド
辺 野 事 方 言
ラ行の 対応
[垂ai] ( は り｡ 針)
[pa n adai] (杖 な だれ ｡ 鼻たれ)
[r aku] (ら く ｡ 楽)
[du r u] (どろ ｡ 据)
[*a r u] (は る ｡ 畑)
ダ行 の 対 応
[s u ri] (そ で ｡ 袖)
[!ir a] (て だ ｡ 太陽)
[ha r u :] (か ど ｡ 角)
以 上 の よう に両 方言 とも [r]
に 対応す る ｡
前島方言
ラ行 の 対応
[ba:i] (は り ｡ 針)
[ba n adai] (は な だれ ｡ 鼻た れ)
[raku] (らく ｡ 楽)
[ru m] (どろ ｡ 据)
[bar u] ( ほる ｡ 畑)
ダ行 の 対 応
[s u ri] ( そで ｡ 袖)
[ti: r a] (て だ ｡ 太陽)
[ka r u] (か ど ｡ 角)
[d] とは 自由交替の 関係に あ るた め/ r /は ラ行 とダ行
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4･2 / z /
/ z /は辺 野 暮 ､ 前 島方 言 で 基本的 に はザ行 子音に 対 応す る が ダ行 の ジ ､ ヂち/ z i /に
対応す る ｡ こ こ で 注 目 した い の は , 辺 野喜方言 の ｢ザ+ が[r a]に対応す る 点で ある ｡
J = = L
t3 z i r a Z u z i
z i Z a Z u z i
ジ A ゼ ザ ゾ ズ
辺 野書方
前 島方言
共 通語
辺野 事方言
ザ行 の 対応
[d3i:] (じ ｡ 字)
[d3i瓜] ( ぜに o 銭)
[1a r a] ( あざ ｡ 癌)
[軸dz u] (こぞ ｡ 去年)
[kid3i] (きず ｡ 傷)
ダ行の 対応
[d3i:] (ぢ ｡ 地)
[mid3i] ( みづ ｡ 水)
前 島方言
ザ行の 対応
[d3i:]
[d3i払]
[?ad3a]
Z 1.
Z 1
ヅ ･ ヂ
(じ ｡ 字)
( ぜに ｡ 銭)
[ktld3u]
[mimid3i]
( あざ ｡ 癌)
(こぞ ｡ 去年)
( みみず)
ダ行の 対応
[d3i:] (ぢ ｡ 地)
[mid3i] ( みづ ｡ 水)
以 上 ､ 対応 関 係か ら両方 言 にお ける 四 つ 仮名 の 在 り方 に つ い て 考 察 して い く 凸
辺 野暮方言
前 島方言
共通語 ジ
Z 1
ズ ヂ ヅ
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辺野 書方 言
ザ行の 対応
[tud3i]
[kid3i]
(と じ｡ 妻)
(きず ｡ 傷)
ダ行 の 対 応
[d3i:] ( ぢ｡ 地)
[皿id3i] ( みづ ｡ 水)
前島方言
ザ行の対応
[ko:d3i]
[nimid3i]
(こ う じ ｡ 徴)
(み みず)
ダ行 の 対応
[d3i:] (ぢ ｡ 地)
[mid3i] (み づ ｡ 水)
前島方言 の 場合は 1 ､ 2例の 音韻変化 を除い て ジ ､ ズ ､ ヂ ､ ヅ､ が/ z i/に 統 一 して お
り ､ - つ 仮名 の 傾 向に あ る と い える が ､ 一 方辺野 喜方 言で は ヅ､ ズ の - 一 部で 各々 の 母音 を
保持しな が ら ､ 子音が / r /に な っ て い る ｡ / r /は辺野 菩方言 で [r] と [d] が自由
交替 の 関係 に あ る ｡ ザ行子 音/ z / と の 混 同か ら考え る とか つ て ダ行 の ヅ､ ヂは [r] よ
りむ し ろ [d] に近 い 音で あ っ た こ とが 推測され る ｡
5 / n /
5. 1 / n /
辺 野 菩､ 前島の 両 方言 で / n /lまナ 行子 音 に対 応する ｡
辺野 書方言 n i n a n u
前島方言 n i
ヽ
ニ ･ ネ
n a n u
共 通語 ナ ノ ･ ヌ
辺野 事方言
[nini瓜] (に ね ん ｡ 二 年)
[nit‡i] ( ねつ ｡ 熟)
[n aba] ( なか ｡ 間)
[n u n u] (ぬ の ｡ 布)
前 島方言
[nini払] (にね ん . ニ 年)
[nit!i] (ね つ ｡ 熱)
[naka] (な か ｡ 間)
[nu n u] (ぬ の ｡ 布)
た だ し ､ 語 中に お け る / n /は両方言 で 擦普化 が顕著 で あ る ｡
辺 野書方言 前島方言
[†in nl止w a] (い ぬ の こ ら｡ 犬) [w na] ( おの ｡ 斧)
[!i9kllbi] (て の く み ｡ 拳) [d3i瓜] (ぜ に ｡ 鋲)
/ ? / の 項 ､ 語 頭の 擬音化 と も合わ せ て 参照され た い ｡
6/ 孤 /
6.1 / m /
辺 野菩 ､ 前島両 方言 の/ m /は マ 行子音 に対応する ｡
辺野 書方言 m i m a m u
前島方言 m i m a m u
共通 語 ミ ･ メ マ モ ･ ム
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辺 野書方言
[TBid3i] ( みづ ｡ 水)
[mi:] ( め｡ 目)
[7na 皿i] (ま め . 豆)
[mui] (も り ｡ 山)
[mu9i] (む ぎ ｡ 麦)
前島方言
[mid3i] ( みづ ｡ 水)
[mi:] (め 0 日)
[ma:mi] ( まめ. 豆)
[肌i] ( も り｡ 山)
[肌d3i] (むぎ ｡ 麦)
7 /b/
7. 1 /b/
辺 野 菩 ､ 前島両方言で / b/は バ 行子音 に 対応す る ｡
辺 野寄方言
I
b i b a
前 島方 言 b i b a
共 通語 ピ ･ ベ バ
b u
b u
ブ
辺野 事方言
[jebi]
[n abi]
[bas a]
[kul柑]
Ⅳ 拍音素
(えび ｡ 手軽老)
(な べ ｡ 鍋)
(ばし や ｡ 馬車)
(こ ぶ ｡ 昆 布)
前島方言
[?ibi]
[n a :biョ
[ba s a]
[ku :bn]
I. 1 /N/
辺 野 喜 ､ 前島の 両方言 で /N/は ン に対応する ｡
辺 野 書方言 N
前 島方言 N
共通 語 ン
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( えび ｡ 海老)
(な べ ｡ 鍋)
(ばし や ｡ 馬車)
(こぶ ｡ 昆布)
辺 野 暮方言
[w aDku :] (が ん こ o 頑 固)
[ri9ki] ( りん き ｡ 惰気)
[stl 払] (そ. ん ｡ 損)
前 島方言
[gaDku :] (が んこ o 頑固)
[rint!i] (りん き ｡ 怖気)
[su 瓜] (そ ん ｡ 損)
た だし ､ 語頭母 音の 後続 に [m] が来る 場合母音が擬音化す る例があ る ｡
辺 野 草方言
[mⅧa] (う ま ｡ 馬)
また前 島方言で は語頭 の [m] は ､
[?n ni] ｢胸+ [n: s u] ｢味噌+
前 島方言
[m mi] ( う め｡ 梅)
ミ ･ ム が後続する 場合に擬音化する 傾向が ある ｡
[n :d3u] ｢溝+
既述 の / ? /の 項 と合わ せ て 参照さ れた い ｡
◆
Ⅴ ま と め
拍 体 系 お よ び 音 韻対 応 を通 し て ､ 辺野 書方言 と 前島方言 の 比較研 究を して き た ｡ そ の 結果
次 の よ う な こ とが わ か っ た ｡
先 ず ､ 琉球 方 言 に お ける ハ 行 子音 が p > 申 > h の変化 を遂げる こ とは先行 研究で 周知 の 通
り で あ る . 辺野 書方言 で は ハ 行子音が p か ら車 へ と摩擦音化して い る ｡ また これ と平行して
語 頭 で 力行子音が /k/か ら/h/ へ と摩擦音化 して い る ｡ さ らに加 えて ､ 夕行子音も語頭
で / t /か ら/ s / に摩 擦 音化 を起 こ し て い る ｡ 以上 の こ と か ら ､ 辺 野事方言 は ､ 前 島方言
と 比較 して 摩擦音化の 著 しい 方言 で あ る と言 え る ｡ こ の 摩擦音化が ワ 行子 音で も平行 的に行
なわ れ て い っ た も の と考えられ る ｡ 次の 節で は 辺野書方言 の ワ行子音 に現れ る / 9 W a/ 育
に 着 目 しな が ら ､ そ れ が どの よう に 変化 し て い っ たの か ､ そ の 変化過 程 を ､ 本 節 で見 て きた
ハ 行 ､ 力 行 ､ 夕行子 音の 摩擦音化と合わ せ て 考察 して い く ｡
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第2節 辺野書方言の ワ行子音/ g w a/ 音の考察
Ⅰ はじめに
先ず辺野喜方言 に つ い て の 先行研究は管見に よる限り ｢国頭方言の音韻+ 仲宗櫨(1934)､ 『日本言
語地 図』 国研(1966)､ ｢沖縄県国頭村辺野書方言 の 助詞+ 野原(1983)､ ｢辺野菩方言の音韻体系+ 琉球
大学方言クラ ブ(1991)の みで ある ｡ その研究内容は､ ｢国頭方言の音韻+ 仲宗根(1934)に語頭の対応､
琉球大学方言ク ラブ(1991)に音韻体系､ 対応関係が示されて い るがその考察となれば充分とは言えな
い ｡ しか し､ 野原(1983p. 7)には ｢辺野寄方言で 田の ことをs a =とい っ たり､ 我の ことを9 W a=
とい っ たりする特徴的な対応関係は以前から承知して いたが - ･+ とあり辺野書方言はその周辺の方
言 と は 異なる 特徴 的な対応関係 を示すこ とが示唆され てお り ､ 研究の 必要性を痛感する . 本稿で は ､
音韻研究の過程で見 出せた い くつ かの特徴的な対応関係の中からワ行子音に見られる/ g w / 音につ
い て 考察 して い くo
本論考の 目的の第 1は､ 現代共通語および古代日本語の ワ行者が､ 辺野書方言では どのような音と
して現われる のか ､ また語頭と語中語尾とで は､ どの ような対応関係を示すのか を明らかにする｡ 第
2 には､ 辺野草方言で はワ行音の ｢ワ+ ｢ヲ+ と ｢ヰア+ および ｢ガ+ が/g w a/に相当するが ､
これ は何に起因する のか を解明する ことに ある ｡
既述 の とお り辺野 書方言 に関する研究資料は数も少ない 上 ､ ワ行音/ 9 W a/ に つ いて の 研究とな
れ ば皆無で ある ｡ そ こで/ 9 W a/ 音の研究を行なう手順としては資料の収集から始めた ｡ 資料は ､
ワ行音 を含 む若菜を 男女別 ､ 年代別 に 5人の話者宮城カマ ト氏(1906生)､ 山城 ヨ シ子氏(1917生)､ 兼恩
納寛正氏(1917生)､ 山城大栄氏(1927生)､ 山城マ カ氏(1921生) か ら1996～197年の臨地調査で採取したも
の で ある ｡ 本論考杜 ､ 先ず ､ 資料を提示した後/g w a/ 音の形成過程を子音と母普とに分け考察し
て い く ｡
Ⅱ / 9 W /の 分類
1 辺野書方言の/ g w / 普
資料A いわ ゆる共通語の ワと対応する音
馳 旦h a t o ニ 瓜
②旦 望 旦 h a s a ニ瓜
③ 豊 里旦ki = 払
④ 放 生h a ri = 払
⑤旦 里 _旦_I ‡皇t a 瓜
@_豊里 且 t a
⑦ 放 生k i
⑧息 望旦 瓜
⑨旦 里 旦k im id3 i
@ 汲 旦_k u 払
@ 盟 旦 r e = 瓜
ヱカッ テイル
ヱカイ
ヱケル
ヱカ レル
ヱス レタ
旦夕
旦キ
ヱレ
ヱキミ ズ
旦ク
ワラウ
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分か っ て い る
若 い
分ける
別れる
忘れた
腹
脇
私
鞠吾水
湧く
笑う
㊨ 汲 a r
⑬旦 旦旦 S
⑭ 且堅 旦 t
⑬ 戯 巳旦 t
a bi
S aニ 芯瓦
a n n ab a
a
⑯ 波 乱h a n a t i
⑰ 且 堅旦_ = ti ki
⑱ り a 豊 里旦 m e ニ
⑲ h a 盟 里 旦 i
⑳ s u 汲 旦_ = Ii
⑳Si. 且 里 _塾_
資料 B ヰ ア に対応す る音
① 払
資料C ヲに 対応する音
①旦 竪 旦h a s
② 汲 旦h a =
③ 放 生h a
資料D ヲヤに対応する 音
馳 k u
9 W eで現われる語例
S u 瓜
a = 瓜
S a瓜
ワラ ベ
旦ルイ
旦夕ノナカ
旦夕
旦カナツ
ヱカツキ
アワメシ
カヱル
シ ワス
セ ワス ル
室三
三カシ
乏カ シ
ヲカ
乏宜コ
② 泌 旦 n t u
③ 逆 臣= h a
@息 望旦 = ki n t s u
⑤且 望 旦 = n r ah a =払
資料E いわ ゆる共通語のガに対応する音
① s o =9 W at!i
② g u 9 g W ati
③ 車iつ gW a 瓜
④ s aこ) gW a n a
対応不明
〝
〝
〝
シ ョ ウ澄ツ
ゴ旦ツ
ヒ旦ン
サ ンガナ
子供
悪 い
はらわた
棉
春
天気
粟飯
変わる
師走
心配する
豚
面白い
危ない
字義 (地名)
擢
鼠
親戚
金持ち
お となし い
正月
五月
彼岸
浮気女
2 / 9 W / 音の 対応
先の 資料から､ 辺野書方言で/9 W/を含む語 は､ ワ行書の ｢ワ+ ｢ヲ+ と ｢ガ+ に対応する こと
が分か る｡ この ような対応関係が明らかにな っ て い るの は､ 辺野喜と隣接する字嘉および奥 (1997年
筆者調査 ･未発表資料)のみ で ある｡ 本稿 では この辺野暮方言の/g w/につ いて考察して いく ｡
/ 9 W a/は琉球方言の多く の地域で ｢ガ+ に相当する音として現われる ｡ 例えば南部前島方言 で
は [s o =9 W at Ii] (正月) のようになる . この ような対応関係は ､ 中央常 にお ける漢語音 の
影響によ るもの で ある と考えられる ｡ つ まり ｢ガ+ に相当する/ 9W a/は音その もの の内部変化
(内的要因)による もの ではなく ､ 外的要因に起因する音で あり､ 辺野亭方言特有の音変化で はない
ため本論考では特に取 り扱わない ｡ ここで 問題となる のは､ なぜワ行音が/9 W a/に相当するのか
という ことである ｡ ワ行音に着目すると辺野書方言では/9 W a/ 音以外に対応する語例も見出せ る ｡
これ を以下 に示す ｡
資料F ワ に対応する語例
W a r 1 = 瓜 ワ レル 割れる
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ヰに対応する語例
b i ニ 払
ヲ に対応する語例
ユ且 g g1
? u t u
また資料 F で ｢ヰ+ が/b / となるが ､
資料G いわ ゆるバに対応する音
(むb a s a
(9b a s ag i 瓜
③ s ub a
④ k i=旦旦
⑤ 車協 t u 如
⑥!
⑦ s
o =b a i
a b a k i
⑧ s ab a ku
い わゆる ビに対応す る音
①且⊥瓜
②j e Å上
@* u t
④k甘 t
a bi
～ibi r u
⑤ 7 u i 吐 9 a ni
@ ? a ku b i
⑦ k uj2i
⑧ii = n uk u bi
⑨ ? u =b i
⑲kアin n uku b i
い わゆる ブに対応する音
① ? a =b u ku
②k u b u
③ h a mb u 払
④ t!i bu ru
@h a bu
いわゆ るべ に対応す る音
① n a b i
② w a r ab i
@* u bi
いわ ゆるボに対応する音
① s o ニkib u ni
ヰル 坐る (削)
芝ギ 荻
乏 ツ ト 夫
/b/ は他 にバ行者と対応して い る o 語例杖次の 通り.
バ シ ヤ
L}シ ョ ウギヌ
ソ∠ミ
キ土旦
コ トβ
シ ョ ウ∠呈イ
サ∠ミキ
タバ コ
ビン
エ宣
コ タ宣
クチ ビル
オイ宣ガネ
アク宣
ク宣
テノクビ
オ
.宣
キヌ ノクビ
アZク
コ三
ハ ンブ ン
ツZロ
ハZ
ナ!S
ワ ラベ
対応不明
サオケボネ
馬車
芭蕉布
側
牙
言葉
商売
柿
煙草
瓶
海老
今年
唇
指輪
あくび
首
手首
育
襟
泡ぶく
昆布
半分
頭
ハ ブ
鍋
子供
壁
肋骨
資料は語頭と語中語尾､ 複合欝をも合わせ て記載しておく.
ある 語にお い て は同 一 の/ g w a /で表され る ワ行音 (資料A B C) が, ある語 にお いて はまっ た
く異な る/ w a/ /b i/ /? u/ /9 a/ (資料F) で表される ことがわかる ｡
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Ⅲ り行子音とガ行子音の 関係
資料H いわゆる共通語 の ワと対応する
寮費 辺野事
(》
②
③
㊨
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
㊨
⑫
⑬
⑬
⑱
㊨
⑱
⑳
㊨
⑳
㊨
腹
脇
はらわた
子供
私
棉
天気
釆飯
師走
分か っ て いる
分ける
笑う
心配する
若 い
別れる
忘れた
湧き水
湧く
悪 い
変わ る
盟 且t a
放 生ki
_豊里 旦 t a n n ah a
_望j些旦r ab i
汲 旦 払
汲 臥t a
_ 醒 旦 = t皇k i
? a月 望 旦 m e =
s u且コ堅旦 = ～i
_fi 堅_旦_ h a t o = 臨
月コ些旦ki = 瓜
且 些月+ r e = 払
Si旦 望 旦 S u 払
汲 旦h a s a = 瓜
_豊 里塾_ h a ri = 瓜
且 里 旦S S皇t a 温
故 旦k im i d3
汲 乱ku 払
良.廼L 旦S S a = 汲
h aぷコ堅旦 1 払
奥
_豊里 旦 t a
且 些旦 tIi
i2J些旦t a
二堅旦 r a
`
b i
W a 私
w at a
二堅旦 = ぢ皇tii
? a w a(莱)
～i w a =～i
波 乱h a i 払
渡 旦9i = 払
_望 塑 r e = R
I iw a s u 払
W a S S a = 瓜
w ah a ri = 払
w a fi ri = 払
i w atI i m i d3 i
w aku 払
W a S S a ニ 払
k a w ai 払
資料 Ⅰ
資料J
ヰア に対応する 音
譜鼻
(》 豚
ヲ に対応する音
(む
②
③
語嚢
可笑 し い
危ない
宇嘉 ( 地名)
辺野菩
汲 臥=
辺野寄
良コ些且h a s a. = n
月 旦 _旦_h a 二 s a 瓜
B jKiih a
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輿
W a =
輿
?i s o =h a = n
? u k a =h a n u
? u k a
字嘉
w at a
w at!i
望 旦 t aこ)k w a(小#)
w a r abi
W a 私
w at a
? w a =t i ki
? a w a m e =
s u 里 旦 = ‡i
w ah ai 払
w ak i= 払
W a r e =R
‡i w a s un
w an a s a =瓜
w ah a ri = n
w as ～i= 払
w
.
a. k u mi d3 i
w aku 払
W a S S a 瓜
k a w ai 瓜
宇寡
W a =
宇嘉
w ah a = s a = Ia.
w an a
資料K ヲヤに対応する音
寮費
① 擢
g w eで現われる語例
② 鼠
③ 親戚
④ 金持 ち
⑤ おとなしい
辺野喜
_si3 u= ku
汲 an t u
a : h a
& = k in t s u
盟坦: n r ah : 良
資料L いわゆる 共通語の ガに対応す る音
譜嚢 辺野寮
①
②
③
㊨
正月
五月
浮気女
彼岸
s o =igL3yjLtI i
g u ℃) 汲 臥ti
S aこ) 盟 臥m a
9 i ロ 戯 堅旦_ 良
輿
w e =ku
.盟3牡旦n S u
w eニ ki n t s u
? u t u n ah a = 瓜
輿
s o =
_豊旦 tSi
gu o 且 旦旦t I i
S aO
_9二廼二旦n a =
kabijatt!i:
宇嘉
? w e =ku
? w e nt u
? w e =b a
? w e =ki
w e = n r ah a = 瓜
字嘉
s () = w at i
9 u n W ati
S an W a n a =
車 i乞)良 旦 払
字義方言 で は ｢ガ+ に 対応する 子音が [w a] で 現われ る (資料L の -) ｡ これは ､ ある 時期に ､
宇嘉方言の ワ行の ワ も､ ガ行のガもともに [9 W a] であっ た ことが想定される ｡ しかる後に ､ 区別
を失っ た双方 と もに ､ 音声 と しては [w a] に変化 した結果 である と解される ｡
宇轟では ､ ワ行の ワ も､ ガ行のガも､ ある時期に [9 W a] となり､ さらに [w a] と変化したと
解釈 しなければ､ ガが [･w a] となる現象は説明で きない ｡ この事嘉方言の 事例は ｢ワ+ と ｢ガ+ の
音価が 同じで あ っ た こ との傍証 となる ｡ また辺野書方看で は r頑固+ の こと を [w aミ〕ku =] と言
う ｡ 1例の みで はある が､ これも ｢ワ+ と ｢ガ+ が混同した結果で あると解釈で きる ｡
辺野事方言 の/ 9 W /を基盤とした変化を考えれば､ /w /か らの変化で は説明の つ かなか っ た花
良治 ･ 久高方言の ワ 行子音/ 9/ の変化過程が見えてく る ｡ 同時 に, 宇嘉方言 の ｢ガ+ に対応する
[w a] も説明で きる ｡
b 9W ‾
(辺野書･A) (辺野暮･奥)Tf&%
(花組･姻)
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Ⅳ ワ行音/9 W a/の 形成過程
1 子音の 形成過程
辺野亭方言 の ワ行子音に は/b/ /9 W // w / の 3音が現れ る ｡ そ の中でも/ 9 W /は辺野菩方
言特有の音で ある o この音は どのように形成されたの か､ またこの音披琉球方言の ワ行子音を考察す
る上 で何を示唆して い るの かに つ い て考察する ｡ その手順と して は先ず､ 先島 (宮古 ･ 八重山) 方言
に属すほとん どの 方言 で観察される/w /と辺野薯方言の/ g w/の関係を見て い き､ 次に先島方言
で観察され る/b/と辺野草方言の/g w /の 関係に つ いて 観察して い くc
(1) /9 W /と/ w /
中央語に お い て 上代 で はすで に ワ行子音は/ w /で あり ､ なおか つ そ れが現在まで継続 されて い る ｡
また院政期の 『類衆名義抄』 に見られる ｢グヮ+ は､ ｢ワ+ の変化したもの で はなく [io:gw ats u]
(正月)の ように漢語か らの借用で ある o 一 方､ 現在の琉球方言で はその ほとんどの方言がワ行子音
は/ w /で ある ｡
｢ワ+に対応する/ 9 W a/に着目すると ､ 辺野事方言で は9 0歳から8 0歳まで の女性で/g w a
/ が見られ ､ 7 0歳 になる と男女共 に/ w a/ と なっ て い る ｡ この こ とか ら9 0歳か ら7 0歳まで の
世代で は/g w a/が古く/w a/が新しい と言える ｡
/ 9W /と/ w / との 関係を内的変化と して 捉え る時 w > 9 W は音韻論的 に説明し にくい ｡ 辺野
書方言の ように/ g w /と/w /とが共存する方言 では 一 時期に/9 W /から/w/へ 変化したと考
えられ る ｡ しかし ､ 辺野暮方言の事例だけをも っ て上代の中央常にも認められる/ w /よりも/9 W
/ の方が古い普 で ある と結論付 ける の は早計で ある ｡
(2)/ 9 W /と/ b/
辺野亭方言の ワ行子音には/ g w / /b/ /w /の3音が現れる ｡
資料A ワ
資料B ヰア
資料C ヲ
資料D ヲヤ
資料F ヰ
9 W a
g W a =
9 W a
冒 w e
b i= 瓜
先ず辺野書方言 の/ 9 W / と の 関係を考察する場合､
(既述の 資料参照)
(1)で見たように共通語 の /w/が考えられる
が ､ 既述の とお り w > g w ほ音韻論的に説明 しにくい ｡ しかしもう 一 つ の ワ行子音/b/か らの 変
化であれば音韻論上説明が可能である ｡ 仮りに/g w /杏/b/か らの変化した形で ある と仮定し考
察 して みる ｡
/ w /以外で ､ ワ行音に相当する音には/g w a/ /gw e/ /b i/が あり､ これらからは子音
/ 9 W // b/ の 2 音が抽出で き る ｡ こ れ ら2音 の 関係に つ いて ､ 音襖静 的な解釈 を加えるならば ､
b> 9 W の変化が考えられ る ｡ また/b/を古形に立て る根拠として次の ような ことが考えられる ｡
①辺野書方言の ワ行子音は/b/ /9 W / /w /で ある ｡
②沖純方言に 見られ る/w /から辺野草方言の/9: W / へ の変化は考えにくい ｡
③宮古 ･ 八重 山方言で ､ ワ行子音は例外なく/b/で ある(注2)｡
以上 を踏ま え/ 9 W / 普の変化 を考察して 見る と次の ような過程が考えられる ｡
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両唇破裂音/b/の 破裂性を/g/が､ 両唇性を/w /が担い ､ /g w /が形成された . /gw /
はそ の成立時に はC S(子音＋ 半母音) 構造の 音ではなく/9 W /で1 つ の子音的音であっ たと考え
られ る o その根拠は次のとおりで ある ｡ 辺野暮方言 の場合､ ハ行子音の具体音声として [p] [垂]
[h] が現れ るが ､ 共時態で は そ の 大部分が [車] とな っ て い る o 辺野書方言の ハ行子音 の 変化もp
> 車>h 上にある とい え､ この ことから辺野暮方言は摩擦音化の傾向にあるといえる. さらにこれと
平行 して 力行子音も k >h へ ､ 夕行子音 も t> s へ と変化 して おり摩擦音化 の傾向にある方言で
ある と言える(注3). この ような変化は1つ の音それだけのもの ではなく ､ 平行的あるい は体系的で あ
る ことを考え合わせれば､ 辺野喜方言の り行音の変化 も平行的に行なわれて い る可能性が高い o そ こ
で/ b/と対を成す/p /の変化が p> 車> h であるならば/ b/も b> g w > w の変化が考え
られ/ g w /は表記上 はC S構造に 見えながらも､ -
I
) の子音的で ある可能性がある ｡ ただし/g w
/ は [車] の よ うな記号 で具体音声が表せ な い ため本論考で は [g w] と記述 しておく.
ところ で ､ 奄美方言に 属す花良治方言 ･ 沖縄北部方言に属す久高方言の ワ行子宮が/ 9/である こ
とは周知の とお りで ある(注4L この事実に つ い て の論考比管見による限りまだない . この事例をも含
めて先の 問題を考察するならば､ 花良治 ･ 久高方言の/ 9/が/ w/から変化したとは考えにくい ｡
しか し､ 古形 に/b/を立て/b/から/9 W /に変化したのちに ､ 両唇接近音/w /を脱落させ ､
/ 9/ に変化 した とは考 えられない だろうか ｡
上記 の よう に仮定すれ ば､ 沖縄北部方言の ワ行子音はかつ て/b/で あっ た可能性も出て くる ｡ 現
在 では 1例 しか 見出 せなか っ た/ b/ [b iニ 払] (坐る) で あるが ､ 実は子音が/b/か ら/ 9 W
/ へ と変化して い く過程の中で ､ /i/母音の 前で化石的に残存した可能性も出て くる ｡
また ､ 花良治 ･ 久高方言の/ g/を/ g w /からの変化である と考える場合､ g w > g の背景 に
はお そ らく ､ 台地 音で あっ た ｢ガ+ ( [g w a])の直音化が平行 して行なわれたもの と考えられる ｡
ある同時代に/ 9 W a/で あっ た ｢ワ+ と ｢ガ+ が時代が下る と共にその 区別 を失い同音と認識され
た結果/ 9 W a/ が直音化 し､ 共時態で ｢ワ+ と ｢ガ+ が同 - の/9 a /に変化 したと考えれば, こ
れまで/ w /からの変化では鋭明の つ かなか っ た花良治 ･ 久高方言の ワ行子音/9/の形成過程まで
が見えて くる ｡ さらに ､ この仮定から次の ような事例が説明で きる ｡
沖純南部方言全域で ｢豚+Iま[? w a =] で あるが ､ この語源は伊波普猷(1974)以来い くつ かの説
が 出されて い る ものの検討の余地を残すもの ばか りで ある ｡
｢豚+ を表わす語 が ､ 辺野寮方言 で [9 W a =] で ある こ と を考 えれば､ 沖親方言全域 に見られる
[? w a =] もワ行子音に対応する と考えら れ 南部方言で も [? w a =] は ｢ヰ ア+ (拷(ゐ) 者十
(あ))(注5)に対応す る と考えられる ｡ また音声面から鋭明すれば/?/ は軟口蓋破裂音/ 9/が調音
点 を移動させ ､ 喉頭閉鎖音に変化したもの で ある と考えられる ｡ 南部方言にお いて [7 w a =] ｢豚+
(/?/ )で ある とい う事実が､ ワ行子音/ 9 W /の 浅存である とすれば､ か つ て沖縄南部方言にも
ワ行子音/ g w /が存在した ことになる ｡ そうであれば, 沖縄南部方言 も北部方言同様､ かつ て ワ行
子音は/ g w /で あり ､ 共時態の/ w/が変化する こ となく今日まで至 っ て い る とは考え にくくなる ｡
また/ 9 W / 存在 して い た と言う ことになれば ､ 当然/b/が沖縄方言 に も存在 して い た可能性が出
て くる ｡ /b/を古形に立て るこ とで ､ 一 貫性をも っ て琉球方言群の各地域の ワ行子音が 1つ の変化
の道筋で説明する ことが できる｡
沖縄北部方言の ワ行子音の考察から, 沖縄南部方言の [? w a =] ｢豚+ を含めて 考察した結果､
宮古 ･ 八重 山方言に見られ る/b/が琉球方言の ワ行子音の祖形として据えられる可能性がある こと
を指摘しておく ｡ また ､ 辺野草方言で は ｢ワ+ 以外に も ｢ヰ ア+ ｢ヲ+ が/9 W a/に対応するが ､
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この こ とにつ い て 以下母音の構造か ら考察して い く｡
2 母晋の形成過程
/g w a/は琉球方言の はとん どの方言で ｢ガ+ に対応するが､ 辺野暮方言で は ｢ガ+ 以外に ｢ワ+
｢ヲ+ ｢ヰア+ ち/ 9 W a/に対応する. この ことは何に起因する のか ｢ワ+ から順に考察する.
｢ワ+ の母音に つ い て は､ 既述の 通り子音の変化をb>g w とすれば以下の ようになる ｡
b a - 良〕些a 子音変化
次 に ｢ヰア+ の 母音で あるが ､ 辺野暮方言 の語形か ら考察すれ ば ｢豚+ に対応す る語柱 ワ行昔で あ
る と考えられる ｡ ｢猪+ (ゐ) に対応する/b i/または/9 W i/が ｢者+ に対応する/a /と結
合 し ､ 連母音が融 合 した ｡ そ の 後で ､
b i＋ a - b a =
連母音の融 合
続いて ｢ヲ+ の 母音で あるが ､ 先ず
子音が/ 也/か ら/
/
9 W /
′
に変化 した と考える ｡
→
.望二些 a ニ
子音 の変化
｢ワ+ と同様､ 子音部分が ､ /b/から/ 9 W /に変化し､ u 母
音を伴っ て/ 9 W u/となる ｡ 次に語を形成する上で ､ 後続に/h a/が来る場合 (資料C参照)
[9 W ah a = s a払] 面 白
■
い
[g w ah a s a= 瓜] 危な い
[g w ah a] 宇嘉 (地名)
とい っ た語 の 場合､ もとの/g w u/が後続の/h a/と結合する ことで/ g w u /の母音が環境同
化の ため母音交替を起 こ し､ そ の結果/9 W a /に変化したと解せ られ る ｡ つ まりこの変化は､ 後続
の母音/ a/と の 環境同化 の結果 である と考 え られる ｡
最後に ｢ヲ ヤ+ の 母音/ e/で ある が､ この母音は､ 辺野亭方言の 多くの語がそうで ある ように､
/ o j a /が融合し形成されて い る ｡
b o j a → 旦e = - 且堅 e = (荘6)
Ⅴ ワ行子音の変化
以上 ｢1 子音の形成過程+ では/ 9 W / 音の 形成過程につ い て述べ ､ ｢2 母音の形成過程+ では､
/ 9 W / と結び つ く母音 につ て述 べ て きた ｡ こ こで は ｢1の (1) /gw/ と/w /+ で述 べ た年代
別 ､ 男女別資料を基に ､ ワ行音の変化過程を図示する ｡
【9 0歳】
ワ
ヲ
ヲヤ
ヰア
ヰ
9 W a
g w a(＋ha)
g W e =
州
9 W a =
b i
外的要 因
外的要因
外的要因
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【70歳】
W a
W a
9 W e =
W a =
- - - - b i
さらに ､ ワ行子音の変化を図示する と次の よう になる ｡
g W 外的要因 - Ⅴ
こ こで外的要因として あげたの は､ 先ず男女で/ 9W a/音の現れ方には差異が認められる ｡ 女性
の 方が/ 9 W /が 出やす い ｡ また90歳と7 0歳で は個 人差はある もの の9 0歳の方がより/ 9 W/
音が出やすい ｡ これは他地域との接触の 少な い ､ ある い は職業､ 役場との 関係の希薄な女性が男性に
比較して ､ より/g w a/ 音を保持して い る と考えられ るためで ある ｡
共時態 で は , 同 一 の / g w a/が ､ ワ行子音/b/を基盤 に ､ 各々 の 段が子音変化ならびに母音変
化を繰り返す過程で形成されたものと考えられ る｡
本論稿で は/ 9 W a/の対応関係と構造､ またそ の形 成過程 に つ い て の 考察を試みた ｡ その結果か
ら辺野草方言 に見られ る ようなワ行子音/b/ /g w/が､ 琉球方言の ワ行子音を考察する上で大変
重要な意味を担う と考えられる ｡
具体的に は､ 先ず ､ ワ行イ段の ｢坐る+ が ､ 宮古 ･ 八重山方言で は例外なく/b/で ある ものの ､
北沖縄方言で は国頭村辺土名の 1例の みの報告で あっ たが(R7)､ 辺野賓方言 (奥方言)たもワ行イ段
の/b/ が存在す る と い う ことは ､ か つ て ､ 北沖縄方言 に もワ行イ段に/b/音が存在 した ことの 追
加資料となる ｡
また ､ こ の こ と以 上に ､ 辺野暮方言で は なぜ り行子音が/ g w /となる のか が､ 研究史上長い 間の
疑問で あ っ た ｡ そ れが今回の考察から､ 辺野草方言の ワ行子音/ 9 W /は/也/か ら形成されたと仮
定し ､ / 9 W /を琉球方言全体の ワ行子音の変化の 流れ の中に位置づければ､ これ まで解明されて こ
な か っ た花良治 ･ 久高 の/ g/ を説明す る こ とができ る ｡
琉球方言 の ワ行子音は ､ 宮古 ･ 八重山方言の/b/を基に辺野暮方言の/9 W /は形成し､ それが
両唇接近音/ w /を脱落さ せ花良治 ･ 久高方言 の/ 9/ へ と変化 して い っ た｡ こ の ように考えれば､
沖縄南部方言に見られ る/7/([? w a=]｢豚+)も軟口蓋破裂音/9/の残存形である と考えられ る ｡
/b/を古形に立 てれ ば､ 琉球方言の ワ行子音の変化過程をひと つ の道筋で説明で きる ｡
今後の資料の 収集お よび考察が ､ 充分になされなければならない ことは言うまで もない が､ 辺野書
方言の ワ行子音/g w /の存在､ さらには/b/をも重ねて考察するならば､ 沖縄方言において ､ か
っ て ワ行子音 は/b/ 音で あっ た可能性 も否定で きなくな っ て きた ｡ 以上に あげた各地 の ワ行子音の
実態を変化の流れ と して 図示す る と次の ように なる ｡ ( [7] に関して は ｢豚+ 1語が この変化に当
て は まる)
( 宮%
b
. 忘Ⅰニご≡軍
制 '
[三
`
?@
&
#
”
.
'
”
^
n;
i - ? 諒` 脚 部'
本論考では辺野書方言の/g w / 音を出発点にワ行宮の考察を試み ､ その 結果､ 以下の ような こと
がわか っ た ｡
①辺野書方言の り行子音にほ/b/ /g w / /w /の3音が現われ ､ それはハ行子音の p>車
>h と平行して b> g w >w と変化 したもの と考えられる ｡
②辺野暮方言の/ 9 W / 苦から花良治 ･ 久南方言の/9/ 音は変化した音で ある と考えられる ｡
- 1 6 9-
③辺野啓方言の /g w a/ 音は､ 蔑重 もの子音変化および母音変化を繰り返 しながら形成され ,
共時態で はワ行者 ｢ワ+ ｢ヲ+ ｢ヰア+ が/9 W a/ 音で表されて い る ｡
現時点の琉球方言 の ワ行子音 の 在り方 を見る と ､ 以上の よ うな変化の 過程 しか考えられない ｡ と こ
ろが ､ 最も古形に [b〕 を立て る ことは国語史と合致しない ｡ この ことは平成10年度国語学会秋季
大会で も指摘を受けた ｡ また指導教官チ ー ムか らもご指傭が あっ た｡ 奥方言 をも含めた沖縄北部方言
の調査研究からは ､ ここ まで しか考察で きなかっ た｡ そ こで石垣島に調査範囲を拡大し､ り行子音解
明の調査 を開始した . 白保方言で は[g i : 旦 a 払] (牙)､ [t a且 a 9u] ( 煙草)､ [t a旦i]
(旅)､ [m u s u旦 u 瓜](結ぶ) ､ [s u 旦 u] (義)とな る ｡ つ ま りバ行子曹が [p] になる の で
ある ｡ 自保方言では ワ行子音は [b] で ある ｡ [p] と [b] とが対をなす音どうしで ある ことを考
えれ ば､ これ は ワ行子音 と も平行的に考察を進める必要がある ｡ この現象を半有声化現象で ある と考
えれば､ ワ行子音の古形を[b]とする ことがで きる ｡ こ の ことにつ い て は本論考では記述で きなか っ
たが ､ 自保方言 を通 して ワ行子音の古形が [b] で ある可能性を探る ところ まで は辿りつ けた ｡
(注 1)/b/は [b i= 払] ｢坐 る+ 1 著 しか 見出せなか っ た｡ ワ行子音の多くが/ g w a/で あ
る こ とか ら辺野菩の ワ行子音/ b/ は化石的に残存した蓋然性が高 い ｡
(注2) 名嘉其(1996 P. 188 - 189, 194- 195)､ 平山(1967p. 85,92,98,104,110,112,118,125,128,129)｡
また与論烏麦崖 ･ 立長で [bj u 瓜] ｢坐 る+ が現われ る平 山(1967 p. 93) 参照｡
(注 3)拙著 ｢沖縄北部辺野書方言の音韻変化+ 199鮮度 音声学会全国大会予稿集参照
沖純南部前島方言 と比較して 摩擦音化の進んだ方言で ある ｡
(注 4) 平山(1966p. 119) 久南方言で は[9 i = 瓜] ｢埜8J ､[g u i = 瓜] ｢酌+ ､[g u t u] ｢未+ ､
[w a r e ニ 払] ｢笑う+ となり/ g/と/w /が現われるが ､ この 2音の 関係につ いては明らか
に され て いな い ｡ また平山(1966p. 94)花良治方言では[9u t uョ ｢夫+ ､[w a r a
.
u i] ｢笑う+
さら に(p. 72) 瀬戸内町与路で も[9u t u =] ｢夫+ ､[w a r aj u m] ｢英5J があり/ 9/と
/ w /が現われる ｡ 両唇 ･ 軟口蓋接近音/w /と軟口蓋破裂音/ g/の 2青からほ ､ その関連
性 を見出す の は容易 で はな い が､ 古形に/ b/を設定す れば ､ 本文で述 べ たよ うなb> g w
> 9の 変化が考えられる ｡
( 注5)中本(1981p. 132)では ｢猪+ を表す [u wi] に接尾辞 [a] の 付 い たも の , あい は台湾の
中国語 [o a] と同源の もの ､ と述べ る にとどまる ｡ 辺野書方貫か ら述べ れば､ bi ＋ a >
b a = > 9 W a=(｢ヰ+ ＋ ｢ア+)と考えるが妥当である ｡ また古語で も ｢猪+ は ｢ゐ+ で
ある ｡
琉球方言では ｢もの+ の意味の ｢ア+ を伴い属性を表す｡ この造語鴇は人物に関する語同
様 ､ 動物 に 関す る常に も適用 され る ｡ [h a t a r ak a =] ｢働き者/ハ タ ラキ十 ア+ ｡
(注6) 中本(1981 p. 146)では ｢鼠+ を※ojapitoに遡る ､ とする (伊波晋献1974 p121参照) ｡ 辺
野書方言か ら述 べ れば琉球方言の ｢鼠+ は※wojapitoに遡る と考えた方がより妥当である ｡
(注7) 平山(1966p.108) 辺土名 [b i= 払] ｢坐る+｡
(注8)既述の富山方言で は/w /と/b/とが揺れる地域である ｡ 辺野書方言で/w /と/b /と
が混同して い る語例が 1例見い 出せ た ([h u 9 u !im i] (こぶ しめ) )｡ ま っ たく区
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画 の異なる 方言を例に辺野音方言の/ 9 W a/を考察する ことはで きないが ､ 今後､ 辺野音
方言の/ g w a/の考察を深めて いく上で - つ の示唆を与えて くれ るものとして参考まで に
報告しておく ｡
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策Ⅲ部 構欄
貫己 述 研 究
琉球方言 におけ る活用研究ほ音韻枚ど進んで はい ない ｡ 活用研究が音韻研究を基盤に据
えな けれ ばな らな い という方法論上 の 問題に よる もの と考え られ る ｡
琉球方言 を構造学的見地か ら記述研 究 した の は仲宗根改善 ･ 服部四 郎等か らで ある ｡ 当
初は音韻の 記述研究に 全精力が傾注されな ければならなか っ たた め括用 の記述研究は遅れ
た o ただ こ の 4 0年余 の 頓み 重ね の 成果 ､ 現在で は以前よ り活用 の 資料 も整備され ､ 各地
域 の 体系を相互 に 比較研究する こ とで 適時的考察も可能とな っ て きた ｡
動詞の 活用研究を奄美か ら与那国 に至 る広範囲で記述 ･ 考察した研究には内聞 『琉球方
言文法 の 研究』 (1 9 8 4) が ある ｡ こ の 研究で は対 象とす る動詞 を全琉球の 主要方言 に
つ い て記 述 し､ 各方言間にお ける相違を明確にした上で ､ そ の要因につ い て 適時的考察を
行 ない ､ そ こか ら琉球方言活 用の 成立基盤 とな る古形の推定を試 みて い る .
本研究 で は未調査地域の 体系を立て る こ とを第 - の 目的とする ｡ また括用研究は ､ その
方法論の 習得が極めて難 しい ｡ そ こで 第二 の 目的は､ その 方接論の 習得とする ｡ 以下琉球
方言 の 括用形 の 在 り方 に つ い て 述 べ て お く ｡
琉球方言の 動詞 の 終止形ほ ､ 動詞の 連用形に ｢居り+ が複合したもの で ある こ とは服部
四 郎 (1 9 7 7) に述 べ られた通 りであり ､ 宮古方言を除いて 大島 ･ 沖純本島 ･ 八重山の
諸方言で は動詞 の 終止形杖 ｢連用形＋ 居り+ に相当する ｡ また大島 ･ 沖絶本島では終止形
ばか りで はなく ､ この 複合形から連体形を作り ､ さらに他の形を作 っ て 語尾変化を複雑に
して い る ｡ こ の 動詞 の 複合形が琉球方言 ､ とりわけ沖縄本 島方言 の動詞 を特徴付けて い る ｡
服部は ｢首里方言の動詞 の語形替変 (即ち活用) は ､ 概略3種の語幹 ､ 即ち基本君幹 ･
連用語幹 ･ 音便語幹が もとに なり ､ そ れ に色々 の 接尾形式が 接尾 して 成立する と記述する
ことがで き る+ と 『世 界言爵概説』 (p. 32 3) に述 べ て い る ｡ さ らに ､ 仲宗根 ｢沖縄方
言の 動詞 の括用+ (19 60) は服部の 言う連用藩幹を連用藩幹と複合語幹の 2つ に分類
した ｡ これ は久志方言 の よう に連用形 の 語幹末尾子音と ｢連用形十 居り+ の複合した形
(複合形) の 語幹末尾子音とは異な る ことが根拠とな っ て い る ｡ こ の ような理由か ら仲宗
横 (1 9 6 0) は基本語幹 ･ 連用語幹 ･ 複合語幹 ･ 音便語幹 ･ 敬譲形の 5つ に分類した｡
ただ､ この 仲宗根の動詞分類杖 まだ複雑で あり､ も っ と簡略化され る必要がある ｡ 上記の
ような研究を踏まえ､ 内聞 (1 9 8 4) は先ず基本的な4つ 基本語幹 ･ 連用語幹 ･ 派生語
幹 ･ 音便語幹に つ い て記述研究 して い る ｡ 本稿は内聞 (1 9 8 4) に従 い 語幹を 4 つ に分
類し記述 して い く ｡ ただし､ 仲宗根の言うよう に ､ 方言 によ っ て は基本語幹を2 つ に分け
る必 要が ある ｡ 内聞 (1 9 8 4) で は (甲) (乙) に分類されて い るの で ､ これ に従う｡
ただ本研究で語幹分類して い く際は基本語幹 (甲) (乙) を基本欝幹1 ､ 2 とする ｡ また
音便語幹を接続語幹と記 す｡ 以下､ 各方言の活用体系表を立 て ､ 各用例を示 して いく ｡
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覇琴 且 節 奥 プぎ 言
1. 動詞活用
(1)活用 の 分類
動詞 を基本語幹 の 末尾 に着目し分類す る と 【表 1】 の よう にな る ｡
【表1】
基本語 幹 1 基本語幹2 基本語幹3 連用語幹 派生語幹 接続語幹
C C C C C V C
CV CS CV CV C CV C V V C V(Q)C
CV C CV C CV C CV C CV C V C
四 C V C V CV CV CV V C V V C
五 si
'
j si sir si s u si
六 hur htl
'
hu hu
'
hu
'
i ci
上記 に 示すC は子音 , Ⅴ は母音､ Sは半母音を表す ｡
(2)動詞 活用体系
【表 1】 の 6類の それぞれ に つ い て ､ 代表例をもっ て語幹と語尾とに分けて 表示すると
【表2】 の よう にな る ｡
【表2】
分 動 塞
志 未
塞
条
基
令
逮
逮類 詞 杏 本 本 用
語 向 然 守 件 語 令 欝 用
幹 形 形 秤 形 幹 形 幹 形
1 2 3 1 1
書く hah a a ha坂 1 hah 1 hah l
切 る ki
'
j a a ki 1 比ir 1 ki 1
被る habu r a a habu
'
1 habu r l habu
'
1
四 笑 う
I
W a r a a a
I
W a r e e
I
Ware e
∫
W a r e e
五 する si
'
j a a si 1 sir 1 si 1
六 来る hu r a a hu
'
1 hu u hu
'
1
主な接尾 n u/
'
N ba
'
jo o buha a
'
N
形式 (なi) (ば) (よ) (た81)
分
類
動
詞
派
坐 終 連 連 dq ga 準
接
舵 接
語 止 用 体 結 結 体 語 舵
幹 形 形 形 び び 形 幹 形
1 2 形 形
書く haku
'
N
'
i r u r n r a ¢ ha c 1
切 る kii
'
N
'
i r u r u r a ¢ kiQc 1
被 る habu
'
i
'
N
'
i r u r u r a ¢ ha c 1
四 笑う
∫
ware e
'
N
'
i r u ru ra ¢
'
w a r a at 1
五 する S u
'
N
'
i r u r u ra ¢ si 1
六 来る hu
'
i
'
N
'
i r u r u r a ¢ ci 1
主な接尾 tu
'
Nn a ge
'
N
形式 (A) (か) (から)
ni hara
(か) (から)
(3)括用表
【表2】 をより具体的に 音声レベ ル で示すと 【表3】 の ように なる ｡
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【表 3】
一 類
項目 志向形 未然形 免件形 命令形 連用形1 終止形
書く haka haka haki haki haki hak11瓜
働< pata r aka hataraka hata r aki pata r aki pata r aki pata r aktln
秤( ?ika 1ika ?iki 1iki ?iki 1iku瓜
漕< 垂u9a *uga 軸gi *ugi 軸gi 如gu 瓜
立 つ tata tata s atii tat!i tat!i ta伽瓜
飛ぶ tllba tllba ttlbi tubi tubi tubu瓜
呼ぶ juba juba jubi jubi jubi jubu n
包 む tiimba t!imba t!inbi t‡inbi t!i血bi t王i血buJl
読む jum a ju n a ju mi jtlTLi julni Ju n u 瓜
食 べ る ka m a ka n a ka mi ka mi m aki ka nuJl
死ぬ !ina !ina !ini !ini !in ‡in u 瓜
貿う ho:ra ho:ra ho :ri ho : ri ho t.ri ho : r u 且
イラッシャル m O : r a 皿0 : r a n O:r l mO :rl m O : r l 皿0: r u n
居る ?b r a 1u r a 1u ri ?u ri ?ui ?ni瓜
眠 る nibu r a nibu r a nibui nibui nibui niblli瓜
項目 連用形2 連体形 du 結び形 g a 結び形 準体形 接続形
書 く hakui haku r u hakuru hakura haku hat!i
働く pata r aklli pata r aku r u pataraktlr u pata r aku r a pata r aku pata r at!i
行く ?ikui 1ikur u ?iku ru ?iku r a ?iku ?id3i
漕ぐ 軸gui 軸gurn 垂ugu r u *tlgu r a 垂ugu *ud3i
立 つ ta伽i ta伽 ru ta伽r u ta仙ra ta仙 ta.tSi
飛 ぶ tubui tubu rll tubu ru tubu r a tubu tud3i
呼ぶ jubui jubu r u jubu r u jubu r a jubu jud3i
包む t!i皿bui t!i血buru t与imbu r u t!i血bur a t‡imbll t!ind3i
読む jn m li ]u m u r u Ju皿uru ]u mtlra ju m u jud3i
食 べ る ka 皿ui ka m u rtl ka7ntlr u ka n u r a ka m u kad3i
死ぬ !inui !inurll ‡inuru iin u r a iin u !id3i
買う ho: ru主 ho :rll r u ho :rur u ho : r u r a ho:r u ho:ti
イラ･)シヤル m O:ru l 皿0:ru r u mO :ru r u n O : r ura ELO :ru 皿0 :t!i
岳る 7ui ?uirll 紬ir u 1uir a ?ui
眠る nibuiru nibuir u nibuir a nibui nitt!i
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二 類
項目 志向形 未然形 条件形 命令形 連用形 1 終止形
切 る kija kija ki: kiri ki: ki: 瓜
着る klija klija kli: kliri kli: i?i: 瓜
坐 る bija bija bi: biri bi: bi: 瓜
煮る nija nija ni: niri ni: ni: 瓜
見る mija tnija tni: niri ni: mi: 良
括 る kubija kubija kubi: kubiri kllbi kllbi: 瓜
言う ?ija ?ija 7i: ?iri ?i: 7i: A
蹴る 9ija 9ija ぢi: 9iri 首i: 9i:臥
落ちる 1utija 1utija ?uti: ?utiri 1uti: ?uti: 瓜
上 げる 1agija 1aglJa ?agi: ?aga ri 1agi: りagl: 良
起きる 1u*ija ?u*ija ?u9i: ?uciri 1耶i: ?uGi: 良
受 ける 1tlkija ?ukija ?uki: ?ukiri 1uki: 1uki:礼
項目 連用形2 連体形 d u 結び形 g a 結び形 準体形 接続形
切る ki:i ki: r u ki: ru ki: r a ki: kitt‡i
着る ki:i ki: ru ki:ru ki: r a kli: 瓦it‡i
坐る bi:i bi: ru bi: rll bi: r a bi: bitt!i
煮 る ni:i n l:r u nl:r u n l:ra ni: nit‡i
見る ni:i 皿1 : r u 皿1:r u 皿1:r a mi: nit!i
括る kubi:i kubi: r u ktlbi: r u kubi:r a kubi: kubiti
言う 1i:i りi: ru 1i: r u ?i: r a 1i: ?itji
蹴る Ci:i 9i:ru Ci:r u 9i: r a ぢi: G主t!i
落ちる 1uti:i 1uti: r u ?tlti:r u ?uti:r a ?uti: 1utiti
上 げる ?agl : 1 ?agl : r u ?agュ: ru 1agi:r a 7agi: ?agiti
起 き る ?u9i:i ?u!i: r n ?u91 : r u ?uci: r a ?u9i: 1u9皇ti
受ける 1uki:i ?uki: ru ?uki:r u 1uki: r a 7uki: ?ukiti
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三類
項目 志向形 未然形 条件形 命令形 1 連用形1 終止形
被る hahr a habura habui habu ri habui habui瓜
刈る har a ha r a hal ha ri hai hain
取る ta : ta : tui tu ri tui tui瓜
思う n u:r a m a: m ui mtl:r l mlli ?u m li払
項目 連用形2 連体形 d u 結び形 g a 結び形 準体形 接続形
被る habui habuir u habuiru habuira habui ha即i
刈る hai hair u hair u hair a hai hat!i
取 る tui: tllir u tllirll tuir a tlli tuti
思う m u : i : m u : l r u n ulr u m u : i r a n u :i n u :ti
四 類
項目 志向形 未然形 灸件形 命令形1 連用形1 終止形
笑う Wa r 且: W ara : Wa r e : War e: W a re: Ware : A
洗う ?a r a: ?a r a: ?a r e: Ta r e: ?a r e : Ta r e : 瓜
項 目 連用形 2 連体形 du 結び形 g a 結び形 準体形 接続形
笑う W a r e : 1 W a re : r u W a r e : r Ⅶ W are :ra W a r e : war a:ti
洗う Ta r e :i ?a re : rll ?a r e : r u ?a r e : r a ?a r e : ?a r a:ti
五類 ･ 六類
項目 志向形 未然形 条件形 命令形1 連用形1 終止形
する !ija !ija !i: !iri !i: S un
来る *tlr a 垂u r a 軸i 帆: 垂ui 軸i瓜
項 目 連用形2 連体形 du 結び形 9 a 結び形 準体形 接続形
する slli S u r u S u rll S ura !i: ii:
来 る 軸i: 垂uir u 軸ir u 申uir a 軸i t‡i
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(4)活用形の 用接
以下 各活用 形の 主な用法 に つ い て 示す ｡
1) 志 向形
志向形 で は次の ような用法が 認 められ る ｡
①接 尾辞 を伴わず志 向形そ の ま まで 用 い られ る ｡
[n a n n ahaka]( - 緒 に書 こう)
[祖a n n a W a r 且:] (一 緒に 笑お う)
[ma n n ajiiA] (一 緒に しよう)
[m a n a 軸 r a] ( 一 緒に来よう)
②[n na] (か) を後続 さ せ る ｡
[de :ku ni9 kiiAn n a:] ( 大根も切ろうよ)
③[ja:] ( ね)を後続 させ る ｡
[n a n n aha r aja :] (一 緒に刈ろ うね)
④[9i:] (ね) を後続さ せ る ｡
[wan 旦主j旦Si:] ( 一 緒に煮よ うね)
2) 未 然形
未然形で は次の ような用法が認 め られ る ｡
①[瓜]を後続さ せ る ｡
[s11:ja
[sad3i
?ika 瓜] (今日は行か な い)
ba血ba 瓜]
[?a nt7uja ?i*in
[s Ⅶ:ja 山旦瓜]
[s u :ja 軸r a瓜]
(手拭は被 らない)
w a r 乱: 瓜] (あ の 人は少しも笑わな い)
( 今日はしな い)
( 今日は来な い)
②[n11]を 後続 さ せ る ｡
[1u n tlja 蜘 u] (芋は切らない)
3) 条件形
条件形 で は次の ような用法が認 められる ｡
①[ba](ば) を後続さ せ る ｡
[?u r aga hakiba w a n u haku n] (君が書けば私も書く)
[t!ide :kuni9 虹ba bija9 kija](大根も切れ ば葱も切ろう)
[?u r a9a
[?uraga
[?tlraga
[1ariga
babuiba
w a r e :ba
iLba
軸iba
wa n u nhabtliJl] (君が被れ ば私 も被 る)
wa n un w a r e: 瓜] ( 君が笑えば私も笑う)
w a n u n s u瓜] (君がすれ ば私もす る)
ma!ido:] ( あれ が来れ ばい い ぞ)
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4) 命令形
命令形 で は次の よう な用法が認 め られ る ｡
[jo:]を後続さ せ る ｡
[?u r a bakijo :] (君 ､ 書けよ)
[s u :ja
[s ad3i
?u r a kirijo :] ( 今日は君切ろよ)
haburijo:] (手拭い被 ろよ)
[紬pu gtli王i w a r e:jo:] (大声 で 笑えよ)
[?tl r a!irijo:] (君､ しろ よ)
[?a s a : 申_那_jo:]( 明 日来い よ)
5 )連用形 1
連用形 1 で は次 の よ うな 用法が 認め られ る ｡
[buha : n] ( たい) を後続させ る ｡
[w a n un
[wa :fig
[wa n u n
[w a s s a n u
[w a n uI山
[w a n u且
m a na hakibuha : 瓜] (私 も ー 終に書き た い)
生江buha :瓜](豚肉も切 りたい)
habuibuha:瓜] (私も被りた い)
w a r e :buha n uja:] ( 面 白い か ら笑い た い ね)
m a n na 山buha : n] ( 私も 一 緒に した い)
軸ibusa 払] (私も来た い)
6) 終止形
終止形 で は 次の よ うな用法が 認 められ る ｡
[d3i: haku 瓜] (字 ､ 書く)
[t!ide:knni
[s ad3i
ki: 瓜] ( 人参､ 切 る)
babui瓜] ( 手拭､ 被る)
[1upu gui!i
[!igtltu 即迎]
[du!in u 軸i瓜]
w a r e : 瓜](大声で 笑う)
(仕事 ､ する)
(友達が来 る)
7) 連用 形2
連用形 2で は次の ような用法が認められ る ｡
[?a nt†tlja d3i:n
[t!ide :kuni9
[sad3in
hakni s u :d3in
ki:i de:ku ni9
habui bo :～il habui]
[s u:n w are :i ?a s a : A
笑う)
[!igutu n 旦吐 ?a‡ibin
[1a 皿papa:ja 軸7na9kain
しあそ こ に も行く し)
W a r e : 1
hakui]( あの 人は字 も書くし習 字 も書く し)
ki:i]( 人参も切る し大根も切 る し)
(手拭も被る し帽子も被 る し)
lBe : nitii w a r e : 瓜] ( 今 日も笑う し明 日も笑う し侮日
stli] (仕事もす る し遊びもする し)
軸ii 1a 皿a9kaih likui] (あの お ばあさんは こ こに も来る
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8) 連体形
連体形 で は次 の ような用 法が認 め られ る ｡
[d3i: haku r u hakimun nu ne: 払] ( 字､
[皿a : ki: r u w a:!ija n e : ndo :] ( もう､
[habuir u
書く書く もの が串い)
切 る豚肉はな い よ)
s ad3in u n e : 瓜](被る 手拭がない)
[ware : r u w a r abin u lui瓜] ( 笑う子供が 居る)
[su r u‡igutunu n e:Jl](する 仕事 がな い)
[軸ir u tlu n u lu r a 瓜](来る 人が い な い)
9) d u 結び形
d u の 結び形で は次の ような用法が認められ る ｡
[du]は トrll]で 結ぶ ｡
[kut!o : s a9 ga虫 haktl ru] (区長さんがぞ書くの だ｡
[w a :Si虫 虹 旦] (豚肉ぞ切 る の だ . 豚 肉を切 る)
[1un sad3ija w aga旦旦
)
[?a ri9a虫
[w aga旦旦
区長さんが書く)
bat川ir u] (この 事拭は私がぞ被る の だ｡
ware :ru] ( あれがぞ 笑うの だ ｡ あれが笑う)
s u r u] (私がぞす るの だ｡ 私がする)
[s u :ja god3u :nin虫
破格 に な る例 もある ｡
[kut‡o : s a9ga虫
*uir u] ( 今日は 五十人がぞ来る の だ ｡
血aku ndo :] ( 区長さんがぞ書くぞ)
[w a :!i 血 ki: ndo :] ( 豚肉ぞ切 るぞ ｡ 豚肉 を切 るぞ)
[?u n s ad3ija waga虫
ぞ)
[?a ri9a虫
[甘aga虫
こ の事 拭は私が被 る
今日は 五十人が来る)
habuindo:] (この事拭は私がぞ被る ぞ｡
w are : ndo :] (あれがぞ笑うぞ｡ あれが笑うぞ)
s u ndo :] (私がぞするぞ ｡ 私がするぞ)
[god3u : nin!地 軸indo :] (五十 人がぞ来る ぞ ｡ 五十人が 来 る ぞ)
10) g a 結び形
g a 結び形 で は次の ような用法が認め られ る ｡
[ga]法 トra]で 結ぶ o
[ta9 ga且旦
[n u :j担
baku r a v ab r a n s a :] (誰が書く の か分か らな い さ)
ki: r a
[ta9gaj担
[ta9 gaj担
[ta9 gaj担
[ta9gaj担
この 事拭は私が被 る
po :ta mut=i te : n](何を切る のか包丁 を持 っ て 来て い る)
habuira ?utte: R] ( 誰が被る のか置いて ある)
Wa r e : r a*ui 9主ka ri:ba n n a] (誰 が笑 うの か声 が聞 こ える よ)
ii9utu 逃 道 W ahara n] (誰が仕事する のか 分か らな い)
*uir a w ah r a 瓜](誰が来 る の か分か らない)
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ll) 準体形
準体形 で は次の よ うな用法 が認 められ る b
①[mi] (か) を後続させ る ｡
[?a n!i;ba w aga
[s ad3i
haku mi] (そ うす る と私 が書くか)
ha mbu ni] ( 手拭 ､ 被るか)
[1ura n 迦加i] (君も来るか)
②[nn a] (の か) を後続 させ る ｡
[軸ri9 虹 n na] (これ も切る か)
[?u r a n war e: 皿n a] ( 君 も笑うか)
[1u r aga 旦些n a] (君がする か)
12) 接続形
接続形で は次の ような用法が認め られ る ｡
①[ba r a] (か ら) を後続さ せ る ｡
[d3i: bat!iba r a ?aiibi:ga ?iku 瓜] (字､ 書いて か ら遊び に行く)
[w ara :tiba r a ?ikⅦta 瓜] ( 笑っ て か ら行 っ た)
[figllttl iii.ha r a n a軸9kai liku瓜]( 仕事を して か ら那 覇 に行く)
[軸皿a9kai iiihara lanaDkai liku瓜] (こ こ に来て か らあそ こ に行く)
②接尾辞 を後続させ な い ｡
[s ad3i hat!i 1id3i: 良] (手拭を被っ て 出る)
[出 血 mutt‡i ?iku瓜] (包 ん で 持っ て 行く)
(診[geJl] (か ら) を後続さ せ る ｡
[kii!iige : n ni: 瓜] (切っ て か ら煮る)
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形容詞活用
(1)活用 の分類
形容詞 を 基本爵幹 の 末尾に着目 し分類する と 【表1】 のよ うになる ｡
【表 1】
基本語幹 派生語幹1 派生語幹2 接続語幹
CV(Ⅴ) CV(Ⅴ) CV V CV (V) CV C V (V)
C V CV V CV C V VC
C VVC
(2)形容詞 活用体系
【表1】 に つ い て代表例をもっ て語幹と語尾とに分けて表示すると 【表2】 のように な
る ｡
【表2】
分
類
形
基
杏 逮
派
坐 未 森 連 絡 連
容 語 用 語 然 件 用 止 体
詞 幹 形 幹 形 形 形 形 形
1 1 2
寒 い pii ku piiha a ra ri ¢
'
N r u
怖 い ?utu ru si ku ?utu rl血a a r a ri ¢
'
N m
主な接尾形式 na
'
i
'
N ba ba gis a
'
N ba a
(なる) (め (め (らし8) (舵)
分
類
形 du ga 準
派
坐 哩
接
疏 接
容 結 結 体 語 由 語 続
詞 び び 形
形 形
幹
2
形 幹 形
寒い ru r a ¢ piiha n u piiha at 1
怖い rll r a ¢ ?uturuha nu ?tltu rl血a at 1
主な接尾 ni
'
N
形式 (か) (ち)
(3)活用表
【表2】 をより具体的に音声レベ ルで示すと 【表3】 のように なる ｡
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【表3】
- #
項目 連用形1 未然形 条件形 連用形2 終止形 連体形
高い takaku takaha : ri takaha takaha: 瓜 takaha : r u
寒い pi:ku pi:ha :ra pi:ha : ri pi:ha pi:ha n u pi:ha : ru
珍し い pimm a s aktl pl Ⅲm a S a:r a pl m m aS a : ri pl m m a S a pl Ⅱ皿a S a n u pl m m a S a: r u
忙 し い ?isunaku ?is u n aha:r a 1isunaha : ri ?is u n ah ?is u n ah :良 りis u n ah : ∫ll
美味し い m aku lna: S a r a m a : S a ri n a s a n a sa: 瓜 n a s a:r u
暑い ?at!iku ?at!iha: r a ?a=iha : ri ?at!iha ?at!iha: 瓜 ?at王iha: r u
悪 い w a s s aku W a S S a: r a W a S S a : rl W a Sa W a S S a n u Wa S S a : r u
締麗 sllr aku s u r aha : ri s u r aha s uraha: 瓜 s Ⅶraha : r n
揮 い ?ugo :ku ?ugo:hara ?ugo :ha ri 1ugo :ha 7n90:ha n u 1ugo :ha: r u
涼しい ‡idaku !idaha:ra !idaha: ri !idaha : !idaha :良 iidaha : r u
靖 しい ?is o :kll 1iso :ha:ra 1is o :ha : ri 1is o :ha : りis o :ha : A ?is o :ha : r u
悲 しい n at!皇kaku nat!主kaha:r a nat!主kaha: ri n at!主kaha n at王主kaha : A n at!主kaha r u
恥かし い pad3ikaku pad3ikaha:r a pad3ikaha : ri pad3ikaha : pad3ikaha : 瓜 pad3ikaha: r u
項目 d u 結び形 g a結び形 準体形 理由形 接続形
高い takaha : r u takaha:ra takaha : takaha nll takaha :ti
寒い pi:ha : r u pi:ha: r a pi:ha: pi:hanu pi:ha :ti
珍 し い pl m m a S a : r upl 皿m a S a : r apl m m a S a: pl n m a S a n u pl m a S a :ti
忙 しい ?is u naha : r u りisunaha : r a ?is u n aha : 1is u n ahanll 1is u n ah :ti
美味しい n a sa :rq n a s a : r a n a s a: 皿aSa n11 n a s a :ti
暑い ?at‡iha: r u りatiiha:ra ?at‡iha: 1at!ihanu 1at!iha:ti
悪 い W a S S a:r u Wa S S a : r a W a S S a: W a S S a nlユ wass a :ti
締麗 su r aha:ru s uraha : r a s u r aha : sll r ah n u suraha:ti
揮い 1ugo :ha : r n ?ugo:ha:ra 11柑0 :ha : 1ugo :ha n u ?u90:ha:ti
涼 しい iidaha : rll !idaha : r a !idaha : iidaha n u !idaha :ti
韓し い 1is o :ha:rq ?is o:ha: r a 1is o :ha : ?is o :ha n u ?is oha :ti
･ 悲しい n at‡皇kaha : r u n at!紬aha:ra ･ n at!皇kaha : n at!皇kahanu nati主kaha :ti
恥か しい pad3ikaha : r upad3ikaha :ra pad3ikaha : pad3ikahanu pad3ikaha:ti
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ニ 類
項 目 連用形 1 未然形 条件形 連用形 2 終止形 連体形
恐ろ しい ?utu r u‡主ku 1utu r uha:r a ?utu m lha:ri ?utllr uha: ?utl ruha :臥 9utu r uha:r u
大人しい 1utu 且a!皇ku ?utlln ah : r a 7utunaha :ri 1utunaha ?utu n aha: 臥 ?utu n aha :ru
難しい m utsvka!主ku m utsvkaha :ra tnuts抽aha :ri m uts甘kaha mutsvkaha : A m uts甘kaha : r u
項 目 d u 結び形 9 a結び形 準体形 理 由形 接続形
恐 ろしい ?utu r uha : r u ?utu rllha : r a ?utu r uha : 1utu r uha n u 1uturuha:ti
大人しい ?utu n aha : r u ?utu n aha : r a ?utun aha: 1utu n ahanu 1utu n aha:ti
難 し い mutsvkaha : r u 肌tSVkaha : r a mtltS甘kaha: tmts抽aha n u 肌tS甘kaha:ti
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(4)活用 形 の用 法
1) 連用形 1
連用形 1 では次の ような用 法が認められる ｡
①[且ati](な っ て) を後続させ る ｡
[tatta takaku n ati] ( だんだん 高く な っ て)
[tatta 吐 血 natuci: 瓜] ( だんだん寒くな っ て くる)
[tatta 幽 natuci: 瓜] (だんだん恥ずかしく な っ て くる)
[tatta 地 n ati]( だん だん難しくな
■
っ て)
②係助詞[瓜] (ち) を後続さ せ る｡
[*urija 由 幽 n ne : 払] (これ は珍しく もない)
[su:ja ?isunaku n ne : n u] (今日は忙しく もな い)
2) 条件形
条件形で は次の よう な用法が認め られ る｡
①[ba] (ば) を後続させ る ｡
[takaha : riba ho:r a ntl] ( 高 ければ買 わない)
[出過 払 ba ワikanu] (寒ければ行か ない)
[些旦圭旦 辿 虫baja !i: n n a] (難し ければす る な)
[紬tu r uha : riba ?ikuna] (恐ろ しけれ ば行くな)
3) 未 然形
未然形で 杖次の ような用法が認 められ る ｡
①[ba] ( ば)を後続させ る ｡
[2iユ 如 baja liku n a] (寒い ならば行く な)
[pad3ikaha : r aba li: n n a] (恥ずか しいな らば言うな)
[na:tan lutlha : r ab 皿a!i jate :Siga] ( もっ と大人 し けれ ば良か っ たけれど)
[型 幽 ba =: n n a](難しけれ ばするな)
[?utu r uha :raba ?iku n a] (恐 ろ しければ行くな)
4) 連用形2
連用 形2で は次の ような用法が認 められる ｡
①[giha n u]( - そ う) を後続させ る ｡
[?arija 辿 giha肌] (あれ は高そう)
[?a s a :ja 地 giha 皿u] ( 明日は寒 そう)
[型 辿 giha n uja :] ( 難しそうね)
[1anaja _1出型_嘘蔓i_giha:Ado:] (あそ こは恐 ろしそうだよ)
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5) 終止形
終止形 で は次の よ うな用接が認 められる ｡
①[do :] (ぞ)を後続させ る ｡
[軸rija takaba ndo:] (これ は高い よ)
[w a nja lutunaha:ndo:] (私は大人 しい よ)
[*unaja !idaba : ado :] (こ こは涼しい よ)
②そ の ま ま で 言 い 切 る ｡
[s u :ja 旦 辿 ](今日は寒い)
[d3iko :
[d3iko :
m uts ukaha: 払] (とて も難しい)
1utl] rllha :Ja] (と て も恐ろ しい)
6) 連体形
連体形で は次の ような用法が認 められ る ｡
体言 を後続さ せ る ｡
[takaba : r u‡in a 皿u nja ho : r a n q] (高い 品物は累わな い)
[出_辿鎚 迎 ba : A ?ai瓜](寒い 場合もある)
[n11tS qkaha :ru ba:A laindo:] (難しい場合もある よ)
[1utu r uha : r uba : n laindo :]( 恐ろ しい 場合 もある よ)
7) d u 結び形
d u 結び形で は次の ような用法が認め られ る ｡
[du]は[- ru]で結ぶ ｡
[軸rijo :ka : ?a riga旦旦 takaha : r u](これ より か あれがぞ高 い の だ)
[ni9gW at‡i虫 出ヱ 如 ] (二 月ぞ寒 い の だ)
[1a riga卓旦 型 幽 旦](あれがぞ難しいの だ)
[1atn a n Ⅵdu ?utu ruha : ru] ( あそこがぞ恐ろ しい の だ)
破格の 例 もあ る ｡
[ni9gW atii虫 山 地 do:] (二 月ぞ寒い ぞ)
[1a riga虫 幽 旦do:] (あれがぞ難しいぞ)
[?an a n u* 1utu r uha : Ado :] (あそ こがぞ恐ろ しい ぞ)
8) 9 a 結び形
9 a 結び形で は次の よう な用法が認め られる ｡
[ga]は トr a]で結ぶ ｡
[d3i9gaj担
[?it!ij担
[d3i9 ga且旦
[da : n uEA
takaha : r awaha r a 瓜] (どれがか高い のか分か らない)
吐 辿 w aka r a 瓜] (何時が寒い の か 分からない)
幽 w aha r a 瓜] (どれがか難しい の か分か らない)
?utu r uha : r a 甘ah ra n u] (ど こがか恐 ろ しい のか 分か らない)
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9 )準体形
準体 形 で は次の よ う な用法が認 め られ る ｡
(D[nna :] (か) を後続さ せる ｡
[軸rija
[d3iko :
[?b r a n
②[kaja:]
takaha : n n a:](こ れ は高 い か)
m utsvkaha : n n a :] (とて も難しい のか)
?ntu r uha : n n a :] ( 君も恐 ろし い のか)
( かな)を後続さ せ る ｡
[s u : nlat!主塾a:kaja:] (今日も暑いか な)
10) 接続形
接続形 で は次のような用絃が認 め られ る ｡
[瓜] (ち) を後続させ る ｡
[taka血a :tin bo : r u瓜]
[出 血 吐n n aguDkai
[型 幽 ‡i:瓜]
[1ut11ruha :tin likⅦ瓜]
(高くて も買う)
?iku 瓜] (寒くて も名蘭に行く)
(難しく て もす る)
(恐 ろ しくて も行く)
ll) 理 由形
理 由形で は次の ような用法が認 め られる ｡
[Iakahanu 血o : r a n u]( 高い の で 買わ ない)
[由エ 如 旦 ?ikan u] (寒い の で 行かな い)
[型土盛垣 辿 Sija 瓜] (難し い の で しな い)
[1uttl r nha n u ?ika血] (恐 ろ し い の で 行か な い)
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覇写 2 節 辺 野 禽 プチ 言
1 . 動詞活用
(1)括用の分類
動詞 を基本語幹の 末尾に着目し分類すると 【表1】 の ようにな る ｡
【表1】
基本語幹1 基本語幹2 連用
C C C
C VC S CV CV
C S C C
料 CV C V C V
五 p hu
'
h u
六 h hu
'
h u
七 s s s i
語幹 派生語幹 接続語幹
C V
C V V
C V
C V V
h u
'
享
hu
'
1
S u
C
C V C
C
C V V C
h u
'
i t
t
S
上記に 示すC は子音､ Ⅴは母音､ S は半母音を示す｡
(2)動詞活用体系
【表 1】 の 7類 の それぞれ に つ い て ､ 代表例をも っ て静幹と語尾 とに分けて表示する と
【表2】 の ようにな る ｡
【表2】
分
類
動
詞
基
本 志 未
塞
本 粂 命 命
逮
用 逮
語 向 然 欝 件 令 令 語 用
幹 形 形 幹 形 形 形 幹 形
1 2 1 2 1
書く hah a a hah l l e e hah I
言 う ?i
'
j a a ?i l l re e ?i I
取 る s u
'
j a a
I
S u l l s u
l
i
四 笑 う
I
W a r a a a
I
W are e e
I
W a r e e
五 居る p a a u
'
ja hu
'
l iri u hu
'
1
六 来る h u
'
ja a a hu
'
l u/i hu
'
1
七 す る S a a S i l e e si 1
主な接尾
'
ja a
'
N ba ba btlha
'
N
形式 (ね) (削り
rii
'
N
(れる)
(め
,
(P
]0
(よ)
(たi)
分
類
動
詞
派
坐 終 連 連 du ga 準
按
舵 揺
語 止 用 体 結 結 体 語 続
幹 形 形 形 び び 形 幹 形
1 2 形 形
書く haku
'
N
'
i n u r u ra ¢ hat 1
言う 1ii
'
N
'
i n u r u ra ¢ ?it l
取る s u
'
i
'
N
'
i n u ru r a ¢ s ut 1
四 笑う
∫
W a r e e
'
N
'
i n u r u r a ¢
'
w a r a at I
五 居る h
'
i
'
N
'
i n q r u r a ¢ hu
'
it I
六 来る Ⅰ川
'
i
'
N
'
i n u r u r a ¢ t I
七 する Sll
'
N
'
i n u r u ra ¢ S 1
主な接尾 ts ullba a mi ka a
形式 (人) (齢) (か) (から)
'
Nn a
(のか)
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